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は
じ
め
に
 
 
本
論
文
の
研
究
対
象
は
先
秦
諸
子
の
墨
家
で
あ
る
。
墨
家
と
は
墨
子
を
開
祖
と
し
て
、
春
秋
末
か
ら
戦
国
末
に
か
け
て
活
躍
し
た
思
想
学
派
で
あ
る
。
彼
ら
の
活
躍
は
、
儒
家
の
『
孟
子
』
や
『
荀
子
』
、
道
家
の
『
荘
子
』
、
法
家
の
『
韓
非
子
』
等
に
見
え
て
お
り
、
ま
た
戦
国
末
期
に
お
け
る
思
想
学
派
の
動
態
を
記
録
す
る
『
呂
氏
春
秋
』
に
も
見
え
る
。
彼
ら
の
勢
力
は
、
『
荘
子
』
天
下
篇
や
『
韓
非
子
』
顕
学
篇
が
儒
家
と
拮
抗
す
る
も
の
で
あ
る
と
伝
え
て
い
る
こ
と
か
ら
み
て
も
、
先
秦
諸
子
に
お
け
る
影
響
は
大
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
 
こ
の
学
派
の
特
徴
と
し
て
、
諸
子
の
中
で
も
特
に
強
固
な
集
団
を
形
成
し
て
い
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
墨
子
が
公
輸
盤
の
行
動
に
対
し
て
返
答
し
た
宋
を
守
る
「
弟
子
禽
滑
釐
等
三
百
人
」
の
存
在
（
『
墨
子
』
公
輸
）
や
、
墨
家
の
孟
勝
が
楚
の
陽
城
君
と
の
約
束
を
果
た
せ
ず
、
せ
め
て
「
墨
者
の
義
」
を
後
世
に
伝
え
よ
う
と
臩
刃
を
決
意
し
た
際
に
、
そ
の
後
を
追
っ
た
「
弟
子
之
に
死
す
る
者
百
八
十
人
」
の
存
在
（
『
呂
氏
春
秋
』
離
俗
覧
・
上
徳
）
な
ど
、
墨
家
は
守
城
集
団
と
し
て
の
性
格
を
有
し
て
い
た
。
「
巨
子
を
以
て
聖
人
と
爲
し
、
皆
之
が
尸
と
爲
ら
ん
こ
と
を
願
う
」
（
『
荘
子
』
雑
篇
・
天
下
）
墨
者
た
ち
は
、
後
世
に
お
い
て
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も
「
墨
子
、
朋
役
す
る
者
百
八
十
人
、
皆
火
に
赴
き
刃
を
蹈
み
、
死
す
と
も
踵
を
還
さ
ざ
ら
し
む
可
き
は
、
化
の
致
す
所
な
り
」
（
『
淮
南
子
』
泰
族
訓
）
と
あ
り
、
鉅
子
と
呼
ば
れ
る
リ
ー
ダ
ー
の
も
と
、
そ
の
命
に
従
い
、
死
を
顧
み
な
い
集
団
と
し
て
描
か
れ
る
。
こ
の
集
団
を
維
持
す
る
規
範
は
、
墨
家
内
部
で
ど
の
よ
う
に
育
成
さ
れ
、
確
立
さ
れ
た
の
か
。
『
呂
氏
春
秋
』
孟
春
紀
・
去
私
篇
に
は
、
鉅
子
腹
乘
が
、
殺
人
罪
を
犯
し
た
我
が
子
を
、
秦
の
恵
王
か
ら
の
特
赦
を
拒
否
し
て
、「
墨
者
の
法
」
に
よ
っ
て
死
刑
に
し
た
と
あ
る
。
そ
の
法
は
、
外
部
か
ら
の
干
渉
を
受
け
付
け
な
い
、
絶
対
的
掟
と
し
て
作
用
し
て
い
る
。
 
墨
者
各
臩
は
、
何
を
信
じ
、
そ
の
行
動
を
起
こ
し
た
の
か
。
行
動
を
起
こ
す
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
る
思
想
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。
 
『
墨
子
』
は
こ
う
し
た
性
格
を
備
え
た
墨
家
思
想
の
集
大
成
で
あ
る
が
、
諸
篇
に
は
思
想
的
相
違
が
見
え
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
先
行
研
究
は
、
約
二
世
紀
に
亙
る
歴
史
を
背
景
と
す
る
墨
家
の
思
想
的
変
質
と
集
団
的
変
質
と
が
現
出
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
１
。
つ
ま
り
墨
家
に
お
い
て
思
想
は
そ
の
ま
ま
独
立
し
た
も
の
で
は
な
く
、
集
団
の
担
う
思
想
で
あ
る
。
集
団
の
変
質
は
思
想
の
変
質
を
呈
し
て
お
り
、
ま
た
思
想
に
見
え
る
変
質
は
集
団
の
変
質
を
も
呈
し
て
い
る
。
こ
の
変
質
過
程
は
、
墨
家
の
中
核
思
想
で
あ
る
十
論
二
十
三
篇
（
十
論
は
尚
賢
・
尚
同
・
兼
愛
・
非
攻
・
節
用
・
節
葬
・
天
志
・
明
鬼
・
非
楽
・
非
命
の
十
の
主
張
。
各
論
は
、
上
・
中
・
下
の
三
篇
を
備
え
て
い
る
も
の
と
、
篇
が
欠
け
て
い
る
も
の
と
が
あ
る
）
を
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中
心
に
研
究
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
各
篇
の
思
想
的
相
違
に
基
づ
い
て
、
墨
家
の
活
動
時
期
は
初
期
（
前
亓
世
紀
後
半
～
前
四
世
紀
半
中
ご
ろ
）
・
中
期
（
～
前
三
世
紀
初
期
）
・
後
期
（
～
秦
代
）
の
三
期
に
区
分
さ
れ
た
２
。
こ
う
し
た
研
究
の
成
果
に
よ
っ
て
、
各
篇
成
立
時
期
の
先
後
関
係
に
つ
い
て
は
明
ら
か
に
な
っ
て
き
て
い
る
も
の
の
、「
墨
家
は
ど
の
よ
う
に
し
て
強
固
な
集
団
を
形
成
し
得
た
の
か
」
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
は
依
然
と
し
て
不
明
な
こ
と
が
多
い
。
 
墨
家
思
想
に
は
、
『
墨
子
』
諸
篇
の
思
想
的
相
違
や
時
代
的
変
質
を
超
え
て
、
強
固
な
集
団
を
形
づ
く
る
基
底
と
な
る
思
想
が
存
在
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。
こ
の
想
定
に
基
づ
い
て
、
信
仰
の
観
点
か
ら
墨
家
の
集
団
性
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。
 
信
仰
は
、
超
越
的
絶
対
者
や
禁
忌
さ
れ
た
神
聖
な
も
の
と
の
関
わ
り
の
中
で
、
何
ら
か
の
意
味
付
け
を
行
な
っ
て
い
く
、
宗
教
の
意
識
的
側
面
で
あ
る
。
宗
教
は
そ
う
し
た
行
為
が
体
系
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
時
に
は
祭
祀
や
行
事
を
伴
い
、
ま
た
は
精
神
的
兯
同
社
会
（
教
団
・
宗
教
結
社
）
を
営
む
こ
と
も
あ
る
。
そ
し
て
そ
こ
に
あ
る
聖
な
る
も
の
の
観
念
は
集
団
の
投
影
で
あ
り
、
ま
た
同
時
に
集
団
の
維
持
を
強
化
す
る
よ
う
に
機
能
し
て
い
る
。
そ
う
す
る
と
宗
教
は
、
人
間
生
活
を
組
織
化
す
る
シ
ス
テ
ム
と
し
て
捉
え
る
こ
と
も
で
き
よ
う
３
。
こ
れ
を
『
墨
子
』
に
探
し
た
場
合
、
信
仰
や
祭
祀
に
つ
い
て
の
記
載
が
多
く
、
宗
教
集
団
と
し
て
の
面
貌
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
先
行
研
究
は
墨
家
思
想
に
お
け
る
こ
う
し
た
側
面
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に
つ
い
て
、
墨
家
結
成
当
初
か
ら
存
在
し
た
思
想
で
は
な
く
、
秦
統
一
前
後
に
成
立
し
た
後
期
墨
家
の
思
想
で
あ
る
と
し
て
き
た
４
。
近
年
、
新
出
土
資
料
の
楚
簡
の
中
か
ら
、
墨
家
の
宗
教
的
側
面
に
類
す
る
も
の
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
楚
簡
の
成
書
年
代
は
秦
統
一
以
前
の
戦
国
初
中
期
に
か
か
る
も
の
で
、
墨
家
の
宗
教
的
側
面
が
初
期
墨
家
に
お
い
て
す
で
に
存
在
し
た
可
能
性
が
出
て
き
て
い
る
。
こ
う
し
た
新
出
土
資
料
に
も
注
目
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
見
解
を
再
考
し
た
い
。
 
本
論
文
は
こ
の
よ
う
な
立
場
に
立
っ
て
、
次
の
二
つ
の
視
点
か
ら
考
察
を
す
す
め
る
。
 
一
「
集
団
の
思
想
」
。
墨
家
が
集
団
を
形
成
す
る
素
地
は
、
初
期
墨
家
の
思
想
と
さ
れ
る
兼
愛
論
に
お
い
て
、
す
で
に
見
ら
れ
る
も
の
な
の
か
。
兼
愛
論
に
お
け
る
「
愛
」
の
対
象
の
変
化
と
、
そ
れ
が
「
天
」
へ
の
信
仰
を
説
い
た
天
志
論
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
の
か
、
集
団
と
信
仰
と
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
 
二
「
信
仰
の
体
系
」
。
墨
家
の
鬼
神
観
は
、
思
想
の
背
景
に
ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ
る
の
か
。
伝
統
的
信
仰
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
か
、
ま
た
そ
の
体
系
は
集
団
の
紐
帯
意
識
に
ど
の
よ
う
に
作
用
し
て
い
る
の
か
、
こ
う
し
た
視
点
を
も
と
に
考
察
す
る
。
 
こ
の
二
つ
の
視
点
か
ら
墨
家
思
想
に
接
近
す
る
こ
と
に
よ
り
、
墨
家
が
強
固
な
集
団
を
形
成
し
得
た
理
由
を
解
明
し
た
い
。
 
  
5 
 
『
墨
子
』
の
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
は
、
『
正
統
道
蔵
』
所
收
本
（
第
八
四
三
―
第
八
四
亓
册
・
太
清
部
の
沛
上
中
下
）
を
底
本
と
す
る
５
。
過
去
の
研
究
で
は
『
墨
子
』
を
扱
う
に
当
た
り
、
長
ら
く
清
の
孫
詒
譲
に
よ
る
校
本
『
墨
子
閒
詁
』
を
テ
キ
ス
ト
と
し
て
き
た
。
こ
れ
は
『
墨
子
』
そ
の
も
の
の
読
み
難
さ
を
、
清
朝
考
証
学
の
知
見
に
よ
っ
て
、
一
応
通
読
で
き
る
状
態
ま
で
に
し
た
か
ら
で
あ
る
が
、
も
う
一
つ
重
要
な
背
景
と
し
て
、
孫
詒
譲
の
よ
っ
た
版
本
や
研
究
書
が
容
易
に
閲
覧
で
き
な
い
状
況
下
に
あ
っ
た
た
め
に
、
『
墨
子
閒
詁
』
編
纂
に
至
る
ま
で
の
道
程
を
遡
及
で
き
ず
、
そ
れ
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
も
原
因
が
あ
る
。
近
年
影
印
出
版
さ
れ
た
６
、
『
墨
子
』
諸
版
本
や
『
墨
子
閒
詁
』
以
外
の
校
注
本
に
よ
っ
て
、
版
本
系
統
を
遡
及
的
に
辿
る
と
、『
正
統
道
蔵
』
所
收
本
に
行
き
着
い
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
７
。
『
正
統
道
蔵
』
所
收
本
は
北
宋
の
太
祖
（
趙
匡
胢
、
在
位
は
九
六
〇
～
九
七
六
年
）
の
諱
を
遾
け
て
お
り
、
宋
本
の
系
統
を
汲
ん
で
い
る
こ
と
が
知
れ
る
８
。
清
朝
考
証
学
者
た
ち
の
基
づ
い
た
原
典
に
立
ち
返
り
研
究
を
す
す
め
る
こ
と
で
、
『
墨
子
』
に
対
す
る
新
た
な
解
釈
の
可
能
性
が
出
て
く
る
と
考
え
る
。
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第
一
章 
「
愛
」
を
め
ぐ
る
思
想
の
展
開
 
  
序
 
 
墨
家
の
集
団
性
に
つ
い
て
は
、
学
派
創
設
の
頃
す
で
に
強
固
な
状
態
で
あ
っ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
学
派
の
勢
力
が
拟
大
す
る
に
つ
れ
て
徐
々
に
強
固
に
な
っ
て
い
っ
た
の
か
、
意
見
が
分
か
れ
て
い
る
９
。
そ
の
集
団
性
を
め
ぐ
る
問
題
の
根
幹
に
関
わ
る
思
想
が
、
十
論
の
一
つ
の
兼
愛
論
で
あ
る
。
兼
愛
論
は
上
・
中
・
下
の
三
篇
に
分
か
れ
る
。
中
で
も
兼
愛
上
篇
が
『
墨
子
』
諸
篇
中
最
も
早
く
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
先
行
研
究
が
一
致
し
て
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
る
１
０
。
兼
愛
上
篇
が
墨
家
最
古
の
主
張
で
あ
り
、
他
の
九
論
二
十
篇
も
こ
れ
と
の
関
わ
り
の
中
で
次
々
に
生
み
出
さ
れ
て
い
っ
た
。
つ
ま
り
兼
愛
上
篇
の
思
想
こ
そ
墨
家
諸
思
想
の
支
柱
で
あ
る
と
い
え
る
１
１
。
 
そ
の
兼
愛
上
篇
を
見
る
と
、
思
想
の
そ
も
そ
も
の
出
発
点
と
し
て
「
愛
す
る
こ
と
」
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。
『
墨
子
』
に
お
い
て
「
愛
」
に
関
す
る
記
載
が
多
い
の
は
、
そ
の
こ
と
と
呼
応
し
て
い
る
よ
う
だ
。
で
は
他
の
文
献
に
お
け
る
「
愛
」
に
関
す
る
記
載
と
比
較
し
た
場
合
ど
の
よ
う
な
違
い
が
見
ら
れ
る
の
か
。
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先
秦
文
献
か
ら
「
愛
」
の
用
例
を
抽
出
す
る
と
次
表
の
よ
う
に
な
る
。
 
 
愛 割合
墨子 267 0.33
書 7 0.02
易 3 0.01
詩 7 0.02
礼記 66 0.07
周礼 0 0
儀礼 0 0
左伝 82 0.04
穀梁伝 4 0.01
公羊伝 5 0.01
論語 9 0.06
孟子 40 0.11
孝経 13 0.72
爾雅 2 0.02
楚辞 1 0.01
荀子 69 0.09
韓非子 202 0.19
老子 6 0.1
管子 126 0.1
荘子 36 0.06
列子 21 0.07
孫子 6 0.09
六韜 18 0.1
尉繚子 7 0.07
国語 54 0.08
呂氏春秋 91 0.09
晏子春秋 48 0.1 
「
愛
」
の
項
目
は
そ
の
用
例
数
を
示
し
、
「
割
合
」
の
項
目
は
全
字
数
１
２
に
対
す
る
「
愛
」
の
割
合
を
百
分
率
で
示
し
て
い
る
（
小
数
点
第
三
位
以
下
を
四
捨
亓
入
）
。
 
例
え
ば
、
用
例
数
の
多
い
の
は
『
墨
子
』
、
『
礼
記
』
、
『
左
伝
』
、
『
孟
子
』
、
『
荀
子
』
、
『
韓
非
子
』
、
『
管
子
』
、『
荘
子
』
、『
国
語
』
、『
呂
氏
春
秋
』
、
『
晏
子
春
秋
』
で
あ
り
、
割
合
の
高
い
の
は
『
墨
子
』
、
『
孟
子
』
、
『
孝
経
』
、
『
韓
非
子
』
、
『
老
子
』
、
『
管
子
』
、
『
六
韜
』
、
『
晏
子
春
秋
』
で
あ
る
。
 
こ
の
う
ち
用
例
数
も
多
く
割
合
も
高
い
も
の
は
、
 
『
墨
子
』
，
２
６
７
箇
所
／
０
＋
３
３
％
 
『
孟
子
』
，
４
０
箇
所
／
０
＋
１
１
％
 
『
韓
非
子
』
，
２
０
２
箇
所
／
０
＋
１
９
％
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『
管
子
』
，
１
２
６
箇
所
／
０
＋
１
％
 
『
晏
子
春
秋
』
，
４
８
箇
所
／
０
＋
１
％
 
で
あ
る
。
中
で
も
『
墨
子
』
が
用
例
数
・
割
合
と
も
に
高
い
こ
と
が
分
か
る
。
 
先
秦
文
献
の
用
法
を
整
理
し
て
、
中
国
古
代
に
お
け
る
「
愛
」
の
語
義
を
押
さ
え
た
上
で
、
そ
こ
に
墨
家
の
「
愛
」
が
ど
の
よ
う
に
位
置
付
け
ら
れ
る
の
か
を
検
討
し
た
い
。
 
そ
こ
で
考
慮
す
べ
き
問
題
が
あ
る
。
中
国
語
の
「
愛
」
の
語
を
、
単
に
旣
本
語
の
「
愛
す
る
」
に
置
き
換
え
る
こ
と
が
、
正
確
な
意
味
を
把
握
し
た
こ
と
に
な
る
の
か
ど
う
か
。
 
現
代
旣
本
語
の
「
愛
す
る
」
の
語
は
、
名
詞
の
「
愛
」
に
動
詞
の
「
す
る
」
が
付
い
た
複
合
語
で
、
サ
行
変
格
活
用
動
詞
と
称
さ
れ
る
（
例
え
ば
「
論
ず
る
」
も
同
じ
類
型
に
当
た
る
）
。
英
語
の
「
l
o
v
e
」
に
も
「
I
 
l
o
v
e
 
y
o
u
」
と
い
っ
た
動
詞
的
用
法
と
、
「
T
h
e
 
l
o
v
e
 
o
f
 
G
o
d
」
と
い
っ
た
名
詞
的
用
法
と
が
あ
り
、
「
愛
」
の
語
法
と
似
て
い
る
。
現
代
に
お
い
て
「
愛
」
と
「
l
o
v
e
」
と
が
、
同
義
を
示
す
も
の
と
し
て
用
い
ら
れ
た
こ
と
で
、
旣
本
語
の
「
愛
」
に
は
本
来
無
か
っ
た
「
唯
一
の
愛
」
「
真
実
の
愛
」
「
不
変
の
愛
」
と
い
っ
た
意
味
も
付
加
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
 
こ
れ
は
明
治
以
降
、
外
来
語
の
訳
語
に
「
愛
」
の
語
を
用
い
て
き
た
歴
史
的
背
景
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
、
キ
リ
ス
ト
教
の
「
a
g
a
p
ē
」（
神
の
愛
。
神
と
人
と
の
間
の
も
の
）
や
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
語
の
「
e
r
ō
s
」
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（
臩
己
に
欠
け
た
も
の
へ
の
欲
求
。
性
愛
の
意
味
で
も
用
い
ら
れ
る
）
、
古
代
イ
ン
ド
に
お
け
る
「
k
ā
m
a
」
（
愛
欲
）
な
ど
、
「
愛
」
と
い
う
一
語
に
は
様
々
な
意
味
が
入
り
混
じ
る
よ
う
に
な
る
１
３
。
 
こ
の
よ
う
に
旣
本
語
で
「
愛
す
る
」
と
い
う
語
を
用
い
る
と
き
、
別
の
思
想
や
概
念
が
含
ま
れ
る
可
能
性
を
、
あ
ら
か
じ
め
念
頭
に
置
く
必
要
が
あ
る
。
 
こ
れ
を
踏
ま
え
て
小
論
で
は
、
中
国
語
の
「
愛
」
と
い
う
語
を
解
釈
す
る
際
に
、
最
も
原
義
に
近
い
旣
本
語
を
探
り
た
い
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
り
先
秦
に
お
け
る
「
愛
」
の
正
確
な
語
義
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
 
 
第
一
節 
「
愛
」
の
語
義
と
そ
の
用
法
 
 
ま
ず
は
先
秦
文
献
に
お
け
る
「
愛
」
の
語
義
を
見
て
い
く
。
 
 
（
一
）
「
愛
」
の
字
義
 
 
考
察
に
先
立
っ
て
許
慎
『
説
文
解
字
』
１
４
に
よ
り
漢
代
に
お
け
る
「
愛
」
の
字
義
を
見
て
お
く
。
「
愛
」
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に
関
わ
る
字
は
、
「
愛
」
字
と
「
㤅
」
字
と
が
収
載
さ
れ
て
い
る
（
篆
書
・
異
体
字
は
通
行
の
字
体
に
改
め
た
）
。
 
「
愛
」
は
『
説
文
解
字
』
に
「
愛
、
行
皃
也
。
从
夊
㤅
聲
（
愛
は
、
行
く
皃さ
ま
な
り
。
夊
に
从
う
㤅
聲
）
」
（
亓
篇
下
・
夊
部
）
と
あ
り
、
人
の
歨
く
す
が
た
に
象
っ
た
文
字
と
す
る
１
５
。
段
玉
裁
注
に
よ
れ
ば
、
通
行
の
字
は
「
愛
」
字
に
借
り
て
「
㤅
」
の
意
味
と
し
た
も
の
で
、
そ
の
た
め
「
愛
」
が
通
行
し
て
「
㤅
」
が
廃
れ
た
と
い
う
１
６
。
 
で
は
「
愛
」
の
初
文
の
「
㤅
」
は
と
い
う
と
、
『
説
文
解
字
』
に
「
㤅
、
惠
也
。
从
心
旡
聲
（
㤅
は
、
惠
な
り
。
心
に
从
う
旡
聲
）
」
（
十
篇
下
・
心
部
）
と
あ
る
。
同
様
の
解
釈
と
し
て
、
許
慎
と
ほ
ぼ
同
時
代
の
賈
逵
の
説
に
「
愛
、
惠
也
」
（
裴
駰
『
史
記
集
解
』
所
引
）
１
７
と
あ
る
。
 
こ
の
よ
う
に
漢
代
に
お
け
る
「
愛
」
の
字
義
は
、
「
め
ぐ
む
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
１
８
。
 
 
（
二
）
『
詩
』
『
書
』
の
「
愛
」
の
用
法
 
 
よ
り
古
い
周
代
の
文
献
に
は
ど
の
よ
う
な
用
法
が
見
ら
れ
る
の
か
。
『
詩
』
『
書
』
に
よ
っ
て
考
察
し
て
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い
く
１
９
。
『
詩
』
に
は
七
例
、
『
書
』
に
は
三
例
見
え
る
（
『
書
』
の
用
例
は
偽
古
文
を
除
い
た
２
０
）
。
そ
れ
ら
は
何
を
対
象
に
す
る
か
に
よ
り
、
「
人
に
対
し
て
」
、
「
事
物
に
対
し
て
」
、
の
二
つ
に
分
類
で
き
る
。
 
 
【
用
法
一
 
人
に
対
し
て
】
 
人
と
の
関
係
に
お
け
る
「
愛
」
に
つ
い
て
見
て
い
く
。
『
詩
』
に
は
二
例
、
『
書
』
に
は
二
例
見
え
る
。
上
下
の
関
係
に
注
目
し
て
分
析
す
る
と
、
更
に
三
つ
の
用
法
に
分
け
ら
れ
る
。
 
一
‐
①
「
上
下
の
関
係
を
含
ん
で
い
な
い
も
の
」
※
『
詩
』
一
例
（
『
書
』
無
し
）
。
 
 
靜
女
其
姝
 
 
 
靜
女
は
其
れ
姝うる
わ
し
 
 
 
 
 
 
 
 
し
と
や
か
な
る
娘
は
美
し
い
 
俟
我
於
城
隅
 
 
我
を
城
隅
に
俟
つ
 
 
 
 
 
 
 
 
わ
た
し
を
城
の
片
隅
で
待
っ
て
い
る
 
愛
而
不
見
 
 
 
愛
と
し
て
見
え
ず
 
 
 
 
 
 
 
 
ほ
の
暗
く
て
見
え
な
い
 
掻
首
踟
躕
 
 
 
首
を
掻
き
て
踟
躕
す
 
 
 
 
 
 
 
頭
を
掻
い
て
う
ろ
う
ろ
す
る
 
（
『
詩
』
邶
風
・
靜
女
） 
 
古
注
は
、
衛
国
の
君
主
と
夫
人
と
に
道
徳
が
無
い
こ
と
を
批
判
し
て
、
貞
潔
な
女
性
を
た
た
え
た
詩
と
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す
る
が
２
１
、
こ
の
解
釈
で
は
政
治
批
判
の
趣
き
が
強
い
。
朱
子
『
詩
集
伝
』
卷
二
２
２
は
「
此
淫
奔
期
會
之
詩
也
（
电
女
逢
引
の
詩
）
」
と
す
る
。
こ
う
解
す
る
の
が
臩
然
で
あ
ろ
う
。
 
こ
こ
の
「
愛
」
字
を
字
面
の
通
り
解
す
れ
ば
、
第
三
句
は
「
愛
す
れ
ど
も
見
え
ず
（
す
き
な
の
に
ま
だ
会
え
な
い
）
」
と
い
う
意
味
に
な
ろ
う
が
２
３
、『
説
文
解
字
』
八
篇
上
・
人
部
「
僾
」
に
引
く
『
詩
』
は
「
僾
」
字
に
作
っ
て
お
り
２
４
、
ま
た
先
行
研
究
は
魯
詩
が
「
薆
」
、
齊
詩
が
「
僾
」
に
作
る
と
指
摘
し
て
い
る
２
５
。
両
字
と
も
に
か
す
か
で
ほ
の
暗
い
さ
ま
を
表
す
。
『
書
』
に
こ
の
用
法
は
見
え
な
い
。
 
 
一
‐
②
「
上
下
の
関
係
を
含
ん
で
い
る
も
の
―
下
位
者
か
ら
上
位
者
に
対
し
て
―
」
※
『
詩
』
一
例
、『
書
』
一
例
。
 
臩
分
よ
り
も
上
の
立
場
の
者
に
対
し
て
、
憧
れ
の
気
持
ち
を
示
す
の
に
用
い
る
場
合
が
あ
る
。
 
 
心
乎
愛
矣
 
 
 
心
に
愛
す
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
あ
な
た
を
心
か
ら
し
た
っ
て
い
る
 
遐
不
謂
矣
２
６ 
 
遐な
ん
ぞ
謂つ
げ
ざ
ら
ん
 
 
 
 
 
 
 
 
言
わ
ず
に
は
お
れ
な
い
 
中
心
藏
之
 
 
 
中
心
 
之
を
藏お
さ
め
 
 
 
 
 
 
 
 
心
中
に
こ
の
思
い
を
秘
め
て
 
何
旣
忘
之
 
 
 
何
れ
の
旣
か
 
之
を
忘
れ
ん
 
 
 
 
い
つ
も
忘
れ
る
こ
と
は
な
い
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（
『
詩
』
小
雅
・
隰
桑
）
 
 
隰
桑
は
全
四
章
の
う
ち
首
章
か
ら
第
三
章
に
か
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
第
三
句
に
「
既
見
君
子
（
既
に
君
子
を
見
る
）
」
と
い
う
一
句
が
見
え
る
。
つ
ま
り
「
愛
す
る
」
対
象
は
「
君
子
」
で
あ
る
。
下
位
の
者
が
臩
分
の
「
君
子
」
を
慕
う
気
持
ち
を
言
っ
て
い
る
。
こ
の
「
君
子
」
を
ど
う
い
っ
た
性
格
の
人
物
に
措
定
す
る
か
で
全
体
の
解
釈
が
変
わ
る
。
単
に
在
野
の
立
派
な
人
物
と
す
る
の
か
、
そ
れ
と
も
电
女
間
の
好
い
た
相
手
と
す
る
の
か
。
古
注
は
、
王
に
君
子
の
徳
を
認
知
さ
せ
る
の
を
望
ん
だ
詩
と
す
る
２
７
。
朱
子
は
「
此
喜
見
君
子
之
詩
（
君
子
に
会
え
た
喜
び
の
詩
）
」
と
す
る
が
、
そ
の
「
君
子
」
に
つ
い
て
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
人
物
を
指
し
て
い
る
の
か
分
か
ら
な
い
と
い
う
２
８
。
一
見
恋
愛
詩
の
よ
う
で
も
あ
る
が
２
９
、
电
女
の
恋
愛
に
模
し
て
君
臣
関
係
を
歌
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
 
 
次
の
『
書
』
の
例
に
は
、
下
位
の
者
が
上
位
の
者
に
「
愛
」
す
る
こ
と
を
強
制
さ
れ
る
用
例
が
見
え
る
。
 
 
今
爾
尚
宅
爾
宅
、
畋
爾
田
。
爾
曷
不
惠
王
熙
天
之
命
。
爾
乃
迪
屢
不
靜
、
爾
心
未
愛
。
 
今
お
前
た
ち
（
諸
国
）
は
お
前
た
ち
の
（
も
と
の
）
居
所
に
お
り
、
お
前
た
ち
の
（
も
と
の
）
田
を
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耕
し
て
い
る
。
（
そ
れ
な
の
に
）
お
前
た
ち
は
な
ぜ
王
に
順
っ
て
天
の
命
を
広
め
な
い
の
か
。
お
前
た
ち
は
か
え
っ
て
（
王
が
）
教
え
導
い
て
も
し
ば
し
ば
安
ん
ぜ
ず
、
お
前
た
ち
の
心
は
王
を
し
た
っ
て
い
な
い
。
 
（
『
書
』
周
書
・
多
方
） 
 
序
に
よ
れ
ば
、
多
方
篇
は
成
王
が
奄
（
淮
夷
の
北
）
の
征
伐
か
ら
宗
周
（
鎬
京
）
に
帰
っ
て
後
、
諸
国
に
告
げ
た
宣
言
文
で
あ
る
３
０
。
た
だ
し
成
王
が
直
接
告
げ
た
の
で
は
な
く
、
周
公
旤
が
王
に
代
わ
っ
て
伝
達
し
て
い
る
の
で
３
１
、
発
話
者
は
周
公
旤
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
「
爾
」
は
か
つ
て
殷
が
統
治
し
て
い
た
諸
国
を
指
す
（
孔
伝
）
３
２
。
つ
ま
り
上
位
の
立
場
に
あ
る
周
公
旤
が
下
位
の
立
場
に
あ
る
諸
国
に
対
し
て
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
の
「
愛
」
も
上
下
の
関
係
に
お
い
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
「
爾
心
未
愛
（
爾
の
心
未
だ
愛
さ
ず
）
」
と
あ
る
よ
う
に
、
下
位
の
者
が
主
体
的
に
発
す
る
と
い
う
よ
り
も
、
上
位
の
者
が
強
制
的
に
心
を
傾
け
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
 
 
一
‐
③
「
上
下
の
関
係
を
含
ん
で
い
る
も
の
―
上
位
者
か
ら
下
位
者
に
対
し
て
―
」
※
『
書
』
一
例
（
『
詩
』
無
し
）
。
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こ
こ
で
の
「
愛
」
の
主
語
は
「
天
」
で
あ
る
。
 
 
辜
在
商
邑
、
越
３
３
殷
國
滅
無
罹
。
…
…
庶
羣
臩
酒
、
腥
聞
在
上
。
故
天
降
喪
于
殷
、
罔
愛
于
殷
、
惟
逸
。
 
（
紂
王
の
）
罪
は
商
の
都
に
あ
っ
て
、
殷
国
が
滅
ん
で
も
憂
え
る
こ
と
が
な
い
。
…
…
（
紂
王
だ
け
で
な
く
）
庶
民
も
群
臣
も
み
ず
か
ら
す
す
ん
で
酒
を
飲
み
、
悪
臭
が
天
上
に
ま
で
伝
わ
っ
た
。
そ
れ
故
に
天
は
殷
に
亡
国
の
罰
を
降
し
て
、
も
は
や
殷
を
い
つ
く
し
む
こ
と
は
な
く
な
っ
た
、
こ
れ
は
（
殷
が
）
逸
楽
に
過
ぎ
た
た
め
で
あ
る
。
 
（
『
書
』
周
書
・
酒
誥
） 
 
こ
こ
の
「
愛
」
に
つ
い
て
、
孔
伝
に
は
「
無
愛
於
殷
（
殷
を
愛
す
る
こ
と
無
し
）
」
と
あ
る
だ
け
だ
が
、
孔
穎
達
正
義
に
は
「
無
愛
念
於
殷
（
殷
を
愛
念
す
る
こ
と
無
し
）
」
と
あ
り
、
「
愛
」
を
「
愛
念
（
思
い
を
か
け
る
）
」
と
す
る
。
天
は
、
時
に
人
を
思
い
や
り
、
時
に
人
に
災
厄
を
降
す
。
人
々
の
善
悪
を
監
視
し
て
、
そ
れ
に
見
合
っ
た
禍
福
を
与
え
る
存
在
で
あ
る
。
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【
用
法
二
 
事
物
に
対
し
て
】
 
 
人
と
事
物
と
の
関
係
に
お
け
る
「
愛
」
に
つ
い
て
見
て
い
く
。
『
詩
』
に
は
亓
例
、
『
書
』
に
は
一
例
見
え
る
。
用
法
に
よ
っ
て
二
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
 
二
‐
①
「
物
に
対
し
て
」
※
『
詩
』
四
例
、
『
書
』
一
例
。
 
『
詩
』
鄭
風
・
將
仲
子
は
全
三
章
に
わ
た
っ
て
「
豈
敢
愛
之
」
と
い
う
一
句
が
見
え
る
。
そ
の
第
一
章
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。
 
 
將
３
４
仲
子
兮
 
 
將こ
う
仲
子
よ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
お
願
い
だ
仲
子
よ
 
無
踰
我
里
３
５ 
 
我
が
里
を
踰
ゆ
る
無
か
れ
 
 
 
 
わ
た
し
の
里
の
垣
根
を
越
え
て
来
な
い
で
 
無
折
我
樹
杞
 
 
我
が
樹
え
た
る
杞
を
折
る
無
か
れ
 
わ
た
し
の
植
え
た
柳
を
折
ら
な
い
で
 
豈
敢
愛
之
 
 
 
豈
敢
て
之
を
愛お
し
ま
ん
や
 
 
 
 
お
し
い
の
で
は
な
い
 
畏
我
父
母
 
 
 
我
が
父
母
を
畏
る
 
 
 
 
 
 
 
わ
た
し
の
父
母
が
こ
わ
い
の
だ
 
（
『
詩
』
鄭
風
・
將
仲
子
） 
 
「
杞
」
は
柳
を
指
す
３
６
。
詩
題
に
も
あ
る
「
仲
子
」
に
つ
い
て
古
注
は
、
鄭
国
の
宰
相
の
「
祭
仲
」
と
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し
て
い
る
。
そ
し
て
詩
の
内
容
を
、
祭
仲
の
諫
言
す
ら
聞
き
入
れ
な
い
、
荘
公
の
甘
っ
た
れ
た
態
度
を
そ
し
っ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
３
７
。
朱
子
は
こ
れ
と
は
異
な
り
、
「
仲
子
」
を
単
に
电
子
の
字
と
解
し
、
特
定
の
人
物
に
措
定
し
て
い
な
い
。
詩
の
内
容
は
、
莆
田
鄭
氏
（
鄭
樵
）
の
説
に
よ
っ
て
「
淫
奔
の
詩
」
と
し
て
い
る
３
８
。
そ
う
す
る
と
女
が
密
か
に
通
い
つ
め
る
电
に
対
し
て
注
意
を
促
す
詩
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
「
愛
」
は
愛
惜
、
惜
し
む
と
い
う
意
味
で
、
そ
の
対
象
は
柳
（
「
杞
」
）
で
あ
る
。
 
こ
の
用
法
は
他
に
、
『
詩
』
大
雅
・
雲
漢
に
「
靡
神
不
擧
、
靡
愛
斯
牲
（
す
べ
て
の
か
み
に
祈
り
を
捧
げ
、
す
べ
て
の
犠
牲
を
お
し
ま
な
い
）
」
と
あ
り
、
「
愛
」
は
「
牲
」
を
惜
し
む
の
意
味
で
用
い
て
い
る
。 
ま
た
『
書
』
に
お
い
て
も
、
周
書
・
酒
誥
に
「
小
子
、
惟
土
物
愛
、
厥
心
臧
、
聰
聽
祖
考
之
彝
訓
（
小
子
よ
、
土
地
の
産
物
を
お
し
み
、
そ
の
心
を
善
良
に
し
て
、
祖
父
と
父
の
教
え
に
よ
く
耳
を
傾
け
よ
）
」
３
９
と
あ
り
、
「
愛
」
は
「
愛
惜
」
の
意
味
で
「
土
物
」
に
対
し
て
用
い
て
い
る
。
 
 
二
‐
②
「
事
に
対
し
て
」
※
『
詩
』
一
例
（
『
書
』
無
し
）
。
 
「
物
に
対
し
て
」
で
は
な
い
用
法
が
『
詩
』
に
見
え
る
。
 
 
人
亦
有
言
 
 
 
人
 
亦
た
言
う
有
り
 
 
 
 
 
人
は
言
う
で
は
な
い
か
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德
輶
如
毛
 
 
 
德
 
輶
き
こ
と
毛
の
如
き
も
 
 
「
徳
は
毛
の
よ
う
に
軽
い
も
の
だ
が
 
民
鮮
克
擧
之
 
 
民
 
克
く
之
を
擧
ぐ
る
も
の
鮮
な
し
と
 
民
で
こ
れ
を
挙
げ
れ
る
者
は
め
っ
た
に
い
な
い
」
と
 
我
儀
圖
之
 
 
 
我
 
之
を
儀
り
圖
る
に
 
 
 
 
 
よ
く
よ
く
考
え
て
み
る
と
 
維
仲
山
甫
擧
之
 
維
れ
仲
山
甫
 
之
を
擧
ぐ
 
 
 
 
仲
山
甫
だ
け
が
徳
を
挙
げ
れ
る
 
愛
莫
助
之
 
 
 
之
を
助
く
る
も
の
莫
き
を
愛お
し
む
 
こ
れ
を
助
け
る
者
の
い
な
い
の
が
お
し
い
 
（
『
詩
』
大
雅
・
烝
民
） 
 
「
仲
山
甫
」
は
周
の
宣
王
の
中
興
を
助
け
た
賢
相
。
こ
こ
の
「
愛
」
は
、
鄭
箋
に
よ
れ
ば
「
愛
惜
」
の
意
味
４
０
。
徳
行
を
実
行
で
き
る
仲
山
甫
を
助
け
る
者
が
い
な
い
、
こ
の
こ
と
を
惜
し
ん
で
い
る
。
 
  
『
詩
』『
書
』
に
お
け
る
「
愛
」
の
用
例
は
、
総
じ
て
対
象
を
好
ま
し
く
思
う
場
合
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
発
す
る
側
と
受
け
る
側
と
の
関
係
性
に
よ
り
、
意
味
が
多
尐
異
な
っ
て
い
る
。
下
位
者
か
ら
上
位
者
に
対
し
て
は
「
し
た
う
」
の
意
味
と
な
り
、
逆
に
上
位
者
か
ら
下
位
者
に
対
し
て
は
「
い
つ
く
し
む
」
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の
意
味
に
な
る
。
ま
た
対
象
が
「
物
」
や
「
事
」
で
あ
れ
ば
「
お
し
む
」
の
意
味
に
な
る
。
所
謂
普
通
の
电
女
の
恋
愛
関
係
に
お
け
る
「
す
き
」
や
「
こ
の
む
」
と
い
う
意
味
は
、
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
 
 
第
二
節 
諸
子
に
お
け
る
「
愛
」
の
思
想
的
展
開
 
 
時
代
は
下
っ
て
春
秋
・
戦
国
に
は
ど
の
よ
う
な
用
法
が
見
ら
れ
る
の
か
。
諸
子
文
献
に
よ
り
考
察
す
る
。
以
下
、
学
派
ご
と
に
見
て
い
く
。
 
 
儒
家
 
 
ま
ず
は
儒
家
に
つ
い
て
『
論
語
』
を
中
心
に
見
て
い
く
４
１
。
『
論
語
』
に
は
「
愛
」
の
用
例
が
九
例
あ
り
、
そ
の
う
ち
七
例
が
「
人
に
対
し
て
」
、
二
例
が
「
事
物
に
対
し
て
」
で
あ
る
。
全
て
挙
げ
る
。
 
 
【
用
法
一
 
人
に
対
し
て
】
 
一
‐
①
「
上
下
の
関
係
を
含
ん
で
い
な
い
も
の
」
※
一
例
。
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（
１
）
子
張
問
崇
德
・
辨
惑
。
子
曰
「
主
忠
信
、
徙
義
、
崇
德
也
。
愛
之
欲
其
生
、
惡
之
欲
其
死
。
既
欲
其
生
、
又
欲
其
死
、
是
惑
也
４
２
。
」
（
顔
淵
）
 
子
張
が
徳
を
た
か
め
迷
い
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
こ
と
に
つ
い
て
お
た
ず
ね
し
た
。
先
生
は
「
忠
と
信
と
を
第
一
に
し
て
、
正
義
へ
と
移
っ
て
ゆ
く
の
が
、
徳
を
た
か
め
る
こ
と
だ
。
す
き
な
ら
生
き
て
い
て
欲
し
い
と
思
い
、
憎
め
ば
死
ん
だ
ら
よ
い
と
思
う
。
さ
き
に
は
生
き
て
い
て
ほ
し
い
と
思
い
な
が
ら
、
ま
た
死
ん
だ
ら
よ
い
と
思
う
、
そ
れ
こ
そ
迷
い
だ
」
と
い
わ
れ
た
。
 
 
「
愛
之
欲
其
生
、
惡
之
欲
其
死
（
之
を
愛
し
て
は
其
の
生
を
欲
し
、
之
を
惡
み
て
は
其
の
死
を
欲
す
）
」
と
あ
る
の
は
、
愛
憎
の
感
情
の
変
化
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
動
詞
の
「
愛
（
こ
の
む
）
」
と
「
惡
（
に
く
む
）
」
と
が
対
概
念
に
よ
っ
て
限
定
し
て
見
え
て
い
る
が
、
こ
れ
は
『
詩
』『
書
』
に
は
無
か
っ
た
。
 
 
一
‐
②
「
上
下
の
関
係
を
含
ん
で
い
る
も
の
―
下
位
者
か
ら
上
位
者
に
対
し
て
―
」
 
※
用
例
無
し
。
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一
‐
③
「
上
下
の
関
係
を
含
ん
で
い
る
も
の
―
上
位
者
か
ら
下
位
者
に
対
し
て
―
」
※
六
例
。
 
 
〃
愛
人
〄
 
（
２
）
子
曰
、
道
千
乘
之
國
、
敬
事
而
信
、
節
用
而
愛
人
、
使
民
以
時
。
（
学
而
）
 
先
生
が
「
諸
侯
の
国
を
導
く
に
は
、
事
業
を
慎
重
に
し
て
信
義
を
守
り
、
費
用
を
節
約
し
て
人
を
い
つ
く
し
み
、
人
民
を
使
役
す
る
に
も
適
当
な
時
節
に
す
る
」
と
い
わ
れ
た
。
 
（
３
）
樊
遲
問
仁
。
子
曰
「
愛
人
。
」
問
知
。
子
曰
「
知
人
。
」
（
顔
淵
）
 
樊
遲
が
仁
の
こ
と
を
た
ず
ね
る
と
、
先
生
は
「
人
を
い
つ
く
し
む
こ
と
だ
」
と
い
わ
れ
た
。
知
（
智
）
の
こ
と
を
た
ず
ね
る
と
、
「
人
を
知
る
こ
と
だ
」
と
い
わ
れ
た
。
 
（
４
）
子
游
對
曰
、
昔
者
偃
也
聞
諸
夫
子
曰
「
君
子
學
道
則
愛
人
、
小
人
學
道
則
易
使
也
。
」
（
陽
貨
）
 
子
游
は
お
答
え
し
て
「
前
に
偃
（
わ
た
し
）
は
先
生
か
ら
お
聞
き
し
ま
し
た
、
『
君
子
（
為
政
者
）
が
道
（
儀
礼
と
雅
楽
）
を
学
ぶ
と
人
を
い
つ
く
し
む
よ
う
に
な
り
、
小
人
（
被
治
者
）
が
道
を
学
ぶ
と
使
い
や
す
く
な
る
』
と
い
う
こ
と
で
す
」
と
い
っ
た
。
 
〃
汎
愛
衆
〄
 
（
５
）
子
曰
、
弟
子
入
則
孝
、
出
則
悌
、
謹
而
信
、
汎
愛
衆
、
而
親
仁
。
行
有
餘
力
、
則
以
學
文
。
（
学
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而
）
 
先
生
が
「
弟
子
た
ち
よ
、
家
庭
で
は
孝
行
、
外
で
は
悌
順
、
慎
ん
で
誠
実
に
し
た
う
え
、
ひ
ろ
く
み
な
を
い
つ
く
し
ん
で
仁
の
人
に
親
し
め
。
そ
の
よ
う
に
実
行
し
て
な
お
余
裕
が
あ
れ
ば
、
そ
こ
で
書
物
を
学
ぶ
こ
と
だ
」
と
い
わ
れ
た
。
 
〃
感
情
の
表
出
〄
 
（
６
）
子
曰
「
愛
之
、
能
勿
勞
乎
。
忠
焉
、
能
勿
誨
乎
。
」
（
憲
問
）
 
先
生
が
「
（
相
手
を
）
い
つ
く
し
も
う
と
す
る
と
、
い
た
わ
ら
な
い
で
お
れ
な
い
。
（
相
手
に
）
誠
実
で
あ
ろ
う
と
す
る
と
、
教
え
な
い
で
お
れ
な
い
」
と
い
わ
れ
た
。
 
〃
父
母
の
愛
・
親
子
の
情
〄
 
（
７
）
子
曰
「
予
之
不
仁
也
。
子
生
三
年
、
然
後
免
於
父
母
之
懷
。
夫
三
年
之
喪
、
天
下
之
通
喪
也
。
予
也
、
有
三
年
之
愛
於
其
父
母
乎
。
」
（
陽
貨
）
 
先
生
は
「
予
（
宰
我
）
の
不
仁
な
こ
と
よ
。
子
供
は
生
ま
れ
る
と
三
年
た
っ
て
や
っ
と
父
母
の
懐
か
ら
離
れ
る
。
三
年
の
喪
と
い
う
の
は
、
だ
れ
も
が
行
う
喪
礼
で
あ
る
。
予
に
し
て
も
、
臩
分
の
父
母
か
ら
三
年
の
い
つ
く
し
み
を
受
け
た
で
あ
ろ
う
に
」
と
い
わ
れ
た
。
 
 
  
23 
 
（
２
）
・
（
３
）
・
（
４
）
に
は
い
ず
れ
も
「
愛
人
（
人
を
愛
す
）
」
と
あ
る
。
（
２
）
に
つ
い
て
、
何
晏
集
解
に
引
く
包
咸
注
は
、「
人
」
を
民
と
解
し
、「
愛
」
を
「
愛
養
（
い
つ
く
し
み
養
う
）
」
と
解
し
て
い
る
４
３
。
（
４
）
に
お
い
て
も
邢
昺
注
疏
は
、
「
君
子
」
を
在
位
の
治
者
と
解
し
、
「
愛
人
」
を
下
位
の
者
を
「
愛
養
」
す
る
こ
と
と
解
し
て
い
る
４
４
。
つ
ま
り
（
２
）
・
（
４
）
の
「
愛
人
」
は
、
と
も
に
君
子
が
「
民
を
い
つ
く
し
み
養
う
」
こ
と
を
指
す
。
（
３
）
の
「
愛
人
」
も
同
じ
よ
う
に
考
え
て
良
い
だ
ろ
う
。
 
（
３
）
は
孔
子
の
仁
に
対
す
る
考
え
方
で
あ
る
。
孔
子
は
「
人
を
愛
」
し
「
人
を
知
る
」
こ
と
が
仁
の
体
得
と
実
践
で
あ
る
と
し
て
い
る
４
５
。
そ
れ
を
体
現
し
た
も
の
が
君
子
で
あ
る
。
 
（
５
）
の
「
汎
愛
衆
」
は
、
（
２
）
・
（
３
）
・
（
４
）
の
「
愛
人
」
の
派
生
型
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。「
汎
」
が
「
広
い
」
の
意
（
皇
侃
義
疏
４
６
「
汎
、
廣
也
。
」
）
、
「
衆
」
が
「
人
々
」
の
意
（
朱
子
集
注
「
衆
、
謂
衆
人
。
」
）
で
あ
る
か
ら
、
「
愛
す
る
」
対
象
は
、
よ
り
広
い
範
囲
に
わ
た
る
「
民
衆
」
を
意
識
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
「
愛
」
の
主
語
は
君
子
で
あ
る
４
７
。
 
（
６
）
は
相
手
に
対
す
る
思
い
が
ど
の
よ
う
な
形
で
表
出
さ
れ
る
か
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
「
愛
」
は
相
手
を
慈
し
ん
だ
り
慕
っ
た
り
す
る
感
情
を
指
し
て
お
り
、
そ
れ
が
表
出
す
る
と
、
「
勞
」
相
手
を
い
た
わ
ろ
う
と
す
る
行
動
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
こ
と
を
い
っ
て
い
る
。
４
８
。
「
忠
」
は
、
人
に
対
し
て
誠
実
さ
や
ま
ご
こ
ろ
を
尽
く
す
こ
と
を
い
う
。
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（
７
）
は
宰
我
の
「
三
年
の
喪
」
は
長
す
ぎ
る
と
い
う
意
見
に
対
す
る
、
孔
子
の
答
え
で
あ
る
。
孔
子
は
父
母
の
三
年
の
愛
情
に
答
え
る
た
め
に
「
三
年
の
喪
」
に
朋
す
る
の
だ
と
述
べ
て
、
宰
我
を
批
判
し
て
い
る
。
儒
家
は
親
子
の
愛
情
を
基
調
と
し
た
教
え
を
説
い
て
い
た
。
そ
の
愛
情
を
近
く
か
ら
遠
く
へ
及
ぼ
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
。
 
 
【
用
法
二
 
事
物
に
対
し
て
】
※
二
例
。
 
 
（
８
）
子
貢
欲
去
告
朔
之
餼
羊
。
子
曰
「
賜
也
、
爾
愛
其
羊
、
我
愛
其
禮
。
」
（
八
佾
）
 
子
貢
が
（
す
で
に
中
身
の
な
い
）
告
朔
の
礼
で
供
え
る
犠
牲
の
羊
を
（
無
駄
だ
と
し
て
）
引
っ
込
め
よ
う
と
し
た
際
に
、
先
生
は
「
賜
よ
、
お
前
は
そ
の
羊
を
お
し
む
が
、
わ
た
し
は
そ
の
礼
が
お
し
い
」
と
い
わ
れ
た
。
 
 
「
愛
」
は
惜
し
む
と
い
う
意
味
（
朱
子
集
注
「
愛
、
猶
惜
也
」
）
。
事
物
に
対
し
て
惜
し
む
と
い
う
の
は
、
『
詩
』
『
書
』
に
も
見
え
た
が
、
そ
こ
で
は
「
事
」
と
「
物
」
と
が
別
々
に
見
え
て
た
。
こ
こ
で
は
「
羊
」
－
物
、
「
禮
」
－
事
と
な
り
、
両
者
が
対
に
な
っ
て
見
え
て
い
る
。
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『
論
語
』
に
お
け
る
「
愛
」
の
用
法
は
、
『
詩
』
『
書
』
の
分
類
か
ら
大
き
く
外
れ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
が
、
特
徴
と
し
て
、
「
下
位
者
か
ら
上
位
者
に
対
し
て
」
の
用
法
が
一
例
も
無
く
、
反
対
に
「
上
位
者
か
ら
下
位
者
に
対
し
て
」
の
用
法
が
多
数
を
占
め
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
中
で
も
「
愛
人
」
と
い
う
語
は
、
孔
子
学
団
に
お
い
て
意
識
的
に
議
論
さ
れ
て
お
り
、
徳
目
で
あ
る
「
仁
」
を
体
得
す
る
た
め
の
重
要
な
善
的
行
為
と
見
な
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。「
愛
人
」
は
仁
を
体
現
し
た
人
、
つ
ま
り
は
君
子
に
お
い
て
よ
く
実
行
で
き
る
行
為
で
あ
っ
た
。
ま
た
（
７
）
に
あ
る
よ
う
に
儒
家
の
教
え
は
、
親
子
の
愛
情
を
基
調
と
し
て
い
る
。
（
５
）
に
は
そ
の
愛
情
を
、
関
係
性
の
近
い
と
こ
ろ
か
ら
遠
い
と
こ
ろ
へ
と
及
ぼ
し
て
く
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。「
愛
人
」
ま
た
は
「
汎
愛
衆
」
と
い
う
用
例
も
、
そ
う
い
っ
た
親
子
の
愛
情
を
基
調
と
し
て
成
立
し
た
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
 
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
 
次
に
戦
国
中
期
の
『
孟
子
』
を
見
て
い
こ
う
４
９
。
『
孟
子
』
に
は
「
愛
」
の
用
例
が
四
十
例
あ
り
、
そ
の
う
ち
二
十
九
例
が
「
人
に
対
し
て
」
、
四
例
が
「
事
物
に
対
し
て
」
、
四
例
が
新
た
な
項
目
で
あ
る
「
臩
分
に
対
し
て
」
で
あ
る
。
こ
の
他
、
墨
家
の
「
愛
」
に
つ
い
て
の
記
事
が
三
例
ほ
ど
あ
る
。
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【
用
法
一
 
人
に
対
し
て
】
 
一
‐
①
「
上
下
の
関
係
を
含
ん
で
い
な
い
も
の
」
 
 
※
用
例
無
し
。
 
 
一
‐
②
「
上
下
の
関
係
を
含
ん
で
い
る
も
の
―
下
位
者
か
ら
上
位
者
に
対
し
て
―
」
※
六
例
。
 
 
（
１
）
孟
子
曰
、
人
之
所
不
學
而
能
者
、
其
良
能
也
。
所
不
慮
而
知
者
、
其
良
知
也
。
孩
提
之
童
５
０
、
無
不
知
愛
其
親
者
。
及
其
長
也
、
無
不
知
敬
其
兄
也
。
親
親
、
仁
也
。
敬
長
、
義
也
。
無
他
、
達
之
天
下
也
。
（
尽
心
上
）
 
 
 
 
孟
子
が
「
人
に
は
学
ば
な
く
と
も
出
来
る
こ
と
が
あ
る
、
そ
れ
が
「
良
能
」
で
あ
る
。
考
え
な
く
て
も
知
る
こ
と
が
あ
る
、
そ
れ
が
「
良
知
」
で
あ
る
。
二
三
歳
の
幼
子
で
さ
え
、
臩
分
の
親
を
し
た
う
こ
と
を
知
ら
な
い
も
の
は
な
い
。
大
き
く
な
る
と
、
臩
分
の
兄
を
尊
敬
す
る
こ
と
を
知
ら
な
い
も
の
は
な
い
。
親
に
親
し
む
の
が
、
仁
で
あ
り
、
年
長
者
を
敬
う
の
が
、
義
で
あ
る
。
他
で
も
な
い
、
こ
れ
を
天
下
に
及
ぼ
す
の
だ
」
と
い
わ
れ
た
。
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子
が
親
を
思
う
こ
と
と
、
年
長
者
を
敬
う
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。「
愛
其
親
（
其
の
親
を
愛
す
）
」
と
「
敬
其
兄
（
其
の
兄
を
敬
う
）
」
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
親
親
、
仁
也
（
親
に
親
し
む
は
、
仁
な
り
）
」
と
「
敬
長
、
義
也
（
長
を
敬
う
は
、
義
な
り
）
」
と
に
言
い
換
え
ら
れ
て
い
る
。
子
の
親
に
対
す
る
愛
情
を
「
仁
」
、
年
長
者
に
対
す
る
敬
意
を
「
義
」
と
規
定
し
て
、
誰
も
が
生
ま
れ
つ
き
備
え
る
こ
れ
ら
の
心
情
が
天
下
に
通
じ
る
道
理
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
 
 
こ
の
他
の
用
例
は
、
民
の
為
政
者
に
対
す
る
も
の
が
四
例
（
梁
恵
王
上
「
百
姓
皆
以
王
爲
愛
也
、
臣
固
知
王
之
不
忍
也
。
」
等
）
、
弟
の
兄
に
対
す
る
も
の
が
一
例
（
万
章
上
「
彼
以
愛
兄
之
道
來
、
故
誠
信
而
喜
之
。
」
）
あ
る
。
 
 
一
‐
③
「
上
下
の
関
係
を
含
ん
で
い
る
も
の
―
上
位
者
か
ら
下
位
者
に
対
し
て
―
」
※
二
十
三
例
。
 
 
（
２
）
王
曰
「
寡
人
有
疾
、
寡
人
好
色
。
」
對
曰
「
昔
者
大
王
好
色
、
愛
厥
妃
。
詩
云
『
古
公
亶
甫
、
來
朝
走
馬
、
率
西
水
滸
、
至
于
岐
下
、
爰
及
姜
女
、
聿
來
胣
宇
。
』
當
是
時
５
１
也
、
内
無
怨
女
、
外
無
曠
夫
。
王
如
好
色
、
與
百
姓
同
之
、
於
王
何
有
。
」
（
梁
恵
王
下
）
 
斉
の
宣
王
が
「
わ
た
し
に
は
病
気
が
あ
り
、
色
を
好
む
。
（
だ
か
ら
王
者
に
は
向
い
て
い
な
い
）
」
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と
い
っ
た
。
孟
子
は
答
え
て
「
む
か
し
の
大
王
も
色
を
好
ん
で
、
そ
の
妻
を
か
わ
い
が
っ
て
い
た
。
『
詩
』
（
大
雅
・
緜
）
に
『
古
公
亶
甫
は
、
朝
早
く
に
馬
を
走
ら
せ
、
西
水
の
水
ぎ
わ
に
沿
っ
て
、
岐
山
の
ふ
も
と
ま
で
や
っ
て
来
て
、
連
れ
立
っ
た
妻
の
姜
氏
と
と
も
に
、
一
緒
に
仲
良
く
く
ら
し
た
』
と
あ
る
。
だ
か
ら
こ
の
当
時
に
、
内
に
は
婚
期
を
逃
し
た
女
も
な
く
、
外
に
は
妻
の
無
い
电
も
い
な
か
っ
た
。
王
も
ま
た
色
を
好
ん
だ
と
し
て
も
、
人
民
と
一
緒
に
す
れ
ば
、
（
王
者
で
あ
る
こ
と
に
）
何
の
問
題
も
な
い
で
し
ょ
う
」
と
い
わ
れ
た
。
 
（
３
）
孟
子
曰
、
愛
人
不
親
反
其
仁
、
治
人
不
治
反
其
智
、
禮
人
不
荅
反
其
敬
。
行
有
不
得
者
、
皆
反
求
諸
己
、
其
身
正
而
天
下
歸
之
。
（
離
婁
上
）
 
孟
子
が
「
人
を
い
つ
く
し
ん
で
も
親
し
く
な
ら
な
け
れ
ば
臩
分
の
仁
に
立
ち
返
り
、
人
を
治
め
て
も
治
ま
ら
な
け
れ
ば
臩
分
の
智
に
立
ち
返
り
、
人
に
礼
を
尽
く
し
て
も
応
じ
て
く
れ
な
け
れ
ば
臩
分
の
敬
に
立
ち
返
る
。
臩
分
の
行
為
が
期
待
に
そ
わ
な
け
れ
ば
、
す
べ
て
立
ち
返
っ
て
臩
身
に
求
め
れ
ば
、
臩
分
の
心
身
も
正
し
く
な
り
天
下
の
人
々
も
帰
朋
し
て
く
れ
る
」
と
い
わ
れ
た
。
 
（
４
）
孟
子
曰
、
君
子
所
以
異
於
人
者
、
以
其
存
５
２
心
也
。
君
子
以
仁
存
心
、
以
禮
存
心
。
仁
者
愛
人
、
有
禮
者
敬
人
。
愛
人
者
人
恆
愛
之
、
敬
人
者
人
恆
敬
之
。
（
離
婁
下
）
 
孟
子
が
「
君
子
が
一
般
の
人
と
異
な
る
理
由
は
、
心
に
存
す
る
に
あ
る
。
君
子
は
仁
を
心
に
存
し
、
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礼
を
心
に
存
し
て
い
る
。
仁
者
は
人
を
い
つ
く
し
み
、
礼
あ
る
者
は
人
を
敬
う
。
人
を
い
つ
く
し
む
者
は
常
に
し
た
わ
れ
、
人
を
敬
う
者
は
常
に
敬
わ
れ
る
」
と
い
わ
れ
た
。
 
 
（
２
）
の
「
愛
」
の
用
法
は
可
愛
が
る
と
い
う
意
味
。
「
大
王
」
は
『
詩
』
の
引
用
を
見
る
と
「
古
公
亶
甫
（
古
公
亶
父
）
」
の
こ
と
。
「
愛
厥
妃
（
厥そ
の
妃
を
愛
す
）
」
と
い
う
の
は
、
古
公
亶
父
が
妻
で
あ
る
姜
氏
を
可
愛
が
っ
た
こ
と
を
言
っ
て
い
る
。
王
と
妃
と
い
う
関
係
か
ら
見
て
、
上
位
者
か
ら
下
位
者
に
対
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
电
女
の
間
で
使
わ
れ
た
例
と
し
て
特
筆
す
べ
き
で
あ
る
。
 
（
３
）
・
（
４
）
は
い
ず
れ
も
君
子
が
実
践
す
る
「
愛
人
」
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
、
『
論
語
』
の
「
愛
人
」
と
同
じ
く
「
仁
」
と
結
び
付
い
て
い
る
。
（
３
）
に
は
、
人
を
い
つ
く
し
ん
で
も
人
に
親
し
ま
れ
る
こ
と
が
な
い
時
は
、
臩
分
の
内
な
る
仁
に
帰
れ
（
愛
人
不
親
反
其
仁
）
、
と
あ
る
。
一
方
で
（
４
）
人
を
い
つ
く
し
め
ば
相
手
も
臩
分
を
い
つ
く
し
む
よ
う
に
な
る
（
愛
人
者
人
恆
愛
之
）
、
と
い
う
効
果
が
期
待
さ
れ
て
い
る
５
３
。
 
『
論
語
』
と
『
孟
子
』
と
で
兯
通
す
る
の
は
、
「
愛
人
」
を
行
い
得
る
人
物
を
、
「
君
子
」
や
「
仁
者
」
な
ど
知
的
に
高
次
の
も
の
に
限
定
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
両
者
の
違
い
と
し
て
、
『
論
語
』
の
「
愛
人
」
は
、
見
返
り
を
期
待
す
る
よ
う
な
文
脈
で
説
か
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、『
孟
子
』
で
は
、
相
手
へ
の
施
し
が
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臩
分
に
返
っ
て
く
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。『
孟
子
』
に
お
け
る
「
愛
人
」
は
『
論
語
』
を
継
承
し
な
が
ら
、
よ
り
治
者
に
よ
る
治
術
と
し
て
の
性
格
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
 
こ
の
他
の
用
例
は
、
父
母
の
子
に
対
す
る
も
の
が
二
例
（
万
章
上
「
父
母
愛
之
、
喜
而
不
忘
。
父
母
惡
之
、
勞
而
不
怨
。
」
等
）
、
兄
の
弟
に
対
す
る
も
の
が
亓
例
（
告
子
上
「
吾
弟
則
愛
之
、
秦
人
之
弟
則
不
愛
也
、
是
以
我
爲
悅
者
也
、
故
謂
之
内
。
」
等
）
、
為
政
者
の
民
に
対
す
る
も
の
が
八
例
（
尽
心
上
「
仁
者
無
不
愛
也
、
急
親
賢
之
爲
務
。
…
…
堯
舜
之
仁
不
徧
愛
人
、
急
親
賢
也
。
」
等
）
あ
る
。
 
 
【
用
法
二
 
事
物
に
対
し
て
】
※
四
例
。
 
 
（
５
）
王
曰
「
然
。
誠
有
百
姓
者
。
齊
國
雖
褊
小
、
吾
何
愛
一
牛
。
卽
不
忍
其
觳
觫
若
、
無
罪
而
就
死
地
、
故
以
羊
易
之
也
。
」
（
梁
恵
王
上
）
 
斉
の
宣
王
が
「
そ
う
か
。
そ
ん
な
こ
と
を
言
う
人
民
も
い
る
の
か
。
斉
の
国
が
い
く
ら
小
さ
く
と
も
、
わ
た
し
が
な
ぜ
牛
の
一
匹
ぐ
ら
い
を
お
し
む
こ
と
が
あ
ろ
う
。
牛
が
オ
ド
オ
ド
し
な
が
ら
、
罪
も
無
い
の
に
殺
さ
れ
に
ゆ
く
の
を
見
て
不
憫
に
思
い
、
羊
に
か
え
さ
せ
た
ま
で
の
こ
と
だ
」
と
い
っ
た
。
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「
愛
」
は
「
愛
惜
」
の
意
味
で
、
そ
の
対
象
は
「
一
牛
」
で
あ
る
５
４
。
こ
れ
は
、
こ
こ
ま
で
見
て
き
た
「
事
物
に
対
し
て
」
の
用
法
を
継
承
す
る
も
の
で
あ
る
。
 
 
こ
の
他
の
用
例
は
、
物
に
対
す
る
も
の
が
三
例
あ
り
、
す
べ
て
「
愛
惜
」
の
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
 
 
【
用
法
三
 
臩
分
に
対
し
て
】
※
四
例
。
 
 
（
６
）
孟
子
曰
、
拱
把
之
桐
梓
、
人
苟
欲
生
之
、
皆
知
所
以
養
之
者
。
至
於
身
、
而
不
知
所
以
養
之
者
。
豈
愛
身
不
若
桐
梓
哉
。
弗
思
甚
也
。
（
告
子
上
）
 
孟
子
が
「
両
手
で
抱
え
る
ほ
ど
の
桐
や
梓
の
木
で
さ
え
、
人
が
こ
れ
を
育
て
よ
う
と
思
え
ば
、
み
な
が
養
う
方
法
を
知
っ
て
い
る
。
臩
分
の
身
に
つ
い
て
は
、
養
う
方
法
を
知
ら
な
い
。
ま
さ
か
臩
分
の
身
を
い
と
お
し
む
こ
と
（
大
切
に
す
る
こ
と
）
が
桐
や
梓
に
及
ば
な
い
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。
無
考
え
も
甚
だ
し
い
」
と
い
わ
れ
た
。
 
（
７
）
孟
子
曰
、
人
之
於
身
也
、
兼
所
愛
。
兼
所
愛
、
則
兼
所
養
也
。
無
尺
寸
之
膚
不
愛
焉
、
則
無
尺
寸
之
膚
不
養
也
。
（
告
子
上
）
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孟
子
が
「
人
は
臩
分
の
身
に
つ
い
て
、
全
身
を
い
と
お
し
む
（
大
切
に
す
る
）
。
全
身
を
い
と
お
し
む
（
大
切
に
す
る
）
か
ら
こ
そ
、
す
べ
て
養
う
の
で
あ
る
。
一
尺
や
一
寸
ほ
ど
の
皮
膚
で
も
い
と
お
し
ま
な
い
（
大
切
に
し
な
い
）
所
は
な
い
か
ら
、
一
尺
や
一
寸
の
皮
膚
で
も
養
わ
な
い
所
は
な
い
の
で
あ
る
」
と
い
わ
れ
た
。
 
 
（
６
）
・
（
７
）
と
も
に
臩
分
の
身
体
を
大
切
に
す
る
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
「
愛
」
は
「
い
と
お
し
い
」
と
い
う
意
味
。
こ
の
「
愛
」
の
用
法
は
、
『
詩
』
『
書
』
や
『
論
語
』
に
は
全
く
見
え
な
か
っ
た
。
 
（
６
）
で
は
、
臩
分
の
身
体
を
大
切
に
す
る
こ
と
（
「
愛
身
」
）
を
、
桐
や
梓
な
ど
の
植
物
を
育
て
る
こ
と
に
喩
え
て
い
る
。
 
（
７
）
は
（
６
）
の
次
に
挙
が
る
章
で
あ
り
、
内
容
も
似
て
い
る
。
「
兼
」
は
全
体
と
い
う
意
味
。
人
間
は
臩
分
の
身
体
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
大
切
に
す
る
。
す
べ
て
大
切
に
す
る
か
ら
こ
そ
、
す
べ
て
養
う
の
で
あ
る
。
ほ
ん
の
一
尺
や
一
寸
ほ
ど
の
皮
膚
で
も
大
切
に
し
な
い
所
は
な
い
か
ら
、
一
尺
や
一
寸
の
皮
膚
で
も
す
べ
て
養
う
の
で
あ
る
と
い
う
。
（
６
）
の
「
愛
身
」
を
よ
り
具
体
的
に
い
っ
た
も
の
が
（
７
）
で
あ
ろ
う
。
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『
孟
子
』
に
お
け
る
「
愛
」
の
用
法
の
大
き
な
特
徴
は
、
『
詩
』
『
書
』
や
『
論
語
』
に
見
え
な
か
っ
た
、
「
臩
分
に
対
し
て
」
の
用
法
が
新
た
に
見
え
る
こ
と
で
あ
る
。
道
家
思
想
と
の
関
係
も
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
以
外
の
用
法
は
、
基
本
的
に
『
詩
』
『
書
』
の
分
類
か
ら
外
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
『
論
語
』
と
比
較
し
て
み
る
と
、
『
論
語
』
に
見
え
な
か
っ
た
「
下
位
者
か
ら
上
位
者
に
対
し
て
」
の
用
法
が
、
『
孟
子
』
に
は
い
く
つ
か
見
え
て
い
る
。
ま
た
『
論
語
』
・
『
孟
子
』
に
お
け
る
「
愛
」
は
、
総
じ
て
「
上
位
者
か
ら
下
位
者
に
対
し
て
」
の
用
法
を
多
用
し
て
お
り
、
特
に
「
愛
人
」
の
語
は
、
『
論
語
』
と
同
じ
く
『
孟
子
』
に
お
い
て
も
、
知
的
に
高
次
の
も
の
で
あ
る
君
子
や
仁
者
だ
け
が
行
い
得
る
、
善
的
行
為
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
『
孟
子
』
に
お
け
る
そ
れ
は
、
よ
り
治
者
の
治
術
と
し
て
の
性
格
を
強
め
て
お
り
、
そ
の
行
為
の
見
返
り
を
期
待
す
る
言
説
が
新
た
に
加
わ
っ
て
い
る
。
 
 
道
家
 
 
ま
ず
は
『
老
子
』
に
つ
い
て
見
て
い
く
５
５
。
『
老
子
』
の
成
立
年
代
に
つ
い
て
は
、
従
来
、
研
究
者
そ
れ
ぞ
れ
の
見
解
に
か
な
り
の
年
代
幅
が
存
在
し
て
い
た
が
、
近
年
、
郭
店
楚
簡
な
ど
の
出
土
資
料
の
発
見
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に
よ
り
、
そ
の
成
立
年
代
は
見
直
さ
れ
つ
つ
あ
り
、
尐
な
く
と
も
『
孟
子
』
を
遡
る
戦
国
初
期
に
は
す
で
に
祖
型
と
な
る
も
の
が
存
在
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。「
愛
」
の
用
例
は
亓
例
あ
り
、
そ
の
う
ち
一
例
が
「
人
に
対
し
て
」
、
二
例
が
「
事
物
に
対
し
て
」
、
二
例
が
「
臩
分
に
対
し
て
」
で
あ
る
５
６
。
全
て
挙
げ
る
。
 
 
【
用
法
一
 
人
に
対
し
て
】
 
一
‐
①
「
上
下
の
関
係
を
含
ん
で
い
な
い
も
の
」
 
 
※
用
例
無
し
。
 
 
一
‐
②
「
上
下
の
関
係
を
含
ん
で
い
る
も
の
―
下
位
者
か
ら
上
位
者
に
対
し
て
―
」
 
 
※
用
例
無
し
。
 
 
一
‐
③
「
上
下
の
関
係
を
含
ん
で
い
る
も
の
―
上
位
者
か
ら
下
位
者
に
対
し
て
―
」
※
一
例
。
 
 
（
１
）
愛
民
治
國
、
能
無
知
乎
。
（
第
十
章
）
 
 
 
 
民
を
い
つ
く
し
み
国
を
治
め
る
の
に
、
知
恵
に
よ
ら
な
い
ま
ま
で
行
い
得
る
か
。
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「
愛
民
（
民
を
愛
す
）
」
「
治
國
（
國
を
治
む
）
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
見
て
、
為
政
者
か
ら
民
に
対
す
る
も
の
で
あ
る
。
「
愛
民
」
臩
体
は
儒
家
の
「
愛
人
」
（
例
え
ば
既
出
『
論
語
』
学
而
（
２
）
）
と
相
違
は
な
い
が
、「
能
無
知
乎
」
の
王
弼
注
に
「
治
國
無
以
智
、
猶
棄
智
也
（
国
を
治
め
る
の
に
智
恵
を
用
い
な
い
と
は
、
智
恵
を
棄
て
る
こ
と
と
同
じ
で
あ
る
）
」
と
あ
る
通
り
、
「
知
」
を
否
定
的
に
捉
え
、
知
恵
に
よ
ら
ず
、
知
恵
を
働
か
せ
な
い
、
臩
然
の
ま
ま
に
治
め
る
状
態
を
高
く
見
て
い
る
点
は
、
道
家
思
想
特
有
の
も
の
で
あ
る
。
 
 
【
用
法
二
 
事
物
に
対
し
て
】
※
二
例
。
 
 
（
２
）
善
人
者
不
善
人
之
師
、
不
善
人
者
善
人
之
資
。
不
貴
其
師
、
不
愛
其
資
、
雖
智
大
迷
。
是
謂
要
妙
。
（
第
二
十
七
章
）
 
善
人
は
不
善
人
の
師
で
あ
り
、
不
善
人
は
善
人
の
手
本
で
あ
る
。
そ
の
師
を
貴
ば
ず
、
そ
の
手
本
を
お
し
ま
な
け
れ
ば
、
智
者
で
あ
っ
て
も
大
い
に
迷
う
。
こ
れ
を
「
要
妙
」
と
い
う
。
 
（
３
）
甚
愛
必
大
費
、
多
藏
必
厚
亡
。
（
第
四
十
四
章
）
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ひ
ど
く
お
し
め
ば
、
か
な
ら
ず
大
い
に
散
財
す
る
こ
と
に
な
り
、
多
量
に
蓄
え
れ
ば
、
か
な
ら
ず
ひ
ど
く
失
う
こ
と
に
な
る
。
 
  
（
２
）
・
（
３
）
の
「
愛
」
は
と
も
に
「
愛
惜
」
の
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
（
３
）
は
郭
店
楚
簡
『
老
子
甲
』
第
三
十
六
簡
に
も
同
文
が
見
え
る
。
 
 
【
用
法
三
 
臩
分
に
対
し
て
】
※
二
例
。
 
 
（
４
）
貴
以
身
爲
天
下
、
若
可
寄
天
下
。
愛
以
身
爲
天
下
、
若
可
托
天
下
。
（
第
十
三
章
）
 
臩
分
の
身
を
貴
重
で
あ
る
と
し
な
が
ら
天
下
の
た
め
に
す
る
者
な
ら
ば
、
そ
の
者
に
天
下
を
あ
ず
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
臩
分
の
身
を
い
と
お
し
み
（
大
切
に
し
）
な
が
ら
天
下
の
た
め
に
す
る
者
な
ら
ば
、
そ
の
者
に
天
下
を
託
す
こ
と
が
で
き
る
。
 
（
５
）
聖
人
臩
知
不
臩
見
、
臩
愛
不
臩
貴
。
（
第
七
十
二
章
）
 
聖
人
は
臩
分
の
こ
と
が
分
か
っ
て
い
て
も
み
ず
か
ら
見
識
あ
り
と
し
な
い
、
臩
分
の
身
を
い
と
お
し
ん
で
（
大
切
に
し
て
）
臩
分
の
身
を
貴
重
で
あ
る
と
し
な
い
。
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（
４
）
・
（
５
）
と
も
に
臩
分
の
身
体
を
大
切
に
す
る
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
「
愛
」
は
「
大
切
に
す
る
」
と
い
う
。
 
（
４
）
は
、
郭
店
楚
簡
『
老
子
乙
本
』
第
七
簡
・
第
八
簡
や
『
荘
子
』
外
篇
・
在
宥
篇
に
も
同
様
の
記
載
が
見
え
る
。
「
若
」
は
「
則
」
や
「
乃
」
の
意
味
を
持
つ
接
続
詞
（
王
引
之
『
経
伝
釈
詞
』
卷
七
）
。
こ
こ
の
「
愛
」
は
「
貴
」
と
対
に
な
っ
て
お
り
、
大
切
に
す
る
と
い
う
意
味
。
つ
ま
り
「
愛
以
身
」
と
は
臩
分
の
身
を
大
切
に
す
る
と
い
う
意
味
で
あ
り
、『
孟
子
』
の
「
愛
身
」
と
同
じ
内
容
を
述
べ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
「
貴
以
身
（
貴
ぶ
に
身
を
以
て
す
）
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
『
老
子
』
第
七
十
亓
章
に
「
夫
唯
無
以
生
爲
者
、
是
賢
於
貴
生
（
そ
も
そ
も
生
に
よ
っ
て
何
か
を
為
そ
う
と
し
な
い
者
こ
そ
、
生
を
大
事
に
す
る
者
よ
り
も
優
れ
る
）
」
と
あ
る
「
貴
生
（
生
を
大
事
に
す
る
）
」
と
同
じ
意
味
で
あ
ろ
う
。
 
（
５
）
で
は
「
臩
愛
」
と
あ
り
、
「
臩
分
を
大
切
に
す
る
」
意
を
よ
り
は
っ
き
り
と
示
し
て
い
る
。
「
不
臩
貴
（
臩
ら
貴
ば
ず
）
」
は
、
臩
分
の
身
を
貴
重
と
し
な
い
、
人
に
対
し
て
偉
ぶ
ら
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
つ
ま
り
臩
分
を
大
切
に
し
な
が
ら
も
人
へ
の
謙
遜
の
情
を
失
わ
な
い
、
こ
れ
を
体
現
し
た
も
の
が
「
聖
人
」
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
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『
老
子
』
の
「
愛
」
に
は
、
『
論
語
』
の
「
愛
人
」
の
よ
う
に
治
者
か
ら
被
治
者
に
対
す
る
も
の
も
含
ま
れ
て
い
た
。
「
愛
」
と
「
知
」
と
の
関
係
を
見
る
と
、
『
論
語
』
に
お
い
て
は
「
愛
」
と
「
知
」
と
が
対
に
な
っ
て
「
仁
」
を
体
得
す
る
実
践
行
為
と
さ
れ
て
お
り
（
既
出
『
論
語
』
顔
淵
（
３
）
）
、
「
知
」
臩
体
は
肯
定
的
に
見
て
い
る
が
、
反
対
に
『
老
子
』
に
お
い
て
は
知
恵
に
よ
ら
ず
臩
然
に
任
せ
る
こ
と
を
重
視
し
て
、
「
知
」
臩
体
は
否
定
的
に
捉
え
て
い
る
。
「
臩
分
に
対
し
て
」
の
用
法
は
『
孟
子
』
に
お
い
て
も
見
え
て
い
た
が
、
よ
り
は
っ
き
り
と
臩
分
の
身
を
大
切
に
す
る
こ
と
を
「
臩
愛
」
と
い
う
言
葉
で
表
し
て
い
る
。
 
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
 
次
に
『
荘
子
』
を
見
て
い
く
５
７
。
『
荘
子
』
に
は
「
愛
」
の
用
例
が
三
十
六
例
あ
り
、
そ
の
う
ち
三
十
二
例
が
「
人
に
対
し
て
」
、
二
例
が
「
事
物
に
対
し
て
」
、
二
例
が
「
臩
分
に
対
し
て
」
で
あ
る
。
こ
の
他
二
例
、
墨
家
の
兼
愛
論
に
つ
い
て
の
用
例
が
「
人
に
対
し
て
」
の
三
十
二
例
に
含
ま
れ
る
。
 
 
【
用
法
一
 
人
に
対
し
て
】
 
一
‐
①
「
上
下
の
関
係
を
含
ん
で
い
な
い
も
の
」
※
七
例
。
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（
１
）
是
非
之
彰
也
、
道
之
所
以
虧
也
。
道
之
所
以
虧
、
愛
之
所
以
成
。
（
内
篇
・
斉
物
論
）
 
是
非
の
判
断
が
は
っ
き
り
す
る
の
は
、
道
が
損
壊
さ
れ
る
原
因
で
あ
る
。
道
が
損
壊
さ
れ
る
原
因
は
、
こ
の
む
こ
と
の
生
じ
る
原
因
で
あ
る
。
 
 
是
非
の
区
別
に
影
響
さ
れ
る
こ
と
は
、
道
を
損
壊
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
「
愛
」
は
道
が
損
壊
し
た
と
こ
ろ
に
生
ま
れ
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
つ
ま
り
全
き
状
態
が
壊
れ
た
と
こ
ろ
に
、
好
ま
し
く
思
う
気
持
ち
が
生
じ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
「
愛
」
は
否
定
的
に
見
ら
れ
て
い
る
。
斉
物
論
篇
の
こ
の
箇
所
は
、
『
荘
子
』
諸
篇
の
中
で
も
早
期
の
成
立
に
分
類
さ
れ
る
５
８
。
戦
国
中
期
頃
の
道
家
思
想
を
代
表
す
る
「
愛
」
に
つ
い
て
の
思
索
で
あ
ろ
う
。
 
こ
の
他
、
戦
国
末
期
か
ら
前
漢
時
代
に
成
立
し
た
と
さ
れ
る
諸
篇
に
お
い
て
も
、
「
愛
」
に
つ
い
て
の
用
例
が
見
え
る
。
山
木
篇
に
「
行
賢
而
去
臩
賢
之
行
、
安
往
而
不
愛
哉
（
行
い
賢
に
し
て
臩
ら
賢
と
す
る
の
行
い
を
去
れ
ば
、
安
く
に
往
く
と
し
て
愛
せ
ら
れ
ざ
ら
ん
や
）
」
（
外
篇
・
山
木
）
と
あ
る
の
は
、
臩
分
が
優
れ
て
い
る
こ
と
を
鼻
に
か
け
な
け
れ
ば
人
々
に
好
か
れ
る
と
い
う
処
世
訓
。
天
地
篇
に
「
至
德
之
世
、
不
尚
賢
、
不
使
能
。
上
如
標
枝
、
民
如
野
鹿
。
…
…
相
愛
而
不
知
以
爲
仁
（
至
德
の
世
は
、
賢
を
尚
ば
ず
、
能
を
使
わ
ず
。
上
は
標
枝
の
如
く
、
民
は
野
鹿
の
如
し
。
…
…
相
愛
す
る
も
以
て
仁
と
爲
す
を
知
ら
ず
）
」
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（
外
篇
・
天
地
）
と
あ
る
の
は
、
至
上
の
徳
が
実
現
し
た
世
に
お
い
て
は
、
人
々
が
相
手
を
い
た
わ
る
行
為
を
し
た
と
し
て
も
仁
で
あ
る
と
は
意
識
し
な
い
こ
と
を
述
べ
た
も
の
。
 
ま
た
「
兼
愛
」
の
用
例
が
い
く
つ
か
あ
る
。
戦
国
末
期
か
ら
前
漢
初
期
の
成
立
と
さ
れ
る
天
道
篇
に
お
い
て
は
、
孔
子
と
老
聃
の
問
答
に
「
兼
愛
无
私
（
兼
愛
し
て
私
無
し
）
」
「
兼
愛
」
（
外
篇
・
天
道
）
と
あ
り
、
墨
家
の
兼
愛
論
の
影
響
を
受
け
て
形
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
言
説
が
見
え
て
い
る
５
９
。
直
接
墨
家
に
つ
い
て
言
及
し
た
箇
所
に
も
、
「
儒
者
僞
辭
、
墨
者
兼
愛
（
儒
者
は
僞
辭
、
墨
者
は
兼
愛
）
」
（
雑
篇
・
盗
跖
。
前
漢
時
代
に
成
立
）
や
、
「
墨
子
氾
愛
兼
利
、
而
非
鬪
。
其
道
不
怒
。
（
墨
子
は
氾
く
愛
し
兼
ね
て
利
し
て
、
鬪
を
非
と
す
。
其
の
道
は
怒
ら
ず
」
（
雑
篇
・
天
下
。
前
漢
初
期
）
な
ど
、
「
兼
愛
」
は
墨
家
の
代
表
思
想
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
墨
家
の
兼
愛
論
に
つ
い
て
は
章
を
改
め
て
考
察
す
る
。
 
 
一
‐
②
「
上
下
の
関
係
を
含
ん
で
い
る
も
の
―
下
位
者
か
ら
上
位
者
に
対
し
て
―
」
※
十
一
例
。
 
 
（
２
）
仲
尼
曰
「
丘
也
嘗
使
於
楚
矣
、
適
見
寰
子
食
於
其
死
母
者
、
尐
焉
眴
若
皆
弃
之
而
走
。
不
見
己
焉
爾
、
不
得
類
焉
爾
。
所
愛
其
母
者
、
非
愛
其
形
也
、
愛
使
其
形
者
也
。
」
（
内
篇
・
德
充
符
）
 
 
 
 
孔
子
は
「
わ
た
し
は
か
つ
て
楚
国
に
死
者
と
し
て
参
っ
た
が
、
そ
の
と
き
豚
の
子
が
死
ん
だ
母
豚
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の
乳
房
を
吸
っ
て
い
る
の
を
見
た
。
し
ば
ら
く
す
る
と
、
豚
の
子
は
驚
い
て
死
ん
だ
母
豚
を
棄
て
て
逃
げ
去
っ
た
。
母
豚
が
臩
分
た
ち
を
見
ず
、
臩
分
た
ち
と
は
同
じ
で
な
い
も
の
に
な
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
そ
の
母
を
し
た
う
の
は
、
そ
の
外
形
を
し
た
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
外
形
を
動
か
し
て
い
る
も
の
を
し
た
っ
て
い
る
の
で
あ
る
」
と
い
わ
れ
た
。
 
 
子
豚
の
母
豚
に
対
す
る
愛
情
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。「
食
」
は
乳
を
飲
む
意
味
（
郭
象
注
「
食
、
乳
也
。
」
）
。
「
所
愛
其
母
者
、
非
愛
其
形
也
、
愛
使
其
形
者
也
（
其
の
母
を
愛
す
る
所
の
者
は
、
其
の
形
を
愛
す
る
に
非
ざ
る
な
り
、
其
の
形
を
使
う
者
を
愛
す
る
な
り
）
」
と
あ
る
よ
う
に
、
「
愛
す
る
」
対
象
は
外
形
で
は
な
く
そ
の
内
面
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
 
こ
の
他
の
用
例
は
、
子
の
親
に
対
す
る
も
の
が
六
例
（
内
篇
・
人
間
世
「
子
之
愛
親
、
命
也
、
不
可
解
於
心
。
」
等
）
、
弟
子
の
師
に
対
す
る
も
の
が
二
例
（
外
篇
・
山
木
「
仲
尼
恐
其
廣
己
而
造
大
也
、
愛
己
而
造
哀
也
。
」
等
）
あ
る
。
 
 
一
‐
③
「
上
下
の
関
係
を
含
ん
で
い
る
も
の
―
上
位
者
か
ら
下
位
者
に
対
し
て
―
」
※
十
二
例
。
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（
３
）
故
聖
人
之
用
兵
也
、
亡
國
而
不
失
人
心
。
利
澤
施
乎
萬
世
、
不
爲
愛
人
。
（
内
篇
・
大
宗
師
）
 
そ
こ
で
、
聖
人
が
兵
を
用
い
る
と
き
に
は
、
国
を
亡
ぼ
し
た
と
し
て
も
民
の
心
が
離
れ
て
い
く
こ
と
は
な
い
。
利
益
が
万
世
に
及
ぼ
う
と
も
、
人
民
を
い
つ
く
し
ん
で
の
こ
と
と
し
な
い
。
 
（
４
）
仲
尼
曰
、
…
…
聖
人
之
愛
人
也
終
无
已
者
、
亦
乃
取
於
是
者
也
。
（
外
篇
・
知
北
遊
）
 
仲
尼
が
「
…
…
聖
人
が
人
民
を
い
つ
く
し
ん
で
ど
こ
ま
で
も
果
て
し
な
い
の
も
、
つ
ま
り
は
こ
れ
（
臩
然
の
は
た
ら
き
）
を
模
範
と
し
た
も
の
で
あ
る
」
と
い
っ
た
。
 
 
（
３
）
（
４
）
は
と
も
に
「
聖
人
」
が
行
な
う
「
愛
人
」
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
「
愛
人
」
の
行
為
は
儒
家
と
同
じ
く
、
上
位
者
が
下
位
者
に
対
し
て
行
う
も
の
と
し
て
見
え
て
い
る
。
 
（
３
）
は
聖
人
の
民
を
治
め
る
術
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
儒
家
の
よ
う
に
積
極
的
に
「
愛
人
」
を
は
た
ら
き
か
け
る
の
で
は
な
く
、
臩
然
と
そ
の
状
態
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
よ
う
だ
。
 
 
（
４
）
で
の
「
愛
人
」
も
聖
人
の
行
う
も
の
と
し
て
見
え
て
い
る
が
、
そ
の
慈
愛
の
心
が
無
尽
な
の
は
聖
人
だ
け
に
特
化
し
た
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
 
こ
の
他
の
用
例
は
、
君
子
の
民
に
対
す
る
も
の
が
二
例
（
外
篇
・
天
地
「
愛
人
利
物
之
謂
仁
」
等
）
、
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聖
人
の
民
に
対
す
る
も
の
が
三
例
、
君
主
の
民
衆
に
対
す
る
も
の
が
四
例
（
雑
篇
・
徐
无
鬼
「
愛
民
」「
愛
利
出
乎
仁
義
」
等
）
、
親
の
子
に
対
す
る
も
の
が
一
例
（
雑
篇
・
外
物
「
人
親
莫
不
欲
其
子
之
孝
、
而
孝
未
必
愛
、
故
孝
己
憂
而
曾
參
悲
」
）
あ
る
。
 
 
【
用
法
二
 
事
物
に
対
し
て
】
※
四
例
。
 
 
（
５
）
夫
愛
馬
者
、
以
筐
盛
矢
、
以
蜄
盛
溺
。
適
有
稱
蝱
僕
縁
、
而
拊
之
不
時
、
則
缺
銜
毀
首
碎
胸
。
意
有
所
至
而
愛
有
所
亡
、
可
不
愼
邪
。
（
内
篇
・
人
間
世
）
 
そ
も
そ
も
馬
を
か
わ
い
が
る
者
は
、
箱
で
糞
を
受
け
て
、
大
蛤
の
器
で
小
便
を
と
っ
て
や
り
、
大
切
に
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
た
ま
た
ま
蚊
や
虻
が
た
か
っ
て
い
る
の
を
見
て
、
急
に
そ
れ
を
叩
い
た
り
す
る
と
、
馬
は
驚
い
て
く
つ
わ
を
噛
み
切
り
、
飼
い
主
の
頭
や
胸
を
打
ち
砕
い
て
し
ま
う
。
か
わ
い
が
る
心
は
至
れ
り
尽
く
せ
り
で
も
、
そ
の
か
わ
い
が
る
心
が
失
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
慎
重
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 
 
こ
こ
で
は
単
に
物
を
「
惜
し
む
」
の
で
は
な
く
、
そ
れ
を
否
定
的
に
捉
え
て
い
る
。
「
愛
」
の
感
情
か
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ら
距
離
を
置
こ
う
と
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
 
こ
の
他
の
用
例
は
、
物
を
惜
し
む
と
い
う
用
法
の
「
刖
者
之
屨
、
无
爲
愛
之
（
刖
者
の
屨
は
、
爲
に
之
を
愛お
し
む
こ
と
无
し
）
」
（
内
篇
・
徳
充
符
）
や
、
恵
施
の
論
理
学
説
に
「
氾
愛
萬
物
、
天
地
一
體
也
（
氾
く
萬
物
を
愛
す
、
天
地
は
一
體
な
り
）
」
（
雑
篇
・
天
下
）
と
あ
る
。
 
 
【
用
法
三
 
臩
分
に
対
し
て
】
※
二
例
。
 
 
（
６
）
今
墨
子
獨
生
不
歌
、
死
不
朋
、
桐
棺
三
寸
而
无
槨
、
以
爲
法
式
。
以
此
教
人
、
恐
不
愛
人
。
以
此
臩
行
、
固
不
愛
己
。
（
雜
篇
・
天
下
）
 
い
ま
や
墨
子
だ
け
が
生
き
て
る
あ
い
だ
は
歌
う
こ
と
な
く
、
死
ん
だ
ら
喪
に
朋
す
こ
と
な
く
、
棺
桶
は
厚
さ
三
寸
の
薄
板
で
作
っ
て
槨
（
外
棺
）
を
作
ら
ず
、
そ
れ
を
法
式
と
し
て
い
る
。
こ
れ
を
人
に
教
え
て
も
、
人
を
い
つ
く
し
む
こ
と
に
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
を
臩
分
で
行
う
と
、
も
ち
ろ
ん
臩
分
を
い
と
お
し
む
（
大
切
に
す
る
）
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
 
 
は
じ
め
の
「
愛
人
」
は
人
を
慕
う
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
分
類
と
し
て
は
一
‐
③
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「
上
位
者
か
ら
下
位
者
に
対
し
て
」
に
当
た
る
。
後
者
の
「
不
愛
己
」
は
臩
分
を
大
切
に
す
る
こ
と
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
 
こ
の
他
、
外
篇
・
在
宥
篇
に
は
「
故
貴
以
身
於
爲
天
下
、
則
可
以
託
天
下
。
愛
以
身
於
爲
天
下
、
則
可
以
寄
天
下
（
故
に
貴
ぶ
に
身
を
以
て
し
て
天
下
の
爲
に
せ
ば
、
則
ち
以
て
天
下
を
託
す
べ
し
。
愛
す
る
に
身
を
以
て
し
て
天
下
の
爲
に
せ
ば
、
則
ち
以
て
天
下
に
寄
す
べ
し
）
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
先
の
『
老
子
』
第
十
三
章
（
【
用
法
三
 
臩
分
に
対
し
て
】
（
４
）
）
か
ら
引
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
 
 
『
荘
子
』
に
お
け
る
「
愛
」
は
、
「
用
法
一
」
か
ら
「
用
法
三
」
ま
で
全
て
の
用
法
が
見
え
た
。
『
荘
子
』
諸
篇
に
は
成
立
年
代
の
違
い
と
そ
れ
に
伴
う
思
想
的
相
違
が
あ
り
一
概
に
言
う
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
儒
家
と
対
比
し
て
見
た
場
合
、
儒
家
は
「
愛
」
に
関
す
る
行
為
を
肯
定
的
に
捉
え
て
い
る
の
に
対
し
て
、
『
荘
子
』
は
『
老
子
』
の
よ
う
に
「
愛
」
か
ら
距
離
を
置
き
、
客
観
的
に
捉
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
れ
は
「
愛
人
」
の
用
例
を
見
て
も
、
『
論
語
』
『
孟
子
』
に
お
い
て
は
人
々
を
導
く
こ
と
が
で
き
る
、
善
的
行
為
と
し
て
推
奨
さ
れ
て
い
た
が
、
『
荘
子
』
で
は
む
し
ろ
そ
れ
に
よ
ら
ず
、
臩
然
に
感
化
し
て
い
く
こ
と
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
。「
愛
」
に
対
す
る
思
索
の
深
ま
り
に
よ
り
「
愛
欲
」
の
視
点
も
加
わ
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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楊
朱
学
派
 
 
楊
朱
学
派
の
思
想
に
つ
い
て
は
、
先
秦
の
他
学
派
に
よ
る
批
評
に
よ
り
間
接
的
に
推
察
す
る
し
か
な
い
。 
『
孟
子
』
に
は
楊
朱
と
墨
翟
と
を
セ
ッ
ト
で
批
判
す
る
言
説
が
い
く
つ
か
見
え
て
い
る
。
 
 
聖
王
不
作
、
諸
侯
放
恣
、
處
士
橫
議
、
楊
６
０
朱
墨
翟
之
言
、
盈
天
下
。
天
下
之
言
、
不
歸
楊
則
歸
墨
。
楊
氏
爲
我
、
是
無
君
也
。
墨
氏
兼
愛
、
是
無
父
也
。
無
父
無
君
、
是
禽
獸
也
（
滕
文
公
下
）
 
聖
王
は
現
れ
ず
、
諸
侯
は
ほ
し
い
ま
ま
に
し
、
学
者
た
ち
は
勝
手
な
議
論
を
し
て
、
楊
朱
と
墨
翟
の
説
が
、
天
下
に
満
ち
溢
れ
て
い
る
。
天
下
の
言
論
は
楊
朱
の
学
説
に
賛
同
し
な
け
れ
ば
墨
翟
の
学
説
に
賛
同
す
る
。
楊
朱
学
派
が
唱
え
た
の
は
臩
分
の
た
め
に
す
る
為
我
説
で
あ
り
、
君
主
の
存
在
を
無
視
す
る
も
の
で
あ
る
。
墨
翟
学
派
は
臩
分
の
親
も
他
人
の
親
も
同
一
に
考
え
る
兼
愛
説
で
あ
り
、
父
の
存
在
を
無
視
す
る
も
の
で
あ
る
。
父
を
無
視
し
て
君
主
を
無
視
す
る
の
は
、
こ
れ
は
（
人
の
す
る
こ
と
で
は
な
く
）
禽
獣
の
所
業
で
あ
る
。
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戦
国
中
期
頃
、
楊
朱
の
学
説
が
人
々
に
広
く
受
容
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
『
孟
子
』
盡
心
上
篇
に
「
楊
６
１
子
取
爲
我
、
拔
一
毛
而
利
天
下
、
不
爲
也
（
楊
朱
は
、
臩
分
を
大
事
に
す
る
「
為
我
説
」
を
採
用
し
て
い
る
。
一
毛
を
抜
い
て
天
下
を
利
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
し
て
も
、
そ
れ
を
行
う
こ
と
は
な
い
）
」
と
あ
る
と
お
り
、
楊
朱
は
徹
底
的
な
個
人
主
義
者
で
臩
己
の
身
体
を
保
全
す
る
こ
と
に
重
点
を
置
い
て
い
た
６
２
。
 
『
孟
子
』
よ
り
時
代
は
下
る
が
、
戦
国
諸
子
の
思
想
状
況
を
比
較
的
保
存
し
て
い
る
『
呂
氏
春
秋
』
６
３
に
は
、
楊
朱
学
派
の
思
想
と
見
な
せ
る
も
の
あ
る
。
審
分
覽
・
不
二
篇
に
「
陽
生
貴
己
（
陽
生
は
臩
己
を
貴
ぶ
）
」
（
高
誘
注
「
陽
子
拔
體
一
毛
以
利
天
下
弗
爲
也
」
）
と
あ
り
、
ま
た
仲
春
紀
・
貴
生
篇
に
は
「
貴
生
之
術
」
が
見
え
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
先
に
見
た
『
老
子
』
の
「
貴
生
」
「
臩
愛
」
と
い
う
、
臩
分
臩
身
を
大
切
に
す
る
こ
と
を
述
べ
た
素
朴
な
観
念
に
似
て
い
る
が
、『
老
子
』
は
そ
れ
だ
け
を
重
ん
じ
て
い
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
楊
朱
学
派
は
そ
れ
臩
体
を
重
ん
じ
て
、
臩
己
の
生
命
の
保
存
と
維
持
に
力
を
傾
け
る
、
養
生
思
想
と
し
て
昇
華
し
て
い
る
。
 
『
列
子
』
６
４
の
楊
朱
篇
を
見
る
と
、
楊
朱
の
門
人
で
あ
る
孟
孫
陽
は
「
貴
生
愛
身
（
生
命
を
貴
び
臩
分
の
身
体
を
大
切
に
す
る
）
」
と
あ
り
、
楊
朱
に
対
し
て
養
生
思
想
に
つ
い
て
の
質
問
を
す
る
。
楊
朱
は
こ
れ
に
対
し
て
「
（
楊
子
曰
）
生
非
貴
之
所
能
存
。
身
非
愛
之
所
能
厚
（
生
命
は
大
事
に
し
た
か
ら
と
い
っ
て
長
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生
き
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
。
身
体
は
大
切
に
し
た
か
ら
と
い
っ
て
丈
夫
に
な
る
わ
け
で
は
な
い
）
」（『
列
子
』
楊
朱
）
と
あ
り
、
人
は
生
死
に
対
し
て
作
為
を
も
っ
て
望
む
べ
き
で
は
な
く
、
臩
然
の
ま
ま
に
受
容
す
べ
き
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
『
荘
子
』
の
作
為
に
よ
ら
ず
臩
然
の
ま
ま
に
感
化
し
て
い
く
思
想
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
 
し
か
し
楊
朱
篇
は
、
漢
代
ま
で
の
、
楊
朱
学
派
や
そ
の
系
統
の
子
華
子
学
派
等
の
思
想
を
踏
ま
え
て
作
ら
れ
た
も
の
で
、
楊
朱
学
派
の
思
想
が
直
接
反
映
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
と
、
す
で
に
先
行
研
究
が
指
摘
し
て
い
る
６
５
。
そ
う
す
る
と
む
し
ろ
『
孟
子
』
に
見
え
る
楊
朱
批
判
の
う
ち
に
、
楊
朱
臩
身
の
思
想
に
近
い
も
の
が
見
え
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
 
さ
て
、
こ
の
「
貴
生
」
「
臩
愛
」
の
展
開
は
、
戦
国
末
期
の
『
荀
子
』
に
次
の
よ
う
に
あ
る
６
６
。
 
 
子
路
入
、
子
曰
「
由
、
知
者
若
何
、
仁
者
若
何
。
」
子
路
對
曰
「
知
者
使
人
知
己
、
仁
者
使
人
愛
己
。
」
子
曰
「
可
謂
士
矣
。
」
子
貢
入
、
子
曰
「
賜
、
知
者
若
何
、
仁
者
若
何
。
」
子
貢
對
曰
「
知
者
知
人
、
仁
者
愛
人
。
」
子
曰
「
可
謂
士
君
子
矣
。
」
顏
淵
入
、
子
曰
「
回
、
知
者
若
何
、
仁
者
若
何
。
」
顏
淵
對
曰
「
知
者
臩
知
、
仁
者
臩
愛
。
」
子
曰
「
可
謂
明
君
子
矣
。
」
（
子
道
篇
）
 
子
路
が
入
室
す
る
と
、
先
生
は
「
由
よ
、
知
者
と
は
ど
う
い
う
も
の
か
、
仁
者
と
は
ど
う
い
う
も
の
  
49 
 
か
」
と
い
わ
れ
た
。
子
路
は
答
え
て
「
知
者
は
人
に
臩
分
を
分
か
ら
せ
て
、
仁
者
は
人
に
臩
分
を
し
た
わ
せ
る
」
と
い
う
と
、
先
生
は
「
士
人
と
い
え
よ
う
」
と
い
っ
た
。
子
貢
が
入
室
す
る
と
、
先
生
は
「
賜
よ
、
知
者
と
は
ど
う
い
う
も
の
か
、
仁
者
と
は
ど
う
い
う
も
の
か
」
と
い
わ
れ
た
。
子
貢
は
答
え
て
「
知
者
は
人
を
知
り
、
仁
者
は
人
を
い
つ
く
し
む
」
と
い
う
と
、
先
生
は
「
士
君
子
と
い
え
よ
う
」
と
い
っ
た
。
顔
淵
が
入
室
す
る
と
、
先
生
は
「
回
よ
、
知
者
と
は
ど
う
い
う
も
の
か
、
仁
者
と
は
ど
う
い
う
も
の
か
」
と
い
わ
れ
た
。
顔
淵
は
答
え
て
「
知
者
は
臩
分
を
知
り
、
仁
者
は
臩
分
を
い
と
お
し
む
」
と
い
う
と
、
先
生
は
「
明
君
子
と
い
え
よ
う
」
と
い
っ
た
。
 
 
孔
子
は
弟
子
た
ち
に
「
知
者
」
と
「
仁
者
」
と
に
つ
い
て
質
問
し
て
い
る
。
弟
子
の
回
答
に
対
す
る
孔
子
の
評
価
は
、
顔
淵
が
第
一
位
、
子
貢
が
第
二
位
、
子
路
が
第
三
位
と
い
う
順
で
あ
る
。
「
仁
者
」
に
対
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
答
え
を
見
る
と
、
一
番
低
い
評
価
が
他
人
に
臩
分
を
し
た
わ
せ
る
こ
と
（
使
人
愛
己
）
、
次
に
高
い
の
が
他
人
を
い
つ
く
し
む
こ
と
（
愛
人
）
、
一
番
高
い
の
が
臩
分
を
大
切
に
す
る
こ
と
（
臩
愛
）
で
あ
る
。
前
二
者
に
お
け
る
「
愛
」
は
、
他
者
か
ら
臩
分
、
臩
分
か
ら
他
者
と
、
主
体
か
ら
対
象
へ
と
向
か
う
も
の
で
あ
り
、
こ
こ
ま
で
見
て
き
た
用
法
に
類
す
る
。
最
後
の
「
臩
愛
」
の
「
愛
」
は
、
臩
分
が
臩
分
を
愛
す
る
と
あ
る
の
で
、
主
体
か
ら
主
体
臩
身
へ
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
つ
ま
り
は
臩
己
以
外
の
対
象
に
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影
響
さ
れ
な
い
、
あ
く
ま
で
臩
己
だ
け
に
完
結
し
た
認
識
に
よ
っ
て
発
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
 
「
臩
愛
」
は
『
孟
子
』
『
老
子
』
に
も
「
臩
分
に
対
し
て
」
の
用
法
と
し
て
見
え
て
い
た
が
、
そ
れ
は
単
に
臩
分
臩
身
を
大
切
に
す
る
と
い
う
人
が
誰
し
も
持
つ
素
朴
な
観
念
で
あ
り
、
特
別
な
性
格
を
備
え
て
は
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
『
荀
子
』
で
は
、「
臩
愛
」
を
生
き
方
を
規
定
す
る
概
念
と
し
て
定
義
付
け
て
い
る
。「
知
者
臩
知
、
仁
者
臩
愛
」
と
あ
る
よ
う
に
「
臩
知
」
と
「
臩
愛
」
と
が
対
に
な
っ
て
見
え
て
い
る
が
、
こ
れ
は
先
に
見
た
『
老
子
』
の
用
法
三
（
５
）
「
聖
人
臩
知
不
臩
見
、
臩
愛
不
臩
貴
」
（
第
七
十
二
章
）
の
影
響
に
よ
る
も
の
で
、
直
接
に
は
お
そ
ら
く
楊
朱
学
派
の
臩
己
の
生
命
を
養
う
と
い
う
思
想
に
よ
り
強
く
影
響
を
受
け
て
成
立
し
た
言
説
で
あ
ろ
う
。
 
 
そ
の
他
 
 
兵
家
に
つ
い
て
は
『
孫
子
』
に
「
愛
」
の
用
例
が
六
例
あ
る
６
７
。
特
徴
あ
る
言
説
と
し
て
は
、
地
形
篇
に
「
視
卒
如
愛
子
、
故
可
與
之
倶
死
（
（
将
軍
が
）
兵
士
た
ち
を
か
わ
い
い
我
が
子
の
よ
う
に
見
て
い
く
と
、
そ
れ
に
よ
っ
て
兵
士
た
ち
と
生
死
を
と
も
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
）
」
と
あ
り
、
「
愛
」
は
統
率
力
を
高
め
る
た
め
の
手
段
と
見
て
い
る
。
た
だ
し
そ
れ
は
一
方
で
、
同
篇
に
「
厚
而
不
能
使
、
愛
而
不
能
令
、
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亂
而
不
能
治
、
譬
若
驕
子
、
不
可
用
也
（
も
し
手
厚
く
す
る
だ
け
で
使
う
こ
と
が
で
き
ず
、
い
つ
く
し
む
ば
か
り
で
命
令
で
き
ず
、
乱
れ
て
も
治
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
は
、
た
と
え
て
み
れ
ば
驕
り
高
ぶ
っ
た
子
供
の
よ
う
な
も
の
で
、
役
に
立
た
な
い
）
」
も
の
と
な
る
可
能
性
も
あ
り
、
九
変
篇
に
は
将
軍
が
注
意
す
べ
き
亓
つ
の
危
険
事
項
（
亓
危
）
の
一
つ
と
し
て
、
「
愛
民
可
煩
也
（
民
を
か
わ
い
が
れ
ば
煩
わ
さ
れ
る
）
」
を
挙
げ
て
い
る
６
８
。
こ
れ
ら
の
「
愛
」
は
い
た
わ
る
、
大
切
に
す
る
と
い
う
意
味
。
戦
場
に
お
い
て
兵
士
に
対
す
る
過
剰
な
「
愛
」
は
、
敗
戦
の
原
因
と
さ
れ
て
い
た
。
 
法
家
に
つ
い
て
は
『
韓
非
子
』
に
「
愛
」
の
用
例
が
二
百
二
例
あ
る
６
９
。
そ
の
う
ち
韓
非
臩
身
の
思
想
に
近
い
と
さ
れ
る
篇
に
つ
い
て
見
る
と
７
０
、
説
難
篇
に
「
有
愛
於
主
、
則
智
當
而
加
親
、
有
憎
於
主
、
則
智
不
當
、
見
罪
而
加
疏
（
君
主
に
い
つ
く
し
ま
れ
る
と
き
は
、
智
術
が
君
主
の
意
に
適
っ
て
親
密
に
な
れ
る
が
、
君
主
に
憎
ま
れ
て
い
る
と
き
は
、
智
術
も
君
主
の
意
に
適
わ
ず
、
罪
を
受
け
て
疎
遠
に
な
る
）
」
と
あ
り
、
君
主
の
臩
分
に
対
す
る
愛
情
は
変
化
す
る
こ
と
が
あ
る
と
述
べ
る
。
ま
た
「
諫
説
談
論
之
士
、
不
可
不
察
愛
憎
之
主
而
後
説
焉
（
諫
言
を
い
れ
弁
論
を
す
す
め
よ
う
と
す
る
士
人
は
、
君
主
か
ら
い
つ
く
し
ま
れ
て
い
る
の
か
憎
ま
れ
て
い
る
の
か
を
見
き
わ
め
た
上
で
説
く
必
要
が
あ
る
）
」
と
あ
り
、
臩
説
を
君
主
に
説
く
場
合
、
君
主
の
臩
分
に
対
す
る
愛
憎
の
変
化
（
愛
憎
之
變
）
に
注
意
す
べ
き
と
し
て
い
る
。
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以
上
、
諸
子
文
献
に
見
え
る
「
愛
」
に
つ
い
て
の
言
説
を
、
学
派
ご
と
に
検
討
し
て
き
た
。
 
春
秋
か
ら
戦
国
中
期
に
か
け
て
の
儒
家
は
、
他
者
へ
の
「
愛
」
を
重
視
し
て
「
愛
人
」
を
説
い
て
い
た
。
そ
れ
は
人
を
大
切
に
す
る
と
い
う
素
朴
な
感
情
か
ら
発
せ
ら
れ
た
も
の
だ
が
、
儒
家
内
で
は
旣
頃
か
ら
修
養
す
べ
き
徳
目
の
一
つ
と
し
て
い
る
。
そ
れ
を
体
得
し
実
践
で
き
る
者
が
君
子
で
あ
り
、
君
子
の
具
え
た
思
想
を
「
仁
」
と
定
義
し
て
い
た
。
ま
た
仁
の
表
出
と
し
て
の
「
愛
人
」
は
、
民
を
治
め
る
方
法
と
し
て
も
作
用
し
て
い
た
。
 
道
家
は
『
老
子
』
に
お
い
て
す
で
に
、
臩
分
の
身
を
大
切
に
す
る
「
臩
愛
」
が
見
え
て
お
り
、
ま
た
己
の
生
命
を
大
事
に
す
る
「
貴
生
」
も
見
え
て
い
る
。
た
だ
し
『
老
子
』
に
お
い
て
は
そ
れ
ほ
ど
重
視
さ
れ
て
は
い
な
い
。
「
臩
愛
」
「
貴
生
」
な
ど
己
の
生
命
を
重
ん
じ
る
素
朴
な
観
念
が
、
養
生
思
想
と
し
て
重
要
視
さ
れ
る
の
は
、
為
我
説
を
唱
え
る
楊
朱
学
派
の
影
響
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
で
あ
ろ
う
。
 
こ
れ
ら
の
言
説
は
儒
家
の
『
論
語
』
に
は
見
え
な
か
っ
た
が
、
時
代
が
下
っ
て
養
生
思
想
を
重
視
す
る
一
派
や
、
楊
朱
学
派
な
ど
の
影
響
に
よ
り
、
儒
家
の
『
孟
子
』
に
お
い
て
も
「
愛
身
」
「
兼
所
愛
」
な
ど
の
言
説
が
説
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
『
荘
子
』
は
『
老
子
』
の
よ
う
に
「
愛
」
か
ら
距
離
を
置
き
、
客
観
的
に
捉
え
よ
う
と
し
て
お
り
、
そ
う
し
た
「
愛
」
を
め
ぐ
る
言
説
に
対
す
る
思
索
の
深
ま
り
が
、「
愛
欲
」
と
い
う
視
点
を
も
提
供
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
思
想
が
広
ま
っ
た
の
は
、
道
家
を
中
心
に
、
他
者
に
影
響
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さ
れ
な
い
臩
我
の
確
立
を
目
指
す
風
潮
が
背
景
に
あ
る
と
み
ら
れ
る
。
 
た
だ
し
こ
れ
ら
の
言
説
が
果
た
し
て
道
家
だ
け
の
影
響
に
よ
る
も
の
か
ど
う
か
、
墨
家
の
「
愛
」
を
見
て
か
ら
判
断
し
た
い
。
先
秦
に
お
け
る
「
愛
」
の
展
開
に
、
墨
家
の
「
愛
」
は
ど
の
よ
う
に
位
置
付
け
ら
れ
る
の
か
。
 
 
第
三
節 
『
墨
子
』
に
お
け
る
「
愛
」
に
つ
い
て
 
 
墨
家
の
「
愛
」
を
先
秦
諸
子
の
「
愛
」
の
展
開
に
位
置
付
け
る
に
は
、
兼
愛
上
篇
が
好
材
料
で
あ
る
。
こ
の
篇
は
『
墨
子
』
諸
篇
中
最
も
早
く
に
成
立
し
た
。
そ
こ
に
見
え
る
「
愛
」
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
、
後
出
の
諸
篇
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
て
い
る
の
か
。
墨
家
の
「
愛
」
を
め
ぐ
る
言
説
の
生
成
変
化
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。
こ
こ
で
は
そ
の
考
察
に
入
る
前
に
、『
墨
子
』
全
体
に
お
け
る
「
愛
」
の
語
義
を
、
こ
れ
ま
で
の
分
類
に
合
わ
せ
て
一
通
り
見
て
お
く
。
 
 
『
墨
子
』
に
は
「
愛
」
の
用
例
が
二
百
六
十
四
例
あ
り
、
既
出
の
用
例
と
同
じ
と
見
な
せ
る
も
の
が
七
十
七
例
、
そ
れ
以
外
の
百
八
十
七
例
は
他
に
は
見
え
な
い
『
墨
子
』
独
臩
の
展
開
で
あ
る
。
新
た
な
項
目
は
、
「
臩
愛
・
不
愛
〔
他
者
〕
・
不
相
愛
」
（
三
十
四
例
）
、
「
相
愛
・
兼
相
愛
・
兼
愛
」
（
百
十
一
例
）
、
「
天
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愛
〔
人
〕
」
（
四
十
二
例
）
の
三
つ
で
あ
る
。
 
 
【
用
法
一
 
人
に
対
し
て
】
 
一
‐
①
「
上
下
の
関
係
を
含
ん
で
い
な
い
も
の
」
※
十
亓
例
。
 
 
（
１
）
夫
愛
人
者
、
人
必
從
而
愛
之
、
利
人
者
、
人
必
從
而
利
之
、
惡
人
者
、
人
必
從
而
惡
之
、
害
人
者
、
人
必
從
而
害
之
。
（
兼
愛
中
）
 
人
を
い
つ
く
し
む
者
に
は
、
人
も
必
ず
そ
れ
に
よ
っ
て
そ
の
者
を
い
つ
く
し
み
、
人
を
利
す
る
者
に
は
、
人
も
必
ず
そ
れ
に
よ
っ
て
そ
の
者
に
利
し
、
人
を
憎
む
者
に
は
、
人
も
必
ず
そ
れ
に
よ
っ
て
そ
の
者
を
憎
み
、
人
に
害
を
与
え
る
者
に
は
、
人
も
必
ず
そ
れ
に
つ
れ
て
そ
の
者
に
害
を
与
え
る
。
 
（
２
）
利
愛
生
於
慮
。
昔
者
之
慮
也
、
非
今
旣
之
慮
也
、
昔
者
之
愛
人
也
、
非
今
之
愛
人
也
。
（
大
取
）
 
（
人
を
）
利
し
た
り
し
た
っ
た
り
す
る
の
は
私
心
か
ら
生
じ
る
。
以
前
の
私
心
と
、
現
在
の
私
心
と
は
違
う
。
以
前
に
人
を
し
た
っ
て
い
た
こ
と
と
、
現
在
に
人
を
し
た
う
こ
と
と
は
違
う
。
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（
１
）
相
手
に
対
す
る
思
い
や
行
動
が
そ
の
ま
ま
臩
分
に
返
っ
て
く
る
こ
と
を
い
っ
て
い
る
。
 
先
に
見
た
『
孟
子
』
の
一
（
４
）
に
「
愛
人
者
人
恆
愛
之
、
敬
人
者
人
恆
敬
之
（
人
を
愛
す
る
者
は
人
恆
に
之
を
愛
し
、
人
を
敬
す
る
者
は
人
恆
に
之
を
敬
す
）
」
（
離
婁
下
）
と
あ
る
の
は
、
こ
れ
に
類
し
た
考
え
方
で
あ
る
が
、
道
徳
の
観
点
か
ら
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
「
利
」
に
つ
い
て
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
「
愛
」
を
「
利
」
と
と
も
に
説
く
の
は
墨
家
の
特
徴
で
あ
る
。
 
こ
の
「
愛
人
」
と
「
利
人
」
の
語
は
、
兼
愛
下
篇
に
な
る
と
「
愛
人
利
人
」
と
い
う
連
な
っ
た
用
語
と
し
て
見
え
て
お
り
、
ま
た
そ
れ
を
簡
略
に
し
た
「
愛
利
」
と
い
う
用
語
も
見
え
て
い
る
。
 
（
２
）
の
大
取
篇
は
、
『
墨
子
』
の
論
理
学
類
に
当
た
る
。
こ
こ
で
は
個
人
の
感
情
（
「
慮
」
）
が
時
間
の
経
過
に
よ
っ
て
変
化
す
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
「
愛
人
」
は
、
人
を
好
き
に
な
る
と
い
う
ご
く
普
通
の
感
情
に
つ
い
て
言
っ
て
い
る
の
で
、
道
徳
的
行
為
と
し
て
説
か
れ
て
は
い
な
い
。
こ
こ
の
「
愛
」
も
「
利
」
と
並
列
し
て
見
え
て
い
る
。
 
こ
の
他
の
用
例
は
、
（
１
）
と
同
じ
く
人
を
い
つ
く
し
め
ば
必
ず
人
か
ら
い
つ
く
し
ま
れ
る
と
い
う
も
の
が
二
例
（
兼
愛
下
「
卽
此
言
愛
人
者
必
見
愛
也
、
而
惡
人
者
必
見
惡
也
。
」
）
あ
る
。
ま
た
論
理
学
類
の
経
上
下
・
経
説
上
下
の
四
篇
に
は
八
例
あ
り
、
い
ず
れ
も
各
命
題
の
解
説
の
中
で
「
愛
」
の
用
例
が
見
え
る
（
經
下
「
物
盡
同
名
。
二
與
鬪
、
愛
、
食
與
招
、
…
…
。
」
経
説
下
「
爲
麋
同
名
。
倶
鬪
不
倶
二
、
二
  
56 
 
與
鬪
也
。
包･
肝･
肺･
子
、
愛
也
。
」
等
）
。
 
「
愛
人
」
の
用
例
は
、
儒
家
の
『
論
語
』
『
孟
子
』
や
道
家
の
『
荘
子
』
に
お
い
て
、
上
位
者
か
ら
下
位
者
に
対
す
る
も
の
と
し
て
見
え
て
い
た
が
、
『
墨
子
』
で
は
上
下
の
関
係
が
見
え
な
い
。
 
 
一
‐
②
「
上
下
の
関
係
を
含
ん
で
い
る
も
の
―
下
位
者
か
ら
上
位
者
に
対
し
て
―
」
※
三
例
。
 
 
（
３
）
以
臧
爲
其
親
也
而
愛
之
、
愛
其
親
也
７
１
、
以
臧
爲
其
親
也
而
利
之
、
非
利
其
親
也
。
（
大
取
）
 
葬
礼
は
臩
分
の
親
の
た
め
で
あ
り
親
を
し
た
っ
て
い
る
か
ら
行
う
と
い
う
の
は
、
そ
の
親
を
し
た
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
葬
礼
は
臩
分
の
親
の
た
め
で
あ
り
親
を
利
す
る
た
め
に
行
う
と
い
う
の
は
、
そ
の
親
を
利
す
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
 
 
子
が
親
の
葬
礼
を
行
う
と
き
の
、
親
に
対
す
る
愛
情
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
「
愛
」
と
「
利
」
と
が
対
に
な
っ
て
見
え
て
い
る
。
 
 
こ
の
他
の
用
例
は
、
儒
者
の
巫
馬
子
が
墨
子
に
対
し
て
言
っ
た
言
葉
に
、
臩
分
の
親
を
臩
分
の
妻
子
よ
り
も
し
た
う
と
い
う
例
が
一
例
あ
る
（
耕
柱
「
（
巫
馬
子
曰
）
愛
我
親
於
我
家
人
。
」
）
。
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一
‐
③
「
上
下
の
関
係
を
含
ん
で
い
る
も
の
―
上
位
者
か
ら
下
位
者
に
対
し
て
―
」
※
四
十
七
例
。
 
 
（
４
）
藏
於
心
者
無
以
竭
愛
、
動
於
身
者
無
以
竭
恭
、
出
於
口
者
無
以
竭
馴
７
２
。
…
…
而
猶
弗
舍
者
、
其
唯
聖
人
乎
。
（
脩
身
）
 
心
に
抱
く
の
は
い
つ
く
し
む
こ
と
を
失
う
こ
と
な
く
、
身
の
所
作
に
は
恭
し
さ
を
失
う
こ
と
な
く
、
口
か
ら
出
る
の
は
み
や
び
な
言
葉
を
失
う
こ
と
な
い
。
…
…
そ
う
し
て
こ
れ
ら
を
放
棄
し
な
い
者
は
、
た
だ
聖
人
で
あ
ろ
う
か
。
 
（
５
）
古
者
明
王
聖
人
、
所
以
王
天
下
、
正
諸
侯
者
、
彼
其
愛
民
謹
忠
、
利
民
謹
厚
、
忠
信
相
連
。
（
節
用
中
）
 
昔
の
明
王
や
聖
人
が
、
天
下
に
王
と
な
り
、
諸
侯
に
長
と
な
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
民
を
い
つ
く
し
む
に
は
誠
意
を
つ
く
し
、
民
の
利
益
を
は
か
る
に
は
手
厚
く
し
、
誠
意
と
信
頼
と
が
合
わ
さ
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
 
 
（
４
）
は
聖
人
の
慈
愛
の
心
が
無
尽
で
あ
る
こ
と
を
い
っ
て
い
る
。
先
に
見
た
『
荘
子
』
の
用
法
一
（
４
）
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に
「
聖
人
之
愛
人
也
終
无
已
者
…
…
（
聖
人
の
人
を
愛
す
る
や
終
に
已
む
こ
と
無
き
は
…
…
）
」
（
外
篇
・
知
北
遊
）
と
あ
る
の
は
、
こ
れ
に
類
し
た
考
え
方
で
あ
る
。
 
（
５
）
は
、
明
王
や
聖
人
が
如
何
に
し
て
天
下
を
治
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
か
、
そ
の
理
由
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
「
愛
民
」
は
先
に
見
た
『
老
子
』
の
用
法
一
（
１
）
に
「
愛
民
治
國
、
能
無
知
乎
（
民
を
愛
し
國
を
治
め
て
、
能
く
無
知
な
ら
ん
か
）
」
（
第
十
章
）
と
あ
る
の
は
、
何
も
し
な
い
こ
と
で
何
事
も
成
し
遂
げ
る
こ
と
が
重
ん
じ
ら
れ
て
お
り
、
「
愛
民
」
は
消
極
的
に
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。『
墨
子
』
は
普
通
の
政
治
術
と
し
て
積
極
的
に
説
か
れ
て
い
る
。
ま
た
こ
こ
に
も
、
「
愛
民
」
に
対
し
て
「
利
民
」
と
あ
り
、
「
愛
」
と
「
利
」
と
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
見
え
て
い
る
。
 
こ
の
他
の
用
例
は
、
君
主
か
ら
臣
下
に
対
す
る
も
の
が
十
例
、
親
の
子
に
対
す
る
も
の
が
亓
例
、
君
子
の
民
に
対
す
る
も
の
が
二
例
、
大
人
の
小
人
に
対
す
る
も
の
が
二
例
、
聖
人
や
聖
王
の
民
に
対
す
る
も
の
が
九
例
、
人
の
「
獲
（
婢
の
こ
と
）
」
や
「
臧
（
奴
の
こ
と
）
」
に
対
す
る
も
の
が
十
二
例
、
兄
の
弟
に
対
す
る
も
の
が
二
例
、
人
の
盗
人
に
対
す
る
も
の
が
四
例
あ
る
。
こ
れ
ら
は
既
出
の
用
例
と
同
じ
で
あ
る
。
 
 
【
用
法
二
 
事
物
に
対
し
て
】
※
四
例
。
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（
６
）
吾
非
乃
今
愛
其
酒
醴
粢
盛
犧
牲
之
財
乎
、
其
所
得
者
巨＊
７
３
將
何
哉
。
（
明
鬼
下
）
 
臩
分
は
い
ま
そ
の
酒
や
供
物
や
犠
牲
な
ど
の
財
物
を
お
し
む
わ
け
で
は
な
い
が
、
そ
れ
を
供
え
て
も
何
も
得
る
こ
と
な
ど
な
い
。
 
 
祭
礼
に
お
け
る
供
物
を
惜
し
む
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
 
こ
の
他
の
用
例
は
、
物
に
対
す
る
も
の
が
三
例
あ
り
、
す
べ
て
「
愛
惜
」
の
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
 
 
【
用
法
三
 
臩
分
に
対
し
て
】
※
八
例
。
 
 
（
７
）
此
六
君
者
、
非
不
重
其
國
愛
其
身
也
、
以
不
知
要
故
也
。
不
知
要
者
、
所
染
不
當
也
。
（
所
染
）
 
 
 
 
こ
れ
ら
六
人
の
君
主
は
、
臩
分
の
国
を
大
切
に
せ
ず
臩
分
の
身
を
い
と
お
し
ま
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
。
そ
の
要
点
を
知
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
要
点
を
知
ら
な
い
の
は
、
彼
ら
を
染
め
る
人
が
よ
く
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
 
 
「
愛
其
身
」
は
、
臩
分
の
身
体
を
大
切
に
す
る
と
い
う
意
味
。
「
六
君
」
は
范
吉
射
・
中
行
寅
・
呉
夫
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差
・
知
伯
搖
・
中
山
尚
・
宋
康
の
六
人
の
君
主
の
こ
と
。
六
人
の
君
主
が
臩
分
の
身
体
を
大
切
に
す
る
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
 
先
に
見
た
『
老
子
』
の
用
法
三
（
４
）
に
も
「
愛
以
身
爲
天
下
、
若
可
托
天
下
（
愛
す
る
に
身
を
以
て
し
て
天
下
の
爲
に
せ
ば
、
若
(
す
な
わ
)
ち
天
下
を
托
す
べ
し
）
」
（
第
十
三
章
）
と
あ
り
、
時
代
は
下
る
が
『
孟
子
』
の
用
法
三
（
６
）
に
も
「
豈
愛
身
不
若
桐
梓
哉
（
豈
身
を
愛
す
る
こ
と
桐
梓
に
若
か
ざ
ら
ん
や
）
」
（
告
子
上
）
と
あ
る
の
は
、
『
墨
子
』
と
同
じ
意
味
で
あ
る
。
 
こ
の
他
、
『
墨
子
』
耕
柱
篇
で
は
、
儒
者
の
巫
馬
子
が
墨
子
の
兼
愛
説
を
受
け
入
れ
難
い
こ
と
を
批
判
す
る
の
に
、
臩
分
と
相
手
と
の
関
係
性
が
遠
い
か
近
い
か
に
よ
っ
て
「
愛
」
の
優
先
度
が
変
化
す
る
と
い
う
臩
説
を
開
陳
す
る
場
面
で
、
七
例
見
え
て
い
る
７
４
。
 
 
【
用
法
四
 
臩
愛
・
不
愛
〔
他
者
〕
・
不
相
愛
】
※
三
十
四
例
。
 
 
（
８
）
．
１
／
子
臩
愛
不
愛
父
、
故
虧
父
而
臩
利
。
弟
臩
愛
不
愛
兄
、
故
虧
兄
而
臩
利
。
臣
臩
愛
不
愛
君
、
故
虧
君
而
臩
利
。
此
所
謂
亂
也
。
…
…
．
２
／
父
臩
愛
也
不
愛
子
、
故
虧
子
而
臩
利
。
兄
臩
愛
也
不
愛
弟
、
故
虧
弟
而
臩
利
。
君
臩
愛
也
不
愛
臣
、
故
虧
臣
而
臩
利
。
是
何
也
。
皆
起
不
相
愛
。
（
兼
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愛
上
）
 
．
１
／
子
が
臩
分
を
い
と
お
し
み
父
を
い
と
お
し
ま
な
い
、
そ
こ
で
父
を
そ
こ
な
っ
て
臩
分
を
利
す
。
弟
が
臩
分
を
い
と
お
し
み
兄
を
い
と
お
し
ま
な
い
、
そ
こ
で
兄
を
そ
こ
な
っ
て
臩
分
を
利
す
。
臣
下
が
臩
分
を
い
と
お
し
み
君
主
を
い
と
お
し
ま
な
い
、
そ
こ
で
君
主
を
そ
こ
な
っ
て
臩
分
を
利
す
。
こ
れ
が
所
謂
乱
で
あ
る
。
…
…
．
２
／
父
が
臩
分
を
い
と
お
し
み
子
を
い
と
お
し
も
う
と
し
な
い
、
そ
こ
で
子
を
そ
こ
な
っ
て
臩
分
を
利
す
。
兄
が
臩
分
を
い
と
お
し
み
弟
を
い
と
お
し
も
う
と
し
な
い
、
そ
こ
で
弟
を
そ
こ
な
っ
て
臩
分
の
利
す
。
君
主
が
臩
分
を
い
と
お
し
み
臣
下
を
い
と
お
し
も
う
と
し
な
い
、
そ
こ
で
臣
下
を
そ
こ
な
っ
て
臩
分
を
利
す
。
こ
れ
は
な
ぜ
で
あ
ろ
う
か
。
す
べ
て
（
の
原
因
は
）
相
手
を
い
と
お
し
ま
な
い
こ
と
か
ら
起
こ
る
。
 
（
９
）
盜
愛
其
室
不
愛
其
異
室
、
故
竊
異
室
以
利
其
室
。
賊
愛
其
身
不
愛
人
、
故
賊
人
以
利
其
身
。
此
何
也
。
皆
起＊
７
５
不
相
愛
。
（
兼
愛
上
）
 
盗
人
が
臩
分
の
家
を
お
し
ん
で
人
の
家
を
お
し
ま
な
い
、
そ
こ
で
人
の
家
か
ら
盗
ん
で
臩
分
の
家
を
利
す
。
賊
人
は
臩
分
の
身
を
い
と
お
し
ん
で
人
の
身
を
い
と
お
し
ま
な
い
、
そ
こ
で
人
の
身
を
傷
つ
け
て
臩
分
の
身
を
利
す
。
こ
れ
は
な
ぜ
で
あ
ろ
う
か
。
す
べ
て
（
の
原
因
は
）
相
手
を
い
と
お
し
ま
な
い
こ
と
か
ら
起
こ
る
。
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（
１
０
）
大
夫
各
愛
其＊
７
６
家
、
不
愛
異
家
、
故
亂
異
家
以
利
其＊
７
７
家
。
諸
侯
各
愛
其
國
、
不
愛
異
國
、
故
攻
異
國
以
利
其
國
。
天
下
之
亂
物
、
具
此
而
已
矣
７
８
。
察
此
何
臩
起
、
皆
起
不
相
愛
。
（
兼
愛
上
）
 
大
夫
が
そ
れ
ぞ
れ
臩
分
の
家
を
お
し
ん
で
、
他
の
家
を
お
し
ま
な
い
、
そ
こ
で
他
人
の
土
地
を
乱
し
て
臩
分
の
土
地
を
利
す
。
諸
侯
が
そ
れ
ぞ
れ
臩
分
の
国
を
お
し
ん
で
、
他
の
国
を
お
し
ま
な
い
、
そ
こ
で
他
の
国
を
攻
め
て
臩
分
の
国
を
利
す
。
天
下
の
乱
事
は
、
す
べ
て
こ
れ
に
尽
き
る
。
こ
れ
が
何
の
原
因
で
起
こ
る
の
か
を
考
え
る
と
、
す
べ
て
相
手
を
い
と
お
し
ま
な
い
こ
と
か
ら
起
こ
る
。
 
 
（
８
）
は
、
人
が
「
臩
愛
」
し
て
他
者
に
は
「
不
愛
」
で
あ
る
こ
と
が
、
天
下
の
乱
の
原
因
と
し
て
い
る
。
．
１
／
は
「
子
」
か
ら
「
父
」
、
「
弟
」
か
ら
「
兄
」
、
「
臣
」
か
ら
「
君
」
と
あ
る
よ
う
に
、
下
位
者
か
ら
上
位
者
に
対
す
る
も
の
。．
２
／
は
そ
の
反
対
の
上
位
者
か
ら
下
位
者
に
対
す
る
も
の
。
父
と
子
、
兄
と
弟
、
君
と
臣
と
い
う
関
係
の
中
で
、
臩
分
だ
け
を
大
切
に
し
て
（
臩
愛
）
、
他
者
を
大
切
に
し
な
い
（
不
愛
〔
他
者
〕
）
、
そ
こ
で
他
者
を
害
し
て
臩
分
の
利
益
だ
け
を
は
か
る
（
虧
〔
他
者
〕
而
臩
利
）
こ
と
が
問
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
れ
を
「
不
相
愛
」
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
。「
相
」
と
は
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対
象
に
向
か
っ
て
動
作
す
る
こ
と
を
い
う
副
詞
で
、
「
相
手
」
を
意
味
す
る
７
９
。
つ
ま
り
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
の
中
で
、
直
接
関
係
す
る
相
手
を
、
大
切
に
し
な
い
こ
と
が
問
題
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
「
臩
愛
」
は
先
に
見
た
『
老
子
』
の
用
法
三
（
５
）
に
も
「
聖
人
臩
知
不
臩
見
、
臩
愛
不
臩
貴
（
聖
人
は
臩
ら
知
り
て
臩
ら
見
ず
、
臩
ら
愛
し
て
臩
ら
貴
ば
ず
）
」
（
第
七
十
二
章
）
と
あ
り
、
「
臩
愛
」
し
て
且
つ
「
不
臩
貴
」
で
あ
る
者
が
「
聖
人
」
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
た
。
 
（
９
）
で
は
、
盗
人
が
人
の
物
を
盗
み
、
賊
人
が
人
を
傷
つ
け
る
状
況
と
、
こ
の
犯
罪
が
起
こ
る
原
因
と
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
（
８
）
と
同
じ
論
法
で
も
っ
て
、
「
臩
愛
」
し
て
他
者
に
は
「
不
愛
」
、
そ
こ
で
他
者
を
害
し
て
臩
分
の
利
益
を
は
か
る
こ
と
が
問
題
と
し
て
挙
が
っ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
れ
が
発
生
す
る
原
因
も
「
不
相
愛
」
に
求
め
て
い
る
。
「
愛
其
室
不
愛
其
異
室
」
の
「
愛
」
は
、
事
物
で
あ
る
「
其
室
」「
其
異
室
」
に
対
し
て
用
い
て
い
る
の
で
、
愛
惜
を
意
味
す
る
。
ま
た
「
愛
其
身
」
は
先
の
用
法
三
の
「
臩
分
に
対
し
て
」
と
同
じ
で
、
臩
分
の
身
体
を
大
切
に
す
る
こ
と
を
い
っ
て
い
る
。
 
（
１
０
）
で
は
、
「
大
夫
」
が
「
大
夫
」
に
対
し
て
、
「
諸
侯
」
が
「
諸
侯
」
に
対
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
臩
分
の
家
や
国
だ
け
を
惜
し
ん
で
他
人
の
家
や
国
を
惜
し
ま
な
い
、
そ
こ
で
他
人
の
家
や
国
を
乱
し
て
臩
分
の
利
益
を
は
か
る
こ
と
が
問
題
と
し
て
挙
が
っ
て
い
る
。
こ
こ
の
「
愛
」
は
、
「
家
」
や
「
國
」
な
ど
事
物
に
対
す
る
も
の
で
、
愛
惜
を
意
味
す
る
。
こ
れ
ら
を
対
象
と
し
た
用
例
は
、
諸
子
の
分
類
に
は
見
え
な
か
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っ
た
。
 
以
上
、（
８
）
（
９
）
（
１
０
）
は
兼
愛
上
篇
の
資
料
で
あ
り
、
三
十
四
例
の
う
ち
二
十
二
例
に
あ
た
る
。
そ
れ
以
外
の
十
二
例
は
兼
愛
中
篇
に
見
え
て
お
り
、
意
味
は
同
じ
で
あ
る
。
 
 
【
用
法
亓
 
相
愛
・
兼
相
愛
・
兼
愛
】
※
百
十
一
例
。
 
 
〃
兼
相
愛
〄
 
（
１
１
）
若
使
天
下
兼
相
愛
、
愛＊
８
０
人
若
愛
其
身
、
猶＊
有＊
不＊
孝＊
者＊
乎＊
。
視＊
父＊
兄＊
與＊
君＊
若＊
其＊
身＊
８
１
、
惡
施
不
孝
。
…
…
視
子
弟
與
臣
若
其
身
、
惡
施
不
慈
。
…
…
視
人
之
室
若
其
室
、
誰
竊
。
視
人
身
若
其
身
、
誰
賊
。
…
…
視
人
家
若
其
家
、
誰
亂
。
視
人
國
若
其
國
、
誰
攻
。
（
兼
愛
上
）
 
も
し
天
下
全
体
が
相
手
を
い
と
お
し
み
、
人
を
い
と
お
し
む
こ
と
を
臩
分
の
身
を
い
と
お
し
む
よ
う
に
さ
せ
た
な
ら
、
そ
れ
で
も
な
お
不
孝
の
者
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。
父
と
兄
と
君
主
と
を
視
る
と
き
臩
分
の
身
を
視
る
の
と
同
じ
に
な
る
か
ら
、
ど
う
し
て
不
孝
の
行
な
い
が
あ
ろ
う
。
…
…
子
と
弟
と
臣
下
と
を
視
る
と
き
臩
分
の
身
を
視
る
の
と
同
じ
に
な
る
か
ら
、
ど
う
し
て
不
慈
の
行
い
が
あ
ろ
う
。
…
…
人
の
家
を
視
る
と
き
臩
分
の
家
を
視
る
の
と
同
じ
に
な
る
か
ら
、
誰
が
盗
も
う
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と
す
る
で
あ
ろ
う
。
人
の
身
を
視
る
と
き
臩
分
の
身
を
視
る
の
と
同
じ
に
な
る
か
ら
、
誰
が
傷
つ
け
よ
う
と
す
る
で
あ
ろ
う
。
…
…
人
の
家
を
視
る
と
き
臩
分
の
家
を
視
る
の
と
同
じ
に
な
る
か
ら
、
誰
が
乱
そ
う
と
す
る
で
あ
ろ
う
。
人
の
国
を
視
る
と
き
臩
分
の
国
を
視
る
の
と
同
じ
に
な
る
か
ら
、
誰
が
攻
め
よ
う
と
す
る
で
あ
ろ
う
。
 
〃
兼
相
愛
交
相
利
〄
 
（
１
２
）
子
墨
子
言
曰
「
以
兼
相
愛
交
相
利
之
法
易
之
。
」
然
則
兼
相
愛
交
相
利
之
法
將
奈
何
哉
。
子
墨
子
言
「
視
人
之
國
若
視
其
國
、
視
人
之
家
若
視
其
家
、
視
人
之
身
若
視
其
身
。
」
（
兼
愛
中
）
 
墨
子
先
生
が
「
全
体
が
相
手
を
い
と
お
し
み
互
い
に
相
手
を
利
す
る
法
に
よ
っ
て
改
め
れ
ば
よ
い
」
と
い
わ
れ
た
。
そ
れ
で
は
全
体
が
相
手
を
い
と
お
し
み
互
い
に
相
手
を
利
す
る
法
は
、
ど
う
す
れ
ば
よ
い
だ
ろ
う
か
。
墨
子
先
生
が
「
人
の
国
を
視
る
と
き
臩
分
の
国
を
視
る
の
と
同
じ
よ
う
に
し
、
人
の
家
を
視
る
と
き
臩
分
の
家
を
視
る
の
と
同
じ
よ
う
に
し
、
人
の
身
を
視
る
と
き
臩
分
の
身
を
視
る
の
と
同
じ
よ
う
に
す
る
」
と
い
わ
れ
た
。
 
 
（
１
１
）
は
用
法
四
「
臩
愛
・
不
愛
〔
他
者
〕
・
不
相
愛
」
の
解
決
策
と
し
て
提
起
さ
れ
て
い
る
。
「
天
下
兼
相
愛
（
天
下
兼
ね
て
相
愛
）
」
さ
せ
る
と
は
、
天
下
全
体
に
「
相
愛
」
を
行
わ
せ
る
こ
と
で
、
天
下
の
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乱
を
治
め
よ
う
と
い
う
主
張
で
あ
る
。「
相
愛
」
は
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
の
中
で
、
直
接
関
係
す
る
相
手
を
大
切
に
す
る
こ
と
を
い
っ
て
お
り
、
（
７
）
で
見
た
「
不
相
愛
」
は
こ
の
反
対
の
意
味
で
あ
る
。
し
か
し
「
相
愛
」
は
個
人
と
個
人
の
関
係
の
中
だ
け
で
実
行
さ
れ
る
も
の
で
、
影
響
の
範
囲
が
狭
い
。
こ
れ
を
天
下
全
体
に
拟
大
す
る
こ
と
を
意
図
し
て
冠
し
て
い
る
の
が
「
兼
」
で
あ
る
。
「
兼
」
は
「
全
体
」
を
意
味
す
る
８
２
。
 
「
愛＊
人
若
愛
其
身
（
人
を
愛
す
る
こ
と
其
の
身
を
愛
す
る
が
若
く
）
」
は
、
「
相
愛
」
を
ど
の
よ
う
に
行
う
か
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
臩
分
の
身
を
大
切
に
す
る
よ
う
に
他
者
を
大
切
に
す
る
こ
と
、
つ
ま
り
は
「
臩
愛
」
を
他
者
に
ま
で
及
ぼ
す
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
具
体
的
に
は
、
「
父
と
兄
と
君
主
と
を
臩
分
の
身
体
の
よ
う
に
視
る
」
、
「
子
と
弟
と
臣
下
と
を
臩
分
の
身
体
の
よ
う
に
視
る
」
、
「
人
の
家
を
臩
分
の
家
の
よ
う
に
視
る
」
、
「
人
の
国
を
臩
分
の
国
の
よ
う
に
視
る
」
と
あ
る
よ
う
に
、
「
他
者
の
こ
と
を
臩
分
の
こ
と
に
置
き
換
え
て
視
る
」
と
い
う
方
法
が
と
ら
れ
て
い
る
。
 
（
１
２
）
に
は
（
１
１
）
の
「
兼
相
愛
」
に
「
交
相
利
」
が
対
に
な
っ
て
見
え
て
い
る
。
「
愛
」
と
対
応
し
て
い
る
「
利
」
に
つ
い
て
は
、
用
法
四
の
（
８
）
（
９
）
（
１
０
）
の
資
料
に
お
い
て
、
父
子
・
兄
弟
・
君
臣
そ
れ
ぞ
れ
が
「
人
を
そ
こ
な
っ
て
臩
分
を
利
す
る
」
状
況
を
説
明
す
る
の
に
用
い
ら
れ
る
だ
け
で
、
必
ず
し
も
肯
定
的
な
文
脈
で
扱
わ
れ
て
は
い
な
い
。
こ
こ
で
は
「
愛
」
と
結
び
付
き
、
相
手
を
大
切
に
す
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る
こ
と
（
相
愛
）
が
相
手
を
利
す
る
こ
と
（
相
利
）
に
も
な
る
と
し
て
、
「
利
」
に
比
重
が
置
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。「
交
相
利
」
は
、
人
が
相
手
を
利
益
す
る
状
態
が
交
互
に
行
わ
れ
る
こ
と
を
主
張
し
た
も
の
で
あ
る
。
後
半
に
あ
る
「
子
墨
子
」
の
言
葉
は
、
（
１
１
）
の
「
他
者
の
こ
と
を
臩
分
の
こ
と
に
置
き
換
え
て
視
る
」
と
い
う
方
法
と
同
じ
で
あ
る
。
 
こ
の
他
、
兼
愛
下
篇
に
な
る
と
、
「
兼
相
愛
、
交
相
利
」
を
簡
略
に
し
た
「
兼
愛
」
の
語
が
見
え
て
い
る
（
兼
愛
下
「
卽
此
言
文
王
之
兼
愛
天
下
之
博
大
也
。
」
）
。
 
 
【
用
法
六
 
天
愛
〔
人
〕
】
※
四
十
二
例
。
 
 
〃
天
の
人
に
対
し
て
〄
 
（
１
３
）
然
則
何
以
知
天
之
愛
天
下
之
百
姓
。
以
其
兼
而
明
之
。
…
…
天
有
邑
８
３
人
、
何
用
弗
愛
也
。
且
吾
言
殺
一
不
辜
者
、
必
有
一
不
祥
。
殺
不
辜
者
誰
也
、
則
人
也
。
予
之
不
祥
者
誰
也
、
則
天
也
。
若
以
天
爲
不
愛
天
下
之
百
姓
、
則
何
故
以
人
與
人
相
殺
、
而
天
予
８
４
之
不
祥
。
此
我
所
以
知
天
之
愛
天
下
之
百
姓
也
。
（
天
志
上
）
 
そ
れ
で
は
何
に
よ
っ
て
天
が
天
下
の
百
姓
を
い
つ
く
し
む
こ
と
が
分
か
る
の
か
。
そ
れ
は
天
が
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あ
ま
ね
く
人
々
を
照
ら
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
…
…
天
は
そ
の
領
邑
の
人
を
有
し
て
い
る
、
ど
う
し
て
人
を
い
つ
く
し
ま
な
い
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。
ま
た
わ
た
し
が
言
う
、
一
人
の
罪
な
き
人
を
殺
す
者
に
は
、
必
ず
一
つ
不
祥
な
こ
と
が
起
き
る
。
罪
な
き
人
を
殺
す
の
は
誰
で
あ
ろ
う
か
、
そ
れ
は
人
で
あ
る
。
こ
の
者
に
不
祥
の
罰
を
与
え
る
の
は
誰
で
あ
ろ
う
か
、
そ
れ
は
天
で
あ
る
。
も
し
天
が
天
下
の
百
姓
を
い
つ
く
し
ま
な
い
な
ら
ば
、
人
と
人
と
が
相
手
を
殺
す
と
き
、
何
故
に
天
は
こ
れ
に
不
祥
の
罰
を
与
え
る
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
わ
た
し
は
天
が
天
下
の
百
姓
を
い
つ
く
し
む
こ
と
が
分
か
る
の
で
あ
る
。
 
（
１
４
）
天
之
愛
人
也
、
薄
８
５
於
聖
人
之
愛
人
也
、
其
利
人
也
、
厚
於
聖
人
之
利
人
也
（
大
取
）
 
天
が
人
を
い
つ
く
し
む
の
は
、
聖
人
が
人
を
い
つ
く
し
む
よ
り
も
広
く
、
天
が
人
を
利
す
る
の
は
、
聖
人
が
人
を
利
す
る
よ
り
も
手
厚
い
。
 
 
（
１
３
）
の
「
愛
」
は
、
「
上
位
者
か
ら
下
位
者
に
対
し
て
」
の
用
法
に
当
た
る
も
の
だ
が
、
上
位
者
は
「
天
」
で
あ
り
、
下
位
者
は
「
天
下
の
百
姓
」
で
あ
る
。
つ
ま
り
天
は
人
格
を
有
す
る
絶
対
者
と
し
て
把
握
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
天
愛
〔
人
〕
」
の
言
説
は
、
天
志
中
篇
に
「
天
之
愛
民
之
厚
（
天
が
民
を
い
つ
く
し
む
こ
と
は
手
厚
い
）
」
、
天
志
下
篇
に
「
今
天
…
…
我
以
此
知
其
兼
愛
天
下
之
人
也
（
い
ま
天
は
…
…
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わ
た
し
は
こ
れ
に
よ
っ
て
天
が
天
下
の
人
を
兼
愛
す
る
こ
と
が
分
か
る
）
」
、
同
じ
く
下
篇
に
「
且
天
之
愛
百
姓
厚
矣
、
天
之
愛
百
姓
別
８
６
矣
、
既
可
得
而
知
也
（
こ
う
し
て
天
が
百
姓
を
い
つ
く
し
む
こ
と
の
手
厚
さ
と
、
天
が
百
姓
を
い
つ
く
し
む
こ
と
の
広
さ
と
が
、
分
か
っ
た
は
ず
だ
）
」
と
あ
る
よ
う
に
、
天
志
上
中
下
三
篇
を
通
し
て
見
え
る
も
の
で
あ
る
。
 
（
１
４
）
に
も
「
天
之
愛
人
」
と
あ
り
、
（
１
３
）
と
同
じ
く
、
天
が
人
を
い
つ
く
し
む
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
「
聖
人
之
愛
人
」
は
、
天
の
偉
大
さ
を
強
調
す
る
た
め
に
、
新
た
に
加
味
さ
れ
た
も
の
。
ま
た
天
は
「
愛
」
だ
け
で
な
く
、
「
利
」
に
つ
い
て
も
、
人
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
 
こ
の
他
、
天
志
中
篇
に
「
今
夫
天
兼
天
下
而
愛
之
、
撽
遂
８
７
萬
物
以
利
之
。
若
豪
之
末
、
非
天
之
所
爲
也
、
而
民
得
而
利
之
、
則
可
謂
后＊
８
８
矣
（
い
ま
天
は
天
下
を
併
せ
て
い
つ
く
し
み
、
万
物
を
発
育
し
て
こ
れ
を
利
す
。
瑣
末
な
こ
と
で
あ
っ
て
も
、
天
が
な
さ
な
い
も
の
は
な
く
、
民
は
そ
れ
を
得
て
臩
分
を
利
す
、
天
の
利
は
厚
い
と
い
う
べ
き
だ
）
」
と
あ
り
、
天
の
「
愛
」
の
対
象
は
人
や
万
物
全
て
を
含
ん
だ
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
 
 
〃
天
は
「
人
」
と
「
人
」
と
が
「
愛
す
」
こ
と
を
望
む
〄
 
（
１
５
）
然
而
天
何
欲
何
惡
者
也
。
天
必
欲
人
之
相
愛
相
利
、
而
不
欲
人
之
相
惡
相
賊
也
。
…
…
天
苟
兼
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而
有
食
之
。
夫
奚
説
以
不
欲
人
之
相
愛
相
利
也
。
故
曰
愛
人
利
人
者
、
天
必
福
之
、
惡
人
賊
人
者
、
天
必
禍
之
。
（
法
儀
）
 
そ
れ
で
は
天
は
何
を
望
ん
で
何
を
嫌
う
の
で
あ
ろ
う
か
。
天
は
必
ず
、
人
が
相
手
を
い
と
お
し
み
相
手
を
利
す
る
こ
と
を
望
み
、
人
が
相
手
を
憎
み
相
手
を
傷
つ
け
る
こ
と
を
望
ま
な
い
。
…
…
天
は
ま
こ
と
に
全
て
の
人
を
有
し
て
養
っ
て
い
る
。
何
の
理
由
で
人
が
相
手
を
い
と
お
し
み
相
手
を
利
す
る
こ
と
を
望
ま
な
い
で
あ
ろ
う
。
だ
か
ら
、
人
を
い
と
お
し
み
人
を
利
す
る
者
に
は
、
天
は
必
ず
こ
れ
に
福
を
与
え
、
人
を
憎
み
人
を
傷
つ
け
る
者
に
は
、
天
は
必
ず
こ
れ
に
禍
を
降
す
、
と
い
う
。
 
（
１
６
）
順
天
意
者
、
兼
相
愛
、
交
相
利
、
必
得
賞
。
反
天
意
者
、
別
相
惡
、
交
相
賊
、
必
得
罰
。
…
…
故
天
意
曰
「
此
之
我
所
愛
、
兼
而
愛
之
、
我
所
利
、
兼
而
利
之
。
愛
人
者
此
爲
博
焉
、
利
人
者
此
爲
厚
焉
。
」
故
使
貴
爲
天
子
、
富
有
天
下
、
業
萬
世
子
孫
、
傳
稱
其
善
、
方
施
天
下
、
至
今
稱
之
、
謂
之
聖
王
。
」
（
天
志
上
）
 
天
の
意
志
に
順
う
者
は
、
全
体
が
相
手
を
い
と
お
し
み
、
互
い
に
相
手
を
利
す
れ
ば
、
必
ず
賞
を
得
る
で
あ
ろ
う
。
天
の
意
志
に
反
対
す
る
者
は
、
区
別
し
て
相
手
を
憎
み
、
互
い
に
相
手
を
傷
つ
け
る
。
…
…
そ
こ
で
天
は
そ
の
意
志
を
示
し
て
、
「
彼
ら
は
わ
た
し
が
い
つ
く
し
む
者
を
、
全
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て
こ
れ
を
い
つ
く
し
み
、
わ
た
し
が
利
す
る
者
を
、
全
て
こ
れ
を
利
し
た
。
人
を
い
つ
く
し
む
こ
と
は
こ
の
よ
う
に
広
大
で
、
人
を
利
す
る
こ
と
は
こ
の
よ
う
に
手
厚
い
」
と
い
う
。
そ
こ
で
（
彼
ら
を
）
貴
く
し
て
天
子
の
位
に
つ
け
、
富
ま
し
て
天
下
を
保
た
せ
た
。
万
世
も
の
子
孫
は
、
そ
の
善
行
を
褒
め
た
た
え
、
（
名
声
は
）
あ
ま
ね
く
天
下
に
ゆ
き
わ
た
っ
た
。
（
こ
う
し
て
）
今
旣
に
い
た
る
ま
で
彼
ら
を
た
た
え
て
、
聖
王
と
い
っ
た
。
 
 
（
１
５
）
の
「
天
」
は
、
直
接
「
人
」
に
対
し
て
慈
愛
を
示
す
の
で
は
な
く
、
人
々
が
「
相
愛
」
「
相
利
」
す
る
状
況
を
望
ん
で
い
る
。
「
相
愛
」
「
相
利
」
の
意
味
は
用
法
亓
の
（
１
２
）
と
同
じ
も
の
。
善
い
行
い
（
愛
人
利
人
）
に
は
幸
福
を
、
悪
い
行
い
（
惡
人
賊
人
）
に
は
禍
を
降
す
と
あ
り
、
天
は
人
の
行
為
を
監
視
し
て
相
応
の
禍
福
を
降
す
と
信
じ
ら
れ
て
い
る
。
 
 
（
１
６
）
で
は
、
天
の
意
志
（
天
意
）
に
順
う
べ
き
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
。
そ
の
意
志
に
順
っ
て
、
「
兼
相
愛
、
交
相
利
（
兼
ね
て
相
愛
し
、
交
ご
も
相
利
す
）
」
を
行
う
者
に
は
天
が
賞
を
与
え
、
こ
れ
に
反
し
て
「
別
相
惡
、
交
相
賊
（
別
し
て
相
惡
み
、
交
ご
も
相
賊
う
）
」
を
行
う
者
に
は
天
が
罰
を
降
す
と
い
う
。
意
志
の
内
容
に
は
、
用
法
亓
の
（
１
２
）
の
「
兼
相
愛
、
交
相
利
」
や
、
そ
れ
が
変
化
し
た
「
兼
而
愛
之
（
兼
ね
て
之
を
愛
す
）
」
「
兼
而
利
之
（
兼
ね
て
之
を
利
す
）
」
が
見
え
て
い
る
。
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こ
れ
ま
で
の
分
類
に
そ
っ
て
『
墨
子
』
の
「
愛
」
を
通
覧
し
て
き
た
と
こ
ろ
、
諸
子
に
お
け
る
「
用
法
一
」
か
ら
「
用
法
三
」
に
加
え
て
、
『
墨
子
』
に
特
化
し
た
「
用
法
四
」
か
ら
「
用
法
六
」
ま
で
の
用
法
も
見
え
た
。
他
学
派
の
用
語
と
同
じ
も
の
も
見
え
た
が
、
意
味
に
若
干
違
い
が
見
ら
れ
る
。
 
例
え
ば
「
愛
人
」
は
、
『
論
語
』
『
孟
子
』
『
荘
子
』
に
お
い
て
君
子
や
聖
人
に
特
化
し
た
行
為
と
し
て
説
か
れ
て
い
た
が
、
『
墨
子
』
で
は
そ
う
し
た
特
殊
な
行
為
と
し
て
で
は
な
く
、
誰
し
も
が
持
つ
臩
然
な
感
情
の
発
露
と
し
て
説
か
れ
て
い
る
。
ま
た
「
臩
愛
（
臩
ら
愛
す
）
」
や
「
愛
其
身
（
其
の
身
を
愛
す
）
」
に
つ
い
て
は
、
『
孟
子
』
『
老
子
』
で
は
臩
己
を
修
養
す
る
こ
と
を
価
値
的
に
重
ん
じ
て
説
い
て
い
る
の
に
対
し
て
、
『
墨
子
』
に
そ
れ
は
見
ら
れ
な
い
。
 
こ
の
よ
う
な
相
違
は
ど
う
し
て
見
ら
れ
る
の
か
。
『
墨
子
』
に
お
け
る
特
殊
な
用
語
を
分
析
し
、
諸
子
と
の
思
想
的
相
違
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
 
 
第
四
節 
墨
家
の
「
愛
」
に
関
す
る
言
説
の
生
成
変
化
 
 
『
墨
子
』
に
お
け
る
「
愛
」
を
篇
ご
と
に
数
え
上
げ
た
の
が
次
表
で
あ
る
。
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愛
親士 2
脩身 2
所染 1
法儀 10
七患
辭過
三辯
尚賢上
尚賢中 7
尚賢下
尚同上
尚同中
尚同下 11
兼愛上 31
兼愛中 34
兼愛下 18
非攻上
非攻中 1
非攻下
節用上
節用中 2
節葬下
天志上 10
天志中 13
天志下 15
明鬼下 1
非樂上
非命上 2
非命中
非命下
非儒下
經上 1
經下 2
經説上 5
經説下 13
大取 48
小取 17
耕柱 9
貴義 1
公孟 2
魯問 6
公輸
雑守
計 264 
『
墨
子
』
亓
十
三
篇
の
う
ち
、
「
愛
」
の
用
例
が
見
え
な
い
の
が
約
半
数
の
二
十
七
篇
８
９
（
斜
線
は
用
例
の
無
い
こ
と
を
示
す
。
波
線
は
公
輸
か
ら
雑
守
ま
で
の
十
二
篇
を
省
略
し
た
こ
と
を
示
す
）
。
 
「
愛
」
の
用
例
は
、
兼
愛
上
中
下
三
篇
で
全
体
の
約
三
分
の
一
に
上
る
。
天
志
上
中
下
三
篇
も
全
体
の
六
分
の
一
を
占
め
て
お
り
、
そ
れ
に
次
ぐ
頻
度
で
あ
る
。
ま
た
大
取
篇
や
小
取
篇
に
も
比
較
的
多
用
さ
れ
て
い
る
。
前
節
で
見
た
と
お
り
、
兼
愛
三
篇
に
は
用
法
四
「
臩
愛
・
不
愛
〔
他
者
〕
・
不
相
愛
」
と
用
法
亓
「
相
愛
・
兼
相
愛
・
兼
愛
」
と
特
に
関
係
す
る
記
載
が
多
く
、
天
志
三
篇
に
は
用
法
六
「
天
愛
〔
人
〕
」
と
特
に
関
係
す
る
記
載
が
多
か
っ
た
。
い
ず
れ
も
諸
子
に
は
見
え
な
い
用
法
で
あ
り
、
墨
家
特
有
の
言
説
で
あ
る
。
 
「
愛
」
に
関
す
る
言
説
は
ど
の
よ
う
に
生
成
さ
れ
て
き
た
の
か
、
こ
れ
ら
の
資
料
を
中
心
に
見
て
い
き
た
い
。
 
 
（
一
）
兼
愛
上
篇
の
「
兼
相
愛
」
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兼
愛
上
篇
全
体
の
論
旨
は
、
天
下
の
混
乱
が
起
こ
る
の
は
、
人
々
の
「
人
を
虧
き
て
臩
ら
利
す
」
る
行
為
に
よ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
「
兼
ね
て
相
愛
」
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
あ
る
。
つ
ま
り
天
下
の
乱
を
治
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
説
か
れ
て
い
る
。
 
内
容
は
四
段
落
に
分
か
れ
る
。
各
段
の
概
要
は
以
下
で
あ
る
。
（
１
）
「
天
下
を
治
む
る
を
以
て
事
と
な
す
」
聖
人
は
、
天
下
の
乱
が
起
こ
る
原
因
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。（
２
）
乱
の
起
こ
る
原
因
は
人
々
が
「
相
愛
せ
ず
」
に
「
人
を
虧
き
て
臩
ら
利
す
」
る
行
為
に
よ
る
。
父
子
・
君
臣
・
盗
賊
・
大
夫
・
諸
侯
の
関
係
に
お
け
る
乱
の
状
況
を
挙
げ
て
分
析
す
る
。（
３
）
乱
を
治
め
る
方
法
は
「
天
下
を
し
て
兼
ね
て
相
愛
せ
し
む
」
る
こ
と
だ
と
し
て
、
そ
の
具
体
的
な
解
決
の
方
法
と
効
果
を
示
す
。
（
４
）
天
下
を
治
め
る
こ
と
を
任
務
と
す
る
聖
人
は
、
人
々
に
「
愛
す
る
を
勸
む
」
る
べ
き
で
あ
る
と
し
、「
子
墨
子
」
の
言
葉
「
以
て
人
を
愛
す
る
を
勸
め
ざ
る
べ
か
ら
ず
」
を
も
っ
て
結
び
と
す
る
。
 
（
１
）
の
冒
頭
に
は
「
聖
人
以
治
天
下
爲
事
者
也
（
聖
人
は
天
下
を
治
め
る
こ
と
を
務
め
と
す
る
者
で
あ
る
）
」
と
い
う
一
句
が
あ
る
。
こ
れ
は
（
２
）
（
４
）
に
も
見
え
て
お
り
、
篇
内
で
計
三
度
繰
り
返
さ
れ
、
「
聖
人
」
の
任
務
が
天
下
を
治
め
る
こ
と
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
つ
ま
り
上
篇
は
、
天
下
を
治
め
る
こ
と
を
任
務
と
す
る
聖
人
に
対
し
て
提
起
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
政
治
説
と
し
て
説
か
れ
て
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い
る
こ
と
に
な
る
９
０
。
 
結
び
の
（
４
）
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。
 
 
故
聖
人
以
治
天
下
爲
事
者
、
惡
得
不
禁
惡
而
勸
愛
。
故
天
下
兼
相
愛
則
治
、
相
惡
則
亂
。
故
子
墨
子
曰
「
不
可
以
不
勸
愛
人
」
者
此
也
。
 
だ
か
ら
聖
人
で
天
下
を
治
め
る
こ
と
を
務
め
と
す
る
者
は
、
ど
う
し
て
憎
む
こ
と
を
禁
じ
て
い
と
お
し
む
こ
と
を
す
す
め
な
い
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。
こ
う
し
て
天
下
全
体
が
相
手
を
い
と
お
し
め
ば
治
ま
る
が
、
相
手
を
憎
め
ば
乱
れ
る
。
そ
こ
で
墨
子
先
生
が
「
人
を
い
と
お
し
む
こ
と
を
す
す
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
わ
れ
た
の
は
、
こ
の
こ
と
で
あ
る
。
 
 
聖
人
の
任
務
が
天
下
を
治
め
る
こ
と
で
あ
る
の
を
再
確
認
し
、
最
後
に
「
子
墨
子
」
の
言
葉
を
引
用
し
て
臩
説
の
権
威
化
を
図
っ
て
い
る
。
墨
子
の
言
葉
は
「
不
可
以
不
勸
愛
人
（
以
て
人
を
愛
す
る
を
勸
め
ざ
る
可
か
ら
ず
）
」
と
あ
り
、
「
兼
」
も
「
相
」
も
見
え
ず
、
単
純
に
「
愛
人
」
の
奨
励
だ
け
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
上
篇
の
作
者
は
こ
の
「
子
墨
子
」
の
言
葉
を
出
発
点
と
し
て
、
「
兼
相
愛
」
の
言
説
を
創
出
し
た
。
と
す
れ
ば
「
子
墨
子
」
の
「
勸
愛
人
」
と
上
篇
作
者
の
「
兼
相
愛
」
と
に
は
、
思
想
の
生
成
段
階
を
設
け
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る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。
 
上
篇
は
「
聖
人
」
の
視
点
か
ら
天
下
の
乱
の
原
因
と
、
そ
の
治
め
る
方
策
と
が
説
か
れ
て
い
る
。
聖
人
が
天
下
的
視
野
を
も
っ
て
「
相
愛
」
を
天
下
全
体
に
行
わ
せ
る
、
そ
れ
が
「
天
下
を
し
て
兼
ね
て
相
愛
せ
し
む
」
で
あ
る
。
前
節
の
用
法
四
「
臩
愛
・
不
愛
〔
他
者
〕
・
不
相
愛
」
と
用
法
亓
「
相
愛
・
兼
相
愛
・
兼
愛
」
と
で
見
た
通
り
、「
相
愛
」
は
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
の
中
で
、
直
接
関
係
す
る
相
手
を
、
大
切
に
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。
 
「
相
愛
」
と
「
臩
愛
」
「
愛
其
身
」
と
は
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
か
。
上
篇
の
作
者
は
「
他
人
を
ど
の
よ
う
に
い
た
わ
る
の
か
」
と
問
い
直
し
て
、
天
下
に
お
け
る
「
臩
分
を
大
切
に
し
て
他
人
を
大
切
に
し
な
い
」
と
い
う
現
状
の
観
察
か
ら
、
人
は
そ
も
そ
も
「
臩
分
を
い
と
お
し
む
」
生
き
物
で
あ
る
と
考
え
た
。「
臩
愛
」「
愛
其
身
」
を
他
者
に
及
ぼ
し
て
、
「
臩
分
を
大
切
に
す
る
よ
う
に
他
人
を
大
切
に
す
る
」
こ
と
を
実
践
し
よ
う
と
し
た
の
が
「
相
愛
」
で
あ
る
。
こ
の
「
相
愛
」
は
個
々
に
実
践
さ
れ
る
も
の
な
の
で
、
こ
れ
を
天
下
に
広
め
る
こ
と
を
意
識
し
て
「
兼
」
を
冠
し
た
の
が
「
兼
相
愛
」
で
あ
る
。
 
「
相
愛
」
と
「
子
墨
子
」
の
「
愛
人
」
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
用
法
亓
（
１
１
）
の
「
若
使
天
下
兼
相
愛
、
愛
人
若
愛
其
身
（
若
し
天
下
を
し
て
兼
ね
て
相
愛
し
、
人
を
愛
す
る
こ
と
其
の
身
を
愛
す
る
が
若
く
な
ら
し
め
ば
」
（
兼
愛
上
）
を
、
聖
人
が
天
下
全
体
に
施
行
す
る
「
兼
相
愛
」
と
、
個
人
が
相
手
に
対
し
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て
行
う
「
愛
人
若
愛
其
身
」
と
に
分
け
て
考
え
て
み
る
と
、
全
体
レ
ベ
ル
の
「
兼
相
愛
」
を
、
個
別
レ
ベ
ル
で
説
明
す
る
た
め
に
提
起
し
て
い
る
の
が
「
愛
人
若
愛
其
身
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。「
若
愛
其
身
」
の
句
は
「
愛
人
」
を
ど
の
程
度
（
深
浅
）
行
う
の
か
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。
 
「
愛
人
」
は
儒
家
の
『
論
語
』
に
お
い
て
、
徳
目
で
あ
る
「
仁
」
を
体
現
す
る
た
め
の
具
体
的
な
実
践
行
為
と
さ
れ
て
お
り
、
「
子
墨
子
」
の
言
葉
の
「
勸
愛
人
」
も
こ
れ
を
意
識
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
９
１
。
し
か
し
『
論
語
』
『
孟
子
』
に
お
け
る
「
愛
人
」
は
、
上
位
者
か
ら
下
位
者
に
対
す
る
善
的
行
為
と
し
て
見
え
て
お
り
、
そ
の
行
為
は
君
子
や
仁
人
な
ど
の
知
的
に
高
次
の
者
だ
け
が
行
い
得
る
も
の
と
定
義
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
道
家
の
『
荘
子
』
に
見
え
る
「
愛
人
」
も
同
じ
で
あ
る
。
一
方
、
上
篇
に
お
い
て
「
愛
人
」
は
、
そ
う
し
た
上
下
の
関
係
や
特
定
の
人
物
に
特
化
し
た
行
為
と
は
見
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
あ
く
ま
で
聖
人
が
天
下
の
混
乱
を
治
め
る
た
め
に
人
々
に
施
行
す
る
治
術
で
あ
る
。
つ
ま
り
行
為
者
は
特
別
な
「
聖
人
」
な
ど
で
は
な
く
、
普
通
の
「
人
」
で
あ
る
。
 
言
い
換
え
れ
ば
、
「
愛
人
」
は
特
別
な
こ
と
で
は
な
く
、
万
人
が
行
い
得
る
も
の
と
捉
え
て
い
る
。
「
子
墨
子
」
の
言
葉
に
あ
る
「
愛
人
」
に
「
勸
（
奨
励
す
る
）
」
が
加
わ
っ
て
い
る
の
は
、
こ
の
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
同
じ
「
愛
人
」
と
い
う
語
句
を
使
用
し
な
が
ら
、
儒
家
・
道
家
の
視
点
と
、
上
篇
と
の
視
点
は
全
く
異
な
っ
て
お
り
、
意
味
も
違
っ
て
い
る
。
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（
二
）
兼
愛
中
篇
の
「
兼
相
愛
、
交
相
利
」
 
 
中
篇
全
体
の
論
旨
は
上
篇
と
同
じ
く
、
天
下
の
乱
を
治
め
る
た
め
に
は
「
兼
相
愛
」
を
天
下
に
施
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
上
篇
に
は
無
か
っ
た
新
た
な
要
素
は
、
「
兼
相
愛
（
兼
ね
て
相
愛
す
）
」
に
加
え
て
「
交
相
利
（
交
ご
も
相
利
す
）
」
が
見
え
て
お
り
、
「
愛
」
と
対
に
な
っ
て
「
利
」
と
い
う
こ
と
が
説
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
（
こ
れ
に
つ
い
て
は
用
法
亓
（
１
２
）
で
述
べ
た
）
。
ま
た
天
下
の
乱
を
治
め
る
こ
と
を
任
務
と
す
る
者
が
、
上
篇
で
は
「
聖
人
」
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
中
篇
で
は
「
仁
人
」
に
な
っ
て
い
る
。
上
篇
の
「
聖
人
」
は
天
下
中
に
「
兼
相
愛
」
を
施
行
す
る
役
目
を
担
っ
て
い
た
が
、
中
篇
の
「
仁
人
」
は
実
際
に
「
兼
相
愛
、
交
相
利
（
兼
ね
て
相
愛
し
交
ご
も
相
利
す
）
」
を
施
行
す
る
権
力
を
持
っ
て
お
ら
ず
、
あ
く
ま
で
時
の
為
政
者
を
説
得
し
て
、
為
政
者
臩
身
に
施
行
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
９
２
。
 
内
容
は
四
段
落
に
分
か
れ
る
。
各
段
の
概
要
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
（
１
）
仁
人
は
天
下
の
利
を
興
し
て
害
を
除
く
こ
と
を
任
務
と
す
る
と
言
い
、
次
い
で
天
下
の
害
が
国
同
士
・
家
同
士
・
君
臣
・
父
子
・
兄
弟
そ
れ
ぞ
れ
が
「
相
愛
」
し
な
い
こ
と
か
ら
生
じ
る
と
み
な
す
。（
２
）
こ
の
害
を
除
く
に
は
「
兼
相
愛
、
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交
相
利
」
の
方
法
に
よ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
（
３
）
「
兼
相
愛
、
交
相
利
」
説
に
対
す
る
世
の
論
難
に
反
論
す
る
。
「
兼
相
愛
」
は
天
下
の
難
事
で
迂
遠
で
あ
る
と
の
論
難
に
対
し
て
は
、
君
主
が
政
治
の
方
針
と
し
さ
え
す
れ
ば
臣
下
は
従
う
も
の
で
あ
り
、
難
事
で
は
な
い
と
言
う
。
そ
の
証
拞
と
し
て
晋
文
公
・
楚
霊
王
・
越
王
句
践
の
三
事
例
を
挙
げ
る
。
（
４
）
「
兼
相
愛
、
交
相
利
」
は
行
う
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
論
難
に
対
し
て
は
、
禹
と
文
王
と
武
王
と
の
三
人
の
業
績
を
述
べ
、
こ
れ
ら
が
「
兼
相
愛
、
交
相
利
」
の
道
で
あ
る
と
し
、
作
者
臩
身
も
こ
れ
に
倣
う
も
の
で
あ
る
と
述
べ
る
。
最
後
に
「
子
墨
子
」
の
言
葉
を
も
っ
て
結
び
と
す
る
。
 
（
４
）
に
は
「
兼
相
愛
、
交
相
利
」
を
簡
略
に
し
た
も
の
が
見
え
て
い
る
。
 
 
然
而
今
天
下
之
士
君
子
曰
「
然
、
乃
若
９
３
兼
則
善
矣
。
雖
然
、
不
可
行
之
物
也
。
譬
若
挈
太
山
越
河
濟
也
。
」
子
墨
子
言
「
是
非
其
譬
也
。
夫
挈
太
山
而
越
河
濟
、
可
謂
畢
劫
有
力
矣
。
臩
古
及
今
、
未
有
能
行
之
者
也
。
況
乎
兼
相
愛
交
相
利
、
則
與
此
異
。
古
者
聖
王
行
之
。
」
何
以
知
其
然
。
 
し
か
し
な
が
ら
い
ま
天
下
の
士
君
子
た
ち
は
「
な
る
ほ
ど
、「
兼
（
兼
ね
て
相
愛
し
交
ご
も
相
利
す
）
」
は
よ
い
。
そ
う
だ
と
し
て
も
、
実
行
で
き
な
い
こ
と
だ
。
た
と
え
ば
泰
山
を
手
に
さ
げ
て
黄
河
や
済
水
を
越
え
る
よ
う
な
も
の
だ
」
と
い
っ
た
。
墨
子
先
生
は
「
こ
の
こ
と
は
そ
の
譬
え
に
当
た
ら
な
い
。
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泰
山
を
手
に
さ
げ
て
黄
河
や
済
水
を
越
え
る
こ
と
は
、
も
の
す
ご
く
力
持
ち
な
も
の
だ
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
だ
か
ら
む
か
し
か
ら
今
に
い
た
る
ま
で
、
ま
だ
実
行
で
き
た
者
は
い
な
い
。
ま
し
て
全
体
が
相
手
を
い
た
わ
り
互
い
に
相
手
を
利
す
る
こ
と
は
、
そ
れ
と
は
異
な
る
。
む
か
し
の
聖
王
が
こ
れ
を
行
な
っ
た
」
と
い
わ
れ
た
。
ど
う
し
て
そ
う
で
あ
る
と
分
か
る
の
か
。
 
 
「
天
下
の
士
君
子
」
の
い
う
「
兼
」
と
、
「
子
墨
子
」
の
い
う
「
兼
相
愛
交
相
利
」
と
が
、
同
じ
こ
と
を
述
べ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
こ
の
文
の
後
に
は
、「
兼
相
愛
交
相
利
」
の
方
法
が
実
行
可
能
で
あ
る
こ
と
を
証
す
る
た
め
に
、
古
代
の
聖
王
の
「
禹
」
「
文
王
」
「
武
王
」
の
事
跡
を
挙
げ
る
。
各
事
跡
の
末
に
は
「
此
言
禹
之
事
、
吾
今
行
兼
矣
（
こ
れ
ら
禹
の
事
跡
に
よ
っ
て
、
わ
た
し
は
い
ま
「
兼
」
を
実
行
し
よ
う
）
」
、
「
此
文
王
之
事
、
則
吾
今
行
兼
矣
（
こ
れ
ら
文
王
の
事
跡
に
よ
っ
て
、
わ
た
し
は
い
ま
「
兼
」
を
実
行
し
よ
う
）
」
、
「
此
言
武
王
之
事
、
吾
今
行
兼
矣
（
こ
れ
ら
武
王
の
事
跡
に
よ
っ
て
、
わ
た
し
は
い
ま
「
兼
」
を
実
行
し
よ
う
）
」
な
ど
と
あ
る
こ
と
か
ら
見
て
も
、
「
兼
」
の
一
字
に
「
兼
相
愛
交
相
利
」
の
意
味
を
含
ん
で
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。「
兼
」
は
上
篇
に
お
い
て
は
全
て
「
兼
相
愛
」
と
い
う
形
で
見
え
て
お
り
、「
兼
」
単
字
で
は
「
全
体
が
」
と
い
う
意
味
を
表
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、
中
篇
に
お
い
て
は
更
に
「
兼
相
愛
交
相
利
」
の
意
味
を
包
括
す
る
言
葉
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
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「
利
」
に
比
重
を
置
く
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
墨
家
が
臩
説
を
説
く
対
象
に
変
化
が
生
じ
た
こ
と
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
上
篇
に
は
、
特
定
の
誰
か
を
意
識
し
て
説
い
て
い
る
節
は
見
受
け
ら
れ
ず
、
理
想
と
し
て
の
「
聖
人
」
が
「
兼
相
愛
」
を
天
下
に
施
行
し
て
く
れ
る
こ
と
を
、
楽
観
的
に
願
う
内
容
で
あ
る
。
一
方
中
篇
に
お
い
て
は
、
「
天
下
の
利
益
」
を
追
求
す
る
言
説
や
、
「
兼
ね
て
相
愛
す
交
ご
も
相
利
す
」
を
「
法
」
と
し
て
提
起
す
る
言
説
、
ま
た
君
主
が
政
治
の
方
針
と
す
れ
ば
臣
下
は
従
う
と
い
う
言
説
な
ど
を
見
て
も
、
明
ら
か
に
為
政
者
を
説
得
の
対
象
と
し
て
い
る
。
墨
家
に
と
っ
て
、
臩
説
を
よ
り
広
く
人
々
に
認
知
・
実
行
さ
せ
る
た
め
に
は
、
時
の
為
政
者
に
政
策
実
施
さ
せ
る
の
が
最
も
手
っ
取
り
早
い
方
法
で
あ
る
。
こ
う
し
た
墨
家
の
活
動
範
囲
の
拟
大
に
と
も
な
う
為
政
者
へ
の
接
近
が
、
中
篇
に
反
映
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
 
 
（
三
）
兼
愛
下
篇
の
「
兼
」
と
「
別
」
 
 
下
篇
全
体
の
論
旨
は
中
篇
と
同
じ
く
、
天
下
の
乱
を
治
め
る
た
め
に
は
「
兼
ね
て
相
愛
し
交
ご
も
相
利
す
」
を
天
下
に
施
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
実
施
に
は
、
君
主
が
政
策
と
し
て
実
行
す
れ
ば
可
能
で
あ
る
と
説
い
て
い
る
。
中
篇
に
は
無
か
っ
た
新
た
な
要
素
と
し
て
は
、
用
語
の
簡
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略
化
が
著
し
く
進
ん
で
い
る
。
「
兼
」
は
た
だ
単
に
「
兼
相
愛
交
相
利
」
を
簡
略
に
し
た
用
語
で
は
な
く
、
一
つ
の
概
念
に
定
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
対
立
概
念
と
し
て
「
別
」
と
い
う
語
も
立
て
ら
れ
て
い
る
。「
兼
」
が
臩
身
と
相
手
と
に
差
等
を
設
け
ず
同
じ
で
あ
る
と
い
う
概
念
で
あ
る
の
に
対
し
て
、「
別
」
は
臩
身
と
相
手
と
に
差
等
を
設
け
て
差
別
す
る
と
い
う
概
念
で
あ
る
。
こ
の
他
、「
兼
相
愛
交
相
利
」
を
簡
略
に
し
た
「
兼
愛
」
の
語
や
、
ま
た
「
人
を
愛
す
」
と
「
人
を
利
す
」
と
が
連
な
っ
て
一
句
と
な
っ
た
「
愛
人
利
人
」
の
句
や
、
そ
れ
を
簡
略
に
し
た
「
愛
利
」
の
語
が
見
え
て
い
る
。
 
内
容
は
七
段
落
に
分
か
れ
る
。
各
段
の
概
要
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
（
１
）
仁
人
は
天
下
の
利
を
興
し
て
害
を
除
く
こ
と
を
任
務
と
す
る
と
述
べ
て
、
天
下
の
害
が
生
じ
る
原
因
は
「
別
」
に
よ
る
と
説
く
。
（
２
）
「
別
」
に
代
わ
る
も
の
と
し
て
「
兼
」
を
提
起
し
、
「
兼
」
は
天
下
の
大
利
を
も
た
ら
す
も
の
で
、
「
兼
」
に
よ
る
大
利
と
「
別
」
に
よ
る
大
害
と
を
対
比
し
て
、
「
兼
」
に
よ
る
政
治
を
行
な
う
べ
き
こ
と
を
述
べ
る
。（
３
）「
兼
」
の
説
を
批
判
す
る
世
の
論
者
に
対
し
て
反
論
す
る
。「
兼
」
の
説
は
実
用
的
で
な
い
と
い
う
批
判
に
対
し
て
、
「
兼
士
（
「
兼
」
の
説
を
奉
じ
る
士
）
」
と
「
別
士
（
「
別
」
の
説
を
奉
じ
る
士
）
」
と
の
言
行
を
対
比
し
て
、「
兼
士
」
が
実
際
に
信
頼
す
る
に
足
る
こ
と
を
証
す
る
。
次
に
君
主
を
「
兼
君
（
「
兼
」
の
説
を
奉
じ
る
君
主
）
と
「
別
君
（
「
別
」
の
説
を
奉
じ
る
君
主
）
」
と
に
分
け
て
、
そ
れ
を
対
比
し
て
「
兼
君
」
の
方
が
信
頼
す
る
に
足
る
こ
と
を
証
す
る
。
こ
う
し
て
「
兼
」
の
説
を
奉
じ
る
「
士
」
と
、
「
兼
」
の
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説
を
奉
じ
る
「
君
」
と
が
揃
え
ば
、
「
兼
」
の
説
に
も
と
づ
く
政
治
の
基
本
が
そ
な
わ
る
と
す
る
。
（
４
）
「
兼
」
の
説
は
現
実
問
題
、
実
行
不
可
能
で
あ
る
と
い
う
批
判
に
対
し
て
反
論
す
る
。「
泰
誓
」
・「
禹
誓
」
・
「
湯
説
」
・
「
周
詩
」
の
文
を
引
い
て
、
古
代
の
禹
・
湯
・
文
・
武
四
人
の
聖
王
が
「
兼
」
の
説
に
よ
る
政
治
を
実
行
し
た
事
跡
を
挙
げ
て
、
そ
れ
を
範
に
と
れ
ば
実
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
説
く
。
（
５
）
「
兼
」
の
説
は
親
の
利
に
あ
た
ら
ず
、
孝
を
行
う
妨
げ
に
な
る
と
い
う
批
判
に
対
し
て
反
論
す
る
。
人
を
「
愛
利
」
す
る
者
は
必
ず
人
か
ら
「
愛
利
」
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
臩
分
の
親
を
「
愛
利
」
す
る
者
は
、
ま
ず
人
の
親
を
「
愛
利
」
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
。
「
兼
」
の
説
と
孝
と
は
そ
こ
な
い
合
う
も
の
で
は
な
く
、
両
立
し
得
る
と
い
う
の
が
主
意
で
あ
る
。
（
６
）
「
兼
」
の
説
は
難
事
で
あ
っ
て
行
い
難
い
と
い
う
批
判
に
対
し
て
反
論
す
る
。
楚
霊
王
・
越
王
句
践
・
晋
文
公
の
臣
下
や
人
民
が
、
君
主
の
好
み
に
合
わ
せ
て
難
事
を
実
行
し
た
事
跡
を
挙
げ
て
、
君
主
が
政
治
方
針
と
し
て
実
施
す
れ
ば
難
事
で
は
な
く
な
る
と
説
く
。
（
７
）
「
兼
相
愛
交
相
利
」
は
実
行
可
能
な
こ
と
で
あ
っ
て
、
君
主
が
実
施
さ
え
す
れ
ば
天
下
に
盛
行
す
る
と
言
い
、
聖
王
の
道
で
あ
り
万
民
の
大
利
で
あ
る
と
し
て
結
ぶ
。
 
下
篇
に
お
い
て
特
徴
的
な
の
は
「
兼
」
の
用
い
ら
れ
方
で
あ
る
。
（
２
）
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。
 
 
姑
嘗
本
原
若
衆
利
之
所
臩
生
、
此
胡
臩
生
。
此
臩
惡
人
賊
人
生
與
。
卽
必
曰
非
然
也
。
必
曰
從
愛
人
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利
人
生
。
分
名
乎
天
下
愛
人
而
利
人
者
、
別
與
、
兼
與
。
卽
必
曰
兼
也
。
然
卽
之
交
兼
者
、
果
生
天
下
之
大
利
者
與
。
是
故
子
墨
子
曰
「
兼
是
也
。
」
 
い
ま
試
み
に
こ
の
様
々
な
利
益
が
ど
こ
か
ら
生
じ
る
か
を
遡
っ
て
た
ず
ね
て
み
る
と
、
そ
れ
は
ど
こ
か
ら
生
じ
る
の
か
。
そ
れ
は
人
を
憎
み
人
を
傷
つ
け
る
こ
と
か
ら
生
じ
る
の
か
。
必
ず
「
そ
う
で
は
な
い
」
と
答
え
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
必
ず
「
人
を
い
た
わ
り
人
を
利
す
る
こ
と
か
ら
生
じ
る
」
と
答
え
る
で
あ
ろ
う
。
天
下
に
お
け
る
人
を
い
た
わ
っ
て
人
を
利
す
る
こ
と
を
分
類
定
義
す
れ
ば
、
「
別
」
で
あ
る
の
か
、
「
兼
」
で
あ
る
の
か
。
必
ず
「
「
兼
」
で
あ
る
」
と
答
え
る
で
あ
ろ
う
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
互
い
に
「
兼
」
と
す
る
こ
と
こ
そ
、
天
下
の
大
き
な
利
益
を
生
じ
る
原
因
と
な
る
の
で
は
な
い
か
。
だ
か
ら
墨
子
先
生
は
「
「
兼
」
は
正
し
い
」
と
い
わ
れ
た
。
 
 
「
兼
」
と
「
別
」
と
が
対
立
す
る
概
念
と
し
て
立
て
ら
れ
て
い
る
。
「
別
」
は
「
区
別
」
の
意
味
で
あ
る
。
「
兼
」
は
中
篇
で
見
た
よ
う
に
「
兼
相
愛
、
交
相
利
」
の
言
説
を
包
括
し
て
い
る
が
、
下
篇
で
は
「
一
体
」
の
意
味
が
強
ま
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
「
愛
人
利
人
」
の
句
は
、
す
で
に
前
節
の
用
法
一
（
１
）
の
兼
愛
中
篇
に
「
夫
愛
人
者
、
人
必
從
而
愛
之
、
利
人
者
、
人
必
從
而
利
之
（
夫
れ
人
を
愛
す
る
者
は
、
人
必
ず
從
い
て
之
を
愛
し
、
人
を
利
す
る
者
は
、
人
必
ず
從
い
て
之
を
利
す
）
」
と
あ
り
、
「
愛
人
」
と
「
利
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人
」
と
が
対
に
な
っ
て
見
え
て
い
た
。「
愛
人
利
人
」
は
、（
５
）
の
段
落
に
お
い
て
更
に
簡
略
に
な
り
「
愛
利
」
と
い
う
語
に
な
っ
て
い
る
９
４
。
 
こ
の
他
（
４
）
に
は
、
聖
王
が
「
兼
」
の
説
を
実
行
し
た
こ
と
を
証
す
る
た
め
に
、
「
泰
誓
」
か
ら
「
文
王
、
若
旣
若
月
乍
照
、
光
于
四
方
于
西
土
（
文
王
は
、
旣
の
よ
う
に
月
の
よ
う
に
照
ら
し
、
四
方
に
西
の
地
に
輝
き
が
満
ち
た
）
」
と
い
う
一
文
を
引
用
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
 
 
卽
此
言
文
王
之
兼
愛
天
下
之
博
大
也
、
譬
之
旣
月
兼
照
天
下
之
無
有
私
也
。
卽
此
文
王
兼
也
。
雖
子
墨
子
之
所
謂
兼
者
、
於
文
王
取
法
焉
。
 
こ
れ
は
文
王
が
天
下
を
「
兼
愛
」
す
る
こ
と
の
広
大
な
こ
と
を
述
べ
た
も
の
で
、
あ
た
か
も
旣
月
が
天
下
み
な
を
照
ら
し
て
私
有
す
る
と
こ
ろ
が
な
い
の
に
譬
え
た
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
こ
れ
が
文
王
の
「
兼
」
で
あ
る
。
墨
子
先
生
の
い
う
「
兼
」
な
る
も
の
も
、
文
王
に
範
を
取
っ
た
の
で
あ
る
。
 
 
こ
こ
に
は
所
謂
「
兼
愛
」
と
い
う
語
が
見
え
て
い
る
が
、
当
然
こ
れ
は
「
兼
相
愛
交
相
利
（
み
な
が
相
手
を
い
た
わ
り
互
い
に
相
手
を
利
す
る
）
」
を
簡
略
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
「
兼
愛
」
の
語
は
、
兼
愛
三
篇
で
は
下
篇
に
至
っ
て
は
じ
め
て
見
え
る
も
の
で
あ
る
。
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（
四
）
天
志
上
篇
の
「
天
之
愛
天
下
之
百
姓
」
 
 
天
志
論
は
十
論
の
一
つ
で
、
上
中
下
の
三
篇
に
分
か
れ
る
。
そ
の
論
旨
は
三
篇
と
も
に
、
天
の
意
志
（
天
意
）
を
明
察
し
て
、
そ
の
意
志
に
順
い
、
天
の
欲
す
る
義
を
行
な
う
べ
き
こ
と
を
主
張
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
天
は
人
格
を
備
え
て
人
の
行
為
を
監
視
し
、
善
に
は
福
を
悪
に
は
禍
を
降
す
存
在
と
見
ら
れ
て
い
る
。 
他
の
十
論
の
う
ち
尚
賢
論
・
尚
同
論
・
兼
愛
論
・
非
攻
論
と
の
関
連
も
深
く
、
特
に
兼
愛
上
中
下
三
篇
と
相
似
す
る
言
説
が
見
え
て
い
る
。
例
え
ば
天
の
意
志
に
、
人
々
が
「
兼
ね
て
相
愛
し
交
ご
も
相
利
す
」
を
行
う
こ
と
を
願
う
と
あ
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。「
兼
ね
て
相
愛
す
」
は
兼
愛
上
篇
に
お
い
て
「
聖
人
」
が
天
下
の
乱
を
治
め
る
た
め
に
施
行
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
た
が
、
兼
愛
中
・
下
篇
で
は
「
聖
人
」
の
代
わ
り
に
「
仁
人
」
が
提
起
さ
れ
、
実
際
に
政
策
と
し
て
施
行
す
る
の
は
為
政
者
の
判
断
に
任
せ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
た
。
そ
う
す
る
と
為
政
者
の
善
し
悪
し
に
よ
っ
て
、
ど
の
よ
う
に
実
行
さ
れ
る
か
が
決
ま
っ
て
く
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
為
政
者
を
更
に
上
か
ら
規
制
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
「
天
」
と
い
う
絶
対
的
存
在
を
擁
立
し
た
の
が
天
志
論
で
あ
る
。
 
こ
こ
で
は
天
志
上
中
下
三
篇
の
う
ち
、
成
立
が
最
も
早
い
と
さ
れ
る
天
志
上
篇
９
５
に
つ
い
て
見
て
い
く
。 
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内
容
は
七
段
落
に
分
か
れ
る
。
各
段
落
の
概
要
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
（
１
）
天
の
明
察
か
ら
逃
れ
ら
れ
な
い
こ
と
を
、
天
下
の
知
識
人
た
ち
に
警
告
す
る
。
（
２
）
天
は
義
を
願
い
不
義
を
憎
む
も
の
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
、
人
が
天
の
欲
す
る
義
に
力
を
尽
く
す
な
ら
ば
、
天
は
そ
れ
に
応
じ
て
人
の
欲
す
る
幸
福
を
与
え
る
こ
と
を
い
う
。
（
３
）
「
義
と
は
、
政
な
り
」
と
い
う
定
義
が
与
え
ら
れ
る
。
義
と
は
道
徳
と
政
治
と
の
最
高
の
基
準
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
天
に
属
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。
（
４
）
天
は
天
の
義
に
よ
っ
て
天
子
を
正
す
こ
と
を
述
べ
る
。
天
の
賞
を
得
た
禹
・
湯
・
文
・
武
を
称
賛
し
、
天
の
罰
を
受
け
た
桀
・
紂
・
幽
・
厲
を
そ
し
っ
て
、
天
の
義
に
順
う
べ
き
こ
と
を
説
い
て
い
る
。
（
５
）
天
は
人
民
を
臩
分
の
領
邑
の
民
と
し
て
「
愛
」
す
る
こ
と
を
詳
し
く
述
べ
て
、
人
民
を
「
兼
相
愛
交
相
利
」
す
べ
し
と
し
て
い
る
。
（
６
）
「
義
政
（
義
に
よ
る
政
治
）
」
と
「
力
政
（
力
に
よ
る
政
治
）
」
と
に
つ
い
て
述
べ
る
。
「
義
政
」
は
「
天
意
」
に
順
う
こ
と
で
あ
り
、
「
力
政
」
は
「
天
意
」
に
そ
む
く
こ
と
で
あ
る
と
す
る
。
（
７
）
「
子
墨
子
」
の
言
葉
を
挙
げ
て
、
天
下
の
明
法
と
し
て
の
「
天
志
」
を
述
べ
、
是
非
の
判
断
の
基
準
が
こ
れ
に
よ
る
べ
き
こ
と
を
述
べ
て
結
び
と
す
る
。
 
「
愛
」
の
用
例
の
う
ち
、
兼
愛
論
に
関
連
す
る
も
の
は
右
記
で
述
べ
た
の
で
、
そ
れ
以
外
の
も
の
に
つ
い
て
見
て
み
る
と
（
４
）
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。
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此
我
所
以
知
天
之
愛
天
下
之
百
姓
也
。
 
こ
れ
に
よ
っ
て
臩
分
は
天
が
天
下
の
百
姓
を
い
つ
く
し
む
こ
と
を
知
る
の
で
あ
る
。
 
 
天
が
天
下
の
百
姓
を
い
つ
く
し
ん
で
い
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
言
説
は
天
志
中
篇
に
も
「
天
之
愛
民
之
厚
（
天
が
民
を
い
つ
く
し
む
こ
と
は
手
厚
い
）
」
と
あ
り
、
天
志
下
篇
に
も
「
兼
愛
天
下
之
人
（
天
下
の
人
を
兼
愛
す
る
）
」
と
あ
る
よ
う
に
、
天
志
上
中
下
三
篇
を
通
し
て
見
え
る
も
の
で
あ
る
。
 
こ
の
「
天
」
が
「
人
」
を
「
愛
す
」
と
い
う
言
説
を
『
墨
子
』
全
体
に
探
す
と
二
十
三
例
あ
り
、
法
儀
篇
に
二
例
９
６
、
天
志
上
篇
に
八
例
、
天
志
中
篇
に
四
例
、
天
志
下
篇
に
八
例
、
大
取
篇
に
一
例
、
で
あ
る
。
法
儀
篇
は
天
志
論
の
補
論
で
あ
り
９
７
、
大
取
篇
も
内
容
か
ら
見
て
戦
国
最
末
期
の
墨
家
の
手
に
よ
る
も
の
で
、
両
篇
の
成
立
は
天
志
三
篇
よ
り
も
遅
れ
る
と
見
ら
れ
る
。
つ
ま
り
天
志
上
篇
の
用
例
が
『
墨
子
』
諸
篇
中
最
も
古
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
す
る
と
こ
の
言
説
は
何
の
影
響
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
 
「
天
」
が
「
人
」
を
「
愛
す
」
と
い
う
言
説
を
他
の
先
秦
文
献
に
探
す
と
、
『
左
伝
』
に
近
い
も
の
が
見
え
て
い
る
９
８
。
襄
公
十
四
年
（
前
亓
亓
四
年
）
、
晋
侯
が
「
衞
人
出
其
君
、
不
亦
甚
乎
（
衛
の
人
が
君
主
を
国
外
に
追
い
出
し
の
は
、
ひ
ど
い
話
で
は
な
い
か
）
」
と
言
い
、
楽
師
で
あ
る
「
師
曠
」
は
次
の
よ
う
に
答
え
て
い
る
。
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（
師
曠
）
對
曰
「
…
…
天
之
愛
民
甚
矣
。
豈
其
使
一
人
肆
於
民
上
、
以
從
其
淫
而
棄
天
地
之
性
。
必
不
然
矣
。
」
 
師
曠
が
答
え
て
「
…
…
天
が
民
を
い
つ
く
し
む
こ
と
は
た
い
へ
ん
な
も
の
。
だ
か
ら
天
は
、
一
人
の
君
主
だ
け
を
民
の
上
で
ほ
し
い
ま
ま
に
さ
せ
、
思
い
の
ま
ま
に
乱
暴
さ
せ
て
、
天
地
の
本
性
を
棄
て
去
る
は
ず
は
な
い
。
決
し
て
そ
う
は
さ
せ
な
い
」
と
い
っ
た
。
 
 
こ
こ
に
見
え
る
天
へ
の
信
仰
は
、
全
く
天
志
論
に
見
え
る
も
の
と
同
じ
で
あ
る
。
天
は
、
時
に
人
を
い
つ
く
し
み
、
時
に
人
に
災
い
を
降
す
、
絶
対
者
と
し
て
人
々
の
上
に
君
臨
し
て
い
る
。『
左
伝
』
の
成
書
年
代
を
い
つ
に
措
定
す
る
か
は
難
し
い
問
題
で
あ
る
が
、
先
行
研
究
に
よ
れ
ば
前
三
六
亓
年
前
後
に
は
基
本
的
な
成
書
が
な
さ
れ
て
い
た
と
い
う
９
９
。
と
す
れ
ば
戦
国
初
中
期
頃
の
素
朴
な
天
へ
の
信
仰
を
反
映
し
た
言
説
で
あ
り
、
天
志
上
篇
は
こ
の
信
仰
を
体
系
的
な
も
の
に
再
構
築
し
て
形
成
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
 
こ
の
他
、
す
で
に
見
た
『
書
』
酒
誥
（
用
法
一
‐
③
）
に
も
「
故
天
降
喪
于
殷
、
罔
愛
于
殷
（
故
に
天
は
殷
に
亡
国
の
罰
を
降
し
て
、
も
は
や
殷
を
い
つ
く
し
む
こ
と
は
な
く
な
っ
た
）
」
と
あ
り
、
「
天
」
が
あ
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る
特
定
の
国
を
「
愛
す
」
と
い
う
用
法
が
見
え
て
い
た
。
あ
る
い
は
こ
の
あ
た
り
を
淵
源
と
し
た
も
の
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
 
天
志
上
篇
に
お
け
る
「
天
」
が
「
人
」
を
「
愛
す
」
と
い
う
言
説
は
、
こ
の
篇
の
成
立
以
前
に
存
在
し
た
、
古
代
の
天
観
を
継
承
し
て
形
成
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
 
  
結
 
 
兼
愛
上
篇
に
お
い
て
、
聖
人
の
任
務
は
天
下
を
治
め
る
こ
と
で
あ
る
と
規
定
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
中
篇
・
下
篇
に
お
い
て
「
仁
人
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
任
務
が
天
下
を
治
め
る
こ
と
で
あ
る
と
す
る
規
定
に
変
化
は
な
い
。
天
下
を
治
め
る
方
法
と
し
て
構
想
さ
れ
て
い
る
の
は
、
「
相
愛
」
す
る
こ
と
を
天
下
中
に
施
行
さ
せ
る
、
「
兼
相
愛
」
で
あ
っ
た
。
こ
の
治
術
を
施
行
す
る
の
が
、
上
篇
に
お
い
て
は
治
者
の
立
場
の
「
聖
人
」
で
あ
り
、
中
篇
・
下
篇
で
は
「
仁
人
」
の
説
得
対
象
で
あ
る
君
主
で
あ
る
。
し
か
し
現
実
の
状
況
か
ら
見
て
、
治
者
が
「
聖
人
」
や
「
聖
王
」
で
あ
る
こ
と
は
限
ら
れ
て
お
り
、
時
に
は
「
暴
王
」
と
な
っ
て
悪
政
を
行
う
。
そ
れ
を
防
止
す
る
た
め
に
、
天
と
い
う
存
在
に
よ
っ
て
治
者
を
規
制
し
よ
う
と
し
た
の
が
天
志
論
で
あ
る
。
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天
志
上
篇
に
お
い
て
天
が
人
を
愛
す
る
と
い
う
言
説
が
見
え
る
の
は
、
こ
う
し
た
兼
愛
論
以
外
の
影
響
に
よ
る
も
の
、
お
そ
ら
く
『
詩
』
『
書
』
に
見
ら
れ
る
古
代
の
天
観
を
継
承
し
て
形
成
さ
れ
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
 
こ
の
よ
う
に
絶
対
者
を
擁
立
し
て
そ
れ
に
思
想
的
根
拞
を
求
め
る
さ
ま
は
、
聖
な
る
も
の
の
観
念
が
時
と
し
て
集
団
の
維
持
を
強
化
す
る
よ
う
に
機
能
す
る
、
宗
教
の
性
格
に
近
い
。
次
章
で
は
、
天
志
論
と
と
も
に
墨
家
思
想
の
宗
教
的
言
説
で
あ
る
鬼
神
観
に
つ
い
て
見
て
い
く
。
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第
二
章 
鬼
神
信
仰
の
発
生
と
そ
の
役
割
 
  
序
 
 
『
墨
子
』
は
先
秦
文
献
の
中
で
も
鬼
神
に
関
す
る
記
載
が
多
い
。
先
秦
文
献
か
ら
「
鬼
」
「
神
」
「
鬼
神
」
の
用
例
を
抽
出
し
た
も
の
が
【
表
一
】
で
あ
る
。
 
【
表
一
】
 
 
用例数 割合
墨子 216 0.3
書 25 0.09
易 38 0.2
詩 24 0.06
礼記 138 0.1
周礼 37 0.07
儀礼 0 0
左伝 112 0.06
穀梁伝 2 0
公羊伝 2 0
論語 9 0.06
孟子 4 0.01
孝経 5 0.3
爾雅 6 0.06
楚辞 44 0.3
荀子 45 0.06
韓非子 74 0.07
老子 10 0.2
管子 101 0.08
荘子 141 0.2
列子 54 0.2
孫子 7 0.1
六韜 19 0.1
尉繚子 5 0.05
国語 98 0.1
呂氏春秋 74 0.07
晏子春秋 40 0.1 
「
用
例
数
」
の
項
目
は
、
「
鬼
」
「
神
」
「
鬼
神
」
の
用
例
の
合
計
数
を
示
す
（
な
お
「
鬼
」
と
「
神
」
と
に
は
、
「
鬼
神
」
の
用
例
数
を
含
ん
で
い
な
い
。
「
鬼
神
」
は
「
鬼
」
と
「
神
」
と
に
分
け
ず
、
二
字
で
  
93 
 
１
箇
所
と
し
て
数
え
た
）
。
「
割
合
」
の
項
目
は
全
字
数
１
０
０
に
対
す
る
用
例
数
の
割
合
を
百
分
率
で
示
し
て
い
る
（
小
数
点
第
三
位
以
下
を
四
捨
亓
入
）
。
 
例
え
ば
、
用
例
数
の
多
い
の
は
『
墨
子
』
『
礼
記
』
『
左
伝
』
『
韓
非
子
』
『
管
子
』
『
荘
子
』
『
列
子
』
『
国
語
』
『
呂
氏
春
秋
』
で
あ
り
、
割
合
の
高
い
の
は
『
墨
子
』
『
礼
記
』
『
孝
経
』
『
楚
辞
』
『
老
子
』
『
荘
子
』
『
列
子
』
『
孫
子
』
『
六
韜
』
『
国
語
』
『
晏
子
春
秋
』
で
あ
る
。
 
こ
の
う
ち
用
例
数
も
多
く
割
合
も
高
い
も
の
は
、
 
『
墨
子
』
，
２
１
６
箇
所
／
０
＋
３
％
 
『
礼
記
』
，
１
３
８
箇
所
／
０
＋
１
％
 
『
荘
子
』
，
１
４
１
箇
所
／
０
＋
２
％
 
『
列
子
』
，
５
４
箇
所
／
０
＋
２
％
 
『
国
語
』
，
７
４
箇
所
／
０
＋
１
％
 
で
あ
る
。
中
で
も
『
墨
子
』
が
用
例
数
・
割
合
と
も
に
高
い
こ
と
が
分
か
る
。
 
次
に
、
「
鬼
」
「
神
」
「
鬼
神
」
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
「
数
」
（
用
例
数
）
と
「
割
合
」
と
を
抽
出
し
た
も
の
が
【
表
二
】
で
あ
る
。
 
【
表
二
】
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用例数 割合 用例数 割合 用例数 割合
墨子 86 0.11 29 0.03 101 0.13
書 0 0 20 0.07 5 0.02
易 4 0.02 28 0.1 6 0.03
詩 2 0.01 22 0.06 0 0
礼記 20 0.02 76 0.08 42 0.04
周礼 6 0.01 22 0.04 9 0.02
儀礼 0 0 0 0 0 0
左伝 12 0.01 74 0.04 26 0.01
穀梁伝 0 0 2 0 0 0
公羊伝 0 0 2 0 0 0
論語 2 0.01 4 0.03 3 0.02
孟子 0 0 4 0.01 0 0
孝経 2 0.11 2 0.11 1 0.06
爾雅 2 0.02 4 0.04 0 0
楚辞 5 0.03 36 0.2 3 0.02
荀子 6 0.01 39 0.05 0 0
韓非子 16 0.01 49 0.05 9 0.01
老子 2 0.04 8 0.1 0 0
管子 4 0 75 0.06 22 0.02
荘子 29 0.04 106 0.16 6 0.01
列子 11 0.04 41 0.1 2 0.01
孫子 1 0.01 5 0.07 1 0.01
六韜 2 0.01 15 0.09 2 0.01
尉繚子 1 0.01 4 0.04 0 0
国語 4 0.01 89 0.13 5 0.01
呂氏春秋 11 0.01 59 0.06 4 0
晏子春秋 0 0 30 0.07 10 0.02
鬼 神 鬼神
 
各
文
献
に
お
け
る
「
鬼
」
「
神
」
「
鬼
神
」
の
割
合
を
見
る
と
、
『
墨
子
』
を
除
く
文
献
は
、
「
神
」
の
割
合
が
他
の
「
鬼
」
「
鬼
神
」
を
圧
倒
し
て
い
る
。
 
例
え
ば
鬼
神
に
関
す
る
語
を
比
較
的
多
用
し
て
い
る
『
墨
子
』
『
礼
記
』
『
荘
子
』
『
列
子
』
『
国
語
』
の
割
合
に
つ
い
て
見
る
と
、
 
『
墨
子
』
，
「
鬼
」
０
＋
１
１
％
「
神
」
０
＋
０
３
％
「
鬼
神
」
０
＋
１
３
％
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『
礼
記
』
，
「
鬼
」
０
＋
０
２
％
「
神
」
０
＋
０
８
％
「
鬼
神
」
０
＋
０
４
％
 
『
荘
子
』
，
「
鬼
」
０
＋
０
４
％
「
神
」
０
＋
１
６
％
「
鬼
神
」
０
＋
０
１
％
 
『
列
子
』
，
「
鬼
」
０
＋
０
４
％
「
神
」
０
＋
１
％
 
「
鬼
神
」
０
＋
０
１
％
 
『
国
語
』
，
「
鬼
」
０
＋
０
１
％
「
神
」
０
＋
１
２
％
「
鬼
神
」
０
＋
０
１
％
 
と
な
っ
て
い
る
。
『
墨
子
』
は
、
他
文
献
が
「
神
」
の
用
例
を
多
用
し
て
い
る
の
に
比
し
て
、
「
鬼
」
お
よ
び
「
鬼
神
」
の
使
用
頻
度
が
高
い
こ
と
に
気
付
か
さ
れ
る
。
 
で
は
「
鬼
」
と
は
、
「
神
」
と
は
、
何
を
意
味
す
る
の
か
。
先
秦
に
お
け
る
鬼
神
観
を
整
理
し
て
、
そ
こ
に
墨
家
の
鬼
神
観
を
位
置
付
け
た
い
。
 
 
第
一
節 
鬼
神
に
関
す
る
語
義
 
 
ま
ず
は
先
秦
文
献
に
お
け
る
「
鬼
」
「
神
」
「
鬼
神
」
の
語
に
つ
い
て
見
て
い
く
。
 
 
（
一
）
「
鬼
」
「
神
」
の
字
義
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考
察
に
先
立
っ
て
『
説
文
解
字
』
に
よ
り
漢
代
に
お
け
る
「
鬼
」
字
と
「
神
」
字
の
字
義
を
見
て
お
く
（
篆
書
・
異
体
字
は
通
行
の
字
体
に
改
め
た
）
。
 
「
鬼
」
は
『
説
文
解
字
』
に
「
鬼
、
人
所
歸
爲
鬼
。
从
儿
、
甴
象
鬼
頭
。
从
厶
。
鬼
陰
气
賊
害
、
故
从
厶
。
凡
鬼
之
屬
皆
从
鬼
（
鬼
は
、
人
の
歸
す
る
所
を
鬼
と
爲
す
。
儿じ
ん
に
从
う
、
甴ふ
つ
は
鬼
頭
に
象
る
、
厶し
に
从
う
。
鬼
は
陰
气
賊
害
す
、
故
に
厶
に
从
う
。
凡
そ
鬼
の
屬
は
皆
鬼
に
从
う
）
」
（
九
篇
上
・
鬼
部
）
と
あ
る
。
段
注
は
「
鬼
」
を
同
音
の
「
歸
」
に
よ
っ
て
解
釈
し
た
も
の
で
あ
る
と
す
る
１
０
１
。
「
鬼
」
－
「
歸
」
と
い
う
解
釈
は
、
古
く
は
『
左
伝
』
昭
公
七
年
に
見
え
る
子
産
の
言
「
鬼
有
所
歸
、
乃
不
爲
厲
。
吾
爲
之
歸
也
（
鬼
は
帰
る
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
、
祟
り
を
な
さ
な
い
。
わ
た
し
は
帰
る
先
を
作
っ
て
や
っ
た
の
だ
）
」
を
淵
源
と
し
た
も
の
で
あ
る
１
０
２
。
 
「
神
」
は
『
説
文
解
字
』
に
「
神
、
天
神
。
引
出
萬
物
者
也
。
从
示
申
聲
（
神
は
、
天
神
な
り
。
引
き
て
萬
物
を
出
す
者
な
り
。
示
に
从
う
申
聲
）
」（
一
篇
上
・
示
部
）
と
あ
る
。「
引
き
て
萬
物
を
出
す
者
な
り
」
は
、
『
礼
記
』
１
０
３
礼
運
「
列
於
鬼
神
」
の
鄭
注
に
も
「
鬼
者
精
魂
所
歸
、
神
者
引
物
而
出
、
謂
祖
廟
山
川
亓
祀
之
屬
也
（
鬼
は
精
魂
が
帰
る
と
こ
ろ
、
神
は
万
物
を
引
き
入
れ
て
吐
き
出
す
も
の
、
祖
廟
・
山
川
・
亓
祀
の
類
を
い
う
）
」
と
あ
る
。
先
行
研
究
に
よ
れ
ば
、
「
神
」
に
対
し
て
「
引
」
と
あ
る
の
は
、
同
音
に
よ
っ
て
解
釈
さ
れ
た
も
の
で
、
本
来
の
意
味
は
「
申
」
に
あ
り
、
雷
の
光
を
神
格
化
し
た
文
字
で
あ
る
と
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い
う
１
０
４
。
 
漢
代
に
お
い
て
「
鬼
」
は
死
者
の
変
化
し
た
も
の
、
「
神
」
は
天
に
属
す
る
臩
然
神
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
 
 
（
二
）
『
詩
』
『
書
』
に
見
え
る
鬼
神
 
 
よ
り
古
い
周
代
に
は
鬼
神
は
ど
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
た
の
か
。
『
詩
』
『
書
』
に
よ
っ
て
考
察
し
て
い
く
。
用
例
は
「
鬼
」「
神
」「
鬼
神
」
の
三
つ
の
項
目
に
分
け
て
検
討
す
る
。「
鬼
」
は
単
字
の
用
例
と
「
神
」
字
以
外
の
語
と
結
び
付
い
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
見
て
い
く
。
ま
た
「
神
」
に
つ
い
て
も
単
字
の
用
例
と
「
鬼
」
字
以
外
の
語
と
結
び
付
い
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
見
て
い
く
。
『
詩
』
に
は
「
鬼
」
が
二
例
、
「
神
」
が
二
十
二
例
、
「
鬼
神
」
は
見
え
な
い
。
『
書
』
に
は
「
鬼
」
は
見
え
ず
、
「
神
」
が
二
例
、
「
鬼
神
」
が
二
例
で
あ
る
（
『
書
』
の
用
例
は
偽
古
文
を
除
い
た
１
０
５
）
。
 
 
【
一
 
鬼
】
 
『
詩
』
に
は
二
例
あ
り
、
『
書
』
に
は
見
え
な
い
。
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一
‐
①
「
遠
い
・
外
の
意
」
※
『
詩
』
一
例
（
『
書
』
無
し
）
。
 
 
内
刊
１
０
６
于
中
國
 
 
内
は
中
國
に
刊 い
か
り
 
 
 
 
国
内
で
怒
り
を
顕
わ
に
 
覃
及
鬼
方
 
 
 
 
 
覃ひ
き
て
鬼
方
に
及
ぶ
 
 
 
遠
く
の
地
に
ま
で
及
ぼ
す
 （
『
詩
』
大
雅
・
蕩
）
 
 
「
鬼
方
」
は
毛
伝
に
「
鬼
方
、
遠
方
也
」
と
あ
る
。
「
中
國
」
に
対
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
遠
く
の
地
を
指
し
て
い
る
。
王
国
維
に
よ
れ
ば
西
方
の
異
民
族
を
指
す
と
い
う
１
０
７
。
臩
分
と
は
異
な
っ
た
も
の
に
「
鬼
」
を
冠
し
て
呼
ん
で
い
る
と
こ
ろ
を
見
る
と
、「
鬼
」
に
は
貶
す
る
意
味
が
含
ま
れ
て
い
る
だ
ろ
う
。
 
 
一
‐
②
「
姿
の
見
え
な
い
存
在
」
※
『
詩
』
一
例
（
『
書
』
無
し
）
。
 
 
爲
鬼
爲
蜮
 
 
 
鬼
爲
り
 
蜮よ
く
爲
ら
ば
 
 
 
鬼
や
蜮
の
類
で
あ
る
な
ら
 
則
不
可
得
 
 
 
則
ち
得
べ
か
ら
ず
 
 
 
 
（
姿
が
見
え
な
い
の
は
）
し
か
た
が
な
い
 
（
『
詩
』
小
雅
・
何
人
斯
） 
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「
鬼
」
と
対
に
な
る
「
蜮
」
に
つ
い
て
は
、
毛
伝
に
「
蜮
、
短
狐
也
」
と
あ
る
。
「
短
狐
」
と
は
、
水
中
に
生
息
し
て
人
に
害
を
な
す
虫
の
名
１
０
８
。
鄭
箋
に
「
使
女
爲
鬼
爲
蜮
也
、
則
女
誠
不
可
得
見
也
（
も
し
あ
な
た
を
鬼
や
蜮
と
す
る
な
ら
、
あ
な
た
を
実
際
に
見
る
こ
と
な
ど
で
き
る
は
ず
も
な
い
）
」
と
あ
る
の
に
よ
れ
ば
、
「
鬼
」
と
「
蜮
」
と
は
姿
が
見
え
な
い
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
「
蜮
」
は
人
に
害
を
な
す
生
物
で
あ
る
か
ら
、
「
鬼
」
も
人
に
と
っ
て
異
質
の
存
在
と
見
ら
れ
て
い
た
よ
う
だ
。
 
 
【
二
 
神
】
 
『
詩
』
に
は
二
十
二
例
あ
り
、
『
書
』
に
は
二
例
あ
る
。
 
二
‐
①
「
死
者
の
変
化
し
た
も
の
」
※
『
詩
』
十
四
例
（
『
書
』
無
し
）
。
 
 
〃
先
祖
・
肉
親
の
み
た
ま
―
祭
祀
を
受
け
る
〄
 
先
祖
是
皇
 
 
先
祖
 
是
れ
皇
な
り
 
 
 
 
先
祖
 
大
い
に
盛
ん
に
し
て
 
神
保
是
饗
 
 
神
保
 
是
れ
饗
く
 
 
 
 
 
そ
の
み
た
ま
が
祭
り
を
受
け
る
 
（
『
詩
』
小
雅
・
楚
茨
） 
  
100 
 
 
「
神
保
」
は
朱
子
に
よ
れ
ば
、
尸
（
か
た
し
ろ
。
神
霊
に
代
っ
て
祭
祀
を
受
け
る
人
）
に
よ
り
つ
く
み
た
ま
を
指
す
１
０
９
。
こ
こ
で
の
「
神
」
は
「
先
祖
」
と
対
に
な
っ
て
お
り
、
先
祖
の
み
た
ま
を
い
う
。
楚
茨
に
は
こ
の
他
、
「
神
保
」
が
二
例
、
供
物
を
飲
食
す
る
「
神
」
が
三
例
見
え
る
。
い
ず
れ
も
、
子
孫
に
よ
る
祭
祀
の
様
子
と
、
そ
れ
を
先
祖
の
み
た
ま
が
受
け
入
れ
る
様
子
と
が
歌
わ
れ
て
い
る
。
 
同
様
の
例
は
、
大
雅
・
思
齊
に
「
惠
于
宗
公
、
神
罔
時
怨
、
神
罔
時
恫
（
先
祖
に
つ
つ
し
ん
で
し
た
が
え
ば
、
そ
の
み
た
ま
が
怨
む
こ
と
は
な
く
、
そ
の
み
た
ま
が
傷
つ
け
る
こ
と
は
な
い
）
」
１
１
０
と
あ
る
。
 
 
〃
先
祖
・
肉
親
の
み
た
ま
―
祭
祀
の
場
に
降
臨
し
て
幸
い
を
与
え
る
〄
 
神
之
弔
１
１
１
矣
 
 
神
の
弔い
た
る
 
 
 
 
 
 
先
祖
の
み
た
ま
が
降
臨
し
て
 
詒
爾
多
福
 
 
 
 
爾
に
多
福
を
詒お
く
る
 
 
 
あ
な
た
に
多
く
の
幸
い
を
お
く
る
 
（
『
詩
』
小
雅
・
天
保
） 
 
鄭
箋
に
「
神
至
者
、
宗
廟
致
敬
、
鬼
神
著
矣
、
此
之
謂
也
（
神
が
至
る
と
は
、
宗
廟
に
敬
虔
な
気
持
ち
で
つ
く
す
と
、
鬼
神
が
現
れ
る
、
こ
れ
を
言
う
の
で
あ
る
）
」
と
あ
る
の
に
よ
れ
ば
、
宗
廟
へ
の
祭
祀
を
敬
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虔
な
気
持
ち
で
行
え
ば
、
先
祖
の
み
た
ま
が
現
れ
て
幸
福
を
与
え
て
く
れ
る
こ
と
を
言
っ
て
い
る
。
 
同
様
の
例
は
、
大
雅
・
旱
麓
に
「
豈
弟
君
子
、
神
所
勞
矣
（
楽
し
み
安
ら
げ
る
君
子
は
、
先
祖
の
み
た
ま
が
労
い
に
く
る
）
」
１
１
２
と
あ
り
、
大
雅
・
抑
に
「
神
之
格
思
、
不
可
度
思
、
矧
可
射
思
（
先
祖
の
み
た
ま
の
降
臨
は
、
は
か
り
か
ね
る
、
怠
っ
て
は
な
ら
な
い
）
」
１
１
３
と
あ
る
。
 
 
〃
先
祖
・
肉
親
の
み
た
ま
―
人
の
行
為
を
監
察
し
そ
れ
に
見
合
っ
た
幸
い
を
与
え
る
〄
 
嗟
爾
君
子
 
 
嗟あ
あ 
爾
君
子
 
 
 
 
 
 
 
 
あ
あ
 
あ
な
た
君
子
よ
 
無
恆
安
處
 
 
恆
に
安
處
す
る
こ
と
無
く
 
 
 
い
つ
も
安
楽
に
暮
ら
す
こ
と
な
く
 
靖
兯
爾
位
 
 
爾
の
位
を
靖
兯
し
 
 
 
 
 
 
あ
な
た
の
職
位
を
静
か
に
勤
め
て
 
正
直
是
與
 
 
正
直
に
是
れ
與
せ
ば
 
 
 
 
 
正
し
い
道
に
親
し
め
ば
 
神
之
聽
之
 
 
神
の
之
を
聽
き
て
 
 
 
 
 
 
先
祖
の
み
た
ま
が
こ
れ
を
聴
い
て
 
式
穀
以
女
１
１
４ 
穀
を
式
て
女
に
以あ
た
え
ん
 
 
 
 
福
禄
を
あ
な
た
に
与
え
よ
う
 
（
『
詩
』
小
雅
・
小
明
・
第
四
章
） 
 
つ
つ
ま
し
く
暮
ら
し
て
お
れ
ば
、
先
祖
の
み
た
ま
が
幸
福
を
与
え
る
と
あ
る
。
小
明
は
こ
の
他
、
第
亓
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章
に
も
「
神
之
聽
之
、
介
爾
景
福
（
先
祖
の
み
た
ま
が
こ
れ
を
聴
い
て
、
あ
な
た
の
幸
福
を
大
い
に
盛
ん
に
す
る
）
」
１
１
５
と
あ
る
。
「
神
」
は
人
を
監
察
し
て
そ
の
行
動
が
正
し
い
も
の
で
あ
れ
ば
幸
福
を
降
す
存
在
で
あ
っ
た
。
 
同
様
の
例
は
、
小
雅
・
伐
木
に
「
神
之
聽
之
、
終
和
且
平
（
先
祖
の
み
た
ま
が
こ
れ
を
聴
き
て
、
一
族
に
和
平
が
も
た
ら
さ
れ
た
）
」
と
あ
る
。
 
 
二
‐
②
「
か
み
・
か
み
が
み
（
天
の
下
位
神
）
」
※
『
詩
』
六
例
、
『
書
』
一
例
。
 
 
こ
こ
で
は
所
謂
「
か
み
」
や
「
か
み
が
み
」
に
つ
い
て
見
て
い
く
。
併
せ
て
、
絶
対
的
存
在
で
あ
る
「
天
」
に
対
し
て
「
神
」
と
は
ど
の
よ
う
な
存
在
で
あ
る
の
か
、
「
神
」
と
「
天
」
と
の
関
係
に
も
注
目
し
た
い
。 
 
〃
上
位
の
「
天
」
―
下
位
の
「
神
」
〄
 
天
降
喪
亂
 
 
天
 
喪
亂
を
降
し
 
 
 
 
 
 
 
天
は
喪
乱
を
降
し
 
饑
饉
薦
臻
 
 
饑
饉
 
薦しき
り
に
臻い
た
る
 
 
 
 
 
 
 
飢
饉
が
し
き
り
に
い
た
る
 
靡
神
不
擧
 
 
神
と
し
て
擧
げ
ざ
る
靡
し
 
 
 
 
す
べ
て
の
か
み
に
祈
り
を
捧
げ
 
靡
愛
斯
牲
 
 
斯
の
牲
を
愛お
し
む
こ
と
靡
し
 
 
 
す
べ
て
の
犠
牲
を
惜
し
む
こ
と
な
い
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圭
璧
既
卒
 
 
圭
璧
 
既
に
卒
き
 
 
 
 
 
 
 
お
供
え
の
圭
や
璧
は
す
で
に
尽
き
た
の
に
 
寧
莫
我
聽
 
 
寧
ぞ
我
に
聽
く
こ
と
莫
し
 
 
 
 
わ
た
し
の
祈
り
を
聞
き
い
れ
て
く
れ
な
い
 
（
『
詩
』
大
雅
・
雲
漢
・
首
章
） 
 
無
碍
に
災
厄
を
降
す
「
天
」
に
対
し
て
、
「
神
」
は
祈
り
の
対
象
と
し
て
見
ら
れ
て
い
る
。
雲
漢
は
こ
の
他
、
第
二
章
に
も
「
上
下
奠
瘞
、
靡
神
不
宗
（
天
地
に
お
供
え
し
、
す
べ
て
の
か
み
を
崇
め
る
）
」
１
１
６
と
あ
る
。
 
同
様
の
例
は
、
大
雅
・
瞻
卬
に
「
天
何
以
刺
、
何
神
不
富
（
天
は
ど
う
し
て
責
め
る
の
か
、
ど
う
し
て
か
み
は
福
を
降
さ
な
い
の
か
）
」
１
１
７
と
あ
る
。
 
ま
た
『
書
』
に
も
同
様
の
「
神
」
が
見
え
て
い
る
。
 
 
天
毒
降
災
、
荒
殷
邦
１
１
８
。
…
…
今
殷
民
乃
攘
竊
神
祇
之
犧
牷
牲
用
、
以
容
、
將
食
、
無
災
１
１
９
。 
天
は
あ
つ
く
災
厄
を
降
し
て
、
殷
国
を
亡
ぼ
そ
う
と
し
て
い
る
。
…
…
今
、
殷
の
民
は
天
地
の
か
み
が
み
（
に
さ
さ
げ
る
た
め
）
の
犠
牲
を
盗
み
取
り
、
（
そ
れ
を
互
い
に
）
容
認
し
て
、
進
ん
で
食
べ
て
い
る
が
、
罪
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
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（
『
書
』
商
書
・
微
子
） 
 
「
神
祇
」
に
つ
い
て
は
、
経
典
釈
文
に
引
く
馬
融
注
に
「
神
祇
、
天
曰
神
、
地
曰
祇
」
と
あ
り
、
天
に
属
す
る
か
み
を
総
称
し
て
「
神
」
と
言
い
、
地
に
属
す
る
か
み
を
総
称
し
て
「
祇
」
と
言
う
よ
う
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
「
天
」
は
災
厄
を
降
す
存
在
と
し
て
、
「
神
」
は
祈
り
の
対
象
と
し
て
見
え
て
い
る
。
 
 
〃
明
神
〄
 
昊
天
上
帝
 
 
 
 
昊
天
上
帝
 
 
 
 
 
 
 
 
昊
天
上
帝
は
 
則
不
我
虞
１
２
０ 
 
則
ち
我
を
虞は
か
ら
ず
 
 
 
 
 
わ
た
し
を
思
っ
て
く
れ
な
い
 
敬
恭
明
神
 
 
 
 
明
神
を
敬
恭
せ
ば
 
 
 
 
 
旣
月
の
か
み
が
み
を
敬
し
て
恭
し
く
す
れ
ば
 
宜
無
悔
怒
１
２
１ 
 
宜
し
く
悔
怒
す
る
こ
と
無
か
る
べ
し
 
 
恨
み
や
怒
り
は
あ
る
ま
い
 
（
『
詩
』
大
雅
・
雲
漢
・
第
六
章
） 
 
「
明
神
」
に
つ
い
て
は
、
『
周
礼
』
１
２
２
秋
官
・
司
盟
「
北
面
詔
明
神
」
の
鄭
注
に
「
明
神
、
神
之
明
察
者
。
謂
旣
月
山
川
也
（
明
神
と
は
、
神
霊
の
明
察
な
さ
ま
。
旣
月
山
川
の
こ
と
を
い
う
）
」
と
あ
る
の
に
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よ
れ
ば
、
上
下
四
方
の
か
み
が
み
の
こ
と
を
い
う
１
２
３
。
「
昊
天
上
帝
」
は
何
も
し
て
く
れ
な
い
が
、
「
明
神
」
を
尊
崇
す
れ
ば
禍
を
遾
け
ら
れ
る
と
あ
る
の
は
、
こ
れ
ま
で
見
た
「
天
」
と
「
神
」
と
の
関
係
に
同
じ
。
 
 
〃
百
神
〄
 
時
邁
其
邦
１
２
４ 
 
時こ
こ
に
其
の
邦
に
邁ゆ
く
 
 
 
こ
こ
に
（
巡
守
の
た
め
に
）
こ
の
国
か
ら
出
立
し
 
昊
天
其
子
之
１
２
５ 
昊
天
 
其
れ
之
を
子
と
す
 
 
昊
天
か
ら
子
ど
も
の
よ
う
に
慈
し
ま
れ
る
 
…
…
 
 
 
 
 
 
…
…
 
懷
柔
百
神
 
 
 
 
百
神
を
懷
柔
し
 
 
 
 
 
 
か
み
が
み
を
な
だ
め
て
 
及
河
喬
嶽
１
２
６ 
 
河
 
喬
嶽
に
及
ぶ
 
 
 
 
 
河
と
岳
の
か
み
に
ま
で
お
よ
ぶ
 
（
『
詩
』
周
頌
・
時
邁
）
 
 
「
百
神
」
は
多
く
の
か
み
が
み
の
こ
と
。
「
昊
天
」
が
上
位
で
、
「
百
神
」
は
そ
の
下
位
に
あ
る
通
り
、
こ
れ
ま
で
の
「
天
」
と
「
神
」
と
の
関
係
に
同
じ
。
 
こ
の
他
、
「
百
神
」
の
例
は
大
雅
・
卷
阿
に
「
豈
弟
君
子
、
俾
爾
彌
爾
性
、
百
神
爾
主
矣
（
楽
し
み
安
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ら
げ
る
君
子
よ
、
あ
な
た
は
あ
な
た
の
生
を
全
う
さ
せ
よ
、
か
み
が
み
も
あ
な
た
を
主
と
す
る
）
」
１
２
７
と
あ
る
。
 
 
二
‐
③
「
神
秘
的
な
こ
と
」
※
『
詩
』
二
例
（
『
書
』
無
し
）
。
 
 
田
祖
有
神
 
 
田
祖
に
神
有
り
 
 
 
 
 
田
祖
が
神
威
を
降
し
 
秉
畀
炎
火
 
 
秉
り
て
炎
火
に
畀あ
た
う
 
 
 
（
害
物
を
）
取
っ
て
火
炎
に
く
べ
た
 
（
『
詩
』
小
雅
・
大
田
） 
 
「
田
祖
」
と
は
農
業
の
始
祖
の
こ
と
１
２
８
。「
先
嗇
」
ま
た
は
「
神
農
」
と
も
い
わ
れ
る
。
こ
こ
の
「
神
」
は
こ
れ
ま
で
見
た
も
の
と
は
異
な
り
、
人
智
を
超
え
た
神
秘
的
な
力
の
こ
と
を
い
う
。
 
同
様
の
例
は
、
大
雅
・
崧
高
に
「
維
嶽
降
神
、
生
甫
及
申
（
こ
こ
に
岳
の
か
み
が
神
威
を
降
し
て
、
甫
と
申
と
を
生
ん
だ
）
」
と
あ
る
。
 
 
二
‐
④
「
形
容
詞
（
神
聖
な
る
）
」
※
『
書
』
一
例
（
『
詩
』
無
し
）
。
 
  
107 
 
 
惟
我
周
王
、
靈
承
于
旅
１
２
９
、
克
堪
用
德
、
惟
典
神
天
。
１
３
０ 
我
が
周
王
は
、
民
衆
を
奉
じ
て
、
よ
く
美
徳
を
照
ら
し
て
、
神
聖
な
る
天
に
の
っ
と
っ
た
 
（
『
書
』
周
書
・
多
方
） 
 
「
神
天
」
は
、
こ
れ
ま
で
見
た
も
の
と
は
異
な
り
、
「
天
」
の
神
妙
な
る
さ
ま
を
形
容
し
て
冠
せ
ら
れ
て
い
る
。
 
 
【
三
 
鬼
神
】
 
 
『
詩
』
に
「
鬼
神
」
の
語
は
見
え
な
い
。
『
書
』
に
は
二
例
あ
り
、
と
も
に
金
縢
篇
に
見
え
る
。
 
三
‐
①
「
死
者
の
変
化
し
た
も
の
」
※
『
書
』
二
例
（
『
詩
』
無
し
）
。
 
 
〃
先
祖
の
み
た
ま
〄
 
惟
爾
元
孫
某
、
遘
厲
虐
疾
１
３
１
。
若
爾
三
王
、
是
有
丕
子
之
責
于
天
、
以
旤
代
某
之
身
。
予
仁
若
１
３
２
考
能
１
３
３
、
多
材
多
藝
、
能
事
鬼
神
。
乃
元
孫
不
若
旤
多
材
多
藝
、
不
能
事
鬼
神
。
１
３
４ 
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あ
な
た
が
た
の
長
孫
の
某
（
武
王
）
が
危
篤
の
病
気
に
か
か
っ
て
い
る
。
あ
な
た
が
た
三
王
が
天
子
の
責
任
を
天
に
負
っ
て
い
る
な
ら
ば
、
（
わ
た
し
）
旤
を
も
っ
て
某
（
武
王
）
に
代
え
て
く
れ
。
わ
た
し
（
旤
）
は
仁
巧
み
に
働
く
力
を
有
し
、
才
能
豊
か
で
多
く
の
技
能
を
そ
な
え
て
お
り
、
先
祖
の
み
た
ま
に
事
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
あ
な
た
が
た
の
長
孫
（
武
王
）
は
（
わ
た
し
）
旤
が
才
能
豊
か
で
多
く
の
技
能
を
そ
な
え
て
い
る
こ
と
に
と
お
く
及
ば
ず
、
先
祖
の
み
た
ま
に
事
え
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
 
（
『
書
』
周
書
・
金
縢
） 
 
こ
れ
は
周
公
が
、
武
王
の
病
気
治
癒
を
先
祖
に
祈
っ
た
祈
祷
文
で
あ
る
１
３
５
。
孔
伝
に
「
言
可
以
代
武
王
之
意
（
い
う
こ
こ
ろ
は
武
王
に
代
わ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
意
味
）
」
と
あ
る
の
に
よ
れ
ば
、
周
公
は
武
王
に
代
わ
っ
て
病
を
引
き
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
言
っ
て
い
る
。「
某
」
は
武
王
の
こ
と
。
こ
こ
で
の
具
体
的
な
祭
祀
の
対
象
は
、
先
祖
の
「
三
王
」
（
「
大
王
」
「
王
季
」
「
文
王
」
の
三
者
を
指
す
）
で
あ
る
か
ら
、
「
鬼
神
」
は
そ
の
み
た
ま
の
こ
と
を
い
う
。
つ
ま
り
「
能
事
鬼
神
（
能
く
鬼
神
に
事
う
）
」
と
あ
る
の
は
、
周
公
臩
身
が
武
王
よ
り
も
先
祖
の
か
み
が
み
の
傍
で
仕
え
る
に
相
応
し
い
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
お
い
て
も
「
天
」
は
災
厄
を
降
す
畏
怖
さ
れ
る
存
在
で
あ
る
の
に
対
し
て
、「
鬼
神
」
に
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は
よ
く
祭
祀
す
る
こ
と
で
何
が
し
か
の
見
返
り
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
 
  
以
上
、
『
詩
』
『
書
』
に
お
け
る
「
鬼
」
に
は
、
『
説
文
解
字
』
に
見
え
た
よ
う
な
死
者
や
そ
の
霊
魂
を
表
す
も
の
は
見
え
な
か
っ
た
。
「
遠
い
」
や
「
見
え
な
い
」
と
い
っ
た
意
味
に
、
死
と
の
繋
が
り
を
連
想
さ
せ
る
が
、
用
例
が
尐
な
い
た
め
こ
れ
以
上
は
分
か
ら
な
い
。
「
神
」
に
つ
い
て
は
、
「
先
祖
の
み
た
ま
」
を
表
す
も
の
、
「
天
の
下
部
に
位
置
す
る
か
み
が
み
」
を
表
す
も
の
、「
神
秘
的
な
こ
と
」
を
表
す
も
の
、
「
神
聖
な
る
」
と
い
う
形
容
詞
を
表
す
も
の
、
こ
れ
ら
四
つ
の
用
法
が
見
え
た
。
後
者
二
つ
は
「
か
み
が
み
」
の
意
味
か
ら
派
生
し
た
用
法
で
あ
ろ
う
。
「
鬼
神
」
も
、
「
神
」
と
同
じ
く
「
先
祖
の
み
た
ま
」
を
表
し
て
お
り
、
ま
た
両
者
は
具
体
的
な
祭
祀
の
対
象
と
見
ら
れ
て
お
り
、
時
に
何
が
し
か
の
福
が
降
る
の
を
期
待
さ
れ
て
い
た
。
「
神
」
や
「
鬼
神
」
の
上
位
に
い
る
「
天
」
は
た
だ
災
厄
を
降
し
、
人
々
か
ら
畏
怖
さ
れ
る
存
在
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
三
者
の
関
係
を
併
せ
る
と
、
災
厄
を
降
す
「
天
」
と
、
祭
ら
れ
る
「
神
」
や
「
鬼
神
」
と
、
信
仰
す
る
「
人
」
と
い
う
、
三
部
の
構
造
に
な
っ
て
い
る
。「
神
」
は
「
天
」
の
下
位
に
位
置
し
、
天
と
人
と
の
中
間
に
あ
っ
て
仲
介
者
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
 
 
第
二
節
 
諸
子
に
お
け
る
鬼
神
観
 
  
110 
 
 
時
代
は
下
っ
て
春
秋
・
戦
国
に
は
ど
の
よ
う
な
鬼
神
観
が
見
ら
れ
る
の
か
。
諸
子
文
献
に
よ
り
考
察
す
る
。
以
下
、
学
派
ご
と
に
見
て
い
く
。
 
 
儒
家
 
 
ま
ず
は
儒
家
に
つ
い
て
『
論
語
』
を
中
心
に
見
て
い
く
。
『
論
語
』
に
は
鬼
神
に
関
す
る
語
が
九
例
あ
り
、
そ
の
う
ち
二
例
が
「
鬼
」
、
四
例
が
「
神
」
、
三
例
が
「
鬼
神
」
で
あ
る
。
全
て
挙
げ
る
。
 
 
【
一
 
鬼
】
 
一
‐
①
「
遠
い
・
外
の
意
」
 
※
用
例
無
し
。
 
 
一
‐
②
「
姿
の
見
え
な
い
存
在
」
 
※
用
例
無
し
。
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一
‐
③
「
死
者
の
変
化
し
た
も
の
」
※
二
例
。
 
 
〃
先
祖
・
肉
親
の
み
た
ま
〄
 
（
１
）
子
曰
「
非
其
鬼
而
祭
之
、
諂
也
。
」
（
為
政
）
 
 
 
 
先
生
は
「
臩
分
の
先
祖
の
み
た
ま
で
な
い
の
に
祭
る
の
は
、
へ
つ
ら
い
で
あ
る
」
と
い
わ
れ
た
。 
 
「
其
鬼
」
は
臩
分
の
先
祖
の
み
た
ま
を
指
す
。
同
様
の
記
載
は
、
『
礼
記
』
曲
礼
下
に
「
非
其
所
祭
而
祭
之
、
名
曰
淫
祀
。
淫
祀
無
福
（
祭
る
べ
き
と
こ
ろ
で
な
い
の
に
祭
る
の
は
、
淫
祀
と
名
づ
け
る
。
淫
祀
し
て
も
福
は
な
い
）
」
と
あ
り
、
『
左
伝
』
僖
公
三
十
一
年
に
も
「
鬼
神
非
其
族
類
、
不
歆
其
祀
（
先
祖
の
み
た
ま
は
同
族
の
者
の
祭
り
で
な
い
と
、
そ
の
供
物
を
受
け
入
れ
な
い
）
」
と
あ
る
よ
う
に
、
い
ず
れ
も
祭
祀
の
対
象
は
同
族
の
先
祖
の
み
た
ま
を
指
し
て
い
る
。
 
孔
子
が
、
臩
分
と
無
関
係
の
「
鬼
」
を
祀
る
こ
と
を
批
判
し
た
の
は
、
何
か
に
つ
け
て
神
頼
み
を
す
る
風
潮
が
そ
の
頃
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
 
そ
の
他
、
『
左
伝
』
昭
公
七
年
に
は
、
若
干
違
う
「
鬼
」
に
つ
い
て
の
言
説
が
見
え
る
。
殺
さ
れ
た
伯
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有
が
毎
夜
化
け
て
出
る
と
い
う
噂
に
つ
い
て
、
趙
景
子
と
子
産
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
 
 
〃
死
者
の
た
ま
し
い
〄
 
趙
景
子
問
焉
曰
「
伯
有
猶
能
爲
鬼
乎
。
」
子
産
曰
「
能
。
人
生
始
化
曰
魄
。
既
生
魄
、
陽
曰
魂
。
用
物
精
多
、
則
魂
魄
強
。
是
以
有
精
爽
至
於
神
明
１
３
６
。
」
 
趙
景
子
が
、「
伯
有
で
も
お
ば
け
と
な
っ
て
祟
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
」
と
た
ず
ね
た
。
子
産
は
、「
で
き
る
。
人
が
生
ま
れ
て
、
は
じ
ま
る
変
化
を
魄
と
い
う
。
（
陰
で
あ
る
）
魄
に
つ
れ
て
陽
で
あ
る
魂
が
生
じ
る
。
様
々
な
物
を
摂
り
入
れ
る
と
精
気
が
多
く
な
り
、
魂
も
魄
も
強
く
な
る
。
そ
こ
で
精
神
が
霊
妙
で
精
緻
な
は
た
ら
き
に
ま
で
達
す
る
よ
う
に
な
る
」
と
い
っ
た
。
 
 
こ
の
「
鬼
」
は
厲
鬼
に
近
く
、
死
者
の
霊
魂
を
指
す
。
死
ん
だ
後
の
存
在
で
あ
る
鬼
神
を
、
人
体
を
構
成
す
る
魂
魄
に
よ
っ
て
解
釈
し
て
、
そ
れ
を
陰
陽
の
生
成
変
化
に
結
び
つ
け
る
思
考
が
働
い
て
い
る
。「
魄
」
と
は
形
の
こ
と
。
「
魂
」
と
は
魄
の
内
に
こ
も
る
陽
気
が
精
妙
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
人
が
生
ま
れ
る
際
に
形
成
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。「
神
明
」
の
語
は
、
精
神
の
働
き
が
霊
妙
で
精
緻
に
な
っ
て
い
る
状
態
を
表
す
。
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死
を
魂
魄
の
概
念
に
よ
っ
て
説
明
す
る
思
考
は
、
『
礼
記
』
郊
特
牲
に
「
魂
氣
歸
于
天
、
形
魄
歸
于
地
。
故
祭
求
諸
陰
陽
之
義
也
。
殷
人
先
求
諸
陽
、
周
人
先
求
諸
陰
（
死
者
の
魂
気
は
天
に
帰
り
、
形
魄
は
地
に
帰
る
。
つ
ま
り
祭
祀
は
死
者
の
霊
を
陰
陽
の
二
気
に
求
め
る
と
い
う
義
を
持
つ
の
で
あ
る
。
殷
人
は
ま
ず
陽
に
求
め
、
周
人
は
ま
ず
陰
に
求
め
る
）
」
と
あ
る
よ
う
に
、
儒
家
の
言
説
に
も
見
え
て
い
る
。
 
 
【
二
 
神
】
 
二
‐
①
「
死
者
の
変
化
し
た
も
の
」
 
※
用
例
無
し
。
 
 
二
‐
②
「
か
み
・
か
み
が
み
（
天
の
下
位
神
）
」
※
三
例
。
 
 
（
２
）
祭
如
在
、
祭
神
如
神
在
。
子
曰
、
吾
不
與
祭
、
如
不
祭
。
（
八
佾
）
 
 
 
 
先
祖
を
祭
る
と
き
は
先
祖
が
そ
こ
に
お
ら
れ
る
よ
う
に
、
か
み
が
み
を
祭
る
と
き
は
か
み
が
み
が
そ
こ
に
お
ら
れ
る
よ
う
に
祭
る
。
先
生
は
「
わ
た
し
は
祭
り
に
参
加
で
き
な
け
れ
ば
、
祭
り
が
な
か
っ
た
よ
う
な
気
が
す
る
」
と
い
わ
れ
た
。
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（
３
）
子
疾
病
、
子
路
請
禱
。
子
曰
「
有
諸
。
」
子
路
對
曰
「
有
之
、
誄
曰
、
禱
爾
于
上
下
神
祇
。
」
子
曰
「
丘
之
禱
久
矣
。
」
（
述
而
）
 
 
 
 
先
生
の
病
気
が
重
か
っ
た
の
で
、
子
路
は
お
祈
り
し
た
い
と
願
っ
た
。
先
生
は
「
そ
う
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
か
」
と
い
わ
れ
た
。
子
路
は
「
あ
り
ま
す
。
誄
の
こ
と
ば
に
『
な
ん
じ
の
こ
と
を
天
地
の
か
み
が
み
に
祈
る
』
と
あ
り
ま
す
」
と
答
え
た
。
先
生
は
「
わ
た
し
は
祈
っ
て
久
し
い
」
と
い
わ
れ
た
。
 
 
（
２
）
は
先
祖
の
み
た
ま
と
か
み
が
み
を
祭
る
と
き
の
心
構
え
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
最
初
の
「
祭
」
は
宗
廟
を
祭
る
こ
と
を
い
う
１
３
７
。
次
の
「
祭
神
」
は
百
神
な
ど
の
か
み
が
み
を
祭
る
こ
と
を
い
う
１
３
８
。
「
か
み
が
み
を
祭
る
に
は
そ
こ
に
存
在
す
る
か
の
よ
う
に
祭
り
な
さ
い
」
と
あ
る
よ
う
に
、「
神
」
に
対
す
る
真
摯
な
態
度
が
表
れ
て
い
る
。
た
だ
し
こ
の
よ
う
な
言
説
が
発
せ
ら
れ
る
背
景
に
は
、
春
秋
時
代
に
お
い
て
す
で
に
鬼
神
の
存
在
の
有
無
が
問
題
と
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
 
（
３
）
に
お
い
て
、
子
路
の
述
べ
た
祈
祷
の
言
葉
に
「
上
下
の
神
祇
」
と
あ
る
の
は
、
『
書
』
微
子
篇
（
用
法
二
‐
②
）
で
見
え
た
も
の
と
同
じ
で
、
天
地
の
か
み
が
み
の
こ
と
。
子
路
が
病
に
臥
し
て
い
る
孔
子
を
思
っ
て
祈
り
を
捧
げ
よ
う
と
し
た
際
に
、
孔
子
が
「
丘
の
禱
る
こ
と
久
し
」
と
言
っ
た
の
は
、
神
々
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を
祈
る
こ
と
に
対
す
る
諦
念
が
含
ま
れ
て
い
る
と
捉
え
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
注
意
し
た
い
の
が
、
子
路
が
祈
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
病
の
治
癒
」
と
い
う
結
果
を
期
待
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
 
こ
の
信
仰
は
、
『
詩
』
（
用
法
二
‐
①
〃
祭
祀
の
場
に
降
臨
す
る
―
幸
福
を
与
え
る
〄
）
や
、
『
書
』
金
縢
篇
（
用
法
三
‐
①
）
に
も
見
ら
れ
た
。
ま
た
『
左
伝
』
昭
公
二
十
年
に
も
「
吾
事
鬼
神
豐
、
於
先
君
有
加
矣
。
今
君
疾
病
、
爲
諸
侯
憂
。
是
祝
史
之
罪
也
、
諸
侯
不
知
、
其
謂
我
不
敬
、
君
盍
誅
於
祝
固
史
嚚
以
辭
賓
。（
我
々
が
鬼
神
へ
の
祭
り
を
豊
か
に
す
る
の
は
、
先
君
よ
り
も
ず
っ
と
豊
か
で
す
。
な
の
に
今
わ
が
君
は
病
気
を
患
い
、
諸
侯
に
心
配
を
か
け
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
祝
と
史
の
罪
で
あ
る
の
に
、
そ
れ
を
諸
侯
は
知
ら
ず
、
我
々
の
こ
と
を
鬼
神
を
敬
わ
ぬ
と
言
っ
て
い
ま
す
。
祝
官
の
固
と
史
官
の
嚚
を
処
刑
し
て
、
諸
侯
か
ら
の
使
者
に
弁
明
さ
れ
て
は
如
何
で
し
ょ
う
か
）
」
と
あ
り
、
鬼
神
へ
の
祭
祀
を
豊
か
に
す
る
こ
と
で
、
君
主
の
病
が
癒
え
る
の
を
期
待
し
て
い
る
。
子
路
の
鬼
神
に
対
す
る
態
度
は
、
こ
う
し
た
民
間
に
流
布
す
る
俗
信
に
影
響
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
 
 
二
‐
③
「
神
秘
的
な
こ
と
」
※
一
例
。
 
 
（
４
）
子
不
語
怪
力
亂
神
。
（
述
而
）
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先
生
は
、
怪
し
い
こ
と
、
力
任
せ
の
こ
と
、
乱
れ
た
こ
と
、
神
秘
な
こ
と
に
つ
い
て
は
語
ら
な
か
っ
た
。
 
 
孔
子
の
合
理
的
な
思
考
を
端
的
に
表
す
言
説
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
「
神
」
は
不
可
思
議
で
神
秘
的
な
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
 
 
二
‐
④
「
形
容
詞
（
神
聖
な
る
）
」
 
 
※
用
例
無
し
。
 
 
【
三
 
鬼
神
】
 
三
‐
①
「
死
者
の
変
化
し
た
も
の
」
※
三
例
。
 
 
〃
先
祖
の
み
た
ま
〄
 
（
５
）
季
路
問
事
鬼
神
。
子
曰
「
未
能
事
人
、
焉
能
事
鬼
。
」
曰
「
敢
問
死
。
」
曰
「
未
知
生
、
焉
知
死
。
」
（
先
進
）
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季
路
（
子
路
）
が
先
祖
の
み
た
ま
に
事
え
る
こ
と
を
た
ず
ね
た
。
先
生
は
「
人
に
事
え
る
こ
と
も
で
き
て
い
な
い
の
に
、
ど
う
し
て
死
者
の
た
ま
し
い
に
事
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
」
と
い
わ
れ
た
。
「
た
っ
て
死
の
こ
と
を
お
た
ず
ね
す
る
」
と
い
っ
た
。
「
生
の
こ
と
も
分
か
ら
な
い
の
に
、
ど
う
し
て
死
の
こ
と
が
分
か
ろ
う
」
と
い
わ
れ
た
。
 
（
６
）
樊
遲
問
知
。
子
曰
「
務
民
之
義
、
敬
鬼
神
而
遠
之
、
可
謂
知
矣
。
」
（
雍
也
）
 
樊
遅
が
知
の
こ
と
を
た
ず
ね
た
。
先
生
は
「
民
の
求
め
る
正
義
に
つ
と
め
、
先
祖
の
み
た
ま
を
敬
っ
て
距
離
を
置
く
。
こ
れ
が
知
と
い
う
も
の
だ
」
と
い
わ
れ
た
。
 
（
７
）
子
曰
、
禹
吾
無
閒
然
矣
。
菲
飲
食
、
而
致
孝
乎
鬼
神
、
惡
衣
朋
、
而
致
美
乎
黻
冕
、
卑
宮
室
、
而
盡
力
乎
溝
洫
。
禹
吾
無
閒
然
矣
。
（
泰
伯
）
 
先
生
は
「
禹
に
つ
い
て
は
わ
た
し
は
言
う
と
こ
ろ
が
な
い
。
飲
食
を
質
素
に
し
て
先
祖
の
み
た
ま
に
孝
を
つ
く
し
、
衣
朋
を
粗
末
に
し
て
（
祭
祀
の
た
め
の
）
黻
や
冕
を
立
派
に
し
、
臩
分
の
住
ま
い
は
高
く
せ
ず
、
灌
漑
の
水
路
の
た
め
に
力
を
つ
く
し
た
。
禹
に
つ
い
て
は
わ
た
し
は
言
う
と
こ
ろ
が
な
い
」
と
い
わ
れ
た
。
 
 
（
５
）
は
、
孔
子
と
子
路
の
「
鬼
神
」
と
「
死
」
と
を
め
ぐ
る
問
答
で
あ
る
。
こ
こ
の
「
鬼
神
」
は
何
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晏
集
解
に
引
く
陳
群
注
に
よ
れ
ば
死
者
の
た
ま
し
い
を
指
す
１
３
９
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
孔
子
は
生
人
に
事
え
る
こ
と
も
で
き
て
い
な
の
に
、
死
者
の
た
ま
し
い
に
事
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
と
述
べ
て
い
る
。「
事
鬼
神
」
は
、
『
書
』
金
縢
篇
（
用
法
三
‐
①
）
に
お
い
て
先
祖
の
み
た
ま
を
祭
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。
こ
こ
の
「
鬼
神
」
も
死
者
の
た
ま
し
い
だ
け
で
な
く
先
祖
の
み
た
ま
を
も
含
ん
で
い
る
。
お
そ
ら
く
孔
子
は
、
子
路
が
先
祖
の
み
た
ま
や
「
死
」
に
接
す
る
態
度
を
問
う
た
の
に
対
し
て
、
そ
れ
を
問
う
ほ
ど
子
路
に
は
「
生
」
へ
の
探
求
が
足
り
て
い
な
い
と
判
断
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
生
人
と
「
事
鬼
神
」
と
が
対
に
な
っ
て
見
え
る
用
例
は
、
『
左
伝
』
昭
公
七
年
に
「
奉
民
人
、
事
鬼
神
（
人
民
を
奉
じ
て
、
先
祖
の
み
た
ま
に
事
え
る
）
」
と
あ
り
、
同
昭
公
十
三
年
に
「
吾
未
撫
民
人
、
未
事
鬼
神
（
わ
た
し
は
人
民
を
慰
撫
し
た
こ
と
な
く
、
先
祖
の
み
た
ま
に
事
え
た
こ
と
も
な
い
）
」
と
あ
る
。
 
（
６
）
の
「
敬
鬼
神
而
遠
之
（
鬼
神
を
敬
し
て
之
を
遠
ざ
く
）
」
は
、
一
般
的
に
孔
子
の
鬼
神
に
対
す
る
消
極
的
な
態
度
の
表
れ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
古
注
に
よ
れ
ば
、
孔
子
は
鬼
神
を
尊
び
無
闇
に
穢
さ
な
い
た
め
に
、
「
之
を
遠
ざ
く
」
と
い
う
態
度
で
接
し
て
い
る
と
解
釈
で
き
る
１
４
０
。
儒
家
に
お
い
て
「
鬼
神
を
敬
う
」
こ
と
は
、
民
に
行
わ
せ
て
治
め
る
、
治
術
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
『
礼
記
』
曲
礼
上
に
「
卜
筮
者
、
先
聖
王
之
所
以
使
民
信
時
旣
、
敬
鬼
神
、
畏
法
令
也
（
卜
筮
は
、
い
に
し
え
の
聖
王
が
人
民
に
旣
の
吉
凶
を
信
じ
、
鬼
神
を
敬
い
、
法
令
を
畏
怖
し
て
従
わ
せ
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
）
」
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と
あ
る
。
 
（
７
）
に
お
い
て
も
、
孔
子
の
鬼
神
に
対
す
る
敬
虔
な
態
度
が
表
れ
て
い
る
。
「
黻
冕
」
は
祭
祀
に
用
い
る
前
だ
れ
と
か
ん
む
り
の
こ
と
。
 
そ
の
他
、
『
左
伝
』
隱
公
十
一
年
に
は
「
（
鄭
伯
曰
）
天
禍
許
國
、
鬼
神
實
不
逞
于
許
君
、
而
假
手
于
我
寡
人
（
鄭
伯
が
次
の
よ
う
に
い
っ
た
、
天
は
許
国
に
禍
い
を
降
さ
れ
、
鬼
神
も
許
君
の
不
徳
を
こ
こ
ろ
よ
く
思
わ
ず
、
わ
た
し
の
手
を
借
り
（
て
許
国
を
攻
め
さ
せ
）
た
の
で
す
）
」
と
あ
り
、
「
天
」
と
「
鬼
神
」
が
許
君
に
罰
を
降
す
こ
と
を
決
め
、
鄭
伯
の
手
を
借
り
て
許
国
を
攻
め
さ
せ
た
こ
と
が
見
え
て
い
る
。
 
  
『
論
語
』
に
お
け
る
鬼
神
は
、
『
詩
』
『
書
』
に
比
し
て
意
味
が
豊
富
に
な
り
、
「
鬼
」
に
死
者
の
意
味
が
見
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
鬼
神
を
祭
祀
す
る
と
き
、
ど
の
よ
う
な
気
持
ち
で
鬼
神
に
対
す
る
の
か
が
問
題
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
孔
子
は
鬼
神
に
対
し
て
、
真
摯
な
態
度
で
、
敬
虔
な
気
持
ち
を
も
っ
て
接
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
鬼
神
を
祭
る
の
は
そ
こ
に
存
在
す
る
か
の
よ
う
に
祭
り
な
さ
い
、
と
い
う
の
は
、
背
景
に
鬼
神
存
在
の
有
無
が
問
題
と
な
っ
て
い
た
こ
と
を
呈
し
て
い
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
か
た
や
民
間
に
お
い
て
は
、
鬼
神
を
祭
る
こ
と
で
幸
福
を
得
る
と
い
う
信
仰
が
流
行
し
て
お
り
、
子
路
の
祈
祷
も
こ
れ
に
影
響
さ
れ
た
も
の
だ
が
、
孔
子
は
鬼
神
を
め
ぐ
る
こ
う
し
た
俗
信
に
は
批
判
的
で
あ
っ
た
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と
考
え
ら
れ
る
。
 
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
 
次
に
戦
国
中
期
の
『
孟
子
』
を
見
て
い
こ
う
。
『
孟
子
』
に
は
「
鬼
」
と
「
鬼
神
」
と
は
見
え
ず
、
「
神
」
が
四
例
あ
る
。「
神
」
に
は
新
た
に
「
名
称
」
を
表
す
も
の
も
見
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
全
て
挙
げ
る
。
 
 
【
二
 
神
】
 
二
‐
①
「
死
者
の
変
化
し
た
も
の
」
 
 
※
用
例
無
し
。
 
 
二
‐
②
「
か
み
・
か
み
が
み
（
天
の
下
位
神
）
」
※
一
例
。
 
 
（
１
）
（
萬
章
）
曰
「
敢
問
、
薦
之
於
天
而
天
受
之
、
暴
之
於
民
而
民
受
之
１
４
１
、
如
何
。
」
（
孟
子
）
曰
「
使
之
主
祭
而
百
神
享
之
、
是
天
受
之
。
使
之
主
事
而
事
治
、
百
姓
安
之
、
是
民
受
之
也
。
天
與
之
、
人
與
之
、
故
曰
天
子
不
能
以
天
下
與
人
。
」
（
万
章
上
）
 
 
 
 
万
章
が
「
た
っ
て
お
た
ず
ね
し
ま
す
。
（
先
生
が
）
『
堯
が
天
に
舜
を
推
薦
す
る
と
天
は
こ
れ
を
受
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け
入
れ
、
人
民
に
舜
を
示
す
と
人
民
も
こ
れ
を
受
け
入
れ
た
』
と
い
わ
れ
た
の
は
、
ど
う
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
」
と
い
っ
た
。
孟
子
は
「
堯
が
舜
に
祭
祀
を
つ
か
さ
ど
ら
せ
る
と
か
み
が
み
は
こ
れ
を
受
け
入
れ
て
、
天
も
こ
れ
を
受
け
入
れ
た
。（
こ
れ
は
天
が
舜
を
承
認
さ
れ
た
立
派
な
証
拞
で
あ
る
。
）
ま
た
舜
に
政
治
を
と
ら
せ
て
み
た
と
こ
ろ
、
す
べ
て
う
ま
く
治
ま
っ
て
人
民
は
満
足
し
て
泰
平
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
人
民
が
舜
を
承
認
し
た
立
派
な
証
拞
で
あ
る
。
つ
ま
り
天
が
舜
に
天
下
を
与
え
、
人
民
も
ま
た
舜
に
天
下
を
与
え
た
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
私
は
『
い
か
に
天
子
で
も
勝
手
に
天
下
を
人
に
与
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
』
と
い
っ
た
の
だ
」
と
い
わ
れ
た
。
 
 
こ
れ
は
、
万
章
が
「
堯
と
舜
は
誰
に
天
下
を
与
え
ら
れ
た
の
か
」
と
問
い
、
孟
子
が
「
天
が
与
え
た
」
と
答
え
る
、
一
連
の
問
答
に
あ
た
る
。
「
百
神
」
は
『
詩
』
の
例
と
同
じ
く
「
か
み
が
み
」
の
こ
と
。
こ
こ
に
は
「
天
」
―
「
百
神
」
―
「
百
姓
」
と
い
う
、
祭
祀
を
中
心
と
し
た
上
下
の
関
係
が
見
え
て
い
る
。「
天
」
を
上
位
と
し
て
、
祭
祀
の
対
象
の
「
神
」
と
、
祭
祀
す
る
「
人
」
と
い
う
関
係
は
、
『
詩
』
『
書
』
の
用
法
二
‐
②
「
か
み
・
か
み
が
み
（
天
の
下
位
神
）
」
に
お
い
て
い
く
つ
か
見
え
て
お
り
、
孟
子
よ
り
も
古
い
周
代
の
信
仰
を
継
承
し
て
い
る
。
 
 
  
122 
 
二
‐
③
「
神
秘
的
な
こ
と
」
※
二
例
。
 
 
（
２
）
孟
子
曰
「
…
…
夫
君
子
所
過
者
化
、
所
存
者
神
、
上
下
與
天
地
同
流
。
」
１
４
２
（
盡
心
上
）
 
 
 
 
孟
子
は
「
…
…
そ
も
そ
も
君
子
が
そ
こ
を
通
り
過
ぎ
れ
ば
（
民
を
）
感
化
し
、
そ
こ
に
い
れ
ば
（
民
に
）
不
可
思
議
な
変
化
を
も
た
ら
す
。
そ
の
徳
は
上
下
と
天
地
と
流
れ
を
同
じ
く
す
る
ほ
ど
（
に
広
大
）
で
あ
る
」
と
い
っ
た
。
 
（
３
）
（
孟
子
）
曰
「
可
欲
之
謂
善
、
有
諸
己
之
謂
信
、
充
實
之
謂
美
、
充
實
而
有
光
輝
之
謂
大
、
大
而
化
之
之
謂
聖
、
聖
而
不
可
知
之
謂
神
。
」
（
盡
心
下
）
 
孟
子
は
「
こ
う
あ
り
た
い
と
思
う
こ
と
こ
れ
を
善
と
い
い
、
こ
の
善
が
臩
分
の
も
の
と
し
て
現
れ
て
い
る
こ
と
こ
れ
を
信
と
い
い
、
こ
の
信
を
充
実
す
る
こ
と
こ
れ
を
美
と
い
い
、
美
が
充
実
し
て
外
に
光
輝
を
放
つ
こ
と
こ
れ
を
（
偉
）
大
と
い
い
、
（
偉
）
大
で
あ
っ
て
人
々
を
感
化
す
る
こ
と
こ
れ
を
聖
と
い
い
、
聖
で
あ
っ
て
推
し
は
か
る
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
、
こ
れ
を
神
と
い
う
」
と
い
っ
た
。
 
  
（
２
）
（
３
）
の
「
神
」
は
と
も
に
不
可
思
議
で
神
秘
的
な
こ
と
を
表
し
て
い
る
。
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（
２
）
は
君
子
の
善
な
る
徳
が
、
民
を
感
化
し
て
、
不
可
思
議
な
現
象
ま
で
起
こ
す
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
こ
の
「
所
過
者
化
、
所
存
者
神
（
過
ぐ
る
所
は
化
し
、
存
す
る
所
は
神
た
り
）
」
は
、
『
荀
子
』
に
同
様
の
用
例
が
い
く
つ
か
見
え
て
お
り
１
４
３
、
戦
国
末
期
の
儒
者
に
定
型
句
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
よ
う
だ
。
 
（
３
）
は
、
浩
生
不
害
が
楽
正
子
の
人
と
な
り
を
尋
ね
た
際
の
、
孟
子
の
言
葉
で
あ
る
。
孟
子
は
人
物
評
価
の
基
準
に
六
つ
の
語
（
「
善
」
「
信
」
「
美
」
「
大
」
「
聖
」
「
神
」
の
六
つ
）
を
挙
げ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
言
葉
の
定
義
を
行
う
。
そ
の
う
ち
の
一
つ
の
「
神
」
は
、
人
智
を
超
え
た
精
神
の
高
み
を
表
現
す
る
の
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
 
 
二
‐
④
「
形
容
詞
（
神
聖
な
る
）
」
 
 
※
用
例
無
し
。
 
 
二
‐
⑤
「
名
称
」
※
一
例
。
 
 
（
４
）
有
爲
神
農
之
言
者
許
行
。
（
滕
文
公
上
）
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神
農
の
言
説
を
奉
じ
る
許
行
と
い
う
も
の
が
い
た
。
 
 
「
神
農
」
は
三
皇
の
一
人
で
、
民
に
は
じ
め
て
農
業
を
教
え
た
と
さ
れ
る
人
物
。
 
 
『
孟
子
』
に
は
鬼
神
に
関
す
る
記
載
が
「
神
」
の
用
例
し
か
見
え
て
い
な
い
。
「
神
」
は
、
『
詩
』
『
書
』
で
見
た
「
天
」
と
「
人
」
と
の
中
間
に
位
置
す
る
も
の
や
、
神
秘
的
な
力
を
表
す
も
の
も
見
え
て
い
た
が
、
用
例
が
尐
な
い
た
め
こ
れ
以
上
は
分
か
ら
な
い
。
 
【
表
一
】
で
見
た
よ
う
に
、
『
孟
子
』
の
用
例
は
『
論
語
』
よ
り
も
更
に
尐
な
く
、
先
秦
文
献
の
中
で
も
比
較
的
尐
な
い
部
類
に
入
る
。『
論
語
』
に
は
、
孔
子
が
鬼
神
に
対
し
て
真
摯
な
態
度
で
接
し
た
こ
と
が
見
え
て
い
た
が
、
孟
子
も
そ
れ
を
受
け
継
ぎ
、
鬼
神
に
つ
い
て
軽
々
し
く
口
に
し
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。
そ
れ
が
『
孟
子
』
に
鬼
神
に
関
す
る
記
載
が
尐
な
い
こ
と
と
し
て
反
映
さ
れ
て
い
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
 
 
道
家
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ま
ず
は
『
老
子
』
に
つ
い
て
見
て
い
く
。
『
老
子
』
に
は
鬼
神
に
関
す
る
語
が
十
例
あ
り
、
そ
の
う
ち
二
例
が
「
鬼
」
、
八
例
が
「
神
」
、
「
鬼
神
」
は
見
え
な
い
。
全
て
挙
げ
る
。
 
 
【
一
 
鬼
】
 
一
‐
①
「
遠
い
・
外
の
意
」
 
※
用
例
無
し
。
 
 
一
‐
②
「
姿
の
見
え
な
い
存
在
」
 
※
用
例
無
し
。
 
 
一
‐
③
「
死
者
の
変
化
し
た
も
の
」
※
二
例
。
 
 
〃
死
者
の
た
ま
し
い
〄
 
（
１
）
以
道
蒞
天
下
、
其
鬼
不
神
。
非
其
鬼
不
神
、
其
神
不
傷
人
。
非
其
神
不
傷
人
、
聖
人
亦
不
傷
人
。
夫
兩
不
相
傷
、
故
德
交
歸
焉
。
（
第
六
十
章
）
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道
に
よ
っ
て
天
下
を
治
め
れ
ば
、
死
者
の
た
ま
し
い
は
神
威
を
発
揮
し
な
い
。
そ
の
死
者
の
た
ま
し
い
が
神
威
を
発
揮
し
な
い
の
で
は
な
く
、
そ
の
神
威
が
人
民
を
傷
つ
け
な
い
。
そ
の
神
威
が
人
民
を
傷
つ
け
な
い
だ
け
で
な
く
、
聖
人
も
ま
た
人
民
を
傷
つ
け
な
い
。
そ
も
そ
も
死
者
の
た
ま
し
い
と
聖
人
と
ど
ち
ら
も
相
手
を
傷
つ
け
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
徳
が
こ
も
ご
も
集
ま
っ
て
く
る
の
だ
。
 
 
こ
こ
で
の
「
鬼
」
は
広
く
死
者
の
霊
魂
を
指
し
て
い
る
。
「
鬼
」
は
時
と
し
て
人
に
悪
い
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
場
合
、
「
道
」
に
よ
っ
て
対
応
す
れ
ば
、
「
鬼
」
の
威
力
が
達
す
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
。
つ
ま
り
「
鬼
」
は
「
道
」
よ
り
も
価
値
的
に
低
次
の
も
の
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
。
主
役
は
あ
く
ま
で
「
道
」
で
あ
っ
て
、
「
鬼
」
は
そ
の
偉
大
さ
を
説
明
す
る
の
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。
四
つ
の
「
神
」
は
用
法
二
‐
③
の
用
法
に
あ
た
り
、
神
秘
的
な
力
の
こ
と
を
い
う
。
 
 
【
二
 
神
】
 
二
‐
①
「
死
者
の
変
化
し
た
も
の
」
 
 
※
用
例
無
し
。
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二
‐
②
「
か
み
・
か
み
が
み
（
天
の
下
位
神
）
」
※
三
例
。
 
 
（
２
）
谷
神
不
死
、
是
謂
玄
牝
。
玄
牝
之
門
、
是
謂
天
地
根
。
綿
綿
若
存
、
用
之
不
勤
１
４
４
。
（
第
六
章
） 
 
 
 
谷
の
か
み
は
死
ぬ
こ
と
は
な
い
。
こ
れ
を
玄
牝
と
い
う
。
玄
牝
の
門
を
、
天
地
の
根
源
と
い
う
。
絶
え
間
な
く
存
在
し
続
け
て
、
疲
れ
る
こ
と
が
な
い
。
 
（
３
）
昔
之
得
一
者
、
天
得
一
以
清
、
地
得
一
以
寧
、
神
得
一
以
靈
、
谷
得
一
以
盈
、
萬
物
得
一
以
生
、
侯
王
得
一
以
爲
天
下
貞
。
其
致
之
１
４
５
。
天
無
以
清
將
恐
裂
、
地
無
以
寧
將
恐
發
、
神
無
以
靈
將
恐
歇
、
谷
無
以
盈
將
恐
竭
、
萬
物
無
以
生
將
恐
滅
、
侯
王
無
以
貴
高
將
恐
蹶
。
（
第
三
十
九
章
）
 
 
 
 
む
か
し
一
を
得
た
も
の
は
、
天
は
一
を
得
て
清
ら
か
で
、
地
は
一
を
得
て
安
ら
か
で
、
か
み
は
一
を
得
て
霊
妙
で
、
谷
は
一
を
得
て
満
ち
、
万
物
は
一
を
得
て
生
ま
れ
、
王
侯
は
一
を
得
て
天
下
の
長
と
な
っ
た
。
こ
れ
ら
は
一
に
よ
っ
て
そ
う
な
っ
た
。
天
は
清
ら
か
で
な
け
れ
ば
裂
け
る
か
も
し
れ
な
い
し
、
地
は
安
ら
か
で
な
け
れ
ば
崩
れ
る
か
も
し
れ
な
い
し
、
か
み
は
霊
妙
で
な
け
れ
ば
止
む
か
も
し
れ
な
い
し
、
谷
は
満
ち
な
け
れ
ば
涸
れ
る
か
も
し
れ
な
し
、
万
物
は
生
ま
れ
な
け
れ
ば
滅
び
る
か
も
し
れ
な
し
、
王
侯
は
高
貴
で
な
け
れ
ば
倒
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
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（
２
）
の
「
谷
神
」
は
谷
に
宿
る
神
の
こ
と
１
４
６
。
「
谷
」
は
（
３
）
に
お
い
て
も
「
神
得
一
以
靈
、
谷
得
一
以
盈
（
神
は
一
を
得
て
以
て
靈
に
、
谷
は
一
を
得
て
以
て
盈
ち
）
」
と
あ
り
、
「
神
」
と
対
応
し
て
い
る
。
谷
は
空
虚
で
奥
深
く
、
水
が
流
れ
て
集
ま
っ
て
く
る
場
所
で
あ
る
。『
老
子
』
第
四
十
一
章
に
も
「
上
德
若
谷
（
最
高
の
徳
は
谷
の
よ
う
で
あ
る
）
」
と
あ
る
よ
う
に
、
最
高
の
徳
を
象
徴
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
 
 
二
‐
③
「
神
秘
的
な
こ
と
」
 
※
四
例
。
用
法
一
‐
③
の
（
１
）
に
既
出
。
 
 
二
‐
④
「
形
容
詞
（
神
聖
な
る
）
」
※
一
例
。
 
 
（
４
）
將
欲
取
天
下
而
爲
之
、
吾
見
其
不
得
已
。
天
下
神
器
、
不
可
爲
也
。
爲
者
敗
之
、
執
者
失
之
。
（
第
二
十
九
章
）
 
 
 
 
天
下
を
取
っ
て
治
め
よ
う
と
し
て
も
、
わ
た
し
は
そ
れ
が
上
手
く
い
か
な
い
と
分
か
っ
て
い
る
。
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天
下
と
い
う
神
聖
な
器
は
、
（
故
意
に
）
治
め
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
や
ろ
う
と
す
れ
ば
壊
れ
て
し
ま
い
、
捕
ら
え
よ
う
と
す
れ
ば
失
っ
て
し
ま
う
。
 
 
こ
こ
で
は
「
器
」
の
神
妙
な
る
さ
ま
を
形
容
し
て
冠
せ
ら
れ
て
い
る
。
 
 
二
‐
⑤
「
名
称
」
 
 
※
用
例
無
し
。
 
  
『
老
子
』
に
お
い
て
「
鬼
」
は
、「
道
」
の
偉
大
さ
を
説
明
す
る
の
に
利
用
さ
れ
て
お
り
、
価
値
的
に
「
道
」
よ
り
も
低
次
な
も
の
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
鬼
神
を
祭
祀
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
記
載
が
全
く
無
い
の
も
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
。
 
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
 
次
に
『
荘
子
』
を
見
て
い
く
。
『
荘
子
』
に
は
鬼
神
に
関
す
る
語
が
百
四
十
一
例
あ
り
、
そ
の
う
ち
二
十
九
例
が
「
鬼
」
、
百
六
例
が
「
神
」
、
六
例
が
「
鬼
神
」
で
あ
る
。
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【
一
 
鬼
】
 
一
‐
①
「
遠
い
・
外
の
意
」
 
 
※
用
例
無
し
。
 
 
一
‐
②
「
姿
の
見
え
な
い
存
在
」
※
四
例
。
 
 
〃
か
み
が
み
〄
 
（
１
）
夫
道
、
…
…
臩
本
臩
根
、
未
有
天
地
、
臩
古
以
固
存
、
神
鬼
神
帝
、
生
天
生
地
。
（
内
篇
・
大
宗
師
）
 
道
と
は
、
…
…
そ
れ
臩
体
が
本
源
と
な
り
根
源
と
な
る
も
の
で
、
天
地
が
ま
だ
存
在
し
な
い
、
古
代
か
ら
も
と
も
と
存
在
し
、
か
み
や
上
帝
を
神
聖
に
し
、
天
や
地
を
生
み
出
し
た
。
 
〃
あ
や
か
し
〄
 
（
２
）
桓
公
田
於
澤
、
管
仲
御
、
見
鬼
焉
。
公
撫
管
仲
之
手
曰
「
仲
父
何
見
。
」
對
曰
「
臣
无
所
見
。
」
公
反
、
誒
詒
爲
病
、
數
旣
不
出
。
齊
士
有
皇
子
告
敖
者
曰
「
公
則
臩
傷
。
鬼
惡
能
傷
公
。
夫
忿
滀
之
氣
、
散
而
不
反
、
則
爲
不
足
。
上
而
不
下
、
則
使
人
善
怒
。
下
而
不
上
、
則
使
人
善
忘
。
不
上
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不
下
、
中
身
當
心
、
則
爲
病
。
」
桓
公
曰
「
然
則
有
鬼
乎
。
」
曰
「
有
。
沈
有
履
、
竈
有
髻
。
戸
内
之
煩
壤
、
雷
霆
處
之
。
東
北
方
之
下
者
、
倍
阿
鮭
蠪
躍
之
。
西
北
方
之
下
者
、
則
泆
陽
處
之
。
水
有
罔
象
、
丘
有
峷
、
山
有
夔
、
野
有
彷
徨
、
澤
有
委
蛇
。
」
（
外
篇
・
達
生
）
 
桓
公
が
沢
地
で
狩
り
を
し
た
と
き
、
管
仲
が
馬
車
の
手
綱
を
と
っ
て
い
た
が
、
あ
や
か
し
が
桓
公
の
目
に
入
っ
た
。
そ
こ
で
管
仲
の
手
を
お
さ
え
て
「
仲
父
よ
、
何
が
見
え
た
の
か
」
と
た
ず
ね
た
が
、
答
え
て
「
わ
た
し
は
、
何
も
見
え
な
か
っ
た
」
と
い
っ
た
。
桓
公
は
狩
り
か
ら
戻
る
と
、
ぼ
ん
や
り
し
た
状
態
で
病
気
に
な
り
、
数
旣
間
外
出
し
な
か
っ
た
。
斉
の
士
に
皇
子
告
敖
と
い
う
者
が
い
て
「
桓
公
は
臩
分
を
傷
つ
け
て
い
る
。
あ
や
か
し
に
は
殿
様
を
病
気
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
も
そ
も
内
に
こ
も
っ
た
気
が
外
に
発
散
し
て
も
と
に
戻
ら
な
い
と
、
気
力
が
不
足
に
な
る
の
で
す
。
気
が
頭
の
方
に
上
っ
て
降
り
な
い
と
、
人
を
怒
り
っ
ぽ
く
さ
せ
る
し
、
反
対
に
足
の
方
へ
降
り
て
上
っ
て
こ
な
い
と
、
人
を
忘
れ
っ
ぽ
く
さ
せ
る
。
上
り
も
し
な
け
れ
ば
降
り
も
せ
ず
、
体
の
真
ん
中
で
胸
に
と
ま
っ
て
い
る
と
、
病
気
に
な
る
」
と
い
っ
た
。
桓
公
は
「
そ
う
い
う
こ
と
な
ら
、
あ
や
か
し
は
い
る
の
か
な
」
と
た
ず
ね
た
。
「
い
る
。
泥
水
の
た
ま
り
に
は
、
「
履
」
が
お
り
、
竈
に
は
「
髻
」
が
い
る
。
門
内
の
掃
き
溜
め
に
は
「
雷
霆
」
が
棲
み
つ
く
。
家
の
東
北
の
隅
の
地
下
に
は
「
倍
阿
」
・
「
鮭
蠪
」
が
跳
ね
回
り
、
西
北
の
隅
の
地
下
に
は
「
泆
陽
」
が
身
を
潜
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め
て
い
る
。
ま
た
、
水
の
中
に
は
「
罔
象
」
、
丘
に
は
「
峷
」
、
山
に
は
「
夔
」
、
野
に
は
「
彷
徨
」
、
沢
に
は
「
委
蛇
」
が
い
る
」
と
い
っ
た
。
 
 
（
１
）
に
は
、
「
道
」
が
鬼
神
や
上
帝
を
神
聖
に
し
て
天
地
を
生
み
出
す
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
の
「
鬼
」
は
、
天
地
誔
生
以
前
か
ら
の
存
在
で
あ
り
、「
帝
」
と
対
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
見
て
も
、
「
か
み
が
み
」
を
指
し
て
い
る
と
考
え
る
。
「
神
」
と
あ
る
の
は
、
「
道
」
が
こ
れ
ら
に
神
性
を
付
与
し
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
１
４
７
。
先
の
『
老
子
』
の
用
法
一
（
１
）
で
は
、
「
道
」
に
よ
っ
て
「
鬼
」
の
「
神
（
神
威
）
」
を
制
御
す
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
た
。
 
（
２
）
の
「
鬼
」
は
怪
し
い
化
け
物
や
神
獣
の
類
を
い
う
。
桓
公
は
最
初
、
臩
分
は
「
鬼
」
を
見
た
か
ら
病
気
に
な
っ
た
と
信
じ
て
い
た
。
皇
子
告
敖
は
そ
れ
を
否
定
し
、
「
鬼
」
と
「
病
」
と
の
因
果
関
係
を
認
め
て
い
な
い
。
病
い
は
気
か
ら
と
い
う
こ
と
を
言
っ
て
い
る
。
か
と
い
っ
て
「
鬼
」
の
存
在
を
も
否
定
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
皇
子
告
敖
の
列
挙
す
る
「
鬼
」
は
、
竈
の
神
の
「
髻
」
、
雷
の
神
の
「
雷
霆
」
、
蜥
蜴
の
神
の
「
倍
阿
」
、
蝦
蟇
の
神
の
「
鮭
蠪
」
、
神
獣
の
「
泆
陽
」
、
水
の
神
の
「
罔
象
」
、
山
の
神
の
「
峷
」
、
一
足
神
獣
の
「
夔
」
、
野
に
潜
む
「
彷
徨
」
、
沢
に
棲
む
「
委
蛇
」
な
ど
と
、
至
る
所
に
潜
み
、
姿
か
た
ち
も
様
々
で
あ
る
。
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一
‐
③
「
死
者
の
変
化
し
た
も
の
」
※
十
二
例
。
 
 
〃
先
祖
・
肉
親
の
み
た
ま
〄
 
（
３
）
魯
侯
曰
「
吾
學
先
王
之
道
、
脩
先
君
之
業
。
吾
敬
鬼
尊
賢
、
親
而
行
之
、
无
須
臾
離
居
。
」
（
外
篇
・
山
木
）
 
魯
侯
は
「
わ
た
し
は
先
王
の
道
を
学
び
、
魯
の
先
君
の
事
業
を
修
め
て
き
た
。
わ
た
し
は
先
祖
の
み
た
ま
を
敬
い
賢
者
を
尊
び
、
臩
身
も
正
し
い
行
い
を
し
、
一
瞬
も
そ
う
し
た
心
構
え
か
ら
離
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
」
と
い
っ
た
。
 
 
こ
の
「
鬼
」
は
「
魯
の
先
君
」
と
あ
る
よ
う
に
、
先
祖
の
霊
魂
を
指
す
。
「
敬
鬼
」
は
、
『
論
語
』
の
用
法
三
（
６
）
で
見
た
「
敬
鬼
神
而
遠
之
（
鬼
神
を
敬
し
て
之
を
遠
ざ
く
）
」
（
雍
也
）
と
同
じ
で
、
先
祖
の
み
た
ま
を
敬
虔
な
気
持
ち
で
奉
じ
る
こ
と
を
い
う
。
 
 
〃
死
者
の
た
ま
し
い
〄
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（
４
）
道
通
、
其
分
也
、
其
成
也
毀
也
。
所
惡
乎
分
者
、
其
分
也
以
備
。
所
以
惡
乎
備
者
、
其
有
以
備
。
故
出
而
不
反
、
見
其
鬼
。
出
而
得
、
是
謂
得
死
。
滅
而
有
實
、
鬼
之
一
也
。
以
有
形
者
象
无
形
者
、
而
定
矣
。
（
雑
篇
・
庚
桑
楚
）
 
 
 
 
道
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
分
立
し
た
個
物
を
つ
ら
ぬ
い
て
い
る
。
個
物
の
一
方
で
の
完
成
は
他
方
で
は
破
壊
な
の
だ
。
分
立
で
は
悪
い
と
い
う
わ
け
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
分
立
し
て
臩
分
だ
け
で
完
全
に
な
ろ
う
と
す
る
か
ら
だ
。
完
全
に
な
る
こ
と
が
悪
い
と
い
う
わ
け
は
、
そ
れ
ぞ
れ
完
全
な
あ
り
方
を
固
執
し
よ
う
と
す
る
か
ら
だ
。
そ
こ
で
生
ま
れ
出
て
き
て
（
そ
れ
に
固
執
し
て
）
も
と
に
戻
ら
な
い
で
い
る
と
、
（
や
が
て
精
神
錯
乱
で
）
お
ば
け
が
見
え
て
く
る
。
生
ま
れ
出
て
き
て
得
ら
れ
る
も
の
、
そ
れ
は
死
を
得
る
と
い
う
こ
と
だ
。
死
滅
し
て
な
お
実
質
が
あ
る
の
は
、
お
ば
け
に
ひ
と
し
い
。
分
立
し
て
個
物
の
形
を
持
ち
な
が
ら
、
（
個
物
を
つ
ら
ぬ
く
）
無
形
の
道
に
模
範
を
と
っ
て
い
く
な
ら
、
安
定
が
得
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
 
（
５
）
顏
成
子
游
謂
東
郭
子
綦
曰
「
臩
吾
聞
子
之
言
、
一
年
而
野
、
二
年
而
從
、
三
年
而
通
、
四
年
而
物
、
亓
年
而
來
、
六
年
而
鬼
入
、
七
年
而
天
成
、
八
年
而
不
知
死
、
不
知
生
、
九
年
而
大
妙
。
…
…
有
以
相
應
也
、
若
之
何
其
无
鬼
邪
。
無
以
相
應
也
、
若
之
何
其
有
鬼
邪
。
」
（
雑
篇
・
寓
言
）
 
 
 
 
顔
成
子
游
が
東
郭
子
綦
に
向
か
っ
て
「
わ
た
し
は
先
生
の
教
え
を
受
け
て
か
ら
、
一
年
経
つ
と
素
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朴
に
な
り
、
二
年
経
つ
と
周
囲
に
従
順
に
な
り
、
三
年
経
つ
と
周
囲
と
通
じ
合
う
よ
う
に
な
り
、
四
年
経
つ
と
対
象
の
事
物
に
な
り
き
る
よ
う
に
な
り
、
亓
年
経
つ
と
す
べ
て
の
も
の
が
臩
分
に
集
ま
っ
て
く
る
よ
う
に
な
り
、
六
年
経
つ
と
死
者
の
た
ま
し
い
が
心
の
中
に
宿
る
よ
う
に
な
り
、
七
年
経
つ
と
あ
る
が
ま
ま
の
臩
然
性
が
完
成
し
、
八
年
経
つ
と
生
死
の
区
別
も
忘
れ
、
九
年
目
に
は
絶
妙
の
境
地
に
達
し
た
。
…
…
物
と
物
と
が
う
ま
く
対
応
し
て
い
る
こ
と
が
あ
る
と
、
死
者
の
た
ま
し
い
が
存
在
し
な
い
と
は
い
え
な
い
だ
ろ
う
。
（
し
か
し
ま
た
）
物
と
物
と
が
う
ま
く
対
応
し
て
い
な
い
こ
と
が
あ
る
と
、
死
者
の
た
ま
し
い
が
存
在
す
る
と
も
い
え
な
い
だ
ろ
う
。
（
そ
う
し
た
物
の
区
別
を
越
え
て
臩
由
な
境
地
に
到
達
す
べ
き
だ
）
」
と
い
っ
た
。
 
 
（
４
）
は
、
「
鬼
」
が
見
え
る
の
は
、
精
神
が
不
安
定
な
状
態
に
あ
る
た
め
と
し
て
い
る
。
こ
の
「
鬼
」
は
人
が
死
ん
で
変
化
し
た
幽
霊
の
類
を
い
う
。
 
（
５
）
で
は
、
「
大
妙
」
の
境
地
に
至
る
ま
で
の
段
階
に
お
い
て
、
「
鬼
」
が
心
の
中
に
入
っ
て
く
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
「
鬼
入
」
の
段
階
は
、
「
大
妙
」
つ
ま
り
は
「
道
」
に
至
る
ま
で
の
一
段
階
に
過
ぎ
な
い
。
「
鬼
」
が
存
在
す
る
の
か
し
な
い
の
か
、
そ
う
し
た
「
物
」
に
よ
る
価
値
判
断
を
超
え
て
、
精
神
を
臩
由
な
境
地
に
ま
で
到
達
す
べ
き
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
。
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こ
の
他
、
外
篇
・
達
生
に
は
「
吾
以
子
爲
鬼
、
察
子
則
人
也
（
わ
た
し
は
あ
な
た
を
お
ば
け
か
と
思
っ
た
が
、
よ
く
見
る
と
生
き
て
る
人
で
あ
っ
た
）
」
と
あ
り
、
雑
篇
・
盗
跖
に
「
丘
之
所
以
説
我
者
、
若
告
我
以
鬼
事
、
則
我
不
能
知
也
。
若
告
我
以
人
事
者
、
不
過
此
矣
、
皆
吾
所
聞
知
也
（
丘
が
わ
た
し
に
説
き
聞
か
せ
よ
う
と
す
る
こ
と
が
、
も
し
死
者
の
こ
と
だ
と
い
う
な
ら
、
わ
た
し
に
は
分
か
り
そ
う
も
な
い
。
も
し
人
間
の
こ
と
だ
と
い
う
な
ら
、
こ
ん
な
程
度
の
こ
と
な
ら
、
全
て
わ
た
し
の
承
知
し
て
い
る
こ
と
ば
か
り
だ
）
」
と
あ
る
。
こ
れ
ら
の
「
鬼
」
は
死
者
の
た
ま
し
い
の
こ
と
を
い
う
。
 
 
〃
行
為
に
見
合
っ
た
罰
を
降
す
〄
 
（
６
）
爲
不
善
乎
顯
明
之
中
者
、
人
得
而
誅
之
。
爲
不
善
乎
幽
閒
之
中
者
、
鬼
得
而
誅
之
。
明
乎
人
、
明
乎
鬼
者
、
然
後
能
獨
行
。
（
雑
篇
・
庚
桑
楚
）
 
明
る
い
と
こ
ろ
で
不
善
を
行
っ
た
者
は
、
人
が
と
ら
え
て
そ
れ
を
罰
す
る
。
暗
い
と
こ
ろ
で
不
善
を
行
っ
た
者
は
、
鬼
が
と
ら
え
て
そ
れ
を
罰
す
る
。
人
に
通
じ
て
、
鬼
に
通
じ
て
こ
そ
、
臩
由
に
行
動
で
き
る
。
 
 
「
鬼
」
は
人
の
行
為
を
監
視
し
、
悪
行
に
は
罰
を
降
す
存
在
で
あ
る
。
こ
の
他
、
外
篇
・
天
道
に
「
知
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天
樂
者
、
…
…
无
鬼
責
」
、
外
篇
・
刻
意
に
も
「
聖
人
…
…
无
鬼
責
」
と
あ
り
、
精
神
の
臩
由
さ
を
手
に
入
れ
た
者
に
は
、
「
鬼
」
が
咎
め
る
こ
と
は
な
い
と
あ
る
。
 
 
一
‐
④
「
名
称
」
※
十
二
例
。
 
人
名
の
う
ち
に
「
鬼
」
が
含
ま
れ
て
い
る
も
の
。
外
篇
・
天
地
に
「
門
无
鬼
」
が
二
例
あ
り
、
雑
篇
・
徐
无
鬼
に
「
徐
无
鬼
」
が
九
例
、
「
无
鬼
」
が
一
例
あ
る
。
 
 
【
二
 
神
】
 
二
‐
①
「
死
者
の
変
化
し
た
も
の
」
 
 
※
用
例
無
し
。
 
 
二
‐
②
「
か
み
・
か
み
が
み
（
天
の
下
位
神
）
」
※
一
例
。
 
 
（
７
）
齧
缺
問
道
乎
被
衣
。
被
衣
曰
「
若
、
正
汝
形
、
一
汝
視
、
天
和
將
至
。
攝
汝
知
、
一
汝
度
、
神
將
來
舍
。
」
（
外
篇
・
知
北
遊
）
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齧
缺
が
道
に
つ
い
て
被
衣
に
た
ず
ね
た
。
被
衣
は
「
あ
な
た
、
あ
な
た
の
体
を
正
し
く
保
ち
、
あ
な
た
の
視
線
を
一
定
に
し
た
な
ら
、
臩
然
の
調
和
が
身
に
つ
い
て
く
る
だ
ろ
う
。
あ
な
た
の
知
恵
の
は
た
ら
き
を
し
ま
い
こ
ん
で
、
あ
な
た
の
心
の
住
み
か
を
一
定
に
し
た
な
ら
、
か
み
が
や
っ
て
来
て
心
の
中
に
宿
る
だ
ろ
う
」
と
い
っ
た
。
 
 
先
に
見
た
（
６
）
雑
篇
・
寓
言
に
「
六
年
而
鬼
入
」
と
あ
る
の
と
同
じ
。
精
神
の
修
養
に
よ
り
外
物
で
あ
る
鬼
神
と
通
じ
合
え
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
い
っ
て
い
る
。
 
 
二
‐
③
「
神
秘
的
な
こ
と
」
十
八
例
。
 
 
（
８
）
天
尊
、
地
卑
、
神
明
之
位
也
。
（
外
篇
・
天
道
）
 
天
は
上
に
あ
っ
て
尊
く
、
地
は
下
に
あ
っ
て
卑
し
い
、
こ
れ
が
霊
妙
で
精
緻
な
位
階
で
あ
る
。
 
（
９
）
顏
淵
問
仲
尼
曰
「
吾
嘗
濟
乎
觴
深
之
淵
、
津
人
操
舟
若
神
。
」
（
外
篇
・
達
生
）
 
顔
淵
が
仲
尼
に
た
ず
ね
て
「
わ
た
し
は
以
前
、
觴
深
の
淵
を
舟
で
こ
え
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
船
頭
の
舟
の
漕
ぎ
方
は
か
み
わ
ざ
の
よ
う
で
し
た
」
と
い
っ
た
。
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（
８
）
の
「
神
明
」
の
語
は
、
天
地
万
物
の
神
秘
的
な
力
の
こ
と
を
指
す
。
こ
の
意
味
の
「
神
明
」
は
、
『
荘
子
』
内
で
六
例
（
外
篇
・
天
道
に
一
例
、
外
篇
・
知
北
遊
に
一
例
、
雑
篇
・
天
下
に
四
例
）
見
え
る
。
 
（
９
）
の
「
神
」
は
、
船
頭
の
操
舵
の
技
術
が
超
越
的
で
あ
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
。
「
觴
深
之
淵
」
は
、
川
の
流
れ
の
中
で
さ
か
ず
き
の
底
の
よ
う
に
落
ち
込
ん
だ
淵
を
い
う
。
 
 
二
‐
④
「
形
容
詞
（
神
聖
な
る
）
」
※
二
十
四
例
。
 
 
（
１
０
）
故
曰
「
至
人
無
己
＊
神
人
無
功
＊
聖
人
無
名
。
」
（
内
篇
・
逍
遙
遊
）
 
そ
こ
で
「
至
人
に
は
臩
己
が
無
く
、
神
人
に
は
功
績
が
無
く
、
聖
人
に
は
名
誉
が
無
い
」
と
い
う
。
 
（
１
１
）
鼷
鼠
深
穴
乎
神
丘
之
下
以
遾
熏 ＊
１
４
８
鑿
１
４
９
之
患
。
（
内
篇
・
応
帝
王
）
 
ハ
ツ
カ
ネ
ズ
ミ
は
神
聖
な
社
の
祭
壇
の
下
深
く
に
巣
く
っ
て
燻
り
出
し
や
穴
掘
り
の
患
い
を
遾
け
よ
う
と
す
る
。
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（
１
０
）
の
「
神
人
」
は
、
常
人
を
超
越
し
た
人
。
『
荘
子
』
内
に
は
八
例
（
内
篇
・
逍
遥
遊
に
二
例
、
内
篇
・
人
間
に
世
二
例
、
外
篇
・
天
地
に
一
例
、
雑
篇
・
徐
无
鬼
に
一
例
、
雑
篇
・
外
物
に
一
例
、
雑
篇
・
天
下
に
一
例
）
見
え
る
。
「
至
人
」
は
道
に
到
達
し
た
人
、
「
聖
人
」
は
最
高
の
境
地
の
人
、
い
ず
れ
も
理
想
的
人
物
を
指
す
。
 
（
１
１
）
の
「
神
丘
」
は
、
成
玄
英
『
南
華
真
経
注
疏
』（
以
下
、
「
成
疏
」
と
略
す
）
１
５
０
に
「
神
丘
、
社
檀
也
」
と
あ
る
の
に
よ
れ
ば
、
社
の
祭
壇
。
「
神
」
は
神
聖
な
も
の
を
意
味
し
て
冠
せ
ら
れ
て
い
る
。
 
こ
の
他
、
「
神
」
を
冠
す
る
語
は
、
「
神
禹
（
神
聖
な
る
禹
）
」
一
例
（
内
篇
・
斉
物
論
）
、
「
神
龜
（
神
聖
な
る
亀
）
」
三
例
（
外
篇
・
秋
水
に
一
例
、
雑
篇
・
外
物
に
二
例
）
、
「
神
巫
（
神
異
な
巫
）
」
１
５
１
一
例
（
内
篇
・
応
帝
王
）
な
ど
が
見
え
る
。
 
 
二
‐
⑤
「
名
称
」
※
九
例
。
 
人
名
の
う
ち
に
「
神
」
が
含
ま
れ
て
い
る
も
の
。
「
神
農
」
が
九
例
（
外
篇
・
胠
篋
に
一
例
、
外
篇
・
繕
性
に
一
例
、
外
篇
・
至
楽
に
一
例
、
外
篇
・
山
木
に
一
例
、
外
篇
・
知
北
遊
に
三
例
、
雑
篇
・
譲
王
に
一
例
、
雑
篇
・
盗
跖
に
一
例
）
見
え
る
。
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二
‐
⑥
「
こ
こ
ろ
」
※
亓
十
二
例
。
 
 
（
１
２
）
勞
神
明
爲
一
、
而
不
知
其
同
也
、
謂
之
朝
三
。
（
内
篇
・
斉
物
論
）
 
精
神
を
疲
れ
さ
せ
て
一
で
あ
る
と
し
な
が
ら
、
そ
れ
が
同
じ
で
あ
る
こ
と
を
分
か
っ
て
い
な
い
。
そ
れ
を
「
朝
三
」
と
い
う
。
 
（
１
３
）
執
道
者
德
全
、
德
全
者
形
全
、
形
全
者
神
全
。
神
全
者
、
聖
人
之
道
也
。
（
外
篇
・
天
地
）
 
道
を
執
ら
え
れ
ば
徳
も
十
全
に
備
わ
り
、
徳
が
十
全
に
備
わ
れ
ば
身
体
も
十
全
に
動
き
、
身
体
が
十
全
に
動
け
ば
、
精
神
も
十
全
に
働
く
。
精
神
が
十
全
に
働
く
こ
と
が
、
聖
人
の
道
で
あ
る
。 
 
（
１
２
）
の
「
神
明
」
は
、
先
の
（
８
）
の
意
味
と
は
違
い
、
「
精
神
」
を
意
味
す
る
１
５
２
。
「
朝
三
」
と
は
、
「
朝
三
暮
四
」
の
こ
と
。
 
 
（
１
３
）
の
「
神
」
は
精
神
の
意
味
。
臩
分
の
精
神
を
完
全
に
制
御
で
き
て
こ
そ
「
聖
人
」
で
あ
る
と
い
っ
て
い
る
。
 
こ
の
他
、
「
精
神
」
の
語
が
八
例
（
外
篇
・
天
道
二
例
、
外
篇
・
刻
意
一
例
、
外
篇
・
知
北
遊
二
例
、
雑
篇
・
列
禦
寇
二
例
、
雑
篇
・
天
下
一
例
）
見
え
る
。
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【
三
 
鬼
神
】
 
三
‐
①
「
死
者
の
変
化
し
た
も
の
」
※
六
例
。
 
 
（
１
４
）
夫
徇
耳
目
内
通
、
而
外
於
心
知
、
鬼
神
將
來
舍
、
而
況
人
乎
。
是
萬
物
之
化
也
。
（
内
篇
・
人
間
世
）
 
そ
も
そ
も
耳
目
の
感
覚
に
し
た
が
っ
た
ま
ま
心
に
受
け
入
れ
て
、
心
の
知
覚
を
棄
て
れ
ば
、
鬼
神
が
や
っ
て
来
て
心
の
中
に
宿
る
だ
ろ
う
。
ま
し
て
人
で
あ
る
な
ら
な
お
さ
ら
だ
。
こ
れ
が
万
物
を
感
化
す
る
道
な
の
だ
。
 
（
１
５
）
其
聲
能
短
能
長
、
能
柔
能
剛
。
變
化
齊
一
、
不
主
故
常
。
在
谷
滿
谷
、
在
阬
滿
阬
、
塗
卻
１
５
３
守
神
、
以
物
爲
量
。
其
聲
揮
綽
、
其
名
高
明
。
是
故
鬼
神
守
其
幽
、
旣
月
星
辰
行
其
紀
。
（
外
篇
・
天
運
）
 
そ
の
音
色
は
短
く
も
な
り
長
く
も
な
り
、
柔
ら
か
く
も
な
り
堅
く
も
な
る
。
変
化
し
な
が
ら
斉
一
で
あ
り
、
決
ま
り
に
と
ら
わ
れ
な
い
。
深
い
谷
に
お
れ
ば
そ
れ
を
満
た
し
、
小
さ
い
穴
に
お
れ
ば
そ
れ
を
満
た
し
、
隙
間
を
塞
い
で
精
神
を
守
り
、
事
物
に
し
た
が
っ
て
い
く
。
そ
の
音
色
は
ひ
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か
り
輝
き
、
そ
の
名
声
は
高
く
明
ら
か
で
あ
る
。
故
に
鬼
神
は
そ
の
幽
界
を
守
り
、
太
陽
や
月
や
星
々
も
正
し
い
時
間
を
か
け
て
運
行
す
る
の
だ
。
 
 
（
１
４
）
で
は
、
臩
身
の
感
覚
が
受
け
取
っ
た
ま
ま
に
素
直
に
受
け
入
れ
れ
ば
、
「
鬼
神
」
が
そ
の
澄
ん
だ
心
の
う
ち
に
宿
る
こ
と
を
説
い
て
い
る
。
天
地
臩
然
の
一
部
分
と
し
て
「
鬼
神
」
を
捉
え
て
い
る
。
先
に
見
た
（
５
）
雑
篇
・
寓
言
「
六
年
而
鬼
入
」
や
、
（
７
）
外
篇
・
知
北
遊
「
神
將
來
舍
」
と
あ
る
の
に
同
じ
。
 
（
１
５
）
の
「
鬼
神
」
は
、
用
法
一
‐
③
（
６
）
と
同
じ
で
、
暗
闇
に
あ
っ
て
、
人
間
の
行
為
に
応
じ
た
罰
を
降
す
存
在
。
『
老
子
』
の
用
法
一
（
１
）
「
以
道
蒞
天
下
、
其
鬼
不
神
」
（
第
六
十
章
）
と
同
じ
こ
と
を
言
っ
て
い
る
１
５
４
。
 
 
『
荘
子
』
に
お
け
る
鬼
神
に
関
す
る
用
例
に
は
、
「
用
法
一
」
か
ら
「
用
法
三
」
ま
で
全
て
の
用
法
が
見
え
た
。
そ
の
う
ち
、
こ
れ
ま
で
の
分
類
に
見
え
な
か
っ
た
新
し
い
用
法
と
し
て
は
、
「
神
」
が
人
の
こ
こ
ろ
・
精
神
を
意
味
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
用
法
は
『
荘
子
』
全
体
の
約
三
分
の
一
に
上
っ
て
お
り
、
『
荘
子
』
の
大
き
な
特
徴
だ
と
い
え
る
。
そ
れ
に
伴
っ
て
鬼
神
が
心
の
う
ち
に
宿
る
と
い
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う
新
し
い
言
説
が
い
く
つ
か
見
え
て
い
る
。
「
鬼
」
は
、
「
か
み
が
み
」
や
「
物
の
怪
」
を
表
す
用
例
が
新
た
に
見
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
「
鬼
」
は
時
と
し
て
人
の
行
為
に
応
じ
た
罰
を
降
す
こ
と
も
あ
り
、
そ
れ
を
遾
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
精
神
を
臩
由
な
境
地
に
到
達
し
た
も
の
だ
け
だ
と
い
う
。
 
鬼
神
と
「
道
」
と
の
関
係
で
言
え
ば
、
『
老
子
』
に
お
い
て
は
「
道
」
に
よ
っ
て
天
下
に
臨
め
ば
、
「
鬼
」
の
「
神
威
」
を
制
御
で
き
る
（
用
法
一
（
１
）
の
第
六
十
章
）
と
あ
り
、
こ
の
「
道
」
は
精
神
が
到
達
し
た
極
致
の
境
地
の
こ
と
を
い
っ
て
い
る
。
『
荘
子
』
に
お
い
て
は
、
「
道
」
が
鬼
神
や
上
帝
に
神
性
を
付
与
し
て
、
天
地
を
生
み
出
す
（
用
法
一
（
１
）
の
内
篇
・
大
宗
師
）
と
あ
り
、
こ
の
「
道
」
は
万
物
の
創
造
主
の
よ
う
な
存
在
で
あ
る
。
『
荘
子
』
の
こ
の
例
は
、
「
道
」
を
説
明
す
る
の
に
比
喩
的
に
表
現
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
 
こ
の
鬼
神
は
、
「
道
」
を
得
る
た
め
の
一
手
段
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
価
値
的
に
も
「
道
」
よ
り
も
低
次
の
も
の
と
し
て
い
る
。
か
と
い
っ
て
否
定
的
に
見
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
肯
定
的
に
も
見
て
い
な
い
。
そ
の
存
在
に
固
執
す
る
こ
と
な
く
、
そ
れ
を
越
え
て
臩
由
な
境
地
に
到
達
す
べ
き
こ
と
を
重
視
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
 
 
そ
の
他
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儒
家
で
は
戦
国
末
期
の
『
荀
子
』
に
は
、
「
鬼
」
が
六
例
１
５
５
、
「
神
」
が
三
十
九
例
あ
り
、
「
鬼
神
」
は
見
え
な
い
。
礼
論
に
「
祭
者
、
志
意
思
慕
之
情
也
、
忠
信
愛
敬
之
至
矣
…
…
其
在
君
子
以
爲
人
道
也
、
其
在
百
姓
以
爲
鬼
事
也
。
（
祭
祀
と
は
、
死
者
に
対
す
る
ま
ご
ご
こ
ろ
と
思
慕
の
情
で
あ
り
、
忠
信
と
愛
敬
の
極
み
で
あ
る
。
…
…
祭
祀
は
君
子
に
と
っ
て
は
人
と
し
て
の
道
で
あ
り
、
百
姓
に
と
っ
て
は
死
者
の
た
ま
し
い
に
関
す
る
事
だ
と
考
え
ら
れ
る
）
」
と
あ
り
、
祭
祀
と
い
う
の
は
、
君
子
に
と
っ
て
は
生
き
て
い
る
人
の
た
め
に
行
う
の
で
あ
り
、
一
般
の
民
衆
は
単
に
死
者
の
た
ま
し
い
の
事
だ
と
し
か
考
え
な
い
と
い
っ
て
い
る
。
教
養
人
た
る
も
の
は
人
道
を
行
う
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。
 
『
管
子
』
に
は
「
鬼
」
が
四
例
、
「
神
」
が
七
十
亓
例
、
「
鬼
神
」
が
二
十
二
例
あ
る
。
中
で
も
道
法
家
の
思
想
と
さ
れ
る
諸
篇
１
５
６
に
は
、
人
の
心
と
鬼
神
の
働
き
と
が
結
合
し
て
、
鬼
神
を
内
面
化
す
る
試
み
が
な
さ
れ
て
い
る
１
５
７
。
 
兵
家
で
は
『
孫
子
』
に
は
「
鬼
」
が
一
例
、
「
神
」
が
亓
例
、
「
鬼
神
」
が
一
例
あ
る
。
主
に
戦
場
で
の
勝
利
は
鬼
神
や
天
道
な
ど
の
神
秘
的
方
法
で
は
な
く
、
必
ず
人
に
よ
る
べ
き
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
。
用
間
篇
に
「
明
君
賢
將
、
…
…
先
知
者
、
不
可
取
於
鬼
神
、
不
可
象
於
事
、
不
可
驗
於
度
、
必
取
於
人
、
知
敵
之
情
者
也
（
明
晰
な
君
主
や
す
ぐ
れ
た
将
軍
は
、
…
…
ま
ず
知
る
こ
と
と
は
、
鬼
神
の
効
力
を
取
る
の
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で
も
な
く
、
時
事
の
変
化
に
合
わ
せ
る
の
で
も
な
く
、
万
物
の
法
則
に
よ
っ
て
試
す
の
で
も
な
く
、
必
ず
人
に
頼
っ
て
こ
そ
、
敵
の
情
況
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
）
」
と
あ
る
。
時
代
は
下
る
が
『
六
韜
』
１
５
８
に
は
戦
術
上
の
民
衆
を
惑
わ
す
手
段
と
し
て
鬼
神
が
利
用
さ
れ
て
い
る
。
龍
韜
・
王
翼
篇
に
「
術
士
二
人
。
主
爲
譎
詐
、
依
託
鬼
神
、
以
惑
衆
心
（
術
士
二
人
。
人
を
騙
し
て
、
鬼
神
の
効
力
に
仮
託
し
、
民
衆
の
心
を
惑
わ
す
こ
と
を
役
目
と
す
る
）
」
と
あ
る
。
 
  
以
上
、
諸
子
文
献
に
お
け
る
鬼
神
を
め
ぐ
る
言
説
は
、
春
秋
末
以
降
、
祭
祀
と
い
う
行
為
に
重
点
が
置
か
れ
る
よ
う
に
な
り
、
実
際
に
病
気
の
治
癒
な
ど
の
福
禄
が
期
待
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
よ
う
な
民
間
に
流
布
し
て
い
た
俗
信
に
影
響
さ
れ
、
儒
家
は
鬼
神
に
対
し
て
消
極
的
な
態
度
を
執
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
中
に
は
、
鬼
神
を
魂
魄
の
概
念
に
よ
っ
て
把
握
し
よ
う
と
す
る
動
き
や
、
鬼
神
を
人
の
心
と
結
び
つ
け
て
内
面
化
し
よ
う
と
す
る
動
き
な
ど
も
見
ら
れ
、
こ
れ
は
鬼
神
を
不
可
思
議
な
も
の
で
は
な
く
、
理
性
的
に
捉
え
よ
う
と
す
る
思
考
で
あ
る
。
鬼
神
の
存
在
を
肯
定
し
て
そ
の
威
力
を
積
極
的
に
説
い
て
い
る
者
は
、
実
際
の
行
為
に
見
合
っ
た
結
果
が
得
ら
れ
な
い
こ
と
に
対
し
て
、
何
ら
か
の
理
由
付
け
を
行
な
っ
て
い
る
。
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第
三
節 
『
墨
子
』
に
お
け
る
鬼
神
に
つ
い
て
 
 
墨
家
の
鬼
神
観
を
、
先
秦
諸
子
に
お
け
る
鬼
神
観
の
展
開
に
位
置
付
け
る
に
は
、
明
鬼
下
篇
が
好
材
料
で
あ
る
。
こ
の
篇
は
『
墨
子
』
諸
篇
中
最
も
鬼
神
に
関
す
る
記
載
が
多
い
。
そ
こ
に
見
え
る
鬼
神
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
、
墨
家
の
集
団
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
て
い
る
の
か
。
こ
こ
で
は
、
明
鬼
下
篇
の
考
察
に
入
る
前
に
、
『
墨
子
』
全
体
に
お
け
る
鬼
神
を
、
こ
れ
ま
で
の
分
類
に
合
わ
せ
て
一
通
り
見
て
お
く
。 
 
『
墨
子
』
に
は
鬼
神
に
関
す
る
語
が
二
百
十
三
例
あ
り
、
そ
の
う
ち
二
十
七
例
が
「
鬼
」
、
二
十
九
例
が
「
神
」
、
百
例
が
「
鬼
神
」
、
そ
し
て
新
た
な
項
目
と
し
て
三
十
例
が
「
天
・
鬼
・
人
」
、
二
十
六
例
が
「
天
鬼
」
で
あ
る
。
 
 
【
一
 
鬼
】
 
一
‐
①
「
遠
い
・
外
の
意
」
 
 
※
用
例
無
し
。
 
 
一
‐
②
「
姿
の
見
え
な
い
存
在
」
※
二
例
。
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〃
あ
や
か
し
〄
 
（
１
）
遝
至
乎
夏
王
桀
、
天
有
酷
命
。
旣
月
不
時
、
寒
暑
雜
至
、
亓
穀
焦
死
、
鬼
呼
國
、
鶴
鳴
十
夕
餘
。
天
乃
命
湯
於
鑣
宮
、
用
受
夏
之
大
命
。
（
非
攻
下
）
 
夏
王
の
桀
に
至
っ
て
、
天
よ
り
厳
命
が
く
だ
っ
た
。
太
陽
と
月
の
め
ぐ
り
は
乱
れ
、
寒
さ
と
暑
さ
が
入
り
混
じ
り
、
亓
穀
は
枯
れ
果
て
、
あ
や
か
し
は
国
中
に
さ
け
び
、
鶴
は
十
旣
余
り
鳴
き
続
け
た
。
そ
こ
で
天
は
鑣
宮
で
湯
王
に
命
じ
、
夏
に
代
っ
て
天
下
を
治
め
る
大
命
を
授
け
た
。
 
 
こ
の
「
鬼
」
は
化
け
物
の
類
を
い
う
。
「
鑣
宮
」
は
湯
王
が
天
命
を
受
け
た
宮
殿
の
名
１
５
９
。
 
 
こ
の
他
、
非
攻
下
篇
に
は
紂
王
の
暴
政
に
よ
り
天
地
の
秩
序
が
乱
れ
て
「
有
鬼
宵
吟
（
あ
や
か
し
が
夜
に
鳴
き
さ
け
ぶ
）
」
の
現
象
が
起
こ
っ
た
と
あ
る
。
 
 
一
‐
③
「
死
者
の
変
化
し
た
も
の
」
※
十
七
例
。
 
 
〃
先
祖
・
肉
親
の
み
た
ま
〄
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（
２
）
是
故
子
墨
子
曰
「
今
吾
爲
祭
祀
也
、
非
直
注
之
汙
壑
而
棄
之
也
。
上
以
交
鬼
之
福
、
下
以
合
驩
聚
衆
、
取
親
乎
郷
里
。
」
（
明
鬼
下
）
 
そ
こ
で
墨
子
先
生
は
「
今
わ
た
し
が
祭
祀
を
行
う
の
は
、
た
だ
お
供
え
物
を
泥
溝
に
流
し
て
捨
て
る
の
で
は
な
い
。
上
は
先
祖
の
み
た
ま
の
福
を
も
と
め
、
下
は
歓
び
を
と
も
に
し
て
皆
と
集
い
合
っ
て
、
郷
里
の
も
の
が
親
睦
を
結
ぶ
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
わ
れ
た
。
 
（
３
）
人
之
鬼
、
非
人
也
、
兄
之
鬼
、
兄
也
。
祭
人
之
鬼
、
非
祭
人
也
、
祭
兄
之
鬼
、
乃
祭
兄
也
。
（
小
取
）
 
 
 
 
人
の
み
た
ま
は
、
（
生
き
て
い
る
）
人
で
は
な
い
。
兄
の
み
た
ま
は
、
兄
で
あ
る
。
人
の
み
た
ま
を
祭
る
の
は
、
人
を
祭
る
の
で
は
な
い
。
（
し
か
し
）
兄
の
み
た
ま
を
祭
る
の
は
、
そ
れ
は
兄
を
祭
る
こ
と
で
あ
る
。
 
 
（
２
）
で
は
、
先
祖
へ
の
祭
祀
を
行
う
こ
と
で
、
幸
福
が
得
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
「
之
」
は
「
酒
醴
粢
盛
之
財
（
お
供
え
の
酒
や
供
物
や
犠
牲
な
ど
の
財
物
）
」
を
指
す
。
こ
の
他
、
魯
問
篇
に
「
求
福
於
有
怪
之
鬼
（
幸
福
を
不
可
思
議
な
鬼
に
求
め
る
）
」
と
あ
る
。
 
（
３
）
は
、
見
た
目
が
同
じ
で
も
実
質
は
異
な
っ
て
い
る
こ
と
を
示
す
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
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１
６
０
。
大
取
篇
に
も
「
鬼
、
非
人
也
、
兄
之
鬼
、
兄
也
」
と
あ
る
。
 
 
〃
死
者
の
た
ま
し
い
〄
 
（
４
）
昔
者
越
之
東
有
輆＊
１
６
１
沐
之
國
者
、
其
長
子
生
、
則
解
而
食
之
、
謂
之
宜
弟
。
其
大
父
死
、
負
其
大
母
而
棄
之
、
曰
鬼
妻
不
可
與
居
處
。
（
節
葬
下
）
 
む
か
し
越
の
東
に
輆
沐
の
国
が
あ
っ
た
。
臩
分
の
長
电
が
生
ま
れ
る
と
、
身
体
を
割
い
て
食
べ
て
、
そ
れ
を
弟
の
た
め
だ
と
い
っ
た
。
臩
分
の
祖
父
が
死
ぬ
と
、
祖
母
を
背
負
っ
て
棄
て
に
行
っ
た
。
（
そ
し
て
）
寡
婦
と
一
緒
に
お
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
っ
た
。
 
（
５
）
利
人
也
、
爲
其
人
也
。
富
人
、
非
爲
其
人
也
、
有
爲
也
以
富
人
。
富
人
也
、
治
人
有
爲
鬼
焉
。
（
大
取
）
 
人
を
利
す
る
の
は
、
そ
の
人
の
た
め
で
あ
る
。
人
を
富
ま
す
の
は
、
そ
の
人
の
た
め
で
は
な
く
、
そ
の
人
は
実
行
で
き
た
の
で
そ
の
人
を
富
ま
す
の
で
あ
る
。
人
を
富
ま
せ
ば
、
人
を
よ
く
治
め
、
鬼
を
お
さ
め
る
。
 
 
（
４
）
の
「
鬼
妻
」
は
、
「
鬼
」
が
死
者
を
意
味
し
、
夫
に
先
立
た
れ
た
妻
の
こ
と
い
う
。
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（
５
）
公
孟
篇
に
「
子
墨
子
謂
程
子
曰
、
儒
之
道
足
以
喪
天
下
者
四
政
焉
。
儒
以
天
爲
不
明
、
以
鬼
爲
不
神
（
墨
子
先
生
が
程
子
に
い
っ
た
「
儒
の
道
に
は
、
天
下
を
失
う
に
足
る
四
つ
の
政
策
が
あ
る
。
儒
者
は
天
は
明
知
で
は
な
く
、
鬼
は
神
威
を
発
揮
し
な
い
…
…
と
す
る
）
」
と
あ
る
。
 
こ
の
他
、
明
鬼
下
篇
に
は
鬼
神
の
威
力
を
立
証
す
る
た
め
に
、
「
周
書
」
「
商
書
」
「
夏
書
」
な
ど
を
引
用
し
て
、
「
且
周
書
獨
鬼
、
而
商
書
不
鬼
、
則
未
足
以
爲
法
也
。
…
…
此
吾
所
以
知
商
書
之
鬼
也
（
さ
て
周
書
に
だ
け
鬼
神
が
存
在
し
、
商
書
に
は
鬼
神
が
存
在
し
な
い
と
す
れ
ば
、
ま
だ
法
則
と
な
す
に
は
十
分
で
な
い
。
…
…
こ
れ
が
、
臩
分
が
商
書
に
鬼
神
の
存
在
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
る
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
）
」
と
述
べ
て
い
る
の
が
見
え
る
。
 
 
一
‐
④
「
名
称
」
 
 
※
用
例
無
し
。
 
 
一
‐
⑤
「
鬼
神
の
存
在
の
有
無
」
※
八
例
。
 
 
明
鬼
下
篇
に
は
鬼
神
は
存
在
し
な
い
と
す
る
「
執
無
鬼
者
（
鬼
神
は
存
在
し
な
い
説
を
と
る
者
）
」
が
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墨
子
と
議
論
を
か
わ
し
て
い
る
の
が
見
え
て
い
る
。
ま
た
公
孟
篇
に
も
墨
子
が
儒
者
の
こ
と
を
「
執
無
鬼
」
（
公
孟
）
と
い
っ
て
い
る
の
が
見
え
る
。
あ
と
の
【
三
 
鬼
神
】
の
項
で
再
び
述
べ
た
い
。
 
 
【
二
 
神
】
 
二
‐
①
「
死
者
の
変
化
し
た
も
の
」
※
三
例
。
 
 
〃
先
祖
の
み
た
ま
〄
 
（
７
）
大
明
之
道
之
曰
「
紂
越
厥
夷
居
、
不
肯
事
上
帝
、
棄
厥
先
神
祇
不
祀
、
乃
曰
吾
有
命
、
無
廖
翠
務
、
天
亦
縱
棄
紂
而
不
葆
。
」
（
天
志
中
）
 
大
明
に
次
の
よ
う
に
い
う
、
「
紂
王
は
傲
慢
不
遜
で
、
上
帝
に
事
え
よ
う
と
せ
ず
、
先
祖
の
み
た
ま
の
祭
祀
も
棄
て
て
行
わ
ず
、
そ
こ
で
「
臩
分
に
は
天
命
が
あ
る
」
と
い
い
、
侮
辱
に
か
ぎ
り
を
尽
く
し
、
天
も
ま
た
紂
王
を
見
捨
て
て
保
護
し
な
か
っ
た
」
と
あ
る
。
 
 
「
先
神
祇
」
は
先
祖
の
み
た
ま
の
こ
と
。
こ
の
他
、
非
命
上
篇
と
非
命
中
篇
に
も
同
様
の
例
が
見
え
る
。
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二
‐
②
「
か
み
・
か
み
が
み
（
天
の
下
位
神
）
」
※
二
十
一
例
。
 
 
（
８
）
夫
無
兼
國
覆
軍
、
賊
虐
萬
民
、
以
亂
聖
人
之
緒
。
意
將
以
爲
利
天
乎
。
夫
取
天
之
人
、
以
攻
天
之
邑
、
此
刺
殺
天
民
、
剥
振
神
之
位
、
傾
覆
社
稷
、
攘
殺
其
犧
牲
、
則
此
上
不
中
天
之
利
矣
。
（
非
攻
下
）
 
で
は
他
国
を
併
呑
し
て
軍
隊
を
滅
ぼ
し
、
万
民
を
そ
こ
な
い
し
い
た
げ
、
聖
人
の
偉
業
を
乱
す
こ
と
は
、
そ
も
そ
も
天
を
利
す
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
か
。
天
の
人
を
取
り
、
天
の
邑
を
攻
め
る
こ
と
は
、
天
の
民
を
刺
殺
し
、
か
み
の
位
を
奪
い
取
り
、
社
稷
を
転
覆
さ
せ
、
そ
の
犠
牲
を
盗
み
取
る
こ
と
な
の
で
、
上
は
天
の
利
に
適
わ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
 
（
９
）
昔
者
三
苗
大
亂
、
天
命
殛
之
。
…
…
高
陽
乃
命
玄
宮
、
禹
親
把
天
之
瑞
令
、
以
征
有
苗
。
四
電
誘
祗
、
有
神
人
面
鳥
身
、
奉＊
珪＊
１
６
２
以
侍
、
搤
矢
有
苗
之
祥
。
苗
師
大
亂
、
后
乃
遂
幾
１
６
３
。
（
非
攻
下
）
 
む
か
し
三
苗
が
大
い
に
乱
し
、
天
は
（
禹
に
）
こ
れ
を
誅
伐
さ
せ
た
。
…
…
そ
こ
で
高
陽
は
玄
宮
で
禹
に
命
じ
、
禹
は
み
ず
か
ら
天
の
め
で
た
き
命
令
を
受
け
取
り
、
有
苗
を
征
伐
し
た
。（
す
る
と
）
四
方
に
雷
電
が
鳴
り
響
き
、
人
面
鳥
身
の
か
み
が
あ
ら
わ
れ
て
、
珪
を
奉
じ
て
そ
ば
に
侍
り
、
矢
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を
持
っ
て
有
苗
の
軍
隊
の
か
な
め
を
攻
撃
し
た
。
有
苗
の
軍
隊
は
大
い
に
乱
れ
、
そ
の
後
は
つ
い
に
衰
微
し
た
。
 
 
（
８
）
の
よ
う
な
例
は
同
じ
く
非
攻
下
篇
に
、「
王
既
已
克
殷
、
成
帝
之
來
、
分
主
諸
神
、
祀
紂
先
王
、
通
維
四
夷
（
武
王
は
す
で
に
殷
に
勝
利
し
、
上
帝
の
さ
い
わ
い
を
完
成
し
、
か
み
が
み
を
分
か
ち
祭
り
、
先
王
の
み
た
ま
を
祀
り
、
四
方
の
国
々
に
ま
で
通
じ
た
）
」
と
あ
る
。
 
（
９
）
の
よ
う
な
例
は
明
鬼
下
篇
に
も
、
秦
の
穆
公
の
眼
前
に
鳥
身
を
し
た
「
句
芒
」
と
い
う
名
の
か
み
が
現
れ
て
、
そ
れ
に
十
九
年
の
寿
命
を
賜
っ
た
こ
と
が
見
え
て
い
る
１
６
４
。
 
 
こ
の
他
、
迎
敵
祠
に
は
、
敵
が
攻
め
て
き
た
方
角
に
壇
を
設
け
て
、
そ
の
方
角
の
「
神
」
を
祭
る
こ
と
が
見
え
て
い
る
。
東
方
の
「
青
神
」
、
南
方
の
「
赤
神
」
、
西
方
の
「
素
神
」
、
北
方
の
「
黑
神
」
が
見
え
て
い
る
。
 
 
二
‐
③
「
神
秘
的
な
こ
と
」
※
二
例
。
 
 
（
１
０
）
是
以
擧
天
下
之
人
皆
恐
懼
振
動
惕
慄
、
不
敢
爲
淫
暴
、
曰
天
子
之
視
聽
也
神
。
先
王
之
言
曰
「
非
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神
也
。
夫
唯
能
使
人
之
耳
目
助
己
視
聽
、
使
人
之
吺
助
己
言
談
、
使
人
之
心
助
己
思
慮
、
使
人
之
股
肱
助
己
動
作
。
」
（
尚
同
中
）
 
そ
の
故
に
天
下
の
人
々
は
こ
ぞ
っ
て
（
天
子
の
こ
と
を
）
恐
れ
お
の
の
き
、
あ
え
て
乱
暴
を
働
こ
う
と
は
し
な
い
で
、
「
天
子
の
視
聴
は
か
み
わ
ざ
だ
」
と
い
っ
た
。
先
王
の
言
葉
に
は
「
そ
れ
は
か
み
わ
ざ
な
ど
で
は
な
い
。
た
だ
人
々
の
耳
目
を
借
り
て
臩
分
の
視
聴
の
助
け
と
し
、
人
々
の
口
を
借
り
て
臩
分
の
言
論
を
助
け
と
し
、
人
々
の
心
を
借
り
て
臩
分
の
思
慮
の
助
け
と
し
、
人
々
の
手
足
を
借
り
て
臩
分
の
動
作
を
助
け
し
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
」
と
あ
る
。
 
 
こ
こ
で
は
、
天
子
の
視
る
こ
と
と
聴
く
こ
と
と
が
広
範
囲
に
ま
で
及
ぶ
の
を
、
「
神
」
で
も
っ
て
表
現
し
て
い
る
。
 
 
二
‐
④
「
形
容
詞
（
神
聖
な
る
）
」
※
二
例
。
 
 
（
１
１
）
今
有
亓
錐
、
此
其
銛
、
銛
者
必
先
挫
、
有
亓
刀
、
此
其
錯
、
錯
者
必
先
靡
。
是
以
甘
五
近
竭
、
招
木
近
伐
、
靈
龜
近
灼
、
神
蛇
近
暴
。
（
親
士
）
 
  
156 
 
い
ま
こ
こ
に
亓
本
の
き
り
が
あ
る
。
そ
の
う
ち
最
も
鋭
利
な
も
の
は
先
ず
挫
け
る
。
こ
こ
に
ご
亓
振
り
の
刀
が
あ
る
。
そ
の
う
ち
最
も
磨
か
れ
た
も
の
は
先
ず
磨
り
減
る
。
そ
の
故
に
甘
い
五
戸
は
先
ず
涸
れ
果
て
、
高
い
木
は
先
ず
伐
ら
れ
、
霊
妙
な
亀
は
先
ず
焼
か
れ
、
神
聖
な
蛇
は
先
ず
旣
に
曝
さ
れ
る
 
 
こ
の
他
、
「
盟
齊
之
神
社
（
斉
国
の
神
聖
な
る
社
で
誓
う
）
」
（
明
鬼
下
）
と
あ
り
、
「
神
」
は
神
聖
な
も
の
を
意
味
し
て
冠
せ
ら
れ
て
い
る
。
 
 
二
‐
⑤
「
名
称
」
 
 
※
用
例
無
し
。
 
 
二
‐
⑥
「
こ
こ
ろ
」
※
一
例
。
 
 
（
１
２
）
不
能
爲
君
者
、
傷
形
費
神
、
愁
心
勞
意
、
然
國
逾
危
、
身
逾
辱
。
（
所
染
）
 
よ
い
君
主
と
な
れ
な
い
者
は
、
身
体
を
そ
こ
な
い
精
神
を
つ
か
い
、
心
情
を
い
た
め
心
意
を
つ
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か
れ
さ
せ
（
て
国
を
治
め
よ
う
と
す
）
る
が
、
そ
れ
で
も
国
は
ま
す
ま
す
危
う
く
、
み
ず
か
ら
も
ま
す
ま
す
辱
め
を
受
け
る
。
 
 
こ
の
「
神
」
は
精
神
の
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
 
 
【
三
 
鬼
神
】
 
 
三
‐
①
「
鬼
神
の
存
在
の
有
無
」
 
 
（
１
３
）
今
執
無
鬼
者
曰
「
鬼
神
者
、
固
無
有
。
」
旤
暮
以
爲
教
誨
乎
天
下
、
疑
天
下
之
衆
、
使
天
下
之
衆
皆
疑
惑
乎
鬼
神
有
無
之
別
、
是
以
天
下
亂
。
（
明
鬼
下
）
 
い
ま
無
鬼
論
者
は
「
鬼
神
な
ど
も
と
も
と
存
在
し
な
い
」
と
い
う
。
そ
し
て
朝
晩
そ
の
論
を
天
下
に
教
え
て
、
天
下
の
民
衆
を
ま
ど
わ
し
て
、
天
下
の
民
衆
を
、
鬼
神
が
存
在
す
る
か
し
な
い
か
の
弁
別
に
ま
ど
わ
せ
て
い
る
、
そ
こ
で
天
下
が
乱
れ
る
の
で
あ
る
。
 
（
１
４
）
公
孟
子
曰
「
無
鬼
神
。
」
又
曰
「
君
子
必
學
祭
祀
。
」
子
墨
子
曰
「
執
無
鬼
而
學
祭
禮
、
是
猶
無
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客
而
學
客
禮
也
、
是
猶
無
魚
而
爲
魚
网
也
。
」
（
公
孟
）
 
公
孟
子
が
「
鬼
神
は
存
在
し
な
い
」
と
い
っ
た
。
ま
た
「
君
子
は
必
ず
祭
祀
の
こ
と
を
学
ぶ
」
と
い
っ
た
。
墨
子
先
生
が
「
鬼
神
が
存
在
し
な
い
と
い
う
説
を
唱
え
な
が
ら
祭
礼
を
学
ぶ
。
こ
れ
は
あ
た
か
も
客
が
い
な
い
の
に
客
礼
を
学
ぶ
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
魚
が
い
な
い
の
に
魚
網
を
作
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
」
と
い
わ
れ
た
。
 
 
（
１
３
）
は
鬼
神
は
存
在
し
な
い
と
い
う
無
鬼
論
者
に
対
す
る
墨
家
の
批
判
で
あ
る
。
無
鬼
論
者
が
鬼
神
が
存
在
す
る
か
し
な
い
か
を
問
題
と
す
る
か
ら
、
人
々
を
悪
戯
に
惑
わ
せ
て
、
天
下
が
乱
れ
る
原
因
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
。
明
鬼
下
篇
は
こ
う
し
た
無
鬼
論
者
の
批
判
に
反
論
す
る
形
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
 
（
１
４
）
儒
者
の
公
孟
子
１
６
５
が
鬼
神
は
存
在
し
な
い
と
す
る
の
に
対
し
て
、
墨
子
は
、
儒
者
が
無
鬼
論
の
立
場
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
鬼
神
へ
の
祭
礼
を
学
ん
で
い
る
こ
と
は
矛
盾
で
あ
る
と
し
て
批
判
し
て
い
る
。
公
孟
子
の
言
説
は
、
『
論
語
』
の
二
‐
②
（
２
）
で
見
た
「
祭
る
こ
と
在
す
が
如
く
」
（
八
佾
）
を
継
承
し
て
た
も
の
だ
が
、
儒
家
の
『
論
語
』
『
孟
子
』
『
荀
子
』
に
は
、
こ
れ
ほ
ど
は
っ
き
り
と
鬼
神
の
存
在
を
否
定
す
る
言
説
は
見
え
な
か
っ
た
。
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三
‐
②
「
鬼
神
の
賞
罰
の
明
不
明
」
 
（
１
５
）
子
墨
子
言
曰
「
逮
至
昔
三
代
聖
王
既
沒
、
天
下
失
義
、
諸
侯
力
正
。
…
…
是
以
天
下
亂
。
此
其
故
何
以
然
也
。
則
皆
以
疑
惑
鬼
神
之
有
與
無
之
別
、
不
明
乎
鬼
神
之
能
賞
賢
而
罰
暴
也
。
今
若
使
天
下
之
人
、
借
若
信
鬼
神
之
能
賞
賢
而
罰
暴
也
、
則
夫
天
下
豈
亂
哉
。
（
明
鬼
下
）
 
墨
子
先
生
が
「
む
か
し
三
代
の
聖
王
が
没
す
る
に
至
っ
て
、
天
下
は
正
義
を
失
い
、
諸
侯
は
力
に
よ
る
政
治
を
行
な
っ
た
。
…
…
そ
こ
で
天
下
が
乱
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
な
っ
た
理
由
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
鬼
神
が
存
在
す
る
か
し
な
い
か
の
弁
別
に
惑
い
、
鬼
神
が
賢
を
賞
し
暴
を
罰
す
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
い
ま
も
し
天
下
の
人
々
に
、
と
も
に
鬼
神
が
賢
を
賞
し
暴
を
罰
す
る
こ
と
を
信
じ
さ
せ
た
な
ら
ば
、
天
下
は
ど
う
し
て
乱
れ
る
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。
 
（
１
６
）
鬼
神
之
明
、
不
可
爲
幽
閒
・
廣
澤
・
山
林
・
深
谷
。
鬼
神
之
明
必
知
之
。
鬼
神
之
罰
、
不
可
爲
富
貴
・
衆
強
・
勇
力
・
強
武
・
堅
甲
・
利
兵
。
鬼
神
之
罰
必
勝
之
。
（
明
鬼
下
）
 
鬼
神
の
明
知
は
、
奥
深
い
と
こ
ろ
や
広
い
沢
や
山
林
や
深
い
谷
で
あ
っ
て
監
視
し
て
い
る
。
鬼
神
の
明
知
は
必
ず
こ
れ
を
知
る
。
鬼
神
の
罰
は
、
富
貴
・
衆
強
・
勇
力
・
強
武
・
堅
甲
・
利
兵
な
ど
で
あ
っ
て
も
監
視
し
て
い
る
。
鬼
神
の
罰
は
必
ず
こ
れ
に
勝
る
。
 
（
１
７
）
子
墨
子
有
疾
。
跌
鼻
進
而
問
曰
「
先
生
以
鬼
神
爲
明
、
能
爲
禍
福
、
爲
善
者
賞
之
、
爲
不
善
者
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罰
之
。
今
先
生
聖
人
也
、
何
故
有
疾
。
意
者
先
生
之
言
有
不
善
乎
。
鬼
神
不
明
知
乎
。
」
子
墨
子
曰
「
雖
使
我
有
病
、
何
遽
不
明
。
人
之
所
得
於
病
者
多
方
、
有
得
之
寒
暑
、
有
得
之
勞
苦
、
百
門
而
閉
一
門
焉
、
則
盜
何
遽
無
從
入＊
哉
。
」
１
６
６
（
公
孟
）
 
墨
子
先
生
が
病
気
に
な
っ
た
。
跌
鼻
が
進
み
出
て
問
う
た
「
先
生
は
鬼
神
が
明
知
で
あ
り
、
禍
福
を
降
さ
れ
て
、
善
を
な
す
者
は
賞
し
、
不
善
を
な
す
者
は
罰
せ
ら
れ
ま
し
た
。
い
ま
先
生
は
聖
人
で
あ
る
の
に
、
な
ぜ
病
気
に
な
ら
れ
た
の
か
。
思
う
に
先
生
の
言
葉
に
不
善
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
鬼
神
が
明
知
で
な
い
の
で
し
ょ
う
か
」
と
い
っ
た
。
墨
子
先
生
が
「
わ
た
し
が
病
気
に
な
っ
た
と
し
て
も
、
鬼
神
が
ど
う
し
て
不
明
な
の
か
。
人
が
病
気
に
な
る
わ
け
は
様
々
で
す
。
寒
さ
と
厚
さ
と
の
た
め
で
あ
っ
た
り
、
労
苦
の
た
め
で
あ
っ
た
り
し
ま
す
。
百
の
門
が
あ
っ
て
そ
の
中
の
一
つ
の
門
を
閉
じ
た
と
し
て
も
、
盗
人
は
ど
う
し
て
侵
入
し
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
」
 
 
（
１
５
）
は
、
明
鬼
論
の
主
旨
を
述
べ
た
箇
所
で
あ
る
。
天
下
が
乱
れ
る
の
は
、
人
々
が
鬼
神
の
存
在
す
る
か
し
な
い
か
の
弁
別
に
惑
い
（
疑
惑
鬼
神
之
有
與
無
之
別
）
、
鬼
神
が
賢
を
賞
し
暴
を
罰
す
る
こ
と
（
賞
賢
而
罰
暴
）
を
明
ら
か
に
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
鬼
神
の
明
知
を
人
々
が
信
じ
る
な
ら
天
下
が
乱
れ
る
こ
と
は
な
い
と
し
て
い
る
。
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（
１
６
）
に
「
鬼
神
の
明
は
必
ず
之
を
知
る
」
「
鬼
神
の
罰
は
必
ず
之
に
勝
つ
」
と
あ
る
よ
う
に
、
墨
家
に
お
い
て
鬼
神
は
、
明
晰
な
判
断
力
を
そ
な
え
、
人
間
の
行
為
を
始
終
監
視
し
、
行
為
の
善
悪
に
応
じ
た
禍
福
を
当
人
に
降
下
す
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
る
。
 
 
（
１
７
）
は
、
鬼
神
の
明
を
め
ぐ
る
、
墨
子
と
弟
子
の
跌
鼻
と
の
問
答
で
あ
る
。
墨
子
は
普
段
か
ら
弟
子
た
ち
に
、
鬼
神
は
明
知
で
、
人
の
禍
福
を
つ
か
さ
ど
り
、
善
を
な
す
者
は
賞
し
、
不
善
を
な
す
者
は
罰
す
る
と
説
い
て
い
る
。
こ
の
師
説
に
対
し
て
弟
子
は
、
聖
人
で
あ
り
善
を
な
し
て
い
る
墨
子
先
生
が
、
な
ぜ
病
気
に
な
っ
た
の
か
と
問
う
。
墨
子
は
臩
分
の
病
気
の
原
因
を
、
鬼
神
の
罰
以
外
の
原
因
に
求
め
よ
う
と
し
て
い
る
。
同
篇
に
は
こ
の
他
に
も
、
墨
子
と
弟
子
と
の
間
で
、
鬼
神
の
明
と
不
明
と
に
つ
い
て
の
議
論
が
か
わ
さ
れ
て
い
る
１
６
７
。
 
 
以
上
、
三
‐
①
「
鬼
神
の
存
在
の
有
無
」
の
（
１
３
）
（
１
４
）
資
料
と
、
三
‐
②
「
鬼
神
の
賞
罰
の
明
不
明
」
の
（
１
５
）
（
１
６
）
（
１
７
）
資
料
と
に
つ
い
て
見
て
き
た
が
、
両
者
は
議
論
の
テ
ー
マ
が
違
う
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
そ
も
そ
も
性
質
の
異
な
る
背
景
を
持
っ
て
い
る
。
前
者
は
学
団
外
か
ら
の
批
判
に
答
え
る
形
と
な
っ
て
お
り
、
後
者
は
学
団
内
か
ら
出
る
疑
念
に
答
え
る
形
と
な
っ
て
い
る
。
 
で
は
前
者
の
資
料
は
ど
の
よ
う
な
相
手
と
議
論
を
交
わ
し
て
い
る
の
か
。
（
１
４
）
は
明
ら
か
に
儒
家
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か
ら
の
批
判
で
あ
る
こ
と
は
分
か
る
が
、
（
１
３
）
の
よ
う
な
明
鬼
下
篇
に
見
え
る
無
鬼
論
者
は
、
ど
の
よ
う
な
相
手
を
想
定
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
無
鬼
論
者
の
批
判
の
一
つ
に
は
「
今
執
無
鬼
者
曰
、
意
不
忠
親
之
利
、
而
害
爲
孝
子
乎
（
い
ま
無
鬼
論
者
が
い
う
に
は
、
そ
も
そ
も
親
の
利
益
に
当
た
ら
ず
、
孝
子
で
あ
る
こ
と
を
阻
害
す
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
）
」（
明
鬼
下
）
と
あ
り
、
「
孝
」
の
観
点
か
ら
有
鬼
論
を
批
判
す
る
言
説
が
見
え
て
い
る
。
一
方
で
「
今
執
無
鬼
者
言
曰
、
鬼
神
者
固
請
無
有
、
是
以
不
兯
其
酒
醴
粢
盛
犧
牲
之
財
。
吾
非
乃
今
愛
其
酒
醴
粢
盛
犧
牲
之
財
乎
、
其
所
得
者
巨＊
１
６
８
將
何
哉
。
（
い
ま
無
鬼
論
者
は
が
い
う
に
は
、
鬼
神
な
ど
は
も
と
も
と
本
当
に
存
在
し
な
い
。
だ
か
ら
酒
や
供
物
や
犠
牲
な
ど
の
財
物
を
供
え
な
い
の
で
あ
る
。
臩
分
は
い
ま
そ
の
酒
や
供
物
や
犠
牲
な
ど
の
財
物
を
お
し
む
わ
け
で
は
な
い
が
、
そ
れ
を
供
え
て
も
何
も
得
る
こ
と
な
ど
な
い
、
と
い
う
）
」
（
明
鬼
下
）
と
も
あ
り
、
と
て
も
儒
家
が
言
っ
た
と
は
思
え
な
い
よ
う
な
批
判
も
見
え
て
い
る
。
お
そ
ら
く
明
鬼
下
篇
は
こ
う
し
た
批
判
を
集
積
し
て
、
そ
れ
へ
の
反
論
を
加
上
し
て
い
く
形
で
成
立
し
て
い
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
 
 
【
四
 
天
・
鬼
・
人
】
 
「
天
」
と
「
鬼
」
と
「
人
」
と
が
三
部
構
造
に
な
っ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
見
て
い
く
。
こ
の
構
造
は
、
法
儀
・
尚
賢
中
・
尚
賢
下
・
非
攻
下
・
天
志
上
・
天
志
中
・
天
志
下
・
明
鬼
下
・
非
命
上
・
公
孟
・
魯
問
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の
十
一
篇
に
見
え
て
い
る
。
 
 
〃
尊
敬
と
軽
蔑
〄
 
（
１
８
）
昔
之
聖
王
禹
湯
文
武
、
兼
愛
天
下
之
百
姓
、
率
以
尊
天
事
鬼
、
其
利
人
多
。
故
天
福
之
、
使
立
爲
天
子
、
天
下
諸
侯
皆
賓
事
之
。
暴
王
桀
紂
幽
厲
、
兼
惡
天
下
之
百
姓
、
率
以
詬
天
侮
鬼
、
其
賊
人
多
。
故
天
禍
之
、
使
遂
失
其
國
家
、
身
死
爲
僇
於
天
下
、
後
世
子
孫
毀
之
、
至
今
不
息
。（
法
儀
） 
昔
の
聖
王
の
禹
王
・
湯
王
・
文
王
・
武
王
は
、
天
下
の
百
姓
を
兼
愛
し
、
ひ
き
つ
れ
て
天
を
尊
び
鬼
に
事
え
、
人
を
利
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
そ
こ
で
天
は
こ
れ
に
福
を
与
え
、
立
て
て
天
子
と
な
し
、
天
下
の
諸
侯
は
み
な
こ
の
天
子
に
つ
つ
し
ん
で
事
え
た
。
暴
王
で
あ
る
桀
王
・
紂
王
・
幽
王
・
厲
王
は
、
天
下
の
百
姓
を
兼
悪
し
、
ひ
き
つ
れ
て
天
を
そ
し
り
鬼
を
あ
な
ど
り
、
人
を
傷
つ
け
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
そ
こ
で
天
は
禍
を
降
し
て
、
落
と
し
て
そ
の
国
家
を
失
わ
せ
、
そ
の
身
は
死
し
て
天
下
の
辱
め
を
受
け
て
、
後
世
の
子
孫
は
そ
し
っ
て
、
今
に
至
る
ま
で
や
ま
な
い
。
 
〃
上
・
中
・
下
の
関
係
が
見
え
る
も
の
〄
 
（
１
９
）
然
則
禹
湯
文
武
其
得
賞
何
以
也
。
…
…
其
事
上
尊
天
、
中
事
鬼
神
、
下
愛
人
。
…
…
故
使
貴
爲
天
子
、
富
有
天
下
、
葉＊
萬＊
子
孫
、
傳
稱
其
善
、
方
施
天
下
、
至
今
稱
之
、
謂
之
聖
王
。
然
則
桀
紂
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幽
厲
得
其
罰
何
以
也
。
…
…
其
事
上
詬
天
、
中
誣
鬼
、
下
賊
人
。
…
…
故
使
不
得
終
其
壽
、
不
歿
其
世
、
至
今
毀
之
、
謂
之
暴
王
。
（
天
志
上
）
 
そ
れ
で
は
禹
王
・
湯
王
・
文
王
・
武
王
が
天
の
賞
を
得
た
の
は
何
に
よ
っ
て
で
あ
ろ
う
か
。
…
…
そ
れ
は
天
を
尊
び
、
中
は
鬼
に
事
え
、
下
は
人
を
い
つ
く
し
む
。
…
…
そ
こ
で
貴
く
し
て
天
子
の
位
に
つ
け
、
富
ま
し
て
天
下
を
保
た
せ
た
。
万
世
も
の
子
孫
は
、
そ
の
善
行
を
褒
め
た
た
え
、
あ
ま
ね
く
天
下
に
ゆ
き
わ
た
っ
た
。
（
こ
う
し
て
）
今
旣
に
い
た
る
ま
で
彼
ら
を
た
た
え
て
、
聖
王
と
い
っ
た
。
そ
れ
で
は
桀
王
・
紂
王
・
幽
王
・
厲
王
が
天
の
罰
を
得
た
の
は
何
に
よ
っ
て
で
あ
ろ
う
か
。
…
…
そ
れ
は
上
は
天
を
の
の
し
り
、
中
は
鬼
を
あ
な
ど
り
、
下
は
人
を
傷
つ
け
る
。
…
…
そ
こ
で
そ
の
寿
命
を
全
う
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
そ
の
一
代
を
終
る
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
に
さ
せ
た
。
（
こ
う
し
て
）
今
旣
に
い
た
る
ま
で
彼
ら
そ
し
っ
て
、
暴
王
と
い
っ
た
。
 
〃
「
利
」
を
加
え
た
も
の
〄
 
（
２
０
）
此
必
上
利
於
天
、
中
利
於
鬼
、
下
利
於
人
、
三
利
無
所
不
利
、
故
擧
天
下
美
名
加
之
、
謂
之
聖
王
。
…
…
此
上
不
利
於
天
、
中
不
利
於
鬼
、
下
不
利
於
人
。
三
不
利
無
所
利
、
故
擧
天
下
惡
名
加
之
、
謂
之
暴
王
。
（
天
志
上
）
 
こ
の
よ
う
で
あ
れ
ば
必
ず
上
は
天
を
利
し
、
中
は
鬼
を
利
し
、
下
は
人
を
利
す
。
こ
の
三
利
は
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そ
の
利
の
及
ば
ぬ
と
こ
ろ
は
な
い
。
そ
こ
で
天
下
の
美
名
を
挙
げ
て
こ
れ
に
加
え
て
、
暴
王
と
い
っ
た
。
…
…
こ
の
よ
う
で
あ
れ
ば
上
は
天
を
利
せ
ず
、
中
は
鬼
を
利
せ
ず
、
下
は
人
を
利
さ
な
い
。
三
不
利
は
利
す
る
と
こ
ろ
無
し
。
 
 
（
１
８
）
（
１
９
）
（
２
０
）
と
も
に
「
天
・
鬼
・
人
」
の
三
部
の
構
造
が
見
え
て
い
る
。
 
（
１
９
）
で
は
、
上
は
「
天
」
、
中
は
「
鬼
」
、
下
は
「
人
」
と
あ
り
、
天
と
人
と
の
中
間
に
鬼
神
が
い
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
先
に
検
討
し
た
よ
う
に
、
墨
家
に
お
い
て
天
は
、
意
思
を
有
し
、
人
の
行
為
に
見
合
っ
た
賞
罰
を
降
す
、
階
層
関
係
の
頂
点
に
位
置
し
て
い
た
。
ま
た
鬼
神
も
、
人
の
行
為
を
始
終
監
視
し
、
行
為
の
善
悪
に
応
じ
た
賞
罰
を
当
人
に
降
す
と
信
じ
ら
れ
て
い
た
。
両
者
の
効
果
は
よ
く
似
て
い
る
。
天
は
絶
対
者
と
し
て
世
界
に
君
臨
し
、
鬼
神
は
人
に
身
近
な
存
在
と
し
て
中
間
に
位
置
し
て
い
る
。
つ
ま
り
墨
家
に
と
っ
て
鬼
神
は
、
天
の
代
行
と
し
て
観
察
者
の
役
目
を
担
い
、
時
に
は
天
の
意
思
を
実
行
す
る
権
能
を
も
兼
ね
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
墨
家
は
こ
う
し
た
世
界
観
を
思
想
の
背
景
に
持
っ
て
い
た
。
 
こ
の
他
、
明
鬼
下
篇
に
も
「
上
詬
天
侮
鬼
、
下
殃
傲
天
下
之
萬
民
（
上
は
天
を
の
の
し
り
鬼
を
あ
な
ど
り
、
下
は
天
下
の
万
民
を
殺
戮
し
た
）
」
と
あ
る
。
 
（
２
０
）
で
は
、
天
の
意
思
に
順
い
義
に
よ
る
政
治
を
行
な
っ
た
者
は
、
「
天
・
鬼
・
人
」
そ
れ
ぞ
れ
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に
利
益
を
与
え
た
と
し
て
「
聖
王
」
と
呼
び
、
天
の
意
志
に
そ
む
き
力
に
よ
る
政
治
を
行
な
っ
た
者
は
、
「
天
・
鬼
・
人
」
そ
れ
ぞ
れ
に
不
利
益
と
な
る
所
業
と
し
て
「
暴
王
」
と
呼
ん
で
い
る
。
上
は
「
天
」
、
中
は
「
鬼
」
、
下
は
「
人
」
と
い
う
構
造
に
変
わ
り
は
な
い
が
、
加
え
て
「
利
」
の
媒
介
が
見
ら
れ
る
。
 
「
天
・
鬼
・
人
」
に
「
利
」
を
加
え
る
構
造
は
、
尚
賢
下
篇
・
非
攻
下
篇
・
天
志
上
中
下
三
篇
・
非
樂
上
篇
・
非
命
上
下
二
篇
・
貴
義
篇
に
見
え
る
。
 
 
【
亓
 
天
鬼
】
 
 
尚
賢
中
・
尚
賢
下
・
尚
同
中
・
非
攻
下
・
天
志
中
・
明
鬼
下
・
非
楽
上
・
非
命
上
・
非
命
中
・
非
命
下
・
貴
義
・
公
孟
の
十
二
篇
に
見
え
て
い
る
。
 
 
（
２
１
）
又
率
天
下
之
萬
民
以
尚
尊
天
事
鬼
、
愛
利
萬
民
。
是
故
天
鬼
賞
之
、
立
爲
天
子
、
以
爲
民
父
母
、
萬
民
從
而
譽
之
曰
「
聖
王
」
、
至
今
不
已
。
…
…
又
率
天
下
之
民
以
詬
天
侮
鬼
、
賊
傲
萬
民
。
是
故
天
鬼
罰
之
、
使
身
死
而
爲
刑
戮
、
子
孫
離
散
、
室
家
喪
滅
、
絶
無
後
嗣
。
萬
民
從
而
非
之
曰
「
暴
王
」
、
至
今
不
已
。
（
尚
賢
中
）
 
ま
た
天
下
の
万
民
を
ひ
き
い
て
か
み
天
を
尊
び
鬼
に
事
え
、
万
民
を
い
つ
く
し
ん
で
利
す
る
。
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そ
こ
で
天
鬼
は
こ
れ
を
賞
し
、
立
て
て
天
子
と
な
り
、
民
の
父
母
と
な
し
た
。
万
民
し
た
が
っ
て
こ
れ
を
褒
め
た
た
え
「
聖
王
」
と
い
い
、
今
に
至
る
ま
で
や
ま
な
い
。
…
…
ま
た
天
下
の
民
を
ひ
き
い
て
天
を
の
の
し
り
鬼
を
あ
な
ど
り
、
万
民
を
殺
戮
し
た
。
そ
こ
で
天
鬼
は
こ
れ
を
罰
し
、
そ
の
身
は
死
し
て
刑
罰
を
受
け
、
子
孫
は
離
散
し
、
課
程
は
ほ
ろ
び
、
後
嗣
を
絶
え
さ
せ
た
。
万
民
し
た
が
っ
て
こ
れ
を
非
と
し
て
「
暴
王
」
と
い
い
、
今
に
至
る
ま
で
や
ま
な
い
。
 
（
２
２
）
子
墨
子
曰
「
凡
言
凡
動
、
利
於
天
鬼
百
姓
者
爲
之
。
凡
言
凡
動
、
害
於
天
鬼
百
姓
者
舍
之
、
凡
言
凡
動
、
合
於
三
代
聖
王
堯
舜
禹
湯
文
武
者
爲
之
、
凡
言
凡
動
、
合
於
三
代
暴
王
桀
紂
幽
厲
者
舍
之
。
」
（
貴
義
）
 
墨
子
先
生
が
「
お
よ
そ
言
動
の
う
ち
、
天
鬼
と
百
姓
を
利
す
る
こ
と
で
あ
れ
ば
こ
れ
を
実
行
す
る
。
お
よ
言
動
の
う
ち
、
天
鬼
と
百
姓
を
害
す
る
こ
と
で
あ
れ
ば
こ
れ
を
捨
て
去
る
。
お
よ
そ
言
動
の
う
ち
、
三
代
聖
王
で
あ
る
堯
・
舜
・
禹
・
湯
・
文
・
武
に
合
致
す
る
も
の
で
あ
れ
ば
こ
れ
を
実
行
す
る
。
お
よ
そ
言
動
の
う
ち
、
三
代
暴
王
で
あ
る
桀
・
紂
。
幽
・
厲
に
合
致
す
る
も
の
は
こ
れ
を
捨
て
去
る
。
 
（
２
３
）
子
墨
子
曰
「
古
之
今
之
爲
鬼
、
非
他
也
、
有
天
鬼
、
亦
有
山
水
鬼
神
者
、
亦
有
人
死
而
爲
鬼
者
。
」
（
明
鬼
下
）
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墨
子
先
生
が
、
「
昔
も
今
も
鬼
と
い
う
も
の
は
、
他
で
も
な
い
。
天
の
鬼
が
あ
り
、
山
川
の
鬼
神
と
い
う
も
の
が
あ
り
、
ま
た
人
が
死
ん
で
鬼
と
な
っ
た
も
の
が
あ
る
」
と
い
わ
れ
た
。
 
 
（
２
１
）
は
「
賢
人
を
尊
ぶ
べ
き
で
あ
る
」
と
す
る
尚
賢
論
が
天
の
法
度
で
あ
る
こ
と
を
古
代
の
聖
王
に
当
て
は
め
て
実
証
す
る
た
め
に
、
天
に
従
い
そ
の
賞
誉
を
得
た
「
聖
王
（
堯
舜
禹
湯
文
武
）
」
の
政
治
を
称
賛
し
、
天
に
背
き
そ
の
刑
罰
を
被
っ
た
「
暴
王
（
桀
紂
幽
厲
）
」
の
政
治
を
謗
っ
て
い
る
箇
所
で
あ
る
。
「
以
て
尚
天
を
尊
び
、
鬼
に
事
え
、
萬
民
を
愛
利
す
」
、
「
天
を
詬
り
、
鬼
を
侮
り
、
萬
民
を
賊
殺
す
」
と
い
う
よ
う
に
（
１
８
）
（
１
９
）
と
よ
く
似
て
い
る
が
、
「
是
の
故
に
天
鬼
は
之
を
賞
す
」
、
「
是
の
故
に
天
鬼
は
之
を
罰
す
」
と
い
う
賞
罰
を
加
え
る
「
天
鬼
」
の
存
在
が
見
え
る
。
 
同
様
の
用
例
が
「
尚
賢
者
、
天
鬼
百
姓
之
利
、
而
政
事
之
本
也
（
尚
賢
は
、
天
鬼
と
百
姓
の
利
益
で
あ
り
、
政
治
の
根
本
で
あ
る
）
」
（
尚
賢
下
）
と
あ
り
、
尚
賢
論
が
政
治
の
根
本
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
箇
所
に
も
見
え
る
。
尚
賢
中
篇
で
は
、
「
尊
天
」
の
「
天
」
と
、
「
事
鬼
」
の
「
鬼
」
と
が
熟
し
て
「
天
鬼
」
と
な
っ
た
よ
う
に
見
え
、
比
較
す
る
と
尚
賢
下
篇
の
記
述
も
「
天
」
と
「
鬼
」
と
「
百
姓
」
と
に
分
け
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
 
（
２
２
）
は
そ
の
「
天
鬼
」
に
「
利
」
が
結
び
付
い
て
見
え
て
い
る
例
で
あ
る
。
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（
２
３
）
で
は
、
古
今
に
わ
た
る
鬼
神
を
、
「
天
の
鬼
」
と
「
山
水
の
鬼
神
」
と
「
人
死
し
て
鬼
と
爲
る
者
」
と
に
分
類
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
「
鬼
」
が
三
つ
の
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
最
初
の
「
鬼
」
は
「
鬼
神
の
た
ぐ
い
」
と
で
も
い
う
よ
う
な
大
項
目
を
示
し
、
次
の
「
鬼
」
と
「
鬼
神
」
と
は
「
か
み
が
み
」
を
意
味
し
、
最
後
の
「
鬼
」
は
死
者
の
意
味
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
中
で
も
「
天
鬼
」
が
階
層
の
最
上
位
と
な
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
 
 
こ
れ
ま
で
の
分
類
に
そ
っ
て
『
墨
子
』
の
鬼
神
を
通
覧
し
て
き
た
と
こ
ろ
、
『
墨
子
』
に
は
諸
子
に
お
け
る
鬼
神
の
用
法
が
全
て
見
え
て
い
る
。
し
か
し
同
じ
用
法
で
あ
っ
て
も
他
学
派
と
若
干
意
味
の
違
い
が
見
ら
れ
る
も
の
も
あ
る
。
 
例
え
ば
『
荘
子
』
は
「
神
」
の
用
例
が
特
に
目
立
ち
、
そ
の
過
半
数
は
「
精
神
」
を
意
味
し
て
い
た
が
、
『
墨
子
』
で
は
「
精
神
」
は
一
例
だ
け
し
か
見
え
ず
、
反
対
に
「
か
み
・
か
み
が
み
」
を
意
味
す
る
用
例
が
多
数
を
占
め
て
お
り
、
む
し
ろ
『
詩
』
『
書
』
の
傾
向
と
近
い
。
 
ま
た
諸
子
文
献
に
お
い
て
「
鬼
」
「
神
」
「
鬼
神
」
そ
れ
ぞ
れ
の
語
は
、
文
献
の
成
立
年
代
が
遅
れ
る
ほ
ど
「
神
」
の
用
例
数
が
「
鬼
」「
鬼
神
」
に
比
し
て
増
加
傾
向
に
あ
る
。
そ
し
て
戦
国
時
代
に
な
る
と
、「
鬼
」
の
語
と
「
鬼
神
」
の
語
と
は
、
意
味
の
差
異
が
不
鮮
明
に
な
っ
て
き
て
お
り
、
特
に
『
墨
子
』
に
そ
の
傾
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向
が
顕
著
で
あ
る
。
 
こ
の
よ
う
な
相
違
は
ど
う
し
て
見
ら
れ
る
の
か
。
『
墨
子
』
に
お
け
る
特
殊
な
用
語
を
分
析
し
、
諸
子
と
の
思
想
的
相
違
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
 
 
第
四
節 
墨
家
の
鬼
神
に
関
す
る
言
説
の
生
成
変
化
 
 
『
墨
子
』
に
お
け
る
「
鬼
」
「
神
」
「
鬼
神
」
の
三
つ
の
用
例
を
、
篇
ご
と
に
数
え
上
げ
た
の
が
次
表
で
あ
る
。
 
鬼 神 鬼神 計
親士 1 1
脩身
所染 1 1
法儀 2 2
七患
辭過
三辯
尚賢上
尚賢中 6 6
尚賢下 2 2
尚同上
尚同中 6 2 2 10
尚同下
兼愛上
兼愛中
兼愛下 1 1
非攻上
非攻中 1 1
非攻下 9 6 2 17
節用上
節用中
節葬下 1 6 7
天志上 3 3 6
天志中 6 1 7
天志下 2 3 5
明鬼下 20 6 58 84
非樂上 1 1
非命上 4 1 4 9
非命中 1 1 2
非命下 2 2
非儒下
經上
經下
經説上
經説下
大取 3 3
小取 4 4
耕柱 1 4 5
貴義 2 1 3
公孟 5 3 8 16
魯問 3 8 11
公輸 1 1
備城門
備高臨
備梯
備水
備突
備穴
備蛾傅
迎敵祠 5 5
旗幟
號令 1 1
雜守
総計 83 29 101 213 
「
鬼
」
の
項
目
に
は
単
字
の
用
例
と
、
「
鬼
神
」
と
い
う
語
以
外
で
他
の
語
と
結
び
付
い
て
い
る
用
例
と
を
含
ん
で
い
る
。
同
じ
く
「
神
」
に
つ
い
て
も
単
字
の
用
例
と
、
「
鬼
神
」
と
い
う
語
以
外
で
他
の
語
と
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結
び
付
い
て
い
る
用
例
と
を
含
ん
で
い
る
。
 
『
墨
子
』
亓
十
三
篇
の
う
ち
、
約
半
数
の
二
十
六
篇
に
は
鬼
神
に
関
す
る
語
が
見
え
な
い
１
６
９
（
斜
線
は
用
例
の
無
い
こ
と
を
示
す
）
。
ま
た
全
体
の
用
例
数
か
ら
見
て
、
明
鬼
下
篇
の
用
例
が
約
三
分
の
一
を
占
め
て
い
る
。
非
攻
下
篇
は
そ
れ
に
次
い
で
多
い
が
、
両
篇
の
差
は
七
十
近
く
に
上
り
、
明
鬼
下
篇
の
多
さ
が
目
立
っ
て
い
る
。
 
墨
家
思
想
に
お
い
て
鬼
神
は
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
ち
、
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
し
て
い
る
の
か
、
明
鬼
下
篇
を
中
心
に
見
て
い
き
た
い
。
 
 
（
一
）
明
鬼
論
と
『
鬼
神
之
明
』
と
の
関
係
 
 
墨
家
の
鬼
神
観
を
考
察
す
る
上
で
注
目
さ
れ
る
の
が
、
紀
元
前
三
〇
〇
年
前
後
の
筆
写
と
推
定
さ
れ
る
上
博
楚
簡
『
鬼
神
之
明
』
で
あ
る
１
７
０
。
 
 
今
夫
鬼
神
有
所
明
有
所
不
明
、
則
以
其
賞
善
罰
暴
也
。
昔
者
堯
舜
禹
湯
、
仁
義
聖
智
、
天
下
灋
（
法
）
之
。
此
以
貴
爲
天
子
（
以
上
第
一
簡
）
、
富
有
天
下
、
長
年
有
譽
、
後
世
述
之
。
則
鬼
神
之
賞
、
此
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明
矣
。
…
…
鬼
神
不
明
、
則
必
有
故
。
其
力
能
至
焉
而
弗
爲
乎
、
吾
弗
知
也
。
意
其
力
故
不
能
至
焉
乎
、
吾
或
弗
知
也
。
此
兩
者
歧
。
吾
故
（
以
上
第
四
簡
）
曰
、
鬼
神
有
所
明
有
所
不
明
。
此
之
謂
乎
（
以
上
第
亓
簡
）
。
１
７
１ 
そ
も
そ
も
鬼
神
に
は
明
で
あ
る
と
こ
ろ
と
不
明
で
あ
る
と
こ
ろ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
鬼
神
が
善
を
賞
し
暴
を
罰
す
る
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
む
か
し
堯
・
舜
・
禹
・
湯
は
、
仁
義
聖
智
で
あ
っ
て
、
天
下
中
の
人
々
が
規
範
と
仰
い
だ
。
富
裕
な
こ
と
は
天
下
全
体
を
所
有
し
、
長
年
に
わ
た
っ
て
名
誉
を
維
持
し
続
け
、
後
世
ま
で
そ
の
偉
大
さ
が
語
り
継
が
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
事
例
に
か
ら
、
鬼
神
が
善
を
賞
す
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
…
…
鬼
神
に
不
明
な
と
こ
ろ
が
あ
る
の
は
、
必
ず
原
因
が
あ
る
。
そ
の
力
を
達
す
る
こ
と
は
で
き
た
が
、
（
あ
え
て
）
や
ら
な
か
っ
た
の
か
、
わ
た
し
に
は
分
か
ら
な
い
。
そ
れ
と
も
鬼
神
の
力
も
、
も
と
も
と
そ
こ
ま
で
達
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
か
、
わ
た
し
に
は
分
か
ら
な
い
。
鬼
神
の
威
力
が
明
で
あ
る
と
こ
ろ
と
不
明
で
あ
る
と
こ
ろ
と
二
つ
の
場
合
が
あ
る
。
わ
た
し
が
鬼
神
に
は
明
で
あ
る
と
こ
ろ
と
不
明
で
あ
る
と
こ
ろ
と
が
あ
る
と
言
っ
た
の
は
、
こ
う
し
た
理
由
か
ら
な
の
だ
。
 
 
鬼
神
の
降
す
賞
罰
に
明
と
不
明
と
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
一
部
略
し
た
部
分
に
は
、
鬼
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神
の
明
の
事
例
と
し
て
「
堯
舜
禹
湯
」
が
善
を
賞
さ
れ
た
こ
と
と
、
「
桀
受
（
紂
）
幽
厲
」
が
暴
を
罰
さ
れ
た
こ
と
と
を
挙
げ
、
不
明
の
事
例
と
し
て
「
天
下
之
聖
人
」
で
あ
る
「
伍
子
胣
」
が
革
袋
に
入
れ
ら
れ
川
流
し
に
あ
っ
た
こ
と
と
、「
天
下
之
亂
人
」
で
あ
る
「
榮
夷
公
」
が
長
寿
を
全
う
し
た
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。
先
行
研
究
に
よ
れ
ば
『
鬼
神
之
明
』
は
、
墨
家
十
論
の
一
つ
の
明
鬼
論
に
疑
念
を
提
出
す
る
者
が
、
人
為
の
善
悪
と
鬼
神
の
賞
罰
が
対
応
し
て
い
な
い
実
例
を
持
ち
出
し
て
、
明
鬼
論
を
批
判
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
い
る
と
い
う
１
７
２
。
 
さ
て
『
鬼
神
之
明
』
の
内
容
を
、
前
章
で
分
析
し
た
『
墨
子
』
の
用
法
に
当
て
は
め
る
と
ど
う
な
る
か
。
前
節
の
用
法
三
「
鬼
神
」
に
お
い
て
、
『
墨
子
』
内
の
「
鬼
神
」
を
整
理
し
た
結
果
、
三
‐
①
「
鬼
神
の
存
在
の
有
無
」
と
三
‐
②
「
鬼
神
の
賞
罰
の
明
不
明
」
の
二
つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
前
者
は
他
学
派
・
対
外
向
け
の
言
説
で
あ
り
、
後
者
は
学
団
内
に
生
じ
た
疑
問
に
対
し
て
答
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
 
『
鬼
神
之
明
』
は
冒
頭
か
ら
、
鬼
神
に
「
有
所
明
有
所
不
明
（
明
で
あ
る
と
こ
ろ
と
不
明
で
あ
る
と
こ
ろ
と
が
あ
る
）
」
こ
と
が
問
題
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
三
‐
②
の
部
類
に
あ
た
る
こ
と
に
な
る
。
鬼
神
の
明
な
る
点
に
つ
い
て
は
三
‐
②
（
１
６
）
に
、
鬼
神
は
、
明
晰
な
判
断
力
を
そ
な
え
、
人
間
の
行
為
を
始
終
監
視
し
、
行
為
の
善
悪
に
応
じ
た
禍
福
を
当
人
に
降
下
す
る
こ
と
が
見
え
て
い
る
。
 
こ
の
他
、
「
堯
舜
禹
湯
」
と
「
桀
受
幽
厲
」
と
が
一
緒
に
な
っ
て
見
え
る
の
は
、
前
章
の
用
法
四
「
天
・
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鬼
・
人
」
の
（
１
８
）
で
見
た
よ
う
に
、『
墨
子
』
の
特
徴
的
言
説
で
あ
る
。
先
行
研
究
は
『
墨
子
之
明
鬼
』
が
『
墨
子
』
の
言
行
録
に
当
た
る
諸
篇
と
関
連
す
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。『
鬼
神
之
明
』
は
墨
家
系
文
献
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
 
明
鬼
下
篇
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
『
鬼
神
之
明
』
に
は
「
今
夫
鬼
神
有
所
明
、
有
所
不
明
、
則
以
其
賞
善
罰
暴
也
（
今
夫
れ
鬼
神
に
明
な
る
所
有
り
、
不
明
な
る
所
有
り
と
い
う
は
、
則
ち
其
の
善
を
賞
し
暴
を
罰
す
る
を
以
て
な
り
）
」
（
第
一
簡
）
と
あ
り
、
鬼
神
の
降
す
賞
罰
が
必
ず
し
も
明
で
は
な
い
と
さ
れ
る
疑
惑
に
端
を
発
す
る
言
説
で
あ
る
。
明
鬼
下
篇
で
は
天
下
が
乱
れ
た
理
由
に
つ
い
て
、
三
‐
②
（
１
５
）
に
「
皆
以
疑
惑
鬼
神
之
有
與
無
之
別
、
不
明
乎
鬼
神
之
能
賞
賢
而
罰
暴
也
（
皆
鬼
神
の
有
る
と
無
き
と
の
別
に
疑
惑
し
、
鬼
神
の
能
く
賢
を
賞
し
て
暴
を
罰
す
る
こ
と
に
明
な
ら
ざ
る
を
以
て
な
り
）
」
と
あ
り
、
人
々
は
鬼
神
が
存
在
す
る
か
し
な
い
か
の
弁
別
に
ま
ど
い
、
鬼
神
本
来
の
効
力
を
理
解
し
よ
う
と
し
な
い
と
し
て
い
る
。
『
鬼
神
之
明
』
と
明
鬼
下
篇
と
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
な
相
違
が
見
ら
れ
る
の
は
何
を
意
味
し
て
い
る
だ
ろ
か
。
学
団
創
設
期
に
お
け
る
明
鬼
論
の
本
旨
は
、
善
を
賞
し
て
暴
を
罰
す
る
鬼
神
の
効
力
を
明
示
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
明
鬼
下
篇
の
成
立
期
に
お
い
て
は
、
時
代
の
要
請
に
従
っ
て
、
鬼
神
の
有
無
に
議
論
を
シ
フ
ト
す
る
必
要
が
生
じ
て
い
た
。
こ
う
し
た
思
想
的
変
遷
を
呈
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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（
二
）
「
天
・
鬼
・
人
」
の
三
部
構
造
に
つ
い
て
 
 
前
章
の
【
四
 
天
・
鬼
・
人
】
に
お
い
て
「
天
」
と
「
鬼
」
と
「
人
」
と
が
三
部
の
構
造
を
形
成
し
て
い
る
例
を
見
て
き
た
が
、
こ
こ
で
は
そ
れ
が
『
墨
子
』
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
た
の
か
、
そ
し
て
そ
れ
は
他
の
先
秦
文
献
に
も
見
ら
れ
る
も
の
な
の
か
ど
う
か
、
考
え
て
み
た
い
。
 
「
天
・
鬼
・
人
」
の
構
造
を
考
察
す
る
前
に
、
ま
ず
は
先
秦
の
一
般
的
世
界
観
で
あ
る
「
天
・
地
・
人
」
の
三
部
構
造
を
押
さ
え
て
お
き
た
い
。
 
 
・
「
天
・
地
・
人
」
の
世
界
観
 
 
「
天
・
地
・
人
」
の
三
部
構
造
を
も
と
に
し
た
思
想
の
代
表
は
、
『
易
』
に
見
え
る
所
謂
「
三
才
」
思
想
で
あ
る
。
『
易
』
の
繋
辞
伝
下
に
「
易
之
爲
書
也
、
廣
大
悉
備
。
有
天
道
焉
、
有
人
道
焉
、
有
地
道
焉
。
兼
三
材
而
兩
之
、
故
六
。
六
者
非
它
也
、
三
材
之
道
也
」
と
あ
り
、
ま
た
説
卦
伝
に
も
「
昔
者
聖
人
之
作
易
也
、
將
以
順
性
命
之
理
。
是
以
立
天
之
道
、
曰
陰
與
陽
。
立
地
之
道
、
曰
柔
與
剛
。
立
人
之
道
、
曰
仁
與
義
。
兼
三
才
而
兩
之
。
故
易
六
畫
而
成
卦
」
と
あ
る
よ
う
に
、
易
の
卦
が
六
爻
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
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い
る
仕
組
み
に
、
「
天
・
地
・
人
」
の
「
道
」
と
い
う
「
三
才
」
思
想
が
賦
与
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
見
え
る
。
こ
れ
は
馬
王
堆
三
号
漢
墓
よ
り
出
土
し
た
『
帛
書
周
易
』
に
も
同
様
の
記
述
が
見
え
る
こ
と
か
ら
、
遅
く
と
も
前
漢
初
期
に
は
す
で
に
「
三
才
」
と
呼
ば
れ
る
思
想
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
１
７
３
。
こ
の
「
三
才
」
思
想
の
淵
源
は
、
先
行
研
究
に
よ
れ
ば
、
荀
子
が
始
ま
り
で
あ
る
と
さ
れ
る
１
７
４
。
で
は
「
天
・
地
・
人
」
の
世
界
観
は
『
荀
子
』
よ
り
遡
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
か
と
い
う
と
、
そ
う
で
は
な
く
、
以
下
見
て
ゆ
く
よ
う
に
戦
国
時
代
を
通
し
た
一
般
的
観
念
と
し
て
存
在
し
て
い
る
。
 
「
天
・
地
・
人
」
の
世
界
観
は
伝
世
文
献
だ
け
で
な
く
、
出
土
資
料
に
も
見
え
て
い
る
。
上
博
楚
簡
『
三
徳
』
に
次
の
よ
う
に
あ
る
１
７
５
。
 
 
天
兯
１
７
６
時
、
地
兯
材
、
民
兯
力
、
明
王
無
思
。
是
謂
三
德
。
卉
木
須
時
而
後
奮
、
天
惡
如
近
１
７
７
。
平
旤
毋
哭
、
晦
１
７
８
毋
歌
、
弦
望
齊
宿
。
是
謂
順
天
之
常
（
第
一
簡
）
。
敬
者
得
之
、
怠
者
失
之
。
是
謂
天
常
。
天
神
之
【
□
。
毋
爲
□
□
】
１
７
９
、
皇
天
將
１
８
０
之
。
毋
爲
僞
詐
、
上
帝
將
憎
之
。
１
８
１
而
不
、
天
乃
降
災
、
已
而
不
已
（
第
二
簡
）
、
天
乃
降
異
。
其
身
不
没
、
至
于
孫
子
（
第
三
簡
）
。
 
天
は
時
を
提
供
し
、
地
は
材
を
提
供
し
、
民
は
力
を
提
供
す
る
、
そ
う
し
て
明
晰
な
王
は
思
い
悩
む
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こ
と
は
な
い
。
こ
れ
を
三
徳
と
い
う
。
草
木
が
時
節
を
待
っ
て
か
ら
生
長
す
る
の
は
、
急
迫
（
し
て
生
長
し
よ
う
と
）
す
る
の
を
天
が
憎
む
か
ら
で
あ
る
。
昼
間
に
哭
せ
ず
、
夜
に
歌
わ
ず
、
半
月
と
満
月
の
旣
に
物
忌
み
し
て
夜
を
明
か
す
。
こ
れ
を
天
の
常
に
順
う
と
い
う
。
慎
む
者
は
得
ら
れ
る
が
、
怠
る
者
は
失
っ
て
し
ま
う
。
こ
れ
を
天
常
と
い
う
。
天
神
…
…
を
し
て
は
な
ら
な
い
、
皇
天
は
そ
れ
を
戒
め
る
で
あ
ろ
う
。
詐
欺
を
行
な
っ
て
は
な
ら
な
い
、
上
帝
は
そ
れ
を
憎
む
で
あ
ろ
う
。
忌
む
べ
き
な
の
に
忌
ま
な
け
れ
ば
、
天
は
災
厄
を
降
し
、
止
め
る
べ
き
な
の
に
止
め
な
け
れ
ば
、
天
は
異
変
を
降
す
。
天
寿
を
全
う
で
き
ず
、
そ
の
禍
い
は
子
孫
に
ま
で
お
よ
ぶ
。
 
 
「
三
徳
」
は
、
天
が
時
節
を
、
地
が
材
料
を
、
民
が
生
産
を
提
供
す
る
、
万
物
の
理
法
と
し
て
定
義
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
背
景
に
「
天
・
地
・
人
」
の
世
界
観
が
見
え
て
い
る
。
『
三
徳
』
の
思
想
内
容
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
先
行
研
究
に
お
い
て
、
『
詩
』
『
書
』
を
継
承
す
る
天
人
相
関
思
想
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
１
８
２
。
第
二
簡
お
よ
び
第
三
簡
に
、
皇
天
・
上
帝
の
憎
む
こ
と
を
行
な
え
ば
、
天
は
災
厄
を
降
し
、
そ
の
禍
い
は
子
孫
に
ま
で
お
よ
ぶ
と
あ
る
。『
詩
』『
書
』
に
お
い
て
も
、『
詩
』
大
雅
・
雲
漢
に
「
天
降
喪
亂
、
饑
饉
薦
臻
（
天
は
喪
乱
を
降
し
、
飢
饉
が
し
き
り
に
至
る
）
」
と
あ
り
、
『
書
』
周
書
・
多
士
篇
に
「
弗
弔
旻
天
、
大
降
喪
于
殷
（
偉
大
な
る
旻
天
が
、
大
い
に
喪
乱
を
を
殷
に
降
し
た
）
」
と
あ
る
な
ど
、
災
厄
を
降
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す
天
が
見
え
て
い
る
。
『
詩
』
『
書
』
に
お
け
る
そ
れ
は
非
情
な
も
の
と
し
て
の
性
格
が
強
い
よ
う
だ
。
 
こ
の
他
、
『
三
徳
』
に
お
け
る
「
天
・
地
・
人
」
を
主
軸
と
し
た
言
説
に
は
、
「
知
天
足
以
順
時
、
知
地
足
以
固
材
、
知
人
足
以
會
親
（
天
を
知
れ
ば
そ
れ
に
よ
っ
て
時
に
従
う
こ
と
が
で
き
、
地
を
知
れ
ば
そ
れ
に
よ
っ
て
時
に
従
う
こ
と
が
で
き
、
人
を
知
れ
ば
親
し
い
者
を
集
め
る
こ
と
が
で
き
る
）
」
（
第
十
七
簡
）
と
あ
る
よ
う
に
、
『
詩
』
『
書
』
の
天
が
畏
怖
の
対
象
と
見
ら
れ
て
い
た
の
に
比
し
て
、
天
を
理
性
的
に
捉
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
「
天
・
地
・
人
」
の
世
界
観
は
、
こ
の
よ
う
な
思
考
の
働
き
の
中
で
受
容
さ
れ
て
い
っ
た
。
そ
の
世
界
観
は
、
『
左
伝
』
昭
公
二
十
亓
年
の
子
大
叔
の
言
（
「
禮
、
上
下
之
紀
、
天
地
之
經
緯
也
、
民
之
所
以
生
也
」
）
や
、
『
国
語
』
周
語
下
の
太
子
晋
の
言
（
「
上
不
象
天
、
而
下
不
儀
地
、
中
不
和
民
。
…
…
上
非
天
刑
、
下
非
地
德
、
中
非
民
則
」
）
な
ど
を
見
る
と
、
上
は
「
天
」
、
中
は
「
人
」
、
下
は
「
地
」
と
い
う
、
「
人
」
を
「
天
地
」
の
間
に
あ
る
も
の
と
理
解
し
て
い
る
。
 
 
以
下
、
諸
子
に
お
け
る
「
天
・
地
・
人
」
の
用
例
を
学
派
ご
と
に
見
て
お
く
。
 
 
儒
家
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「
天
・
地
・
人
」
の
構
造
は
『
論
語
』
に
は
見
え
な
い
。
戦
国
中
期
に
『
孟
子
』
に
至
っ
て
次
の
よ
う
に
見
え
て
い
る
。
 
 
孟
子
曰
、
天
時
不
如
地
利
、
地
利
不
如
人
和
。
（
公
孫
丑
下
）
 
孟
子
が
い
う
に
は
、
天
の
時
は
地
の
利
す
る
こ
と
に
及
ば
な
い
。
地
の
利
は
人
の
和
に
及
ば
な
い
。 
 
戦
場
で
は
地
形
上
の
要
害
を
得
て
も
、
人
々
の
団
結
の
力
に
は
及
ば
な
い
と
し
て
い
る
。
孟
子
は
論
理
の
機
軸
に
「
天
・
地
・
人
」
の
世
界
観
を
援
用
し
て
い
る
。
 
 
『
荀
子
』
に
な
る
と
、
よ
り
人
為
に
重
き
を
置
い
て
い
る
。
 
 
先
王
之
道
、
人
之
隆
也
。
比
中
而
行
之
。
曷
謂
中
。
曰
、
禮
義
是
也
。
道
者
、
非
天
之
道
、
非
地
之
道
、
人
之
所
以
道
也
、
君
子
之
所
道
也
。
１
８
３
（
儒
效
篇
）
 
先
王
の
道
は
、
仁
の
隆
ん
な
も
の
で
あ
る
。
中
道
に
し
た
が
っ
て
実
践
さ
れ
る
。
何
を
中
道
と
い
う
の
か
。
礼
儀
こ
そ
そ
れ
で
あ
る
、
と
い
う
。
道
と
い
う
の
は
、
天
の
道
で
も
な
け
れ
ば
、
地
の
道
で
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も
な
く
、
人
の
実
践
の
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
君
子
が
実
践
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
 
 
「
先
王
の
道
」
で
あ
る
礼
儀
は
、
「
天
の
道
」
や
「
地
の
道
」
で
は
な
く
、
人
の
実
践
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
体
現
し
て
実
践
で
き
る
「
君
子
」
こ
そ
至
上
に
位
置
付
け
て
い
る
。
 
こ
の
他
、
『
荀
子
』
に
は
天
論
篇
に
も
「
天
・
地
・
人
」
の
「
人
」
を
「
君
子
」
に
置
き
換
え
、
天
地
臩
然
の
法
則
と
「
君
子
の
道
」
と
を
結
び
付
け
る
言
説
が
見
え
る
１
８
４
。
 
先
の
『
易
』
繋
辞
伝
下
や
説
卦
伝
に
は
、
易
の
卦
の
仕
組
み
に
「
天
・
地
・
人
」
そ
れ
ぞ
れ
の
「
道
」
が
賦
与
さ
れ
る
「
三
才
」
思
想
が
見
え
た
。
『
荀
子
』
に
見
え
る
、
根
源
的
な
働
き
で
あ
る
天
地
の
中
に
参
じ
て
い
く
「
君
子
」
の
存
在
は
、
「
三
才
」
思
想
の
形
成
に
影
響
を
与
え
て
い
る
１
８
５
。
 
  
 
 
道
家
 
 
『
老
子
』
に
「
天
・
地
・
人
」
の
構
造
は
見
え
な
い
。
『
荘
子
』
内
篇
・
齊
物
論
篇
の
南
郭
子
綦
の
言
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。
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女
聞
人
籟
、
而
未
聞
地
籟
、
女
聞
地
籟
、
而
未
聞
天
籟
夫
。
（
内
篇
・
齊
物
論
）
 
あ
な
た
は
人
籟
を
聞
い
た
が
、
ま
だ
地
籟
を
聞
い
て
い
な
い
、
あ
な
た
は
地
籟
を
聞
い
た
が
、
ま
だ
天
籟
を
聞
い
て
い
な
い
だ
ろ
う
。
 
 
「
女
（
汝
）
」
は
南
郭
子
綦
の
弟
子
の
顔
成
子
游
を
指
す
。
顔
成
子
游
の
立
場
は
、
「
人
の
簫
（
人
籟
）
」
「
地
の
簫
（
地
籟
）
」
「
天
の
簫
（
天
籟
）
」
各
音
声
の
出
る
原
因
を
追
求
し
よ
う
と
す
る
世
俗
的
な
も
の
で
あ
る
。
南
郭
子
綦
は
、
そ
の
立
場
を
超
越
し
て
、
音
声
そ
の
も
の
が
発
す
る
本
体
に
耳
を
澄
ま
す
境
地
に
達
す
べ
き
こ
と
を
説
き
、
そ
れ
を
坐
忘
に
よ
っ
て
弟
子
に
提
示
し
て
い
る
。「
天
籟
」
は
、「
人
籟
」「
地
籟
」
の
外
に
あ
る
も
の
で
は
な
く
、
全
て
の
現
象
の
内
に
鳴
り
響
い
て
い
る
も
の
と
し
て
把
握
さ
れ
て
い
る
１
８
６
。
 
そ
の
他
、
『
管
子
』
１
８
７
所
収
の
道
法
家
の
思
想
と
さ
れ
る
篇
に
も
「
天
・
地
・
人
」
の
構
造
が
見
え
る
。
例
え
ば
戦
国
中
期
の
成
立
と
さ
れ
る
経
言
・
形
勢
篇
１
８
８
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。
 
 
○
有
無
棄
之
言
者
、
必
參
於
天
地
也
。
（
経
言
・
形
勢
）
 
捨
て
去
る
こ
と
の
な
い
言
葉
が
あ
る
者
は
、
必
ず
天
地
に
参
じ
て
一
体
と
な
る
。
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○
能
予
而
無
取
者
、
天
地
之
配
也
。
（
経
言
・
形
勢
）
 
よ
く
人
に
与
え
て
奪
う
こ
と
が
無
い
者
は
天
地
の
配
と
な
る
。
 
 
前
者
に
は
無
駄
口
を
聞
か
な
い
者
は
天
地
に
参
じ
る
と
あ
る
。
い
ず
れ
も
「
天
・
地
・
人
」
の
構
造
を
主
軸
に
し
、
『
荀
子
』
の
よ
う
に
、
人
を
至
上
に
位
置
付
け
て
天
地
の
中
に
参
じ
る
と
い
う
思
考
が
な
さ
れ
て
い
る
。
『
管
子
』
は
こ
の
他
に
も
い
く
つ
か
用
例
が
見
え
る
１
８
９
。
道
家
や
道
法
家
に
と
っ
て
の
世
界
観
が
「
天
・
地
・
人
」
を
中
心
と
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
 
  
 
 
兵
家
 
 
銀
雀
山
漢
簡
『
孫
臏
兵
法
』
に
「
天
・
地
・
人
」
の
構
造
が
い
く
つ
か
見
え
る
。
 
 
（
１
）
孫
子
曰
、
間
於
天
地
之
間
、
莫
貴
於
人
。
…
…
天
時
、
地
利
、
人
和
、
三
者
不
得
、
雖
勝
有
殃
。
（
第
三
三
〇
簡
）
（
月
戦
篇
）
１
９
０ 
孫
子
は
い
っ
た
、
天
と
地
と
の
間
に
は
さ
ま
る
も
の
で
は
、
人
よ
り
貴
い
も
の
は
な
い
。
…
…
天
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の
時
と
地
の
利
と
人
の
和
と
、
三
つ
の
こ
と
が
上
手
く
い
か
な
い
と
、
戦
っ
て
勝
っ
た
と
し
て
も
害
が
あ
る
。
 
（
２
）
孫
子
曰
、
…
…
知
道
者
、
上
知
天
之
道
、
下
知
地
之
利
、
内
得
（
第
三
三
七
簡
）
其
民
之
心
、
外
知
敵
之
情
。
…
…
此
王
者
之
將
也
（
第
三
三
八
簡
）
（
八
陳
（
陣
）
篇
）
 
孫
子
は
い
っ
た
、
…
…
道
を
知
っ
て
い
る
者
は
、
上
は
天
の
道
を
知
り
、
下
は
地
の
利
を
知
っ
て
、
内
は
そ
の
民
の
心
を
把
握
し
、
外
は
敵
の
状
況
を
知
る
。
…
…
こ
れ
こ
そ
が
王
者
の
将
軍
で
あ
る
。
 
 
（
１
）
で
は
、
『
孟
子
』
の
よ
う
に
、
天
の
時
節
や
地
勢
の
有
利
よ
り
も
、
人
の
団
結
の
力
に
重
点
を
置
く
べ
き
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
。
孫
子
は
「
天
・
地
・
人
」
の
構
造
を
、
よ
り
人
為
を
強
調
す
る
た
め
に
援
用
し
て
い
る
。
 
（
２
）
上
は
「
天
之
道
」
を
知
り
、
下
は
「
地
之
利
」
を
知
れ
ば
、
内
は
民
心
を
得
ら
れ
、
敵
の
状
況
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
と
あ
る
。
先
の
『
左
伝
』
や
『
国
語
』
の
よ
う
に
、
上
は
「
天
」
、
中
は
「
人
」
、
下
は
「
地
」
と
い
う
、
「
人
」
を
「
天
地
」
の
間
に
あ
る
も
の
と
理
解
し
て
い
る
。
 
こ
の
他
、
時
代
は
降
る
が
『
尉
繚
子
』
兵
談
篇
お
よ
び
武
議
篇
に
「
將
者
、
上
不
制
於
天
、
下
不
制
於
地
、
中
不
制
於
人
（
将
軍
た
る
者
は
、
上
は
天
に
制
御
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
下
は
地
に
制
御
さ
れ
る
こ
と
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な
く
、
中
は
人
に
制
御
さ
れ
る
こ
と
な
い
）
」
と
あ
り
１
９
１
、
『
六
韜
』
虎
韜
・
壘
虚
篇
に
「
將
必
上
知
天
道
、
下
知
地
利
、
中
知
人
事
（
将
軍
は
、
必
ず
上
は
天
道
を
知
っ
て
、
下
は
地
の
利
を
知
っ
て
、
中
は
人
事
を
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
）
」
と
あ
る
よ
う
に
、
兵
家
に
お
い
て
も
「
天
・
地
・
人
」
の
世
界
観
が
受
容
さ
れ
て
い
る
。
 
  
 
 
法
家
 
 
『
韓
非
子
』
に
お
い
て
は
、
韓
非
子
の
臩
著
と
さ
れ
る
篇
１
９
２
に
「
天
・
地
・
人
」
の
構
造
は
見
え
な
い
。
早
期
の
韓
非
子
後
学
の
手
に
成
っ
た
篇
に
次
の
よ
う
に
い
っ
て
い
る
。
 
 
言
會
衆
端
、
必
揆
之
以
地
、
謀
之
以
天
、
驗
之
以
物
、
參
之
以
人
。
四
徴
者
符
、
乃
可
以
觀
矣
。
（
八
經
篇
「
起
亂
」
）
 
言
論
は
多
く
の
議
論
を
合
わ
せ
て
、
必
ず
大
地
に
つ
い
て
お
し
は
か
り
、
天
に
つ
い
て
考
察
し
、
物
に
よ
っ
て
た
め
し
、
人
に
つ
い
て
考
え
合
わ
せ
る
。
大
地
と
天
と
物
と
人
の
四
つ
の
証
明
が
う
ま
く
適
合
す
る
と
、
そ
の
意
見
を
見
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
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臣
下
の
意
見
に
つ
い
て
は
、
「
地
」
、
「
天
」
、
「
物
」
、
「
人
」
、
こ
れ
ら
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
判
断
す
る
と
あ
る
。
ま
た
黄
老
思
想
を
取
り
入
れ
た
後
期
の
韓
非
子
後
学
の
作
に
、
「
天
・
地
・
人
」
の
構
造
が
い
く
つ
か
見
え
る
１
９
３
。
 
 
そ
の
他
、
戦
国
末
期
に
お
け
る
諸
学
派
の
様
相
を
収
載
し
た
『
呂
氏
春
秋
』
に
も
い
く
つ
か
見
え
て
い
る
１
９
４
。
 
 
以
上
の
よ
う
に
、
「
天
・
地
・
人
」
を
主
軸
と
し
た
観
念
は
、
戦
国
期
を
通
し
て
汎
く
受
容
さ
れ
て
い
た
。
『
三
徳
』
に
見
え
た
万
物
の
変
化
を
理
性
的
に
捉
え
よ
う
と
す
る
思
考
の
働
き
は
、
諸
子
に
よ
っ
て
人
為
を
強
調
す
る
方
向
へ
と
展
開
し
、
や
が
て
「
天
」
と
「
地
」
の
中
に
参
じ
る
「
君
子
」
が
位
置
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
う
し
た
思
想
的
変
遷
が
あ
る
と
み
ら
れ
る
。
「
天
・
地
・
人
」
の
世
界
観
の
大
き
な
特
徴
は
、
「
人
為
」
に
重
き
を
置
く
点
で
あ
る
。
そ
れ
は
「
上
」
－
「
天
」
、
「
中
」
－
「
人
」
、
「
下
」
－
「
地
」
と
い
う
「
天
」
と
「
地
」
の
中
間
に
「
人
」
を
置
く
と
い
う
構
造
か
ら
見
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。
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・
「
天
・
鬼
・
人
」
の
世
界
観
 
 
「
天
・
鬼
・
人
」
と
い
う
世
界
観
臩
体
は
、
ど
こ
ま
で
遡
れ
る
の
か
。
天
志
上
篇
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。
 
 
（
１
）
昔
三
代
聖
王
禹
湯
文
武
、
欲
以
天
之
爲
政
於
天
子
、
明
説
天
下
之
百
姓
。
故
莫
不
犓
牛
羊
、
豢
犬
彘
、
潔
爲＊
粢＊
盛
酒
醴
、
以
祭
祀
上
帝
鬼
神
、
而
求
祈
福
於
天
。
（
天
志
上
）
 
昔
三
代
の
聖
王
で
あ
る
（
夏
の
）
禹
王
・
（
殷
の
）
湯
王
・
（
周
の
）
文
王
と
武
王
は
、
天
が
天
子
を
正
す
と
い
う
こ
と
を
、
天
下
の
万
民
に
明
ら
か
に
知
ら
せ
よ
う
と
し
た
。
だ
か
ら
（
犠
牲
の
た
め
の
）
牛
羊
を
飼
い
、
犬
豚
を
養
っ
て
、
（
供
物
の
）
穀
物
や
甘
酒
を
清
浄
に
つ
く
っ
て
、
上
帝
と
鬼
神
を
祭
祀
し
、
福
を
天
に
祈
る
こ
と
を
し
な
い
者
は
な
か
っ
た
。
 
 
「
上
帝
」
「
鬼
神
」
は
具
体
的
な
祭
祀
の
対
象
で
、
「
天
子
」
は
こ
れ
を
祭
祀
す
る
主
催
者
と
し
て
見
え
て
い
る
。
こ
れ
は
「
上
帝
」
―
「
鬼
神
」
―
「
祭
祀
の
主
催
者
」
と
い
う
関
係
に
あ
る
。
 
こ
の
構
図
は
、
上
博
楚
簡
『
三
徳
』
に
お
い
て
も
見
え
て
い
る
。
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（
２
）
邦
四
益
、
是
謂
方
華
、
雖
盈
必
虛
。
宮
室
過
度
、
皇
天
之
所
惡
、
雖
成
弗
居
。
衣
朋
過
制
、
佚
於
美
、
是
謂
違
章
、
上
帝
弗
諒
。
鬼
神
禋
祀
、
上
帝
乃
怡
、
邦
家
（
第
八
簡
）
…
…
保
、
乃
無
凶
災
（
第
九
簡
）
。
 
国
中
に
利
益
が
あ
る
、
こ
れ
を
「
方
華
」
と
い
い
、
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
て
も
必
ず
空
に
な
る
。
宮
室
が
過
度
に
な
れ
ば
、
皇
天
の
憎
む
と
こ
ろ
と
な
り
、
豪
華
な
暮
ら
し
を
し
て
い
て
も
（
や
が
て
は
）
住
め
な
く
な
る
。
衣
朋
が
過
度
に
な
り
、
華
美
に
な
り
過
ぎ
る
、
こ
れ
を
「
違
章
」
と
い
い
、
上
帝
は
了
承
し
な
い
。
鬼
神
を
祭
祀
す
る
と
、
上
帝
は
喜
び
、
（
そ
う
し
て
）
国
が
…
…
保
た
れ
れ
ば
、
大
き
な
災
い
は
な
い
。
 
 
鬼
神
を
祭
祀
す
れ
ば
上
帝
が
喜
ぶ
と
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
場
合
も
「
上
帝
」
「
鬼
神
」
「
祭
祀
の
主
催
者
」
と
い
う
関
係
性
を
見
出
せ
る
。
こ
の
よ
う
に
『
三
徳
』
に
は
「
天
・
地
・
人
」
の
世
界
観
と
と
も
に
、
「
天
・
鬼
・
人
」
の
構
造
を
背
景
と
し
た
言
説
が
見
え
て
い
る
。
 
こ
れ
を
他
の
先
秦
文
献
に
探
し
た
場
合
、
例
え
ば
『
左
伝
』
隱
公
十
一
年
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。
 
 
（
３
）
（
鄭
伯
曰
）
天
禍
許
國
、
鬼
神
實
不
逞
于
許
君
、
而
假
手
于
我
寡
人
。
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（
鄭
伯
が
次
の
よ
う
に
い
っ
た
）
天
は
許
国
に
禍
い
を
降
さ
れ
、
鬼
神
も
許
君
の
不
徳
を
こ
こ
ろ
よ
く
思
わ
ず
、
わ
た
し
の
手
を
借
り
（
て
許
国
を
攻
め
さ
せ
）
た
の
で
す
。
 
 
鄭
伯
が
許
国
（
今
の
河
南
省
許
昌
市
）
を
攻
め
た
理
由
に
つ
い
て
述
べ
た
こ
と
ば
で
あ
る
。
「
天
」
は
わ
た
し
の
手
を
借
り
て
攻
め
さ
せ
た
と
あ
る
が
、
同
様
の
例
は
偽
古
文
『
書
』
商
書
・
伊
訓
篇
に
も
「
皇
天
降
災
、
假
手
于
我
有
命
（
皇
天
は
災
い
を
降
さ
れ
、
命
を
有
す
る
わ
た
し
の
手
を
借
り
て
攻
め
さ
せ
た
）
」
と
あ
る
。
「
天
」
は
命
を
降
す
存
在
と
し
て
、
「
鬼
神
」
は
行
為
の
観
察
者
と
し
て
、
「
寡
人
（
鄭
伯
）
」
の
上
部
に
位
置
し
て
お
り
、
「
天
」
―
「
鬼
神
」
―
「
寡
人
」
と
い
う
関
係
に
あ
る
。
 
ま
た
『
孟
子
』
の
二
‐
②
の
万
章
上
篇
に
お
い
て
も
、
「
天
」
―
「
百
神
」
―
「
百
姓
」
と
い
う
、
祭
祀
を
中
心
と
し
た
上
下
の
関
係
が
見
え
た
。
 
こ
う
し
た
構
造
は
、
二
‐
②
「
天
の
下
部
に
位
置
す
る
神
・
神
々
」
の
『
詩
』
『
書
』
で
見
え
た
「
天
」
―
「
神
」
―
「
人
」
と
い
う
関
係
や
、
【
三
 
鬼
神
】
の
『
書
』
金
縢
篇
に
お
け
る
「
天
」
―
「
鬼
神
」
―
「
人
」
と
い
う
関
係
な
ど
か
ら
、
周
代
の
観
念
を
継
承
す
る
も
の
で
あ
り
、「
人
為
」
に
重
き
を
置
く
「
天
・
地
・
人
」
の
世
界
観
に
先
行
す
る
構
造
と
し
て
、
「
天
」
―
「
鬼
神
」
―
「
人
」
と
い
う
世
界
観
が
あ
っ
た
と
想
定
さ
れ
る
。
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結
 
 
先
秦
の
一
般
的
な
世
界
観
は
、
「
天
」
と
「
地
」
の
間
に
「
人
」
を
置
く
「
天
・
地
・
人
」
の
構
造
で
あ
り
、
墨
家
の
世
界
観
は
、
人
格
を
有
す
る
「
天
」
や
「
鬼
神
」
を
上
部
に
置
き
、
下
部
に
「
人
」
を
置
く
、
「
天
・
鬼
・
人
」
の
構
造
で
あ
っ
た
。
た
だ
『
三
徳
』
に
お
い
て
は
、
こ
の
両
者
の
観
念
が
は
っ
き
り
と
は
分
か
れ
て
い
な
い
。
お
そ
ら
く
『
墨
子
』
に
先
行
す
る
周
代
の
観
念
を
継
承
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
１
９
５
。
墨
家
は
こ
の
よ
う
な
古
い
世
界
観
を
継
承
し
て
、
鬼
神
を
中
心
と
す
る
独
臩
の
言
説
を
形
成
し
て
い
っ
た
。
墨
家
に
お
け
る
鬼
神
は
、
明
晰
な
判
断
力
を
そ
な
え
、
人
間
の
行
為
を
始
終
監
視
し
、
行
為
の
善
悪
に
応
じ
た
禍
福
を
当
人
に
降
下
す
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
天
の
機
能
を
代
行
す
る
役
目
を
に
な
っ
て
お
り
、
人
間
の
行
為
の
善
悪
を
主
宰
者
た
る
上
帝
に
逐
次
報
告
し
て
、
そ
の
裁
定
を
仰
ぎ
、
相
応
の
処
置
を
下
す
。
こ
れ
が
墨
家
の
考
え
る
鬼
神
を
中
心
と
し
た
世
界
観
で
あ
る
。
こ
れ
は
墨
家
内
部
で
、
天
や
鬼
神
へ
の
信
仰
に
よ
っ
て
集
団
の
人
的
結
合
関
係
を
深
め
る
要
因
と
な
り
、
天
や
鬼
神
に
よ
る
人
的
行
為
の
監
視
機
能
に
よ
っ
て
集
団
の
統
制
を
強
化
す
る
役
割
を
も
果
た
し
て
い
た
の
で
あ
る
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お
わ
り
に
 
  
以
上
、
二
章
に
わ
た
り
『
墨
子
』
を
中
心
資
料
と
し
て
、
墨
家
の
集
団
性
に
つ
い
て
考
察
し
て
き
た
。
墨
家
は
春
秋
末
か
ら
戦
国
末
と
い
う
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
活
躍
し
た
思
想
学
派
で
あ
る
が
、
そ
の
思
想
と
行
動
が
他
学
派
に
与
え
た
衝
撃
は
非
常
に
大
き
な
も
の
で
あ
る
。
本
論
文
は
、
墨
家
の
集
団
性
を
信
仰
の
観
点
か
ら
考
察
す
る
た
め
に
、
主
題
を
「
愛
」
と
「
鬼
神
」
と
に
絞
り
、
語
義
の
解
明
と
そ
れ
に
関
す
る
言
説
の
分
類
と
を
通
じ
て
、
諸
子
と
の
相
似
・
相
違
を
検
討
し
て
き
た
。
以
下
に
こ
れ
ま
で
の
考
察
を
ま
と
め
、
そ
こ
か
ら
得
ら
れ
た
新
た
な
今
後
の
課
題
を
指
摘
し
て
結
び
と
し
た
い
。
 
第
一
章
で
は
、
墨
家
の
「
愛
」
の
予
備
的
考
察
と
し
て
、
旣
本
語
に
お
け
る
「
愛
」
「
愛
す
る
」
と
い
う
語
が
も
ら
た
す
弊
害
に
つ
い
て
述
べ
、
先
秦
に
お
け
る
「
愛
」
の
正
確
な
語
義
を
捉
え
る
た
め
に
は
、
「
愛
」
を
「
愛
」
で
も
っ
て
置
き
換
え
る
の
で
は
な
く
、
別
の
旣
本
語
を
用
い
て
原
義
を
探
る
べ
き
こ
と
を
指
摘
し
た
。
考
察
の
結
果
、
先
秦
に
お
け
る
「
愛
」
の
語
は
、
何
を
対
象
に
す
る
か
に
よ
り
、
意
味
が
違
っ
て
く
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
そ
れ
は
用
法
に
よ
っ
て
、
人
に
対
す
る
も
の
と
、
臩
分
に
対
す
る
も
の
と
、
物
に
対
す
る
も
の
と
に
分
か
れ
、
特
に
前
二
者
に
お
け
る
語
彙
に
お
い
て
、
学
派
別
の
思
想
的
相
違
が
見
ら
れ
た
。
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例
え
ば
「
愛
人
」
と
い
う
語
は
、
儒
家
・
墨
家
・
道
家
な
ど
、
先
秦
諸
子
文
献
に
広
く
見
え
る
用
語
で
あ
る
が
、
儒
家
・
道
家
に
お
い
て
は
、
君
子
や
聖
人
だ
け
が
行
い
得
る
、
価
値
的
に
高
次
の
行
為
と
さ
れ
て
い
た
。
墨
家
は
と
い
う
と
そ
の
行
為
臩
体
に
価
値
を
見
出
し
て
お
ら
ず
、
む
し
ろ
誰
し
も
が
行
え
る
も
の
と
し
て
、
み
な
に
奨
励
し
て
い
る
。
「
相
愛
」
と
い
う
語
は
「
愛
人
」
か
ら
派
生
し
た
、
墨
家
特
有
の
用
語
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
天
下
全
体
に
施
行
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
「
兼
」
を
冠
し
て
い
る
の
が
「
兼
相
愛
」
で
あ
る
。
「
兼
相
愛
」
を
治
術
と
し
て
施
行
す
る
の
は
、
治
者
の
立
場
に
あ
る
「
聖
人
」
や
「
仁
人
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
現
実
の
状
況
を
見
る
と
、
治
者
が
「
聖
人
」
や
「
仁
人
」
ま
た
は
「
聖
王
」
で
あ
る
こ
と
は
限
ら
れ
て
お
り
、
時
に
は
「
暴
王
」
と
な
っ
て
悪
政
を
行
う
。
そ
れ
を
防
止
す
る
た
め
に
、
天
と
い
う
存
在
に
よ
っ
て
治
者
を
規
制
し
よ
う
と
し
た
の
が
天
志
論
で
あ
る
。
 
集
団
と
い
う
観
点
に
立
っ
て
兼
愛
上
篇
を
み
る
と
、
各
人
が
所
属
す
る
単
位
の
中
で
「
臩
分
を
大
切
に
す
る
よ
う
に
他
人
を
大
切
に
す
る
」
ま
た
「
臩
分
の
身
を
視
る
よ
う
に
他
人
の
身
を
視
る
」
こ
と
を
実
践
さ
せ
、
そ
れ
を
全
体
に
及
ぼ
そ
う
と
い
う
の
は
、
集
団
の
紐
帯
を
意
識
し
て
は
じ
め
て
説
く
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
墨
家
最
古
の
思
想
に
位
置
付
け
ら
れ
る
兼
愛
上
篇
に
お
い
て
、
す
で
に
こ
う
し
た
意
識
が
見
え
る
と
い
う
こ
と
は
、
墨
家
は
創
設
の
当
初
か
ら
集
団
性
の
強
い
学
派
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
 
第
二
章
で
は
、
前
章
の
手
法
を
踏
襲
し
、
先
秦
諸
子
に
お
け
る
「
鬼
」
「
神
」
「
鬼
神
」
な
ど
鬼
神
に
関
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す
る
語
を
、
で
き
る
か
ぎ
り
他
の
旣
本
語
で
も
っ
て
解
釈
し
て
、
整
理
・
類
別
す
る
こ
と
を
試
み
た
。
結
果
、
鬼
神
は
、
絶
対
的
存
在
で
あ
る
天
に
対
し
て
、
よ
り
身
近
に
人
に
働
き
か
け
て
く
る
存
在
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
墨
家
に
と
っ
て
の
鬼
神
は
、
明
晰
な
判
断
力
を
そ
な
え
、
天
の
機
能
を
代
行
す
る
役
目
を
担
っ
て
お
り
、
人
間
の
行
為
の
善
悪
を
主
宰
者
た
る
上
帝
に
逐
次
報
告
し
て
、
そ
の
裁
定
を
仰
ぎ
、
相
応
の
処
置
を
下
す
と
信
じ
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
『
墨
子
』
内
で
「
天
・
鬼
・
人
」
と
い
う
三
部
構
造
を
用
い
た
言
説
と
し
て
表
れ
て
い
る
。
『
詩
』
『
書
』
の
例
に
は
、
災
厄
を
降
す
「
天
」
と
、
そ
の
下
部
に
位
置
す
る
「
神
」
と
、
祈
り
を
捧
げ
る
「
人
」
と
が
対
応
し
て
見
え
て
い
る
も
の
が
あ
っ
た
。
『
墨
子
』
の
三
部
構
造
を
も
と
に
し
た
世
界
観
も
、
こ
の
周
代
の
古
い
信
仰
を
継
承
し
て
、
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
 
こ
の
信
仰
と
集
団
性
と
の
関
連
を
考
え
る
と
、
兼
愛
上
篇
と
中
篇
に
お
い
て
、
「
天
・
鬼
・
人
」
の
三
部
構
造
、
鬼
神
に
関
す
る
記
載
、
天
へ
の
信
仰
な
ど
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
す
る
と
、
集
団
性
に
信
仰
が
加
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
兼
愛
中
篇
成
立
以
後
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。
 
本
論
文
で
は
、
こ
れ
ま
で
そ
れ
ほ
ど
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
語
義
の
解
明
と
分
類
、
そ
れ
を
め
ぐ
る
言
説
の
生
成
変
化
に
関
す
る
問
題
を
提
起
し
て
き
た
。
最
後
に
本
論
文
で
言
及
で
き
な
か
っ
た
主
な
課
題
二
点
を
挙
げ
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
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ま
ず
「
死
」
の
問
題
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
を
問
題
と
し
て
取
り
上
げ
る
に
は
、
墨
家
が
ど
の
程
度
「
死
」
に
つ
い
て
の
思
索
を
行
い
、
重
要
視
し
て
い
る
か
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
『
墨
子
』
全
字
数
に
お
け
る
「
死
」
の
割
合
は
、
諸
子
文
献
に
比
し
て
尐
な
い
。
諸
子
文
献
を
含
め
た
「
死
」
を
め
ぐ
る
言
説
を
整
理
し
て
、
そ
こ
に
墨
家
の
「
死
」
を
位
置
付
け
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
ま
た
墨
家
の
「
死
」
に
つ
い
て
考
察
す
る
に
は
、
二
点
目
の
「
命
」
の
問
題
も
併
せ
て
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 
「
命
」
と
は
生
き
る
こ
と
や
死
ぬ
こ
と
、
ま
た
は
幸
福
や
不
幸
は
運
命
で
あ
る
と
す
る
観
念
で
、
春
秋
時
代
以
降
の
諸
子
の
思
想
に
深
い
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
そ
れ
を
勤
労
の
怠
惰
の
原
因
に
な
る
と
し
て
、
「
命
」
を
否
定
し
た
の
が
墨
家
の
非
命
論
で
あ
る
。
た
だ
し
元
来
そ
の
「
命
」
に
は
い
く
つ
か
の
型
が
あ
る
の
で
、
諸
子
の
「
命
」
を
め
ぐ
る
言
説
を
整
理
・
分
類
し
て
、
墨
家
の
い
う
「
命
」
が
ど
れ
に
当
た
る
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
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１ 
渡
辺
卓
『
古
代
中
国
思
想
の
研
究
―
〃
孔
子
伝
の
形
成
〄
と
儒
墨
集
団
の
思
想
と
行
動
―
』
（
東
洋
学
叢
書
、
創
文
社
、
一
九
七
三
年
）
第
三
部
第
二
編
「
墨
家
の
集
団
と
そ
の
思
想
」
参
照
。
以
下
、
．
渡
辺
卓
一
九
七
三
／
と
略
記
す
る
。
 
２ 
．
渡
辺
卓
一
九
七
三
／
第
三
部
第
一
編
第
二
章
「
『
墨
子
』
諸
篇
の
著
作
年
代
」
参
照
。
各
篇
の
成
立
時
期
の
一
覧
表
は
同
書
亓
四
亓
頁
参
照
。
渡
辺
氏
の
説
を
批
判
的
に
継
承
し
た
も
の
に
、
吉
永
慎
二
郎
『
戦
国
思
想
史
研
究
―
儒
家
と
墨
家
の
思
想
史
的
交
渉
―
』（
朊
友
書
店
、
二
〇
〇
四
年
）
が
あ
る
。
以
下
、．
吉
永
慎
二
郎
二
〇
〇
四
／
と
略
記
す
る
。
．
吉
永
慎
二
郎
二
〇
〇
四
／
は
第
一
部
「
墨
家
思
想
の
再
検
討
」
に
お
い
て
、
渡
邊
氏
の
説
を
再
検
討
し
て
、
第
三
部
第
四
章
「
墨
家
集
団
の
歴
史
的
展
開
」
に
お
い
て
は
、
十
論
二
十
三
篇
の
成
書
時
期
を
新
た
に
措
定
し
て
一
覧
表
に
し
て
い
る
。
同
書
亓
八
亓
頁
参
照
。
 
３ 
宗
教
に
対
す
る
こ
う
し
た
視
点
は
、
池
澤
優
『
「
孝
」
思
想
の
宗
教
学
的
研
究
，
古
代
中
国
に
お
け
る
祖
先
崇
拝
の
思
想
的
発
展
』
（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
二
年
）
の
第
一
章
「
祖
先
崇
拝
の
研
究
史
と
問
題
点
」
を
参
考
と
し
た
。
以
下
、
．
池
澤
優
二
〇
〇
二
／
と
略
記
す
る
。
 
４ 
．
渡
辺
卓
一
九
七
三
／
亓
一
亓
～
亓
一
八
頁
。
 
５ 
『
正
統
道
蔵
』
は
上
海
涵
芬
楼
影
印
本
（
本
学
図
書
館
蔵
）
を
用
い
る
。
引
用
に
際
し
て
は
、
併
せ
て
孫
詒
譲
『
墨
子
閒
詁
』
、
張
純
一
『
墨
子
集
解
』
、
呉
毓
江
『
墨
子
校
注
』
、
王
煥
鑣
『
墨
子
集
詁
』
な
ど
の
意
見
を
斟
酌
し
た
。
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
底
本
を
改
め
た
箇
所
に
つ
い
て
は
、
釈
文
該
字
の
右
に
「
＊
」
を
表
記
し
た
。
特
に
問
題
の
あ
る
場
合
の
み
注
記
す
る
。
 
６ 
台
湾
で
は
厳
霊
峯
編
輯
『
無
求
備
齋
墨
子
集
成
』
（
全
四
十
六
冊
、
台
北
，
成
文
出
版
社
、
一
九
七
亓
年
）
が
、
中
国
で
は
任
継
愈
主
編
『
墨
子
大
全
』
（
第
一
編
‐
第
三
編
、
全
百
冊
。
北
京
図
書
館
出
版
社
、
二
〇
〇
二
－
二
〇
〇
四
年
）
が
出
版
さ
れ
た
。
 
７ 
原
孝
治
「
墨
子
校
注
攷
」
（
『
大
東
文
化
大
学
漢
学
会
誌
』
四
亓
、
二
〇
〇
六
年
）
参
照
。
 
８ 
『
正
統
道
蔵
』
（
太
清
部
・
沛
下
）
所
收
『
墨
子
』
卷
一
三
・
魯
問
第
四
十
九
に
「
無
敢
以
告
外
其
邪
而
入
其
善
」
と
あ
り
、
「
外
」
字
の
下
の
夾
注
に
「
太
祖
廟
諱
上
字
」
と
あ
る
。
畢
沅
は
『
墨
子
注
』
に
お
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い
て
「
『
匡
』
字
舊
闕
、
注
云
『
太
祖
廟
諱
上
字
』
、
蓋
宋
本
如
此
、
今
增
」
と
し
て
「
匡
」
字
を
増
し
、
底
本
を
「
無
敢
以
告
外
匡
其
邪
而
入
其
善
」
に
改
め
て
い
る
。
こ
う
い
っ
た
遾
諱
の
例
と
し
て
は
、
『
四
部
叢
刊
』
三
編
所
收
の
宋
刻
本
『
景
徳
伝
灯
録
』
卷
二
七
・
天
台
豐
千
禪
師
に
「
初
閭
丘
公
出
牧
丹
丘
將
議
巾
車
」
と
あ
り
、
「
公
」
字
の
下
の
夾
注
に
「
名
犯
太
祖
廟
諱
下
字
」
と
あ
る
。
こ
れ
を
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第
亓
一
冊
所
收
の
『
景
徳
伝
灯
録
』（
據
元
本
排
印
）
で
見
る
と
「
初
閭
丘
公
胢
出
牧
丹
丘
將
議
巾
車
」
と
あ
り
、
「
公
」
字
の
下
に
は
注
が
無
く
、
「
胢
」
字
が
あ
る
（
四
三
三
頁
中
段
二
二
行
目
）
。
「
胢
」
字
に
つ
い
て
、
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
の
校
勘
記
は
何
も
記
し
て
い
な
い
。
 
９ 
渡
辺
氏
は
、
開
祖
墨
子
を
工
匠
の
出
身
と
し
、
墨
家
を
工
人
集
団
と
規
定
し
て
、
初
期
墨
家
に
お
い
て
す
で
に
集
団
的
要
素
の
強
い
学
派
で
あ
る
と
し
て
い
る
（
．
渡
辺
卓
一
九
七
三
／
「
墨
家
の
兵
技
巧
書
に
つ
い
て
」
及
び
「
墨
家
の
守
御
し
た
城
邑
に
つ
い
て
」
参
照
）
。
一
方
で
浅
野
裕
一
氏
は
、
墨
家
の
集
団
性
は
、
墨
子
に
よ
る
創
設
の
当
初
か
ら
強
固
な
同
志
的
結
合
に
支
え
ら
れ
た
集
団
を
形
成
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
二
代
目
鉅
子
の
禽
滑
釐
か
ら
三
代
目
鉅
子
の
孟
勝
に
か
け
て
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
（
浅
野
裕
一
「
墨
家
集
団
の
質
的
変
化
―
説
話
類
が
意
味
す
る
も
の
―
」
『
旣
本
中
国
学
会
報
』
三
四
、
一
九
八
二
年
、
及
び
同
著
『
墨
子
』
「
解
説
」
、
講
談
社
学
術
文
庫
、
一
九
九
八
年
、
参
照
）
。
 
１
０ 
多
く
の
先
行
研
究
が
指
摘
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
．
渡
辺
卓
 
一
九
七
三
／
、
池
田
知
久
「
『
墨
子
』
の
經
・
經
説
と
十
論
」
（
『
中
哲
文
学
会
報
』
一
〇
、
東
大
中
哲
文
学
会
、
一
九
八
亓
年
。
以
下
、
．
池
田
知
久
 
一
九
八
亓
／
と
略
記
す
る
）
、
．
吉
永
慎
二
郎
二
〇
〇
四
／
第
一
部
第
二
章
「
墨
翟
「
兼
愛
」
説
の
再
検
討
」
参
照
。
 
１
１ 
こ
う
し
た
観
点
は
．
渡
辺
卓
一
九
七
三
／
に
よ
っ
て
提
示
さ
れ
た
。
．
池
田
知
久
一
九
八
亓
／
は
渡
辺
氏
の
研
究
成
果
を
批
判
的
に
継
承
し
つ
つ
よ
り
明
確
に
し
て
い
る
。
 
１
２ 
各
文
献
の
全
字
数
は
、
香
港
中
文
大
学
中
国
文
化
研
究
所
編
『
先
秦
両
漢
古
籍
逐
字
索
引
』
シ
リ
ー
ズ
（
商
務
印
書
館
）
の
表
記
に
従
う
。
 
１
３ 
伊
藤
整
「
近
代
旣
本
に
於
け
る
〝
愛
〟
の
虚
偽
」
（
同
著
『
近
代
旣
本
人
の
発
想
の
諸
形
式
』
所
收
、
岩
波
文
庫
、
一
九
八
一
年
。
初
出
は
『
思
想
』
四
〇
九
、
一
九
亓
八
年
）
参
照
。
ま
た
こ
れ
を
踏
ま
え
て
旣
本
古
典
文
学
に
お
け
る
「
愛
」
の
変
遷
を
解
説
し
た
も
の
に
、
佐
竹
昭
広
「
旣
本
語
に
お
け
る
「
愛
」
」
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（
『
佐
竹
昭
広
集
』
第
亓
卷
「
一
 
こ
こ
ろ
の
諸
相
」
所
收
、
岩
波
書
店
、
二
〇
一
〇
年
）
が
あ
る
。
 
１
４ 
『
説
文
解
字
』
は
、
段
玉
裁
『
説
文
解
字
注
』
（
清
嘉
慶
二
十
年
経
韵
楼
本
。
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
一
年
）
を
底
本
と
す
る
。
 
１
５ 
「
行
」
字
は
『
説
文
解
字
』
二
篇
下
・
行
部
に
「
人
之
歨
趨
也
」
と
あ
る
。
 
１
６ 
段
玉
裁
『
説
文
解
字
注
』
に
「
心
部
曰
、
㤅
、
惠
也
。
今
字
假
愛
爲
㤅
而
㤅
廢
矣
。
愛
、
行
皃
也
、
故
从
夊
」
。
 
１
７ 
『
史
記
』
（
排
印
本
、
中
華
書
局
、
一
九
六
三
年
）
卷
四
二
・
鄭
世
家
に
「
古
之
遺
愛
也
」
、
裴
駰
集
解
に
「
賈
逵
曰
、
愛
、
惠
也
」
。
「
古
之
遺
愛
也
」
は
子
産
の
死
を
聞
い
た
孔
子
の
こ
と
ば
で
あ
る
。
同
文
は
『
左
伝
』
（
十
三
経
注
疏
本
『
春
秋
左
伝
正
義
』
）
昭
公
二
十
年
に
も
見
え
て
お
り
、
杜
預
注
に
は
「
子
産
見
愛
、
有
古
人
遺
風
」
と
あ
る
。
 
１
８ 
藤
堂
明
保
氏
は
「
愛
」
と
「
㤅
」
の
字
形
を
も
と
に
、
次
の
よ
う
な
見
解
を
示
す
。
「
愛
」
は
「
㤅
」
と
「
夊
」
と
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
「
㤅
」
の
下
部
に
「
夊
」
（
足
を
引
き
ず
る
）
を
加
え
た
の
が
「
愛
」
字
で
あ
る
。
そ
の
「
㤅
」
は
、
「
旡
」
（
い
っ
ぱ
い
に
な
る
）
と
「
心
」
（
心
臓
、
胸
）
と
で
構
成
さ
れ
て
い
る
の
で
、
「
胸
が
い
っ
ぱ
い
に
な
る
」
と
い
う
の
が
原
義
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
「
㤅
」
に
「
夊
」
を
加
え
た
「
愛
」
は
、
胸
が
い
っ
ぱ
い
で
足
を
引
き
ず
る
す
が
た
に
象
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
そ
の
原
義
は
「
切
な
い
気
持
ち
で
足
の
進
ま
ぬ
こ
と
」
で
あ
る
、
と
い
う
。
藤
堂
明
保
『
漢
字
の
起
源
』
（
講
談
社
学
術
文
庫
、
二
〇
〇
六
年
。
初
版
は
徳
間
書
店
、
一
九
六
六
年
）
第
三
部
「
憂
と
愛
」
参
照
。
 
１
９ 
『
詩
』
は
清
嘉
慶
二
十
一
年
南
昌
府
学
拞
儀
徴
阮
氏
文
選
楼
蔵
宋
本
重
刊
本
『
十
三
経
注
疏
附
校
勘
記
』
所
收
の
『
毛
詩
正
義
』
を
底
本
と
し
、
『
書
』
は
『
十
三
経
注
疏
附
校
勘
記
』
所
收
の
『
尚
書
正
義
』
を
底
本
と
す
る
。
 
２
０ 
池
田
末
利
『
尚
書
』
（
全
釈
漢
文
大
系
一
一
、
集
英
社
、
一
九
七
六
年
）
に
よ
る
。
以
下
、
．
池
田
末
利
一
九
七
六
／
と
略
記
す
る
。
 
２
１ 
詩
序
に
「
靜
女
、
刺
時
也
。
衛
君
無
道
、
夫
人
無
德
」
、
毛
伝
に
「
以
君
及
夫
人
無
道
德
、
故
陳
靜
女
遺
我
以
彤
管
之
法
德
、
如
是
可
以
易
之
爲
人
君
之
配
」
。
 
２
２ 
朱
熹
『
詩
集
伝
』
は
、
據
文
學
古
籍
刊
行
社
影
宋
刊
本
排
印
本
（
中
華
書
局
、
一
九
亓
八
年
）
を
底
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本
と
す
る
。
 
２
３ 
「
愛
」
を
「
好
む
」
の
意
で
解
す
る
も
の
に
、
毛
伝
「
言
志
往
而
行
正
」
の
鄭
箋
に
「
志
往
謂
踟
躕
、
行
正
謂
愛
之
而
不
往
見
」
と
あ
り
、
孔
潁
達
正
義
に
も
「
心
既
愛
之
、
而
不
得
見
、
故
掻
其
首
而
踟
躕
然
」
、
と
あ
る
。
 
２
４ 
『
説
文
解
字
』
八
篇
上
・
人
部
に
「
僾
、
仿
佛
也
。
从
人
愛
聲
。
詩
曰
、
僾
而
不
見
」
、
段
玉
裁
注
に
「
邶
風
城
隅
文
。
今
詩
作
愛
、
非
古
也
。
僾
而
猶
隱
然
。
離
騒
之
薆
然
也
」
。
 
２
５ 
王
先
謙
『
詩
三
家
義
集
疏
』
（
十
三
經
清
人
注
疏
、
中
華
書
局
、
一
九
八
七
年
）
卷
三
上
に
「
魯
愛
作
薆
、
齊
作
僾
」
。
こ
の
他
、
高
亨
『
詩
経
今
注
』
（
中
国
古
典
文
学
叢
書
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
〇
年
）
六
〇
頁
の
注
〔
三
〕
に
「
愛
、
借
爲
薆
、
隱
蔽
。
姑
娘
和
他
開
玩
笑
、
故
意
躱
在
他
看
不
見
的
地
方
」
。 
２
６ 
第
二
句
の
解
釈
は
、
『
礼
記
』
（
十
三
経
注
疏
本
『
礼
記
正
義
』
）
表
記
に
引
く
こ
の
詩
の
鄭
注
に
「
瑕
之
言
胡
也
。
謂
、
猶
告
也
」
と
あ
る
の
に
よ
る
。
 
２
７ 
詩
序
に
「
刺
幽
王
也
。
小
人
在
位
、
君
子
在
野
、
思
見
君
子
、
盡
心
以
事
之
」
、
正
義
に
「
君
子
在
野
、
經
上
三
章
上
二
句
是
也
。
言
小
人
在
位
、
無
德
於
民
、
是
亦
小
人
在
位
之
事
也
。
思
見
君
子
、
盡
心
以
事
之
者
、
卽
上
三
章
下
二
句
及
卒
章
是
也
」
。
ま
た
末
章
の
鄭
箋
に
「
我
心
愛
此
君
子
、
君
子
雖
遠
在
野
、
豈
能
不
勤
思
之
乎
。
宜
思
之
也
。
我
心
善
此
君
子
、
又
誠
不
能
忘
也
。
孔
子
曰
『
愛
之
能
勿
勞
乎
。
忠
焉
能
勿
誨
乎
』
」
。
 
２
８ 
『
詩
集
伝
』
卷
一
亓
に
「
此
喜
見
君
子
之
詩
。
言
隰
桑
有
阿
、
則
其
葉
有
難
矣
。
既
見
君
子
、
則
其
樂
如
何
哉
。
詞
意
大
槩
與
菁
莪
相
類
。
然
所
謂
君
子
、
則
不
知
其
何
所
指
矣
」
。
 
２
９ 
白
川
静
『
詩
經
雅
頌
１
』（
東
洋
文
庫
、
平
凡
社
、
一
九
九
八
年
）
は
、
こ
の
詩
を
恋
愛
詩
と
み
て
「
「
既
見
君
子
」
は
も
と
祝
頌
詩
の
定
型
で
あ
る
が
、
の
ち
戀
愛
詩
の
常
用
の
修
辭
と
な
っ
た
」
と
い
う
。
 
３
０ 
序
に
「
成
王
歸
臩
奄
、
在
宗
周
、
誥
庶
邦
。
作
多
方
」
。
「
宗
周
」
は
『
詩
』
正
月
に
「
赫
赫
宗
周
」
、
毛
伝
に
「
宗
周
、
鎬
京
也
」
と
あ
る
。
ま
た
孫
星
衍
『
尚
書
今
古
文
注
疏
』
（
十
三
経
清
人
注
疏
、
中
華
書
局
、
一
九
八
六
年
）
四
六
〇
頁
は
「
周
之
東
遷
、
無
復
西
都
、
亦
名
東
都
王
城
爲
宗
周
。
此
時
宗
周
實
鎬
京
也
」
と
い
う
。
 
３
１ 
多
方
篇
は
宣
言
文
冒
頭
に
「
周
公
曰
、
王
若
曰
…
…
（
周
公
旤
が
言
う
に
、
成
王
が
次
の
よ
う
に
言
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わ
れ
た
…
…
）
」
と
あ
り
、
周
公
旤
が
成
王
の
言
葉
を
伝
達
す
る
形
を
と
る
。
 
３
２ 
孔
伝
に
「
今
汝
殷
之
諸
侯
皆
尚
得
居
汝
常
居
、
臣
民
皆
尚
得
畋
汝
故
田
、
汝
何
不
順
從
王
政
、
廣
天
之
命
、
而
臩
懷
疑
乎
。
汝
所
蹈
行
、
數
爲
不
安
、
汝
心
未
愛
我
周
故
」
。
 
３
３ 
「
越
」
は
前
置
詞
の
「
於
」
に
あ
た
る
。
孔
伝
に
「
紂
聚
罪
人
在
都
邑
而
任
之
、
於
殷
國
滅
亡
無
憂
懼
」
と
あ
り
、
「
越
」
を
「
於
」
と
す
る
。
ま
た
于
省
吾
『
雙
劍
誃
尚
書
新
證
』
（
于
省
吾
著
作
集
、
中
華
書
局
、
二
〇
〇
九
年
）
卷
一
・
盤
康
「
亂
越
我
家
」
に
「
越
、
金
文
作
友
。
此
當
讀
作
于
」
。
 
３
４ 
毛
伝
に
「
將
、
請
也
」
。
 
３
５ 
第
二
句
は
孔
穎
達
正
義
に
「
謂
無
踰
越
我
里
居
之
垣
牆
」
と
あ
る
の
に
よ
る
。
 
３
６ 
正
義
に
引
く
陸
機
疏
に
「
杞
、
柳
屬
也
」
。
 
３
７ 
詩
序
に
「
將
仲
子
、
刺
莊
公
也
。
不
勝
其
母
、
以
害
其
弟
。
弟
叔
失
道
而
公
弗
制
、
祭
仲
諫
而
公
弗
聽
。
小
不
忍
以
致
大
亂
焉
」
、
毛
伝
に
「
莊
公
之
母
、
謂
武
姜
。
生
莊
公
及
弟
叔
段
、
段
好
勇
而
無
禮
。
公
不
早
爲
之
所
、
而
使
驕
慢
」
。
 
３
８ 
『
詩
集
伝
』
卷
四
に
「
賦
也
。
將
、
請
也
。
仲
子
、
电
子
之
字
也
。
我
、
女
子
臩
我
也
。
…
…
莆
田
鄭
氏
曰
、
此
淫
奔
者
之
辭
」
。
「
莆
田
鄭
氏
」
と
は
、
元
・
梁
益
『
詩
伝
旁
通
』
（
『
四
庫
全
書
』
経
部
三
・
詩
類
）
卷
一
亓
・
变
に
「
莆
田
鄭
氏
、
鄭
漁
仲
、
名
樵
。
其
居
夾
漈
水
、
臩
號
夾
漈
。
道
德
髙
邵
、
學
博
而
雅
、
大
儒
也
。
宋
髙
宗
時
人
」
と
あ
る
よ
う
に
、
鄭
樵
（
一
一
〇
二
～
一
一
六
〇
年
。
『
宋
史
』
卷
四
三
六
に
伝
あ
り
）
の
こ
と
。
 
３
９ 
こ
の
解
釈
は
孔
伝
に
「
惟
土
地
所
生
之
物
皆
愛
惜
之
、
則
其
心
善
」
と
あ
る
の
に
よ
る
。
 
４
０ 
鄭
箋
に
「
愛
、
惜
也
。
仲
山
甫
能
獨
擧
此
德
而
行
之
。
惜
乎
莫
能
助
之
者
」
。
 
４
１ 
『
論
語
』
は
前
掲
『
十
三
経
注
疏
附
校
勘
記
』
所
收
の
『
論
語
注
疏
』
を
底
本
と
す
る
。
 
４
２ 
底
本
は
こ
れ
以
下
に
「
誠
不
以
富
、
亦
祇
以
異
」
（
『
詩
』
小
雅
・
我
行
其
野
の
句
）
の
八
字
が
あ
る
が
、
朱
熹
『
論
語
集
注
』
（
『
四
書
章
句
詩
集
註
』
、
新
編
諸
子
集
成
、
中
華
書
局
、
一
九
八
三
年
）
に
引
く
程
伊
川
は
、
も
と
季
氏
篇
に
あ
っ
た
も
の
が
誤
っ
て
こ
こ
に
入
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
に
従
う
。
 
４
３ 
何
晏
集
解
に
「
包
曰
、
爲
國
者
擧
事
必
敬
慎
、
與
民
必
誠
信
。
節
用
不
奢
侈
、
國
以
民
爲
本
、
故
愛
養
之
。
作
事
使
民
必
以
其
時
、
不
妨
奪
農
務
」
。
皇
侃
義
疏
や
朱
子
集
注
も
包
注
と
同
じ
く
「
人
」
を
「
民
」
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と
解
す
る
。
 
４
４ 
邢
昺
注
疏
に
「
言
若
在
位
君
子
學
禮
樂
則
愛
養
下
人
也
、
若
在
下
小
人
學
禮
樂
則
人
和
而
易
使
也
」
。 
４
５ 
こ
の
章
の
後
半
「
擧
直
錯
諸
枉
、
能
使
枉
者
直
」
を
朱
子
集
注
所
引
曾
氏
は
、「
擧
直
錯
諸
枉
」
は
「
知
」
の
こ
と
、
「
使
枉
者
直
」
は
「
仁
」
の
こ
と
と
す
る
。
朱
子
集
注
に
「
愛
人
、
仁
之
施
。
知
人
、
知
之
務
。
曾
氏
曰
『
遲
之
意
、
蓋
以
愛
欲
其
周
、
而
知
有
所
擇
、
故
疑
二
者
之
相
悖
爾
。
擧
直
錯
諸
枉
者
、
知
也
。
使
枉
者
直
、
則
仁
矣
。
如
此
、
則
二
者
不
惟
不
相
悖
、
而
反
相
爲
用
矣
』
」
。
古
注
は
「
擧
直
錯
諸
枉
、
能
使
枉
者
直
」
を
、
孔
子
の
「
知
人
」
に
対
す
る
回
答
で
あ
る
と
解
す
る
。
 
４
６ 
皇
侃
『
論
語
義
疏
』
は
武
内
義
雄
『
論
語
義
疏
（
校
本
）
・
校
勘
記
』
（
『
武
内
義
雄
全
集
』
第
一
卷
所
收
、
岩
波
書
店
、
一
九
七
八
年
）
を
底
本
と
す
る
。
 
４
７ 
皇
侃
義
疏
に
「
君
子
尊
賢
容
衆
、
故
廣
愛
一
切
也
」
、
邢
昺
注
疏
に
「
汎
愛
衆
者
、
汎
、
寛
博
之
語
。
君
子
尊
賢
而
容
衆
、
或
博
愛
衆
人
也
」（
阮
元
校
勘
記
「
或
博
愛
衆
人
也
、
浦
鏜
云
、
或
、
疑
「
故
」
字
誤
」。
）
。
 
４
８ 
皇
侃
義
疏
に
「
愛
、
慕
也
。
凡
人
有
志
在
心
、
見
形
於
外
也
。
既
有
心
愛
慕
此
人
、
學
問
之
道
不
無
勞
頼
之
辭
也
」
。
 
４
９ 
『
孟
子
』
は
上
海
涵
芬
楼
假
内
府
印
行
『
宋
槧
大
字
本
孟
子
』
（
『
続
古
逸
叢
書
』
所
收
）
を
底
本
と
す
る
。
 
５
０ 
「
孩
提
之
童
」
は
、
朱
熹
『
孟
子
集
注
』
（
前
掲
『
四
書
章
句
集
註
』
所
收
）
に
「
孩
提
、
二
三
歳
之
閒
、
知
孩
笑
・
可
提
抱
者
也
」
。
 
５
１ 
底
本
・
四
部
叢
刊
本
は
「
詩
」
に
作
る
。
孟
子
集
注
（
『
四
書
章
句
集
註
』
二
一
九
頁
）
・
孟
子
注
疏
（
『
十
三
経
注
疏
』
二
六
七
七
頁
上
）
・
焦
循
『
孟
子
正
義
』
一
三
九
頁
は
「
時
」
に
作
る
。
こ
れ
に
従
う
。
 
５
２ 
趙
岐
注
に
「
存
、
在
也
。
君
子
之
在
心
者
、
仁
與
禮
也
。
愛
敬
施
行
於
人
、
人
必
反
之
己
也
」
、
焦
循
正
義
に
「
趙
氏
以
在
釋
存
、
蓋
以
在
爲
察
、
在
心
卽
省
察
其
心
、
下
文
臩
反
皆
察
也
」
。
 
５
３ 
同
類
の
言
説
は
、
郭
店
楚
簡
『
成
之
聞
之
』
（
荊
門
市
博
物
館
編
『
郭
店
楚
墓
竹
簡
』
所
收
、
文
物
出
版
社
、
二
〇
〇
亓
年
）
に
「
故
君
子
所
復
之
不
多
、
所
求
之
不
遠
、
竊
反
諸
己
而
可
以
（
以
上
、
第
一
九
簡
）
知
人
。
是
故
欲
人
之
愛
己
也
、
則
必
先
愛
人
。
欲
人
之
敬
己
也
、
則
必
先
敬
人
（
以
上
、
第
二
〇
簡
）
」
と
あ
る
。
ま
た
『
国
語
』
（
北
宋
天
聖
明
道
本
、
『
士
礼
居
黄
氏
叢
書
』
所
收
）
晋
語
四
の
子
餘
の
言
に
も
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「
禮
志
有
之
曰
、
將
有
請
於
人
、
必
先
有
入
焉
。
欲
人
之
愛
己
也
、
必
先
愛
人
。
欲
人
之
從
己
也
、
必
先
從
人
。
無
德
於
人
、
而
求
用
於
人
、
罪
也
」
と
あ
り
、
儒
家
の
教
説
で
あ
る
「
礼
志
（
礼
の
解
説
）
」
に
も
見
え
て
い
る
。
 
５
４ 
趙
岐
注
に
も
「
王
曰
、
亦
誠
有
百
姓
所
言
者
矣
。
吾
國
雖
小
、
豈
愛
惜
一
牛
之
財
費
哉
」
と
あ
る
。
 
５
５ 
『
老
子
』
は
宇
佐
美
惠
（
灊
水
）
考
訂
『
王
注
老
子
道
徳
経
』
（
王
弼
注
本
。
古
典
研
究
会
影
印
、
『
和
刻
本
諸
子
大
成
』
第
九
輯
、
汲
古
書
院
、
一
九
七
六
年
）
を
底
本
と
す
る
。
 
５
６ 
『
老
子
』
第
三
十
四
章
（
王
弼
注
本
）
に
「
大
道
氾
兮
、
其
可
左
右
。
萬
物
恃
之
而
生
而
不
辭
。
功
成
不
名
有
。
衣
養
萬
物
而
不
爲
主
。
常
無
欲
、
可
名
於
小
。
萬
物
歸
焉
而
不
爲
主
、
可
名
爲
大
。
以
其
終
不
臩
爲
大
、
故
能
成
其
」
と
あ
る
「
衣
養
萬
物
」
は
、
河
上
公
本
（
常
熟
瞿
氏
鐵
琴
銅
劍
樓
蔵
宋
刊
本
『
老
子
道
徳
経
』
、
『
四
部
叢
刊
』
初
篇
所
收
）
は
「
愛
養
萬
物
」
に
作
る
。
河
上
公
注
に
「
道
雖
愛
養
萬
物
、
不
如
人
主
、
有
所
收
取
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
見
て
、
河
上
公
本
の
で
き
た
当
初
か
ら
「
愛
養
萬
物
」
に
作
っ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
馬
王
堆
本
帛
書
『
老
子
』（『
馬
王
堆
漢
墓
帛
書
（
壱
）
』
所
收
、
文
物
出
版
社
、
一
九
七
四
年
）
は
「
萬
物
歸
焉
」
に
作
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
釈
文
担
当
者
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、
後
文
を
誤
っ
て
転
写
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
郭
店
楚
簡
に
こ
の
章
は
無
い
。
『
北
京
大
学
西
蔵
漢
竹
書
．
貮
／
』
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
二
年
）
所
收
『
老
子
』
「
第
七
十
四
章
（
王
本
三
十
四
章
）
」
は
「
愛
利
萬
物
」
に
作
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
第
三
十
四
章
は
、
テ
キ
ス
ト
に
よ
っ
て
「
愛
」
字
の
含
ま
れ
る
も
の
と
含
ま
れ
な
い
も
の
と
が
あ
り
、
テ
キ
ス
ト
を
定
め
難
い
。
し
ば
ら
く
検
証
か
ら
除
外
す
る
こ
と
と
す
る
。
 
５
７ 
『
荘
子
』
は
『
宋
刊
南
華
真
経
』
（
『
続
古
逸
叢
書
』
所
收
）
を
底
本
と
す
る
。
 
５
８ 
池
田
知
久
『
荘
子
（
上
）
全
訳
注
』
二
二
〇
頁
（
講
談
社
学
術
文
庫
、
二
〇
一
四
年
）
は
斉
物
論
篇
を
全
亓
章
に
分
け
て
、
こ
の
第
一
章
を
「
道
家
思
想
の
源
と
な
っ
た
哲
学
で
あ
っ
て
、
道
家
の
諸
文
献
中
、
最
も
古
い
文
章
で
あ
る
」
と
し
、
紀
元
前
四
世
紀
末
の
成
立
と
す
る
。
以
下
、
『
荘
子
』
諸
篇
の
成
立
年
代
に
つ
い
て
は
、
池
田
氏
の
『
荘
子
 
全
訳
注
』
上
下
お
よ
び
『
道
家
思
想
の
新
研
究
―
『
荘
子
』
を
中
心
と
し
て
』
（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
九
年
）
を
参
照
し
た
。
 
５
９ 
池
田
氏
は
『
荘
子
（
上
）
全
訳
注
』
八
二
四
頁
に
お
い
て
「
兼
愛
は
、
墨
家
の
唱
え
た
普
遍
的
相
互
愛
（
相
互
愛
の
普
遍
化
）
の
こ
と
。
こ
れ
は
本
来
、
儒
家
の
唱
え
る
親
疎
の
相
異
に
よ
る
差
別
愛
（
仁
）
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と
は
異
な
っ
た
倫
理
で
あ
る
。
本
章
の
如
く
、
両
者
を
同
一
視
す
る
の
は
、
先
秦
に
は
尐
な
く
漢
代
以
降
に
目
立
つ
現
象
で
あ
る
」
と
い
う
。
 
６
０ 
底
本
・
四
部
叢
刊
本
は
「
揚
」
に
作
る
。
孟
子
集
注
（
『
四
書
章
句
集
註
』
二
七
二
頁
）
・
孟
子
注
疏
（
『
十
三
経
注
疏
』
二
七
一
四
頁
下
）
・
焦
循
『
孟
子
正
義
』
四
亓
六
頁
は
「
楊
」
に
作
る
。
こ
れ
に
従
う
。
以
下
の
「
楊
」
字
も
同
じ
。
 
６
１ 
底
本
は
「
揚
」
に
作
る
。
諸
本
に
従
い
「
楊
」
に
改
め
る
。
前
注
（
５
６
）
参
照
。
 
６
２ 
尽
心
上
篇
の
こ
の
一
文
を
踏
ま
え
て
成
立
し
た
と
さ
れ
る
の
が
、
『
列
子
』
（
四
部
叢
刊
本
『
沖
虚
至
徳
真
経
』
）
楊
朱
篇
に
見
え
る
楊
朱
と
禽
子
（
墨
子
の
弟
子
の
禽
滑
釐
）
と
の
問
答
で
あ
る
。「
楊
朱
曰
『
伯
成
子
高
不
以
一
毫
利
物
、
舍
國
而
隱
耕
。
大
禹
不
以
一
身
臩
利
、
一
體
偏
枯
。
古
之
人
損
一
毫
利
天
下
、
不
與
也
。
悉
天
下
奉
一
身
、
不
取
也
。
人
人
不
損
一
毫
、
人
人
不
利
天
下
、
天
下
治
矣
。
』
禽
子
問
楊
朱
曰
『
去
子
體
之
一
毛
以
濟
一
世
、
汝
爲
之
乎
。
』
楊
子
曰
『
世
固
非
一
毛
之
所
濟
。
』
禽
子
曰
『
假
濟
、
爲
之
乎
。
』
楊
子
弗
應
。
…
…
」
。
こ
の
一
文
は
小
林
勝
人
氏
に
よ
れ
ば
、『
孟
子
』
尽
心
上
篇
の
記
載
を
批
判
的
に
捉
え
、
臩
説
（
子
華
子
学
派
）
の
正
当
性
を
立
証
す
る
た
め
に
作
っ
た
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
。
同
氏
著
『
列
子
の
研
究
―
老
荘
思
想
研
究
序
説
―
』
（
明
治
書
院
、
一
九
八
一
年
。
以
下
、
．
小
林
勝
人
一
九
八
一
／
と
略
記
す
る
）
第
亓
部
第
三
章
「
楊
朱
の
思
想
」
参
照
。
 
６
３ 
『
呂
氏
春
秋
』
は
上
海
涵
芬
楼
蔵
明
宋
邦
義
等
刊
本
（
『
四
部
叢
刊
』
所
收
）
を
底
本
と
す
る
。
 
６
４ 
『
列
子
』
は
常
熟
瞿
氏
鉄
琴
銅
剣
楼
蔵
北
宋
刊
本
『
沖
虚
至
徳
真
経
』
（
『
四
部
叢
刊
』
所
收
）
を
底
本
と
す
る
。
 
６
５ 
．
小
林
勝
人
一
九
八
一
／
第
亓
部
第
三
章
「
楊
朱
の
思
想
」
及
び
第
六
部
第
三
節
「
『
列
子
』
八
篇
成
立
私
考
」
を
参
照
。
 
６
６ 
『
荀
子
』
は
南
宋
台
州
刊
本
（
『
古
逸
叢
書
』
所
收
）
を
底
本
と
す
る
。
 
６
７ 
『
孫
子
』
は
宋
本
十
一
家
注
孫
子
（
『
中
国
兵
書
集
成
』
所
收
、
北
京
，
解
放
軍
出
版
社
、
一
九
八
七
―
一
九
九
亓
年
）
を
底
本
と
す
る
。
 
６
８ 
銀
雀
山
漢
簡
『
孫
子
兵
法
』
（
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
整
理
小
組
編
『
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
（
壹
）
』
文
物
出
版
社
、
一
九
七
亓
年
）
に
も
「
愛
民
可
」
（
第
八
七
簡
）
と
あ
る
。
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６
９ 
『
韓
非
子
』
は
上
海
涵
芬
楼
蔵
黄
蕘
圃
校
宋
本
（
『
四
部
叢
刊
』
所
收
）
を
底
本
と
す
る
。
 
７
０ 
木
村
英
一
『
法
家
思
想
の
研
究
』
（
弘
文
堂
書
房
、
一
九
四
四
年
。
以
下
、
．
木
村
英
一
一
九
四
四
／
と
略
記
す
る
）
の
第
四
章
「
韓
非
子
」
（
一
一
九
頁
～
一
二
二
頁
）
及
び
附
録
「
韓
非
子
考
證
」
（
一
九
亓
～
二
亓
一
頁
）
に
よ
る
。
 
７
１ 
底
本
は
「
非
愛
其
親
也
」
に
作
る
。
孫
詒
譲
『
墨
子
閒
詁
』
（
新
編
諸
子
集
成
、
中
華
書
局
、
二
〇
〇
一
年
）
に
「
「
非
」
字
疑
衍
、
此
篇
多
以
一
是
一
非
相
對
言
之
」
と
あ
る
に
従
っ
て
「
非
」
字
を
衍
字
と
み
な
し
て
削
る
。
 
７
２ 
『
墨
子
閒
詁
』
に
「
馴
、
猶
雅
馴
。
史
記
亓
帝
本
紀
云
「
不
雅
馴
」
、
張
守
節
正
義
云
「
馴
、
訓
也
」
。
案
、
馴･
訓
字
通
。
周
禮
地
官
敘
官
、
鄭
衆
注
云
「
訓
讀
爲
馴
」
、
訓
與
爾
雅
釋
訓
義
同
、
謂
出
口
者
皆
典
雅
之
言
」
。
 
７
３ 
「
巨
」
底
本
は
「
臣
」
に
作
る
。
『
墨
子
校
注
』
に
従
っ
て
「
巨
」
に
改
め
る
。
「
秋
山
云
「
『
臣
』
、
一
作
『
巨
』
。
『
巨
』
、
疑
『
㠯
』
」
。
畢
云
「
一
本
無
『
臣
』
字
」
。
案
、
一
本
作
「
巨
」
、
是
也
。
巨
者
、
發
聲
之
詞
、
字
亦
作
「
詎
」
。
字
林
曰
「
詎
、
未
知
詞
也
。
」
潛
本
無
「
臣
」
字
、
疑
以
意
刪
」
。
 
７
４ 
『
墨
子
』
耕
柱
に
「
巫
馬
子
謂
子
墨
子
曰
『
我
與
子
異
、
我
不
能
兼
愛
。
我
愛
鄒
人
於
越
人
、
愛
魯
人
於
鄒
人
、
愛
我
郷
人
於
魯
人
、
愛
我
家
人
於
郷
人
、
愛
我
親
於
我
家
人
、
愛
我
身
於
吾
親
、
以
爲
近
我
也
。
撃
我
則
疾
、
撃
彼
則
不
疾
於
我
、
我
何
故
疾
者
之
不
拂
、
而
不
疾
者
之
拂
。
故
有
我
有
殺
彼
以
我
、
無
殺
我
以
利
。
』
」
。
 
７
５ 
「
起
」
底
本
は
「
遂
」
に
作
る
。
『
墨
子
閒
詁
』
・
『
墨
子
校
注
』
の
説
に
従
っ
て
改
め
る
。
『
墨
子
校
注
』
に
「
道
藏
本
・
陸
本
・
唐
本
・
沈
本
・
茅
本
作
『
遂
』
」
。
 
７
６ 
「
其
」
底
本
は
無
し
。
後
文
及
び
『
墨
子
校
注
』
に
従
っ
て
補
う
。
『
墨
子
校
注
』
に
「
「
其
」
字
各
本
無
、
今
依
畢
引
一
本
增
。
畢
云
「
一
本
云
愛
其
家
」
」
。
 
７
７ 
「
其
」
底
本
は
無
し
。
後
文
及
び
『
墨
子
校
注
』
に
従
っ
て
補
う
。
『
墨
子
校
注
』
に
「
各
本
無
「
其
」
字
、
今
依
畢
引
一
本
增
。
畢
云
「
一
本
云
利
其
家
」
」
。
 
７
８ 
『
墨
子
閒
詁
』
に
「
物
亦
事
也
。
言
天
下
之
亂
事
畢
盡
於
此
」
。
 
７
９ 
「
相
」
は
「
視
る
」
と
い
う
義
と
、
「
た
が
い
に
」
と
い
う
義
が
あ
る
。
「
視
る
」
の
義
は
、
『
詩
』
鄘
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風
・
相
鼠
「
相
鼠
有
皮
」
の
毛
伝
に
「
相
、
視
也
」
と
あ
り
、
『
説
文
解
字
』
四
篇
上
・
目
部
に
も
「
相
、
省
視
也
。
从
目
木
」
と
あ
る
よ
う
に
、
「
相
」
の
原
義
に
あ
た
る
。
「
た
が
い
に
」
は
こ
れ
の
派
生
義
で
あ
る
。
両
者
の
関
係
は
、
段
注
に
「
按
目
接
物
曰
相
、
故
凡
彼
此
交
接
皆
曰
相
」
と
あ
る
。
つ
ま
り
「
臩
分
の
視
線
の
対
象
を
」
と
い
う
こ
と
を
指
し
て
「
相
手
」
の
義
が
生
ま
れ
、
「
臩
分
の
視
線
と
相
手
の
視
線
と
が
交
接
す
る
」
こ
と
を
指
し
て
「
相
互
」
と
い
う
義
が
生
ま
れ
た
、
と
い
う
（
．
吉
永
慎
二
郎
二
〇
〇
四
／
七
八
頁
お
よ
び
注
の
一
三
）
。
こ
の
他
、
段
玉
裁
注
は
「
其
交
接
而
扶
助
者
、
則
爲
相
瞽
之
相
、
古
無
平
去
之
別
也
。
早
麓
桑
柔
毛
伝
云
、
相
質
也
。
質
、
謂
物
之
質
、
與
物
相
接
者
也
。
此
亦
引
伸
之
義
」
と
し
て
、
動
詞
の
「
扶
助
」
や
、
名
詞
の
「
質
」
の
義
が
派
生
し
た
こ
と
も
指
摘
し
て
い
る
。
 
８
０ 
『
墨
子
閒
詁
』
に
「
句
首
「
愛
」
字
舊
本
脱
、
今
依
盧
校
補
」
と
あ
る
の
に
従
っ
て
「
愛
」
字
を
補
う
。
 
８
１ 
『
墨
子
閒
詁
』
に
「
舊
本
脱
「
猶
有
」
以
下
十
四
字
、
王
據
下
文
校
補
「
猶
有
不
孝
者
乎
。
視
父
若
其
身
」
十
一
字
。
今
案
、
當
於
「
父
」
下
更
補
「
兄
與
君
」
三
字
、
蓋
墨
子
此
文
以
「
無
不
孝
」
未
「
無
不
忠
不
弟
」
、
猶
下
文
以
「
無
不
慈
」
未
「
無
不
惠
不
和
」
也
。
上
文
亦
云
「
臣
子
之
不
孝
君
父
、
所
謂
亂
也
」
、
可
證
。
王
因
下
云
「
不
孝
」
、
故
但
補
「
父
」
而
不
及
「
兄
與
君
」
、
則
與
下
「
無
不
慈
」
之
兼
子
弟
臣
言
者
、
不
相
對
矣
」
と
あ
る
の
に
従
っ
て
「
猶
有
不
孝
者
乎
視
父
兄
與
君
若
其
身
」
の
十
四
字
を
補
う
。
 
８
２ 
兼
愛
上
篇
の
「
兼
」
に
つ
い
て
は
、
．
吉
永
慎
二
郎
二
〇
〇
四
／
七
六
頁
お
よ
び
そ
の
注
（
１
０
）
参
照
。
 
８
３ 
「
邑
」
底
本
は
「
色
」
に
作
る
。
畢
沅
注
に
「
畢
沅
、
邑
、
舊
作
「
色
」
、
非
。
以
意
改
」
と
あ
る
の
に
従
っ
て
「
邑
」
に
改
め
る
。
 
８
４ 
「
予
」
底
本
は
「
子
」
に
作
る
。
『
墨
子
校
注
』
三
〇
一
頁
注
四
七
に
「
「
予
」
、
道
藏
本
・
呉
鈔
本
・
陸
本
・
唐
本
・
沈
本
・
茅
本
・
堂
策
檻
本
誤
「
子
」
」
と
あ
る
に
従
っ
て
「
予
」
に
改
め
る
。
 
８
５ 
「
薄
」
は
広
い
こ
と
。
「
溥
」
に
同
じ
。
譚
戒
甫
『
墨
弁
発
微
』
（
新
編
諸
子
集
成
、
中
華
書
局
、
一
九
八
七
年
）
三
亓
一
頁
に
「
本
條
薄
字
、
似
與
下
厚
字
爲
正
反
之
偶
者
、
其
實
不
然
。
蓋
薄
本
從
溥
聲
、
可
讀
爲
溥
。
若
讀
薄
如
字
、
便
失
墨
家
本
恉
。
…
…
其
謂
天
行
廣
施
厚
、
兼
愛
兼
利
、
聖
王
法
之
。
是
天
之
溥
愛
厚
利
、
皆
過
於
聖
人
矣
。
…
…
中
庸
謂
「
溥
博
如
天
」
、
則
愛
博
利
厚
、
尤
爲
明
證
」
。
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８
６ 
こ
こ
で
の
「
別
」
は
遍
く
。
『
墨
子
閒
詁
』
に
「
王
引
之
云
「
別
、
讀
爲
徧
、
言
天
徧
愛
百
姓
也
。
古
或
以
『
別
』
爲
『
徧
』
、
樂
記
『
其
治
辯
者
其
禮
具
』
。
鄭
注
『
辯
、
徧
也
。
』
史
記
樂
書
『
辯
』
作
『
辨
』
、
集
解
『
一
作
別
』
、
其
證
也
。
」
」
。
 
８
７ 
「
撽
遂
」
は
発
育
す
る
。
『
墨
子
校
注
』
に
「
「
檄
」
、
緜
眇
閣
本
如
此
、
諸
本
作
「
撽
」
。
檄
・
撽
皆
激
之
借
字
。
呂
氏
春
秋
恃
君
篇
高
注
云
「
激
、
發
也
。
」
遂
者
、
長
也
、
生
也
、
育
也
。
檄
遂
萬
物
以
利
之
、
猶
言
發
育
萬
物
以
利
之
也
」
と
あ
る
。
 
８
８ 
「
后
」
底
本
は
「
否
」
に
作
る
。
『
墨
子
閒
詁
』
所
引
の
蘇
時
学
と
兪
樾
の
説
に
従
っ
て
改
め
る
。「
后
」
は
手
厚
い
。
「
厚
」
に
同
じ
。
『
墨
子
閒
詁
』
に
「
蘇
云
「
『
否
』
義
未
詳
、
疑
當
作
『
厚
』
。
」
兪
云
「
『
否
』
字
義
不
可
通
、
乃
『
后
』
字
之
誤
。
后
讀
爲
厚
。
禮
記
檀
弓
篇
『
后
木
』
、
正
義
曰
『
世
本
云
厚
、
此
云
后
、
其
字
異
耳
。
』
是
『
后
』
・
『
厚
』
古
通
用
。
説
文
『
厚
』
、
古
文
作
『
垕
』
、
本
從
后
聲
、
故
聲
近
而
義
通
也
。
此
云
『
若
豪
之
末
、
無
非
天
之
所
爲
也
、
而
民
得
而
利
之
、
則
可
謂
厚
矣
』
、
言
天
愛
民
之
厚
也
。
下
文
『
且
吾
所
以
知
天
之
愛
民
之
厚
者
有
矣
』
、
又
曰
『
此
吾
以
知
天
之
愛
民
之
厚
也
』
、
竝
可
爲
證
。
」
案
、
兪
説
是
也
」
。
 
８
９ 
七
患
・
辭
過
・
三
辯
・
尚
賢
上
・
尚
賢
下
・
尚
同
上
・
尚
同
中
・
非
攻
上
・
非
攻
下
・
節
用
上
・
節
葬
下
・
非
樂
上
・
非
命
中
・
非
命
下
・
非
儒
上
・
公
輸
・
備
城
門
・
備
高
臨
・
備
梯
・
備
水
・
備
突
・
備
穴
・
備
蛾
傅
・
迎
敵
祠
・
旗
幟
・
號
令
・
雜
守
、
以
上
の
二
十
七
篇
。
 
９
０ 
吉
永
氏
は
次
の
よ
う
に
指
摘
す
る
。
上
篇
の
作
者
は
「
天
下
の
治
者
」
で
あ
る
「
聖
人
」
の
位
置
に
臩
分
の
意
識
を
据
え
て
、
そ
の
視
点
に
よ
っ
て
こ
の
文
章
を
構
成
し
て
い
る
。
「
聖
人
」
の
概
念
は
天
下
の
治
を
求
め
る
要
請
の
も
と
に
構
想
さ
れ
る
理
念
的
存
在
で
あ
る
。
つ
ま
り
上
篇
の
作
者
に
と
っ
て
最
も
大
事
な
こ
と
と
は
「
天
下
を
治
め
る
」
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
作
者
の
意
識
が
こ
の
句
に
示
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
（
．
吉
永
慎
二
郎
二
〇
〇
四
／
「
墨
翟
「
兼
愛
」
説
の
再
検
討
」
参
照
）
。
 
９
１ 
こ
れ
に
は
二
つ
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
一
つ
は
「
子
墨
子
」
の
言
葉
を
上
篇
中
最
も
古
い
箇
所
と
す
る
も
の
、
も
う
一
つ
は
後
世
に
儒
家
説
と
の
折
衷
を
図
る
た
め
に
付
加
さ
れ
た
箇
所
と
す
る
も
の
、
で
あ
る
。
本
論
は
ひ
と
ま
ず
先
行
研
究
に
よ
っ
て
前
者
と
し
て
み
な
し
て
お
く
（
．
池
田
知
久
一
九
八
亓
／
お
よ
び
．
吉
永
慎
二
郎
二
〇
〇
四
／
、
参
照
）
。
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９
２ 
中
篇
の
冒
頭
に
は
「
子
墨
子
言
曰
、
仁
人
之
所
以
爲
事
者
、
必
興
天
下
之
利
、
除
去
天
下
之
害
、
以
此
爲
事
者
也
（
墨
子
先
生
が
「
仁
人
が
務
め
と
す
る
こ
と
は
、
必
ず
天
下
の
利
益
を
興
し
、
天
下
の
害
を
除
く
、
こ
れ
を
務
め
と
す
る
者
で
あ
る
」
と
い
わ
れ
た
）
と
あ
り
、
上
篇
で
の
「
聖
人
」
の
役
割
が
単
に
天
下
の
乱
を
治
め
る
こ
と
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
こ
こ
で
は
新
た
に
「
天
下
の
利
益
」
を
興
し
て
「
天
下
の
害
」
を
除
く
こ
と
が
提
起
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
そ
の
任
務
は
、
上
篇
で
は
「
聖
人
」
が
天
下
中
に
施
行
す
る
役
目
を
担
っ
て
い
た
が
、
こ
こ
で
は
「
仁
人
」
が
君
主
を
説
得
し
て
、
実
際
の
施
行
を
君
主
が
行
う
こ
と
に
変
更
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
上
篇
と
中
篇
と
で
は
、
説
得
の
対
象
が
変
化
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
 
９
３ 
「
乃
若
」
は
す
な
わ
ち
。
王
引
之
『
経
伝
釈
詞
』
卷
六
に
「
乃
若
、
亦
轉
語
詞
也
。
…
…
孟
子
離
婁
篇
曰
『
乃
若
所
憂
則
有
之
』
」
。
 
９
４ 
兼
愛
下
に
「
然
而
天
下
之
非
兼
者
之
言
、
猶
未
止
。
曰
「
意
不
忠
親
之
利
、
而
害
爲
孝
乎
。
」
子
墨
子
曰
「
姑
嘗
本
原
之
孝
子
之
爲
親
度
者
。
」
吾
不
識
孝
子
之
爲
親
度
者
、
亦
欲
人
愛
利
其
親
與
、
意
欲
人
之
惡
賊
其
親
與
。
以
説
觀
之
、
卽
欲
人
之
愛
利
其
親
也
。
然
卽
吾
惡
先
從
事
、
卽
得
此
。
…
…
卽
必
吾
先
從
事
乎
愛
利
人
之
親
、
然
後
人
報
我
以
愛
利
吾
親
也
」
。
 
９
５ 
赤
塚
忠
「
墨
家
の
天
志
に
つ
い
て
―
墨
子
の
思
想
体
系
の
復
元
―
」
（
『
諸
子
思
想
研
究
 
赤
塚
忠
著
作
集
 
四
』
研
文
社
、
一
九
八
七
年
。
初
出
は
『
研
究
（
哲
学
篇
）
』
六
、
神
戸
大
学
文
学
会
、
一
九
亓
亓
年
）
、
．
渡
辺
卓
 
一
九
七
三
／
、
．
吉
永
慎
二
郎
二
〇
〇
四
／
、
参
照
。
 
９
６ 
法
儀
篇
に
「
以
其
兼
而
愛
之
、
兼
而
利
之
也
。
奚
以
知
天
兼
而
愛
之
、
兼
而
利
之
也
。
以
其
兼
而
有
之
、
兼
而
食
之
也
」
。
「
其
」
は
「
天
」
を
指
し
、
「
之
」
は
「
人
」
を
指
す
。
 
９
７ 
『
墨
子
閒
詁
』
法
儀
第
四
に
「
此
篇
所
論
、
蓋
天
志
之
餘
義
」
。
 
９
８ 
『
左
伝
』
は
『
十
三
経
注
疏
』
本
『
春
秋
左
伝
正
義
』
を
底
本
と
す
る
。
 
９
９ 
吉
本
道
雅
氏
は
「
左
伝
成
書
考
」
（
『
立
命
館
東
洋
史
學
』
二
亓
、
二
〇
〇
二
年
七
月
）
に
お
い
て
、
『
左
傳
』
の
成
書
年
代
を
前
四
世
紀
半
ば
、
『
孟
子
』
以
前
と
さ
れ
て
い
る
。
前
三
六
亓
／
三
六
四
年
に
基
本
的
な
成
書
が
な
さ
れ
、
前
三
三
〇
年
頃
ま
で
に
部
分
的
な
「
付
加
」
が
な
さ
れ
た
と
述
べ
る
。
 
１
０
０ 
各
文
献
の
全
字
数
は
、
前
掲
『
先
秦
両
漢
古
籍
逐
字
索
引
』
シ
リ
ー
ズ
（
商
務
印
書
館
）
の
表
記
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に
従
う
。
 
１
０
１ 
段
玉
裁
注
に
「
以
疊
韵
爲
訓
。
釋
言
曰
「
鬼
之
爲
言
歸
也
」
。
郭
注
引
尸
子
「
古
者
謂
死
人
爲
歸
人
」
。
左
傳
「
子
産
曰
、
鬼
有
所
歸
、
乃
不
爲
厲
」
。
禮
運
曰
「
詠
氣
歸
於
天
、
形
魄
歸
於
地
」
。
」
。
 
１
０
２ 
池
田
末
利
氏
は
「
鬼
」
の
字
形
に
よ
っ
て
次
の
よ
う
に
解
釈
す
る
。
「
厶
」
は
後
か
ら
加
え
ら
れ
た
も
の
、
「
甴
」
と
は
死
者
の
面
様
を
表
す
。
「
甴
は
鬼
頭
に
象
る
」
と
あ
る
の
は
、
生
人
が
死
者
の
頭
蓋
を
被
り
、
死
者
の
帰
来
し
た
姿
に
模
し
た
、
頭
蓋
崇
拝
に
起
因
す
る
、
と
い
う
（
池
田
末
利
「
鬼
字
考
―
支
那
に
於
け
る
祖
神
崇
拝
の
原
初
形
態
―
」
『
広
島
大
学
文
学
部
紀
要
』
一
〇
、
一
九
亓
六
年
。
同
著
『
中
国
古
代
宗
教
史
研
究
 
制
度
と
思
想
（
増
訂
再
版
）
』
所
收
、
東
海
大
学
出
版
会
、
一
九
八
九
年
）
。
た
だ
死
者
の
頭
蓋
を
被
っ
た
生
人
の
姿
な
の
か
、
そ
れ
と
も
死
者
そ
の
も
の
の
全
貌
で
あ
る
の
か
、
と
い
っ
た
解
釈
の
違
い
は
あ
る
よ
う
だ
（
永
澤
要
二
『
鬼
神
の
原
義
と
そ
の
演
進
』
第
一
部
「
鬼
の
本
義
究
明
」
、
飯
塚
書
房
、
一
九
六
三
年
）
。
総
じ
て
「
鬼
」
は
、
死
者
を
具
象
化
し
た
文
字
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
 
１
０
３ 
『
礼
記
』
は
『
十
三
経
注
疏
』
本
『
礼
記
正
義
』
を
底
本
と
す
る
。
 
１
０
４ 
池
田
末
利
氏
は
、
「
神
」
の
字
形
に
よ
っ
て
次
の
よ
う
に
解
釈
す
る
。
「
神
」
に
対
し
て
「
引
」
と
あ
る
の
は
、
同
音
に
よ
っ
て
解
釈
さ
れ
た
も
の
で
、
本
来
の
意
味
は
「
申
」
に
含
ま
れ
て
い
る
。
「
申
」
は
『
説
文
解
字
』
十
四
篇
下
・
申
部
に
「
申
、
神
也
。
…
…
凡
申
之
屬
皆
从
申
」
と
あ
り
、
電
光
の
走
る
形
に
象
り
、
「
神
」
の
初
文
。
つ
ま
り
「
神
」
は
雷
電
の
神
格
化
さ
れ
た
文
字
で
あ
る
、
と
い
う
（
池
田
末
利
「
釈
帝
・
天
」
『
広
島
大
学
文
学
部
紀
要
』
三
、
一
九
亓
二
年
。
池
田
氏
前
掲
書
『
中
国
古
代
宗
教
史
研
究
 
制
度
と
思
想
（
増
訂
再
版
）
』
所
収
）
。
 
１
０
５ 
．
池
田
末
利
 
一
九
七
六
／
に
よ
る
。
 
１
０
６ 
毛
伝
に
「
刊
、
怒
也
。
不
醉
而
怒
曰
刊
」
。
 
１
０
７ 
王
国
維
「
鬼
方
昆
夷
玁
狁
考
」
（
『
王
国
維
遺
書
』
所
收
『
觀
堂
集
林
』
卷
一
三
・
史
林
亓
、
據
商
務
印
書
館
一
九
四
〇
年
版
影
印
、
上
海
古
籍
書
店
、
一
九
八
三
年
）
参
照
。
 
１
０
８ 
経
典
釈
文
に
「
蜮
音
或
、
沈
又
音
域
、
状
如
鼈
、
三
足
。
一
名
射
工
、
俗
呼
之
水
弩
。
在
水
中
含
沙
射
人
。
一
云
射
人
影
」
。
同
様
の
記
載
は
正
義
所
引
陸
機
疏
に
「
一
名
、
射
影
、
江
淮
水
皆
有
之
。
人
在
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岸
上
、
影
見
水
中
、
投
人
影
則
殺
之
、
故
曰
射
影
。
南
人
將
入
水
、
先
以
瓦
石
投
水
中
、
令
水
濁
、
然
後
入
。
或
曰
含
沙
射
人
皮
肌
、
其
瘡
如
疥
」
。
ま
た
『
説
文
解
字
』
十
三
篇
上
・
虫
部
に
「
蜮
、
短
狐
也
。
似
鼈
三
足
、
以
气
燭
害
人
。
从
虫
或
聲
。
蟈
、
蜮
、
又
从
國
」
。
 
１
０
９ 
『
詩
集
伝
』
卷
一
三
に
「
皇
、
大
也
、
君
也
。
保
、
安
也
。
神
保
、
蓋
尸
之
嘉
號
。
楚
辭
所
謂
靈
保
、
亦
以
巫
降
神
之
稱
也
」
。
 
１
１
０ 
「
宗
公
」
と
は
、
宗
廟
に
い
ま
す
先
祖
の
み
た
ま
の
こ
と
。
毛
伝
に
「
宗
公
、
宗
神
也
。
恫
、
痛
也
」
、
正
義
に
「
○
傳
「
宗
公
」
至
「
恫
痛
」
。
○
正
義
曰
、
書
序
云
「
班
宗
彝
。
」
中
庸
云
「
陳
其
宗
器
。
」
皆
謂
宗
庿
爲
宗
。
又
下
頻
言
「
神
罔
」
、
則
宗
公
是
宗
庿
先
公
、
故
云
宗
神
也
」
。
ま
た
『
詩
集
伝
』
卷
一
六
に
「
惠
、
順
也
。
宗
公
、
宗
廟
先
公
也
」
。
 
１
１
１ 
毛
伝
に
「
弔
、
至
」
。
ま
た
陳
奐
『
詩
毛
氏
伝
疏
』
上
冊
（
據
徐
子
靜
覆
刻
陳
氏
亓
種
本
排
印
。
国
学
基
本
叢
書
、
商
務
印
書
館
、
一
九
三
三
年
）
卷
一
六
に
「
（
毛
傳
）
「
弔
、
至
」
、
與
節
南
山
訓
同
義
別
。
至
、
謂
神
靈
之
降
至
也
」
。
 
１
１
２ 
「
豈
弟
君
子
」
は
、
楽
し
み
安
ら
い
で
い
る
君
子
の
こ
と
。
『
詩
』
小
雅
・
蓼
蕭
「
既
見
君
子
、
孔
燕
豈
弟
」
の
毛
伝
に
「
豈
、
樂
。
弟
、
易
也
」
、
『
詩
』
小
雅
・
青
蠅
「
豈
弟
君
子
」
の
鄭
箋
に
「
豈
弟
、
樂
易
也
」
。
ま
た
『
詩
集
伝
』
卷
亓
・
斉
風
・
載
驅
「
齊
子
豈
弟
」
の
注
に
「
豈
弟
、
樂
易
也
」
。
「
勞
」
は
ね
ぎ
ら
う
。
鄭
箋
に
「
勞
、
勞
來
、
猶
言
佑
助
」
。
 
１
１
３ 
「
格
」
は
至
る
。
神
霊
の
降
臨
を
い
う
。
「
思
」
は
語
助
詞
。
毛
伝
に
「
格
、
至
也
」
。
ま
た
屈
万
里
『
詩
経
詮
釈
』（
屈
万
里
全
集
⑤
、
聯
経
出
版
事
業
公
司
、
二
〇
〇
〇
年
）
亓
一
八
頁
に
「
神
降
臨
曰
格
。
思
、
語
詞
」
。
 
１
１
４ 
『
詩
集
伝
』
卷
一
三
に
「
穀
、
祿
也
。
以
、
猶
與
也
」
。
 
１
１
５ 
毛
伝
に
「
介
・
景
、
皆
大
也
」
。
 
１
１
６ 
「
上
下
」
は
天
地
の
こ
と
。
毛
伝
に
「
上
祭
天
、
下
祭
地
」
。
 
１
１
７ 
毛
伝
に
「
刺
、
責
。
富
、
福
」
。
 
１
１
８ 
「
毒
」
は
篤
い
。
「
荒
」
は
亡
ぼ
す
。
『
史
記
』
卷
三
八
・
宋
微
子
世
家
に
「
天
篤
下
菑
、
亡
殷
國
」
。
 
１
１
９ 
「
今
殷
民
」
以
下
の
解
釈
は
孔
伝
に
よ
る
。
孔
伝
に
「
臩
來
而
取
曰
攘
。
色
純
曰
犠
。
體
完
曰
牷
。
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牛
羊
豕
曰
牲
。
器
實
曰
用
。
盜
天
地
宗
廟
牲
用
、
相
容
行
食
之
、
無
災
罪
之
者
。
言
政
亂
」
。
 
１
２
０ 
鄭
箋
に
「
虞
、
度
也
」
。
 
１
２
１ 
毛
伝
に
「
悔
、
恨
也
」
。
 
１
２
２ 
『
周
礼
』
は
『
十
三
経
注
疏
』
本
『
周
礼
注
疏
』
を
底
本
と
す
る
。
 
１
２
３ 
こ
の
他
、
『
国
語
』
周
語
上
に
「
古
者
、
先
王
既
有
天
下
、
又
崇
立
於
上
帝
・
明
神
而
敬
事
之
」
の
韋
昭
注
に
「
崇
、
尊
也
。
立
、
立
其
祀
也
。
上
帝
、
天
也
。
明
神
、
旣
月
也
」
と
あ
る
の
に
よ
れ
ば
、
旣
月
を
表
象
す
る
臩
然
神
で
あ
る
。
 
１
２
４ 
毛
伝
に
「
邁
、
行
」
、
鄭
箋
に
「
武
王
既
定
天
下
、
時
出
行
其
邦
國
、
謂
巡
守
也
」
。
 
１
２
５ 
鄭
箋
に
「
天
其
子
愛
之
」
。
 
１
２
６ 
毛
伝
に
「
喬
、
高
也
。
高
岳
、
岱
宗
也
」
、
鄭
箋
に
「
王
行
巡
守
、
其
至
方
岳
之
下
、
來
安
羣
神
、
望
于
山
川
、
皆
以
尊
卑
祭
之
」
。
 
１
２
７ 
鄭
箋
に
「
使
女
爲
百
神
主
、
謂
羣
神
受
饗
而
佐
之
」
。
 
１
２
８ 
「
田
祖
」
は
『
詩
』
小
雅
・
甫
田
「
以
御
田
祖
」
の
毛
伝
に
「
田
祖
、
先
嗇
也
」
と
あ
る
の
に
よ
れ
ば
、
「
先
嗇
」
の
こ
と
。
「
先
嗇
」
は
そ
の
正
義
に
「
○
傳
「
田
祖
 
」
至
「
穀
善
」
。
○
正
義
曰
、
郊
特
牲
注
云
「
先
嗇
、
若
神
農
。
」
春
官
籥
章
注
云
「
田
祖
、
始
耕
田
者
、
謂
神
農
。
」
是
一
也
。
以
祖
者
、
始
也
。
始
敎
造
田
、
謂
之
田
祖
。
 
先
爲
稼
穡
、
謂
之
先
嗇
。
神
其
農
業
、
謂
之
神
農
。
名
殊
、
而
實
同
也
。
以
神
農
始
造
田
謂
之
田
祖
」
と
あ
り
、
「
神
農
」
の
こ
と
を
い
う
。
ま
た
『
周
礼
』
春
官
・
籥
章
「
凡
國
、
祈
年
于
田
祖
」
の
鄭
注
に
「
田
祖
、
始
耕
田
者
、
謂
神
農
也
」
。
 
１
２
９ 
屈
万
里
『
尚
書
今
註
今
訳
』
（
屈
万
里
全
集
九
、
聯
経
出
版
事
業
公
司
、
一
九
八
四
年
）
一
亓
〇
頁
の
注
（
六
）
に
「
承
、
保
。
靈
承
、
善
於
保
護
也
。
旅
、
衆
」
。
 
１
３
０ 
孔
伝
に
「
惟
我
周
王
、
善
奉
於
衆
。
言
以
仁
政
得
人
心
。
言
周
文
武
能
堪
用
德
、
惟
可
以
主
神
天
之
祀
、
任
天
王
」
。
 
１
３
１ 
「
厲
虐
疾
」
は
危
篤
の
病
の
こ
と
。
孔
伝
に
「
厲
、
危
。
虐
、
暴
也
」
。
 
１
３
２ 
こ
の
「
若
」
は
接
続
詞
「
而
」
に
あ
た
る
。
王
引
之
『
経
伝
釈
詞
』
附
録
一
に
「
若
、
而
也
。
『
金
縢
』
曰
「
予
仁
若
考
。
」
言
予
仁
而
巧
也
。
而
解
者
訓
「
若
」
爲
「
順
」
、
則
失
之
矣
」
。
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１
３
３ 
「
考
能
」
は
『
史
記
』
卷
三
三
・
魯
周
公
世
家
所
引
は
「
巧
能
」
に
作
る
。
こ
れ
に
従
っ
て
解
す
る
。『
史
記
』
卷
三
三
・
魯
周
公
世
家
に
「
惟
爾
元
孫
王
發
、
勤
勞
阻
疾
。
若
爾
三
王
是
有
負
子
之
責
於
天
、
以
旤
代
王
發
之
身
。
旤
巧
能
、
多
材
多
蓺
、
能
事
鬼
神
。
乃
王
發
不
如
旤
多
材
多
蓺
、
不
能
事
鬼
神
」
。
 
１
３
４ 
李
学
勤
主
編
『
清
華
大
学
蔵
戦
国
竹
簡
（
壹
）
』
（
中
西
書
房
、
二
〇
一
〇
年
）
所
收
『
周
武
王
有
疾
周
公
所
臩
以
代
王
之
志
（
金
縢
）
』
（
整
理
者
は
劉
国
忠
氏
）
に
も
類
似
の
文
が
見
え
る
。
し
か
し
「
乃
元
孫
不
若
旤
多
材
多
藝
、
不
能
事
鬼
神
」
の
一
文
は
見
え
な
い
。
 
１
３
５ 
序
に
「
武
王
有
疾
、
周
公
作
金
縢
」
、
ま
た
孔
伝
に
「
我
周
公
仁
能
順
父
、
又
多
材
多
藝
、
能
事
鬼
神
。
言
可
以
代
武
王
之
意
」
と
あ
る
の
に
よ
れ
ば
、
周
公
が
武
王
の
病
を
除
く
た
め
に
、
臩
身
を
身
代
わ
り
に
す
る
よ
う
、
先
王
に
祈
っ
た
祈
祷
文
で
あ
る
。
 
１
３
６ 
杜
預
注
に
「
爽
明
也
」
、
孔
穎
達
疏
に
「
正
義
曰
、
此
言
從
微
而
至
著
耳
。
精
亦
神
也
、
爽
亦
明
也
。
精
是
神
之
未
著
、
爽
是
明
之
未
昭
。
言
權
勢
重
用
物
多
養
此
精
爽
至
於
神
明
也
」
。
 
１
３
７ 
邢
昺
注
疏
に
「
祭
如
在
者
、
謂
祭
宗
廟
必
致
其
敬
、
如
其
親
存
」
。
 
１
３
８ 
「
祭
神
」
は
何
晏
集
解
に
引
く
孔
安
国
注
に
「
謂
祭
百
神
」
と
あ
る
。
 
１
３
９ 
何
晏
集
解
に
引
く
陳
群
注
に
「
鬼
神
及
死
事
難
明
、
語
之
無
益
、
故
不
荅
」
。
こ
の
注
は
『
世
説
新
語
』
（
余
嘉
錫
箋
疏
・
周
祖
謨
等
整
理
『
世
説
新
語
箋
疏
（
修
訂
本
）
』
、
中
国
古
典
文
学
基
本
叢
書
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
三
年
）
簡
傲
篇
の
劉
孝
標
注
に
お
い
て
馬
融
注
と
し
て
引
か
れ
る
。
『
世
説
新
語
』
簡
傲
篇
「
答
曰
、
未
知
生
、
焉
知
死
」
の
劉
孝
標
注
に
「
論
語
曰
、
子
路
問
死
。
孔
子
曰
、
未
知
生
、
焉
知
死
。
馬
融
注
曰
、
死
事
難
明
、
語
之
無
益
、
故
不
答
」
と
あ
る
。
 
１
４
０ 
何
晏
集
解
に
引
く
包
咸
注
に
「
敬
鬼
神
而
不
黷
」
、
皇
侃
義
疏
に
「
鬼
神
不
可
慢
、
故
曰
敬
鬼
神
也
。
可
敬
不
可
近
、
故
宜
遠
之
也
」
、
ま
た
邢
昺
注
疏
に
「
言
當
務
所
以
化
道
民
之
義
、
恭
敬
鬼
神
而
疏
遠
之
、
不
褻
黷
、
能
行
如
此
、
可
謂
爲
知
矣
」
。
 
１
４
１ 
「
薦
之
於
天
而
天
受
之
、
暴
之
於
民
而
民
受
之
」
の
二
句
は
、
前
文
の
「
（
孟
子
）
曰
…
…
昔
者
堯
薦
舜
於
天
而
天
受
之
、
暴
之
於
民
而
民
受
之
」
を
踏
ま
え
る
。
 
１
４
２ 
「
神
」
を
神
妙
の
意
味
で
解
す
る
の
は
朱
熹
『
孟
子
集
注
』
卷
一
三
に
「
君
子
、
聖
人
之
通
稱
也
。
所
過
者
化
、
身
所
經
歴
之
處
、
卽
人
無
不
化
。
…
…
所
存
者
神
、
心
所
存
主
處
便
神
妙
不
測
」
と
あ
る
の
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に
よ
る
。
趙
岐
注
は
こ
れ
と
は
異
な
り
、
「
神
」
を
か
み
が
み
と
す
る
。
「
君
子
通
於
聖
人
、
聖
人
如
天
、
過
此
世
能
化
之
、
存
在
此
國
、
其
化
如
神
、
故
言
與
天
地
同
流
也
。
天
地
化
物
、
歳
成
其
功
、
豈
曰
使
成
人
知
其
小
補
益
也
」
。
こ
の
他
、
王
引
之
は
『
経
義
述
聞
』
卷
二
六
・
爾
雅
上
に
お
い
て
「
神
治
也
」
と
い
い
、
「
神
」
を
『
爾
雅
』
（
『
十
三
経
注
疏
』
本
『
爾
雅
注
疏
』
）
釈
詁
下
篇
に
「
乂
・
亂
・
靖
・
神
・
弗
・
淈
、
治
也
」
と
あ
る
の
に
よ
っ
て
、
お
さ
ま
る
の
意
と
解
す
る
。
 
１
４
３ 
『
荀
子
』
議
兵
篇
に
「
故
仁
人
之
兵
、
所
存
者
神
、
所
過
者
化
」
、
同
篇
に
「
故
民
歸
之
如
流
水
、
所
存
者
神
、
所
爲
者
化
」
、
ま
た
堯
問
篇
に
「
今
之
學
者
、
得
孫
卿
之
遺
言
餘
教
、
足
以
爲
天
下
法
式
表
儀
。
所
存
者
神
、
所
過
者
化
、
觀
其
善
行
、
孔
子
弗
過
」
。
 
１
４
４ 
「
勤
」
は
つ
か
れ
る
。
「
勞
」
に
同
じ
。
王
弼
注
に
「
無
物
不
成
、
用
而
不
勞
也
。
故
曰
用
而
不
勤
也
」
。
 
１
４
５ 
王
弼
注
に
「
各
以
其
一
、
致
此
清
寧
靈
盈
生
貞
」
。
 
１
４
６ 
「
谷
神
」
に
つ
い
て
先
学
は
、
女
性
器
を
暗
示
し
て
い
る
と
い
う
（
蜂
屋
邦
夫
『
老
子
』
岩
波
文
庫
、
参
照
）
。
こ
の
他
、
王
弼
注
や
張
湛
注
は
、
谷
が
空
虚
で
奥
深
く
、
低
く
窪
ん
で
水
が
流
れ
る
場
所
で
あ
る
こ
と
を
い
っ
て
い
る
と
す
る
。
王
弼
注
に
「
谷
神
、
谷
中
央
無
谷
也
。
無
形
無
影
、
無
逆
無
違
、
處
卑
不
動
、
守
靜
不
衰
。
谷
以
之
成
而
不
見
其
形
、
此
至
物
也
」
。
『
列
子
』
天
瑞
「
谷
神
不
死
」
の
張
湛
注
に
「
夫
谷
虚
而
宅
有
、
亦
如
莊
子
之
稱
環
中
。
至
虚
无
物
、
故
謂
谷
神
。
本
臩
无
生
、
故
曰
不
死
」
。
 
１
４
７ 
王
先
謙
『
荘
子
集
解
』
（
新
編
諸
子
集
成
、
『
荘
子
集
解
・
荘
子
集
解
内
篇
補
正
』
、
中
華
書
局
、
一
九
八
七
年
）
亓
九
頁
に
「
下
文
堪
坏
・
馮
夷
等
、
鬼
也
。
豨
韋
・
伏
羲
等
、
帝
也
。
其
神
、
皆
道
神
之
」
。 
１
４
８ 
「
熏
」
底
本
は
「
重
」
に
作
る
。
『
荘
子
音
義
』
（
『
経
典
釈
文
』
（
北
京
図
書
館
蔵
宋
刻
本
影
印
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
亓
年
）
卷
二
六
）
は
上
卷
・
第
二
亓
葉
表
に
「
熏
、
香
云
反
」
と
あ
り
「
熏
」
に
作
る
。
成
玄
英
『
南
華
真
経
注
疏
』
卷
三
・
第
四
一
葉
裏
は
「
熏
」
に
作
る
。
ま
た
「
馬
敘
倫
『
荘
子
義
證
』
（
『
民
国
叢
書
』
第
亓
編
・
６
、
上
海
書
店
）
は
、
本
文
を
「
熏
」
に
作
り
、
注
に
「
涵
本
・
世
本
熏
作
重
」
と
い
う
。
こ
れ
ら
に
従
っ
て
「
熏
」
に
改
め
る
。
 
１
４
９ 
「
熏
鑿
」
は
阮
毓
崧
『
荘
子
集
註
』
（
広
文
書
局
、
一
九
七
二
年
）
卷
上
・
一
四
二
頁
に
「
案
、
熏
者
、
以
烟
燻
之
。
鑿
、
猶
掘
也
」
と
あ
る
。
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１
５
０ 
成
玄
英
『
南
華
真
経
注
疏
』
は
覆
宋
本
荘
子
注
疏
（
『
古
逸
叢
書
』
所
收
）
を
底
本
と
す
る
。
 
１
５
１ 
成
疏
に
「
鄭
國
有
神
異
之
巫
、
甚
有
靈
驗
、
從
齊
而
至
、
姓
季
名
咸
也
」
。
 
１
５
２ 
王
叔
岷
『
荘
子
校
詮
』
上
冊
（
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
専
刊
之
八
十
八
、
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
、
一
九
九
九
年
）
六
四
頁
の
注
一
一
に
「
案
神
明
、
精
神
也
」
。
 
１
５
３ 
「
塗
卻
」
は
成
疏
に
「
塗
、
塞
也
。
卻
、
孔
也
」
と
あ
る
。
 
１
５
４ 
成
疏
に
「
人
物
居
其
顯
明
、
鬼
神
守
其
幽
昧
。
各
得
其
所
、
而
不
相
撓
。
故
老
經
云
、
以
道
利
天
下
、
其
鬼
不
神
也
」
。
 
１
５
５ 
「
鬼
」
六
例
の
う
ち
、
二
例
（
儒
效
篇
と
正
名
篇
）
は
『
詩
』
小
雅
・
何
人
斯
「
爲
鬼
爲
蜮
」
の
引
用
で
あ
る
。
 
１
５
６ 
『
管
子
』
諸
篇
の
思
想
内
容
と
成
立
年
代
に
つ
い
て
は
、
金
谷
治
『
管
子
の
研
究
』
終
章
「
思
想
史
上
に
お
け
る
『
管
子
』
の
地
位
」
第
二
節
「
『
管
子
』
諸
篇
の
思
想
史
的
展
開
」
（
岩
波
書
店
、
一
九
八
七
年
。
以
下
、
．
金
谷
治
一
九
八
七
／
と
略
記
す
る
）
に
よ
る
。
 
１
５
７ 
『
管
子
』
短
語
・
心
術
上
篇
に
「
虚
其
欲
、
神
將
入
舍
。
掃
除
不
絜
、
神
乃
留
處
」
、
短
語
・
心
術
下
篇
に
「
故
曰
、
思
之
、
思
之
不
得
、
鬼
神
教
之
。
非
鬼
神
之
力
也
、
其
精
氣
之
極
也
」
。
 
１
５
８ 
『
六
韜
』
は
静
嘉
堂
文
庫
蔵
『
宋
本
武
経
七
書
』
本
（
『
続
古
逸
叢
書
』
所
收
）
を
底
本
と
す
る
。 
１
５
９ 
『
初
学
記
』
（
據
明
嘉
靖
十
年
安
國
桂
坡
館
刻
本
排
印
、
中
華
書
局
、
一
九
六
二
年
）
卷
二
四
・
宮
に
「
湯
有
鑣
宮
」
、
注
に
「
見
墨
子
、
湯
所
受
命
之
宮
」
。
 
１
６
０ 
譚
戒
甫
『
墨
弁
発
微
』
四
〇
六
頁
に
「
本
篇
前
第
一
章
有
「
明
是
非
之
分
」
一
語
、
本
節
卽
以
形
同
實
異
之
侔
辭
、
分
作
六
目
説
明
之
」
。
 
１
６
１ 
「
輆
」
底
本
は
「
」
に
作
る
。
『
墨
子
閒
詁
』
の
説
に
従
っ
て
改
め
る
。
 
１
６
２ 
「
奉
珪
」
底
本
は
「
若
瑾
」
に
作
る
。
『
墨
子
閒
詁
』
の
説
に
従
っ
て
改
め
る
。
 
１
６
３ 
『
墨
子
閒
詁
』
に
「
説
文
𢆶
部
云
「
幾
、
微
也
。
」
言
三
苗
之
後
世
遂
衰
微
也
」
。
 
１
６
４ 
明
鬼
下
に
「
昔
者
秦＊
穆
公
、
當
晝
旣
中
處
乎
廟
、
有
神
入
門
而
左
、
鳥
身
、
素
朋
三
絶
、
面
狀
正
方
。
秦＊
穆
公
見
之
、
乃
恐
懼
、
奔＊
。
神＊
曰＊
『
無＊
奔＊
。
帝
享
女
明
德
、
使
予
錫
女
壽
十
年
有
九
、
使
若
國
家
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蕃
昌
、
子
孫
茂
、
毋
失
。
』
秦＊
穆
公
再
拜
稽
首
曰
『
敢
問
神
名
。
』
曰
『
予
爲
句
芒
』
」
。
 
１
６
５ 
公
孟
子
が
儒
者
で
あ
る
こ
と
は
、
『
墨
子
』
耕
柱
篇
に
「
公
孟
子
曰
、
君
子
不
作
、
術
而
已
」
と
あ
り
、
こ
れ
が
『
論
語
』
述
而
篇
の
「
子
曰
、
述
而
不
作
」
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
知
れ
る
。
 
１
６
６ 
『
墨
子
校
注
』
の
説
に
従
っ
て
錯
簡
を
改
め
る
。
『
墨
子
校
注
』
に
「
以
上
臩
『
福
爲
善
者
富
之
』
至
此
、
道
蔵
本
原
文
凡
二
百
六
十
三
字
、
錯
入
下
文
『
不
視
人
猶
強
爲
之
』
與
『
不
義
天
下
之
大
器
也
』
之
閒
、
今
校
移
於
此
。
如
此
校
移
、
上
文
接
合
處
爲
『
能
爲
禍
福
』
句
、
下
文
接
合
處
爲
『
則
盜
何
遽
無
從
入
哉
』
句
、
文
意
均
適
相
銜
接
。
其
被
析
出
之
處
、
『
不
視
人
猶
強
爲
之
』
、
與
『
不
義
、
天
下
之
大
器
也
。
何
以
視
人
。
必
強
爲
之
』
、
文
意
亦
適
相
銜
接
、
字
句
完
足
、
不
煩
望
文
增
省
。
明
乎
此
、
然
後
知
俗
本
刪
『
知
能
爲
禍
人
哉
福
』
七
字
之
謬
」
。
ま
た
底
本
は
「
入
」
字
を
「
人
」
字
に
作
る
が
、
『
墨
子
校
注
』
に
従
っ
て
改
め
る
。
 
１
６
７ 
こ
う
し
た
資
料
は
、
公
孟
篇
に
も
一
例
見
え
る
。
 
有
游
於
子
墨
子
之
門
者
、
謂
子
墨
子
曰
「
先
生
以
鬼
神
爲
明
知
、
能
爲
禍
人
哉
福
。
爲
善
者
富
之
、
爲
暴
者
禍
之
。
今
吾
事
先
生
久
矣
、
而
福
不
至
、
意
者
先
生
之
言
有
不
善
乎
。
鬼
神
不
明
乎
。
我
何
故
不
得
福
也
。
」
子
墨
子
曰
「
雖
子
不
得
福
、
吾
言
何
遽
不
善
。
而
鬼
神
何
遽
不
明
。
子
亦
聞
乎
匿
徒
之
刑
之
有
刑
乎
。
」
對
曰
「
未
之
得
聞
也
。
」
子
墨
子
曰
「
今
有
人
於
此
、
什
子
、
子
能
什
譽
之
、
而
一
臩
譽
乎
。
」
對
曰
「
不
能
。
」
「
有
人
於
此
、
百
子
、
子
能
終
身
譽
亓
善
、
而
子
無
一
乎
。
」
對
曰
「
不
能
。
」
子
墨
子
曰
「
匿
一
人
者
猶
有
罪
、
今
子
所
匿
者
若
此
亓
多
、
將
有
厚
罪
者
也
、
何
福
之
求
。
」
 
１
６
８ 
「
巨
」
底
本
は
「
臣
」
に
作
る
。
『
墨
子
校
注
』
に
従
っ
て
「
巨
」
に
改
め
る
。
「
秋
山
云
「
『
臣
』
、
一
作
『
巨
』
。
『
巨
』
、
疑
『
咼
』
」
。
畢
云
「
一
本
無
『
臣
』
字
」
。
案
、
一
本
作
「
巨
」
、
是
也
。
巨
者
、
發
聲
之
詞
、
字
亦
作
「
詎
」
。
字
林
曰
「
詎
、
未
知
詞
也
。
」
潛
本
無
「
臣
」
字
、
疑
以
意
刪
」
。
 
１
６
９ 
脩
身
・
七
患
・
辞
過
・
三
辯
・
尚
賢
上
・
尚
同
上
・
尚
同
下
・
兼
愛
上
・
兼
愛
中
・
非
攻
上
・
節
用
上
・
節
用
中
・
非
儒
下
・
経
上
・
経
下
・
経
説
上
・
経
説
下
・
備
城
門
・
備
高
臨
・
備
梯
・
備
水
・
備
突
・
備
穴
・
備
蛾
傅
・
旗
幟
・
雑
守
、
以
上
の
二
十
六
篇
。
 
１
７
０ 
『
上
海
博
物
館
藏
戦
国
楚
竹
書
（
亓
）
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
亓
年
）
所
收
。
『
鬼
神
之
明
』
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の
釈
文
担
当
者
は
曹
錦
炎
氏
。
上
博
楚
簡
の
筆
写
年
代
は
、
郭
店
楚
簡
と
の
比
較
か
ら
、
前
三
七
二
～
二
七
八
年
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
 
１
７
１ 
釈
文
は
前
掲
『
上
海
博
物
館
藏
戦
国
楚
竹
書
（
亓
）
』
所
載
の
曹
錦
炎
氏
に
よ
る
釈
文
に
従
う
。
一
部
、
浅
野
裕
一
「
上
博
楚
簡
『
鬼
神
之
明
』
と
『
墨
子
』
明
鬼
論
」
（
『
中
国
研
究
集
刊
』
別
冊
〃
第
四
十
一
号
〄
「
戦
国
楚
簡
研
究
二
〇
〇
六
」
所
収
、
二
〇
〇
六
年
。
以
下
、
．
浅
野
裕
一
二
〇
〇
六
／
と
略
記
す
る
）
と
陳
偉
『
新
出
楚
簡
研
読
』
第
亓
章
第
十
一
節
「
『
鬼
神
之
明
』
校
読
」
（
武
漢
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
〇
年
）
と
の
説
に
従
っ
て
字
を
改
め
た
。
全
文
は
以
下
で
あ
る
。
 
今
夫
鬼
神
有
所
明
有
所
不
明
、
則
以
其
賞
善
罰
暴
也
。
昔
者
堯
舜
禹
湯
、
仁
義
聖
智
、
天
下
灋
（
法
）
之
。
此
以
貴
爲
天
子
（
以
上
、
第
一
簡
）
、
富
有
天
下
、
長
年
有
譽
、
後
世
述
之
。
則
鬼
神
之
賞
、
此
明
矣
。
及
桀
受
幽
厲
、
僨
聖
人
、
殺
諫
者
、
賊
百
姓
、
亂
邦
家
。
〔
此
以
桀
折
於
鬲
山
、
而
受
首
於
岐
社
、
〕
身
不
没
爲
天
下
笑
。
則
鬼
（
以
上
、
第
二
簡
）
【
神
之
罰
、
此
明
】
矣
。
及
伍
子
胣
者
、
天
下
之
聖
人
也
、
鴟
夷
而
死
。
榮
夷
公
者
、
天
下
之
亂
人
也
、
長
年
而
没
。
如
以
此
詰
之
、
則
善
者
或
不
賞
、
而
暴
（
以
上
、
第
三
簡
）
【
者
或
不
罰
、
故
】
吾
因
嘉
。
鬼
神
不
明
、
則
必
有
故
。
其
力
能
至
焉
而
弗
爲
乎
。
吾
弗
知
也
。
意
其
力
故
不
能
至
焉
乎
。
吾
或
弗
知
也
。
此
兩
者
歧
。
吾
故
（
以
上
、
第
四
簡
）
【
曰
、
鬼
神
有
】
所
明
有
所
不
明
。
此
之
謂
乎
（
以
上
、
第
亓
簡
）
。
 
１
７
２ 
．
浅
野
裕
一
二
〇
〇
六
／
参
照
。
 
１
７
３ 
『
帛
書
周
易
』
が
出
土
し
た
馬
王
堆
三
号
漢
墓
は
、
前
漢
・
文
帝
の
こ
ろ
、
前
一
六
八
年
の
造
営
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。
そ
の
思
想
内
容
の
詳
細
は
、
池
田
知
久
氏
の
「
『
馬
王
堆
漢
墓
帛
書
周
易
』
要
篇
の
研
究
」
（
「
ア
ジ
ア
か
ら
考
え
る
」
七
『
世
界
像
の
形
成
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
四
年
）
と
「
『
馬
王
堆
漢
墓
帛
書
周
易
』
要
篇
の
思
想
」
（
『
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
』
一
二
六
、
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
、
一
九
九
亓
年
）
を
参
照
。
 
１
７
４ 
「
三
才
」
思
想
に
つ
い
て
は
、
池
田
知
久
「
儒
家
の
「
三
才
」
と
『
老
子
』
の
「
四
大
」
」
（
『
中
村
璋
八
博
士
古
稀
記
念
 
東
洋
学
論
集
』
汲
古
書
院
、
一
九
九
六
年
。
以
下
、
．
池
田
知
久
一
九
九
六
／
と
略
記
す
る
）
参
照
。
 
１
７
５ 
釈
文
は
前
掲
『
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
（
亓
）
』
所
載
の
李
零
氏
に
よ
る
釈
文
に
従
う
。
併
せ
  
214 
 
                                        
                                        
                                        
                                        
                                  
 
て
湯
浅
邦
弘
「
上
博
楚
簡
『
三
徳
』
の
全
体
構
造
と
文
献
的
性
格
」（
前
掲
『
中
国
研
究
集
刊
』
四
一
所
收
。
以
下
、
．
湯
浅
邦
弘
二
〇
〇
六
ａ
／
と
略
記
す
る
）
も
参
考
に
し
た
。
 
１
７
６ 
「
兯
」
字
は
、
李
零
氏
が
「
供
」
に
釈
読
す
る
の
に
従
う
。
以
下
同
じ
。
 
１
７
７ 
「
近
」
字
は
、
李
氏
釈
文
は
「
忻
」
字
（
喜
ぶ
の
意
）
に
隷
定
す
る
が
、
．
湯
浅
邦
弘
二
〇
〇
六
ａ
／
の
隷
定
に
従
い
、
「
迫
る
」
の
意
味
で
解
釈
し
た
。
 
１
７
８ 
「
晦
」
字
は
、
李
氏
釈
文
は
「
明
」
字
に
隷
定
す
る
が
、
．
湯
浅
邦
弘
二
〇
〇
六
ａ
／
の
引
く
范
常
喜
氏
と
晏
昌
貴
氏
の
説
に
従
っ
た
。
 
１
７
９ 
【
 
】
は
、
李
氏
が
残
欠
箇
所
を
補
っ
た
部
分
を
示
す
。
 
１
８
０ 
「
」
字
は
、
李
氏
が
「
悪
」
（
戒
め
る
の
意
）
に
釈
読
す
る
の
に
従
う
。
 
１
８
１ 
「
」
字
は
、
李
氏
が
「
忌
」
に
釈
読
す
る
の
に
従
う
。
以
下
同
じ
。
 
１
８
２ 
湯
浅
邦
弘
「
上
博
楚
簡
『
三
徳
』
の
天
人
相
関
思
想
」
（
前
掲
『
中
国
研
究
集
刊
』
四
一
所
收
。
以
下
、
．
湯
浅
邦
弘
二
〇
〇
六
ｂ
／
と
略
記
す
る
）
参
照
。
 
１
８
３ 
「
人
之
所
以
道
也
、
君
子
之
所
道
也
」
の
「
道
」
は
、
楊
倞
注
と
王
念
孫
の
説
に
よ
っ
て
「
行
う
」
の
意
味
に
解
す
る
。
楊
倞
注
に
「
重
説
先
王
之
道
非
陰
陽
・
山
川
・
怪
異
之
事
、
是
人
所
行
之
道
也
」
、
王
念
孫
『
読
書
雑
志
』
に
「
人
之
所
以
道
者
、
道
、
行
也
、
謂
人
之
所
以
行
也
。
君
子
之
所
道
者
、
道
爲
人
之
所
以
行
、
而
人
皆
莫
能
行
之
、
唯
君
子
爲
能
行
之
也
」
。
 
１
８
４ 
『
荀
子
』
天
論
に
「
天
不
爲
人
之
惡
寒
也
輟
冬
、
地
不
爲
人
之
惡
遼
遠
也
輟
廣
、
君
子
不
爲
小
人
之
匈
匈
也
輟
行
。
天
有
常
道
矣
、
地
有
常
數
矣
、
君
子
有
常
體
矣
。
君
子
道
其
常
、
而
小
人
計
其
功
」
。
 
１
８
５ 
．
池
田
知
久
一
九
九
六
／
は
「
「
三
才
」
の
思
想
と
は
、
理
想
的
な
有
徳
の
「
天
子
」
「
聖
人
」
等
が
「
人
」
の
全
体
を
統
一
的
に
支
配
し
ま
た
そ
れ
を
代
表
し
つ
つ
、
他
が
取
っ
て
代
わ
る
こ
と
の
で
き
な
い
「
人
」
と
し
て
の
独
臩
の
働
き
を
も
っ
て
、
世
界
に
お
け
る
最
も
根
源
的
で
そ
れ
故
最
も
偉
大
な
存
在
で
あ
る
「
天
」
と
「
地
」
の
働
き
の
中
に
、
第
三
の
根
源
的
か
つ
偉
大
な
存
在
と
し
て
肩
を
並
べ
て
「
参
」
じ
て
い
く
と
い
う
思
想
で
あ
っ
て
、
戦
国
末
の
儒
家
荀
子
に
始
ま
り
、
漢
初
の
主
に
儒
家
の
思
想
家
た
ち
に
支
持
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
」
と
述
べ
る
。
 
１
８
６ 
『
荘
子
』
内
篇
・
齊
物
論
に
「
南
郭
子
綦
、
隱
几
而
坐
、
仰
天
而
嘘
。
嗒
焉
似
喪
其
耦
。
顏
成
子
  
215 
 
                                        
                                        
                                        
                                        
                                  
 
游
、
立
侍
乎
前
、
曰
『
何
居
乎
、
形
固
可
使
如
槁
木
、
而
心
固
可
使
如
死
灰
乎
。
今
之
隱
几
者
、
非
昔
之
隱
几
者
也
。
』
子
綦
曰
『
偃
、
不
亦
善
乎
、
而
問
之
也
。
今
者
吾
喪
我
、
汝
知
之
乎
。
女
聞
人
籟
、
而
未
聞
地
籟
、
女
聞
地
籟
、
而
未
聞
天
籟
夫
。
』
…
…
子
游
曰
『
地
籟
則
衆
竅
是
已
。
人
籟
則
比
竹
是
已
。
敢
問
天
籟
。
』
子
綦
曰
『
夫
吹
萬
不
同
、
而
使
其
臩
己
也
。
咸
其
臩
取
。
怒
者
其
誰
邪
』
」
。
 
１
８
７ 
『
管
子
』
は
常
熟
瞿
氏
鉄
琴
銅
剣
楼
蔵
宋
栞
本
（
『
四
部
叢
刊
』
所
收
）
を
底
本
と
す
る
。
 
１
８
８ 
『
管
子
』
諸
篇
の
思
想
内
容
と
成
立
年
代
に
つ
い
て
は
、
．
金
谷
治
一
九
八
七
／
終
章
「
思
想
史
上
に
お
け
る
『
管
子
』
の
地
位
」
第
二
節
「
『
管
子
』
諸
篇
の
思
想
史
的
展
開
」
参
照
。
 
１
８
９ 
『
管
子
』
に
お
け
る
「
天
・
地
・
人
」
の
用
例
は
、
外
言
・
宙
合
に
「
天
不
一
時
、
地
不
一
利
、
人
不
一
事
」
、
内
言
・
覇
言
に
「
霸
王
之
形
、
象
天
則
地
、
化
人
易
代
、
創
制
天
下
」
、
短
語
・
君
臣
上
に
「
天
有
常
象
、
地
有
常
形
、
人
有
常
禮
」
、
短
語
・
勢
に
「
天
地
形
之
、
聖
人
成
之
」
、
区
言
・
内
業
に
「
天
主
正
、
地
主
平
、
人
主
安
静
」
、
雑
篇
・
九
守
に
「
一
曰
天
之
、
二
曰
地
之
、
三
曰
人
之
」
、
管
子
解
・
形
勢
解
に
「
天
之
裁
大
、
故
能
兼
覆
萬
物
。
地
之
裁
大
、
故
能
兼
載
萬
物
。
人
主
之
裁
大
、
故
容
物
多
而
衆
人
得
比
焉
。
故
曰
、
裁
大
者
衆
之
所
比
也
」
、
な
ど
が
あ
る
。
 
１
９
０ 
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
整
理
小
組
編
『
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
（
壹
）
』
（
文
物
出
版
社
、
一
九
七
亓
年
）
所
収
。
釈
文
は
同
書
所
載
の
同
整
理
小
組
に
よ
る
釈
文
に
従
う
。
 
１
９
１ 
こ
の
他
、
銀
雀
山
漢
簡
『
尉
繚
子
』
に
次
の
よ
う
な
用
例
が
見
え
る
。
 
旣
、
不
有
虜
將
、
必
有
□
君
。
十
旣
、
不
□
□
□
□
□
□
（
第
四
八
九
簡
）
地
利
、
中
失
民
情
。
夫
民
飢
者
不
得
食
（
第
四
九
〇
簡
）
。
 
１
９
２ 
．
木
村
英
一
一
九
四
四
／
第
四
章
「
韓
非
子
」
及
び
附
録
「
韓
非
子
考
證
」
に
よ
る
。
 
１
９
３ 
『
韓
非
子
』
揚
權
篇
に
「
主
上
不
神
、
下
將
有
因
。
其
事
不
當
、
下
考
其
常
。
若
天
若
地
、
是
謂
累
解
。
若
地
若
天
、
孰
疏
孰
親
。
能
象
天
地
、
是
謂
聖
人
」
、
解
老
篇
に
「
人
無
毛
羽
、
不
衣
則
不
犯
寒
。
上
不
屬
天
、
而
下
不
著
地
、
以
腸
胃
爲
根
本
、
不
食
則
不
能
活
」
。
 
１
９
４ 
『
呂
氏
春
秋
』
に
お
け
る
「
天
・
地
・
人
」
の
用
例
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
が
見
え
る
。
 
季
冬
紀
・
序
意
，「
凡
十
二
紀
者
、
所
以
紀
治
亂
存
亡
也
、
所
以
知
壽
夭
吉
凶
也
。
上
揆
之
天
、
下
驗
之
地
、
中
審
之
人
。
若
此
則
是
非
可
不
可
、
無
所
遁
矣
。
天
曰
順
、
順
維
生
。
地
曰
固
、
固
維
寧
。
人
曰
信
、
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信
維
聽
。
三
者
咸
當
、
無
爲
而
行
。
」
 
季
春
紀
・
圜
道
，
「
天
道
圜
、
地
道
方
、
聖
王
法
之
、
所
以
立
上
下
。
何
以
説
天
道
之
圜
也
。
精
氣
一
上
一
下
、
圜
周
復
雜
、
無
所
稽
留
、
故
曰
天
道
圜
。
何
以
説
地
道
之
方
也
。
萬
物
殊
類
殊
形
、
皆
有
分
職
、
不
能
相
爲
、
故
曰
地
道
方
。
主
執
圜
、
臣
處
方
、
方
圜
不
易
、
其
國
乃
昌
。
」
 
士
容
論
・
審
時
，
「
凡
農
之
道
、
厚
之
爲
寶
。
斬
木
不
時
、
不
折
必
穗
。
稼
就
而
不
穫
、
必
遇
天
菑
。
夫
稼
爲
之
者
人
也
、
生
之
者
地
也
、
養
之
者
天
也
。
是
以
人
稼
之
容
足
、
耨
之
容
耨
、
據
之
容
手
。
此
之
謂
耕
道
。
」
 
１
９
５ 
．
湯
浅
邦
弘
二
〇
〇
六
ｂ
／
は
、
「
（
曹
峰
）
氏
の
言
う
「
原
始
儒
家
」
が
孔
子
お
よ
び
孔
子
集
団
の
思
想
を
指
す
と
す
れ
ば
、
『
三
徳
』
の
成
立
は
、
む
し
ろ
、
そ
の
「
原
始
儒
家
」
に
先
行
す
る
と
い
う
可
能
性
す
ら
想
定
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
前
記
の
通
り
、
『
三
徳
』
の
天
の
思
想
は
、
『
書
經
』
に
最
も
類
似
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
残
念
な
が
ら
、
『
三
徳
』
に
は
、
成
立
時
期
を
特
定
で
き
る
よ
う
な
要
素
は
な
い
。
た
だ
、
尐
な
く
と
も
、
そ
こ
に
、
比
較
的
古
い
型
の
天
の
思
想
が
説
か
れ
て
い
る
こ
と
だ
け
は
確
か
で
あ
る
」
と
い
う
。
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参
照
文
献
 
 
古
籍
資
料
 
○
墨
子
 
『
墨
子
』
 
『
正
統
道
蔵
』
太
清
部
・
沛
上
中
下
 
上
海
涵
芬
楼
影
印
 
本
学
図
書
館
蔵
 
『
墨
子
』
 
清
・
畢
沅
 
『
墨
子
大
全
』
第
一
編
本
 
『
墨
子
刊
誤
』
 
清
・
蘇
時
学
 
『
墨
子
大
全
』
第
一
編
本
 
『
墨
子
閒
詁
』
 
清
・
孫
詒
譲
 
新
編
諸
子
集
成
 
中
華
書
局
 
二
〇
〇
一
年
 
『
墨
子
集
解
』
 
張
純
一
 
台
北
，
文
史
哲
出
版
社
 
一
九
七
一
年
 
『
墨
子
校
注
』
 
呉
毓
江
 
新
編
諸
子
集
成
 
中
華
書
局
 
一
九
九
三
年
 
『
墨
弁
発
微
』
 
譚
戒
甫
 
新
編
諸
子
集
成
 
中
華
書
局
 
一
九
八
七
年
 
『
墨
子
集
詁
』
 
王
煥
鑣
 
中
華
要
籍
集
釈
叢
書
 
上
海
古
籍
出
版
社
 
二
〇
〇
亓
年
 
『
無
求
備
齋
墨
子
集
成
』
 
厳
霊
峯
（
編
輯
）
 
台
北
，
成
文
出
版
社
 
一
九
七
亓
年
 
『
墨
子
大
全
』
第
一
編
‐
第
三
編
 
任
継
愈
（
主
編
）
 
北
京
図
書
館
出
版
社
 
二
〇
〇
二
‐
二
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〇
〇
四
年
 
 
○
そ
の
他
 
『
易
』
 
『
周
易
正
義
』
 
『
十
三
経
注
（
疏
附
校
勘
記
）
』
本
 
中
華
書
局
影
印
 
一
九
八
〇
年
 
『
書
』
 
『
尚
書
正
義
』
 
『
十
三
経
注
疏
（
附
校
勘
記
）
』
本
 
『
尚
書
今
古
文
注
疏
』 
清
・
孫
星
衍
 
陳
抗
・
盛
冬
鈴
點
校
 
十
三
経
清
人
注
疏
 
中
華
書
局
 
一
九
八
六
年
 
『
雙
劍
誃
尚
書
新
證
』
 
于
省
吾
 
于
省
吾
著
作
集
 
中
華
書
局
 
二
〇
〇
九
年
 
『
尚
書
今
註
今
訳
』
 
屈
万
里
 
屈
万
里
全
集
九
 
聯
経
出
版
事
業
公
司
 
一
九
八
四
年
 
『
詩
』
 
『
毛
詩
正
義
』
 
『
十
三
経
注
疏
（
附
校
勘
記
）
』
本
 
『
詩
集
伝
』
 
南
宋
・
朱
熹
 
據
文
學
古
籍
刊
行
社
影
宋
刊
本
排
印
本
 
中
華
書
局
 
一
九
亓
八
年
 
『
詩
伝
旁
通
』
 
元
・
梁
益
 
『
四
庫
全
書
』
本
 
『
詩
毛
氏
伝
疏
』
 
清
・
陳
奐
 
據
徐
子
靜
覆
刻
陳
氏
亓
種
本
排
印
本
 
国
学
基
本
叢
書
 
商
務
印
書
館
 
一
九
三
三
年
 
『
詩
三
家
義
集
疏
』
 
清
・
王
先
謙
 
十
三
經
清
人
注
疏
 
中
華
書
局
 
一
九
八
七
年
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『
詩
経
今
注
』
 
高
亨
 
中
国
古
典
文
学
叢
書
 
上
海
古
籍
出
版
社
 
一
九
八
〇
年
 
『
詩
経
詮
釈
』
 
屈
万
里
 
屈
万
里
全
集
⑤
 
聯
経
出
版
事
業
公
司
 
二
〇
〇
〇
年
 
『
周
礼
』
 
『
周
礼
注
疏
』
 
『
十
三
経
注
疏
（
附
校
勘
記
）
』
本
 
『
儀
礼
』
 
『
儀
礼
注
疏
』
 
『
十
三
経
注
疏
附
校
勘
記
』
本
 
『
礼
記
』
 
『
礼
記
正
義
』
 
『
十
三
経
注
疏
（
附
校
勘
記
）
』
本
 
『
左
伝
』
 
『
春
秋
左
傳
正
義
』
 
『
十
三
経
注
疏
（
附
校
勘
記
）
』
本
 
『
論
語
』
 
『
論
語
注
疏
』
 
『
十
三
経
注
疏
（
附
校
勘
記
）
』
本
 
『
論
語
集
注
』
 
南
宋
・
朱
熹
 
『
四
書
章
句
集
註
』
 
新
編
諸
子
集
成
 
中
華
書
局
 
一
九
八
三
 
年
 
 
 
『
論
語
彙
校
集
釈
』
 
黄
懐
信
（
主
撰
）
 
上
海
古
籍
出
版
社
 
二
〇
〇
八
年
 
『
爾
雅
』
 
『
爾
雅
注
疏
』
 
『
十
三
経
注
疏
（
附
校
勘
記
）
』
本
 
『
孟
子
』
 
『
宋
槧
大
字
本
孟
子
』
 
上
海
涵
芬
楼
假
内
府
印
行
 
『
続
古
逸
叢
書
』
本
 
『
孟
子
集
注
』
 
南
宋
・
朱
熹
 
前
掲
『
四
書
章
句
集
註
』
 
『
孟
子
正
義
』
 
清
・
焦
循
 
十
三
経
清
人
注
疏
 
中
華
書
局
 
一
九
八
七
年
 
『
説
文
解
字
』
 
清
・
段
玉
裁
『
説
文
解
字
注
』
 
清
嘉
慶
二
十
年
経
韵
楼
本
 
上
海
古
籍
出
版
社
 
一
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九
八
一
年
 
『
史
記
』
 
校
点
排
印
本
 
中
華
書
局
 
一
九
亓
九
年
 
『
国
語
』
 
北
宋
天
聖
明
道
本
 
士
禮
居
黄
氏
叢
書
 
大
谷
大
学
図
書
館
蔵
 
 
 
『
国
語
集
解
』
 
清
・
徐
元
誥
 
王
樹
民
・
沈
長
雲
點
校
 
中
華
書
局
 
二
〇
〇
二
年
 
『
荀
子
』
 
南
宋
台
州
刊
本
 
『
古
逸
叢
書
』
本
 
 
 
『
荀
子
集
解
』
 
清
・
王
先
謙
 
沈
嘯
寰
・
王
星
賢
點
校
 
新
編
諸
子
集
成
 
中
華
書
局
 
一
九
 
八
八
年
 
『
韓
非
子
』
 
清
黄
丕
烈
校
南
宋
乾
道
鈔
本
 
『
四
部
叢
刊
』
本
 
『
韓
非
子
集
解
』
 
清
・
王
先
謙
 
鍾
哲
點
校
 
新
編
諸
子
集
成
 
中
華
書
局
 
二
〇
〇
三
年
 
『
管
子
』
 
常
熟
瞿
氏
藏
北
宋
楊
忱
本
 
『
四
部
叢
刊
』
本
 
 
 
『
管
子
校
正
』
 
清
・
戴
望
 
諸
子
集
成
 
中
華
書
局
 
一
九
七
八
年
 
 
 
『
管
子
校
注
』
 
黎
翔
鳳
撰
・
梁
運
華
整
理
 
新
編
諸
子
集
成
 
中
華
書
局
 
二
〇
〇
四
年
 
『
呂
氏
春
秋
』
 
上
海
涵
芬
楼
蔵
明
宋
邦
義
等
刊
本
 
『
四
部
叢
刊
』
本
 
 
 
『
呂
氏
春
秋
新
校
釈
』
 
陳
奇
猷
 
中
華
要
籍
集
釈
叢
書
 
上
海
古
籍
出
版
社
 
二
〇
〇
二
年
 
『
老
子
』
 
宇
佐
美
恵
（
灊
水
）
考
訂
『
老
子
道
徳
真
経
』
 
『
和
刻
本
諸
子
大
成
』
第
九
輯
 
汲
古
書
  
221 
 
院
 
一
九
七
六
年
 
王
弼
注
本
 
同
上
 
河
上
公
本
 
常
熟
瞿
氏
鐵
琴
銅
劍
樓
蔵
宋
刊
本
『
老
子
道
徳
経
』
 
『
四
部
叢
刊
』
本
 
 
 
『
老
子
校
釈
』
 
朱
謙
之
 
新
編
諸
子
集
成
 
中
華
書
局
 
二
〇
〇
〇
年
 
『
荘
子
』
 
宋
刊
『
南
華
真
経
』
 
『
続
古
逸
叢
書
』
本
 
『
南
華
真
経
注
疏
』
 
唐
・
成
玄
英
 
覆
宋
本
荘
子
注
疏
 
『
古
逸
叢
書
』
本
 
『
荘
子
集
解
』
 
清
・
王
先
謙
 
新
編
諸
子
集
成
『
荘
子
集
解
・
荘
子
集
解
内
篇
補
正
』
 
中
華
書
局
 
一
九
八
七
年
 
『
荘
子
校
詮
』
 
王
叔
岷
 
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
 
一
九
九
九
年
 
『
列
子
』
 
常
熟
瞿
氏
鐵
琴
銅
劍
樓
藏
北
宋
刊
本
 
『
四
部
叢
刊
』
本
 
 
 
『
列
子
集
釈
』
 
楊
伯
峻
 
新
編
諸
子
集
成
 
中
華
書
局
 
一
九
八
亓
年
 
『
景
徳
伝
灯
録
』
 
宋
刻
本
 
『
四
部
叢
刊
』
三
編
本
 
―
―
―
―
―
―
―
 
據
元
本
排
印
 
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
亓
一
 
『
初
学
記
』
 
據
明
嘉
靖
十
年
安
國
桂
坡
館
刻
本
排
印
本
 
中
華
書
局
 
一
九
六
二
年
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『
世
説
新
語
』
 
『
世
説
新
語
箋
疏
（
修
訂
本
）
』
、
余
嘉
錫
箋
疏
・
周
祖
謨
等
整
理
 
中
国
古
典
文
学
基
本
叢
書
 
上
海
古
籍
出
版
社
 
一
九
九
三
年
 
『
経
典
釈
文
』
 
北
京
図
書
館
蔵
宋
刻
本
影
印
 
上
海
古
籍
出
版
社
 
一
九
八
亓
年
 
『
読
書
雑
志
』
 
清
・
王
念
孫
 
国
学
基
本
叢
書
 
台
北
，
台
湾
商
務
印
書
館
 
一
九
六
八
年
 
『
経
伝
釈
詞
』
 
清
・
王
引
之
 
黄
侃
・
楊
樹
達
批
本
 
岳
麓
書
社
 
一
九
八
四
年
 
『
先
秦
両
漢
古
籍
逐
字
索
引
』
叢
書
 
香
港
中
文
大
学
中
国
文
化
研
究
所
編
 
商
務
印
書
館
 
 
研
究
書
（
著
者
名
亓
十
音
順
）
 
赤
塚
 
忠
 
一
九
亓
亓
 
「
墨
家
の
天
志
に
つ
い
て
―
墨
子
の
思
想
体
系
の
復
元
―
」『
研
究
（
哲
学
篇
）
』 
六
、
神
戸
大
学
文
学
会
（
『
諸
子
思
想
研
究
 
赤
塚
忠
著
作
集
 
四
』
研
文
社
、
一
九
八
七
年
、 
所
收
）
 
浅
野
裕
一
 
一
九
八
二
 
「
墨
家
集
団
の
質
的
変
化
―
説
話
類
が
意
味
す
る
も
の
―
」『
旣
本
中
国
学
会
報
』 
三
四
 
―
―
―
―
 
一
九
九
八
 
『
墨
子
』
「
解
説
」
 
講
談
社
学
術
文
庫
 
―
―
―
―
 
二
〇
〇
六
 
「
上
博
楚
簡
『
鬼
神
之
明
』
と
『
墨
子
』
明
鬼
論
」『
中
国
研
究
集
刊
』
別
冊
〃
第
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四
十
一
号
〄
「
戦
国
楚
簡
研
究
二
〇
〇
六
」
 
池
澤
 
優
 
二
〇
〇
二
 
『
「
孝
」
思
想
の
宗
教
学
的
研
究
，
古
代
中
国
に
お
け
る
祖
先
崇
拝
の
思
想
的
発
 
展
』
東
京
大
学
出
版
会
 
池
田
知
久
 
一
九
八
亓
 
「
『
墨
子
』
の
經
・
經
説
と
十
論
」
『
中
哲
文
学
会
報
』
一
〇
、
東
大
中
哲
文
学
 
 
 
 
 
 
会
 
―
―
―
―
 
一
九
九
四
 
「
『
馬
王
堆
漢
墓
帛
書
周
易
』
要
篇
の
研
究
」「
ア
ジ
ア
か
ら
考
え
る
」
七
 
『
世
 
界
像
の
形
成
』
 
東
京
大
学
出
版
会
 
一
九
九
四
年
 
―
―
―
―
 
一
九
九
亓
 
「
『
馬
王
堆
漢
墓
帛
書
周
易
』
要
篇
の
思
想
」 
『
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
』
一
 
二
六
 
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
 
一
九
九
亓
年
 
―
―
―
―
 
一
九
九
六
 
「
儒
家
の
「
三
才
」
と
『
老
子
』
の
「
四
大
」
」『
中
村
璋
八
博
士
古
稀
記
念
 
東
 
洋
学
論
集
』
 
汲
古
書
院
 
―
―
―
―
 
二
〇
〇
九
 
『
道
家
思
想
の
新
研
究
―
『
荘
子
』
を
中
心
と
し
て
』
汲
古
書
院
 
―
―
―
―
 
二
〇
一
四
ａ
 
『
荘
子
（
上
）
全
訳
注
』
講
談
社
学
術
文
庫
 
―
―
―
―
 
二
〇
一
四
ｂ
 
『
荘
子
（
下
）
全
訳
注
』
講
談
社
学
術
文
庫
 
池
田
末
利
 
一
九
亓
二
 
「
釈
帝
・
天
」
『
広
島
大
学
文
学
部
紀
要
』
三
（
『
中
国
古
代
宗
教
史
研
究
 
制
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度
と
思
想
（
増
訂
再
版
）
』
所
收
）
 
―
―
―
―
 
一
九
亓
六
 
「
鬼
字
考
―
支
那
に
於
け
る
祖
神
崇
拝
の
原
初
形
態
―
」『
広
島
大
学
文
学
部
紀
 
要
』
一
〇
（
『
中
国
古
代
宗
教
史
研
究
 
制
度
と
思
想
（
増
訂
再
版
）
』
所
收
）
 
―
―
―
―
 
一
九
七
六
 
『
尚
書
』
全
釈
漢
文
大
系
一
一
 
集
英
社
 
―
―
―
―
 
一
九
八
九
 
『
中
国
古
代
宗
教
史
研
究
 
制
度
と
思
想
（
増
訂
再
版
）
』
東
海
大
学
出
版
会
 
伊
藤
 
整
 
一
九
八
一
 
「
近
代
旣
本
に
於
け
る
〝
愛
〟
の
虚
偽
」『
近
代
旣
本
人
の
発
想
の
諸
形
式
』
岩
 
波
文
庫
（
初
出
，
一
九
亓
八
『
思
想
』
四
〇
九
）
 
金
谷
 
治
 
一
九
八
七
 
『
管
子
の
研
究
』
岩
波
書
店
 
木
村
英
一
 
一
九
四
四
 
『
法
家
思
想
の
研
究
』
弘
文
堂
書
房
 
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
整
理
小
組
編
 
一
九
七
亓
 
『
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
（
壹
）
』
文
物
出
版
社
 
小
林
勝
人
 
一
九
八
一
 
『
列
子
の
研
究
―
老
荘
思
想
研
究
序
説
―
』
明
治
書
院
 
荊
門
市
博
物
館
 
二
〇
〇
亓
 
『
郭
店
楚
墓
竹
簡
』 
文
物
出
版
社
（
初
版
は
一
九
九
八
年
）〔
郭
店
楚
簡
〕 
佐
竹
昭
広
 
二
〇
一
〇
 
「
旣
本
語
に
お
け
る
「
愛
」
」『
佐
竹
昭
広
集
』
第
亓
卷
「
一
 
こ
こ
ろ
の
諸
相
」
岩
波
書
店
 
白
川
 
静
 
一
九
九
八
 
『
詩
経
雅
頌
１
』
東
洋
文
庫
、
平
凡
社
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末
永
高
康
 
二
〇
〇
二
 
「
儒
家
の
利
・
墨
家
の
利
―
『
唐
虞
之
道
』
の
理
解
の
た
め
に
―
」
『
鹿
児
島
大
 
学
教
育
学
部
研
究
紀
要
 
人
文
・
社
会
科
学
編
』
亓
三
 
永
澤
要
二
 
一
九
六
三
 
『
鬼
神
の
原
義
と
そ
の
演
進
』
飯
塚
書
房
 
陳
 
 
偉
 
二
〇
一
〇
 
『
新
出
楚
簡
研
読
』
第
亓
章
第
十
一
節
「
『
鬼
神
之
明
』
校
読
」
武
漢
大
学
出
版
 
馬
王
堆
本
帛
書
『
老
子
』
 
一
九
七
四
 
『
馬
王
堆
漢
墓
帛
書
（
壱
）
』
文
物
出
版
社
 
藤
堂
明
保
 
二
〇
〇
六
 
「
憂
と
愛
」
『
漢
字
の
起
源
』
講
談
社
学
術
文
庫
（
初
版
，
徳
間
書
店
、
一
九
六
 
六
年
）
 
蜂
屋
邦
夫
 
二
〇
〇
亓
 
『
老
子
』
 
岩
波
文
庫
 
馬
 
承
源
（
主
編
）
 
、
二
〇
〇
亓
 
『
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
（
亓
）
』
 
上
海
古
籍
出
版
社
 
原
 
孝
治
 
二
〇
〇
六
 
「
墨
子
校
注
攷
」
『
大
東
文
化
大
学
漢
学
会
誌
』
四
亓
 
李
 
学
勤
（
主
編
）
 
二
〇
一
〇
 
『
清
華
大
学
蔵
戦
国
竹
簡
（
壹
）
』
中
西
書
房
 
王
 
国
維
 
一
九
八
二
 
「
鬼
方
昆
夷
玁
狁
考
」 
『
王
国
維
遺
書
』（
據
商
務
印
書
館
一
九
四
〇
年
版
影
印
）
所
收
『
觀
堂
集
林
』
卷
一
三
・
史
林
亓
 
上
海
古
籍
書
店
 
渡
辺
 
卓
 
一
九
七
三
 
『
古
代
中
国
思
想
の
研
究
―
〃
孔
子
伝
の
形
成
〄
と
儒
墨
集
団
の
思
想
と
行
動
 
―
』
東
洋
学
叢
書
、
創
文
社
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湯
浅
邦
弘
 
二
〇
〇
六
ａ
 
「
上
博
楚
簡
『
三
徳
』
の
全
体
構
造
と
文
献
的
性
格
」
『
中
国
研
究
集
刊
』
四
 
 
 
 
 
 
一
 
―
―
―
―
 
二
〇
〇
六
ｂ
 
「
上
博
楚
簡
『
三
徳
』
の
天
人
相
関
思
想
」
『
中
国
研
究
集
刊
』
四
一
 
吉
永
慎
二
郎
 
二
〇
〇
四
 
『
戦
国
思
想
史
研
究
―
儒
家
と
墨
家
の
思
想
史
的
交
渉
―
』
朊
友
書
店
 
吉
本
道
雅
 
二
〇
〇
二
 
「
左
伝
成
書
考
」
『
立
命
館
東
洋
史
學
』
二
亓
 
